
 

 

群馬県建設工事成績評定要領 

                                                                         

（目 的） 

第１条 この要領は、群馬県が執行する建設工事の成績評定（以下「評定」という。）に

 必要な事項を定め、厳正かつ的確な評定の実施を図り、もって、建設業者の適正な選定

 及び指導育成に資することを目的とする。 

 

（評定の対象） 

第２条 評定の対象は、原則として１件の最終請負額が５００万円以上の建設工事につい

 て行うものとする。 

 

（評定の内容） 

第３条 評定は、工事の施工状況、目的物の品質等を評価するものとする。 

 

（評定者） 

第４条 第３条の評定を行う者（以下「評定者」という。）は、当該工事の「検査員」、

 「監督員」及び工事の執行を総括する者（以下「総括職員」という。）とする。 

 

（評定の方法） 

第５条 評定は、施工体制、施工状況、出来形及び出来ばえ等、その他の事項について、

 工事ごと、評定者ごとに独立して的確かつ公正に行うものとする。 

 

（評定の時期） 

第６条 検査員は検査を実施したとき、監督員及び総括職員は工事が完成したときにそれ

 ぞれ評定を行うものとする。 

  

（評定表の作成） 

第７条 成績評定は、一工事ごとに行うものとする。 

２ 工事成績の採点は、別記様式第１「工事成績採点表」により行うものとする。 

３ 細目別評定点の算出は別記様式第２によるものとする。 

４ 評定結果は別記様式第３「工事成績評定表（以下「評定表」という。）」に記録する

 ものとする。 

５ 評定にあたっては、別紙－４「事故が発生した場合の工事成績評定について」を考慮

 するものとする。また、工事における「創意工夫」、「社会性等」に関しては、受注者

 は当該工事における実施状況を提出できるものとし、提出があった場合はこれを考慮す

 るものとする。 

   なお、森林整備関係は別途「森林整備必携」の群馬県森林整備事業成績評定事務取扱

 要領により評定するものとする。 
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（評定表の提出等） 

第８条 評定者は、評定を行ったときは、当該評定表を契約担当者にすみやかに提出する

 ものとする。 

２ 検査員は、評定を行ったときは、当該評定表を検査調書とともに、群馬県建設工事検

 査員指定要領第２条により指定した契約検査課長または契約担当者に報告するものとす

 る。 

 

（評定結果の通知） 

第９条 契約担当者は、工事成績評定が確定したときは、当該工事の受注者に対して、工

 事成績評定通知書（別記様式第４）によりすみやかに通知するものとする。 

  なお、項目別評定点（別表１）を併せて送付する。 

 

（評定結果の公表） 
第１０条 評定結果は、当該工事の発注機関において、工事成績評定確定後すみやかに工

 事成績評定結果表（別表２）により公表するものとし、評点は原則として評定点合計と

 する。ただし、県土整備部発注工事については、当分の間、評定点ランクをもって評点

 とする。 
２ 公表については、自由閲覧方式とし、閲覧者の氏名等の記載は要しないものとする。 
３ 閲覧期間は、完成検査時の属する年度とその翌年度とする。 
４ 閲覧に供した資料の内容に関する問い合わせには応じないものとする。 
５ 工事成績評定結果表（別表２）の保存期間は３年とする。 

 

       評定点ランク 

ランク  評定点合計 

Ａ  ８２点以上 

Ｂ  ７８点以上８１点以下 

Ｃ  ７１点以上７７点以下 

Ｄ  ６５点以上７０点以下 

Ｅ  ６４点以下 

 

（評定の修正） 

第１１条 契約担当者は、第９条の通知をした後、当該評定を修正する必要があると認め

 られる場合は修正しなければならない。 

２ 契約担当者は、前項の修正を行ったときは、その結果を当該工事の受注者に対してす

 みやかに通知するものとする。 
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（説明請求） 

第１２条 第９条または第１１条による通知を受けた者は、通知を受けた日から起算して

 １４日（群馬県の休日を定める条例（平成元年３月２７日条例第１６号）に規定する休

 日（以下「休日」という。）を含む）以内に（請求期限が休日の場合は、その翌日ま 

 で）契約担当者に対し、評定の内容について書面により説明を求めることができる。 

 

（説明請求に対する回答） 

第１３条 第１２条の回答は、契約担当者が工事成績評定に係る説明書（別記様式第５）

 により回答するものとする。 
２ 契約担当者は、説明の申立者に回答を行ったときは、申立者の提出した書面及び回答

 を行った書面を、閲覧による方法により公表するものとする。 

 

（再説明請求） 

第１４条 第１３条第１項による回答を受けた者は、回答を受けた日から起算して１４日

 （群馬県の休日を定める条例（平成元年３月２７日条例第１６号）に規定する休日（以

 下「休日」という。）を含む）以内に（請求期限が休日の場合は、その翌日まで）契約

 担当者に対し、回答の内容について書面により再説明を求めることができる。 

 

（再説明請求に対する回答） 

第１５条 第１４条の回答は、契約担当者が工事成績評定に係る再説明書（別記様式第 

 ６）により回答するものとする。 

２ 契約担当者は、回答をする場合、工事成績評定評価委員会に意見を求め、審議を経て

 から回答するものとする。 

３ 前項の工事成績評定評価委員会は、別に定める設置要領に基づき設置するものとする。 
４ 契約担当者は、説明の申立者に回答を行ったときは、申立者の提出した書面及び回答

 を行った書面を、閲覧による方法により公表するものとする。 

 

 

附 則 

  １ この要領は、平成１７年４月１日から適用する。 

  ２ この要領の施行日をもって「群馬県環境・森林局請負工事成績評定要領」、「群馬

  県農業局農業基盤整備課所管請負工事成績評定要領」、「群馬県県土整備局請負工事

  成績評定要領」は廃止する。 

 ３ 平成１８年 ４月１日一部改正 

  ４ 平成１９年 ４月１日一部改正 

 ５ 平成１９年１０月１日一部改正 

  ６ 平成２０年 ４月１日一部改正 

  ７ 平成２１年 ４月１日一部改正 

 ８  平成２２年 ４月１日一部改正 

  ９ 平成２６年 ４月１日一部改正 

１０ 平成２７年 ４月１日一部改正 

１１ 平成３０年 ４月１日一部改正 

１２ 平成３１年 ４月１日一部改正 
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１３ 令和 ２年 ４月１４日一部改正 

１４ 令和 ３年 ４月１日一部改正 

１５  この要領の改正日をもって「群馬県建設工事成績評定通知公表実施要領」は廃止

す  る。 

１６ 令和 ４年 ４月１日一部改正 

１７ 令和 ５年 ４月１日一部改正 

１８ 令和 ６年 ４月１日一部改正 

１９ 令和 ７年 ４月１日一部改正 
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6
.5

=

点
点

点
点

1
4
.9

点

Ⅱ
．

品
質

(
)×

0
.4

+
2
.9

=
(

)×
0
.4

+
6
.5

=
(

)×
0
.4

+
6
.5

=
(

)×
0
.4

+
6
.5

=

点
点

点
点

1
7
.4

点

Ⅲ
．

出
来

映
え

(
)×

0
.4

+
6
.5

=
(

)×
0
.4

+
6
.5

=
(

)×
0
.4

+
6
.5

=

点
点

点
8
.5

点

４
．

工
事

特
性

(
)×

0
.2

+
3
.3

=

点
7
.3

点

５
．

創
意

工
夫

Ⅰ
．

創
意

工
夫

(
)×

0
.4

+
2
.9

=

点
5
.7

点

Ⅱ
．

週
休

２
日

(
)×

0
.4

=

点
0
.8

点

Ⅲ
．

ＩＣ
Ｔ
活

用
工

事
(

)×
0
.4

=

点
1
.6

点

６
．

社
会

性
等

Ⅰ
．

地
域

へ
の

貢
献

等
(

)×
0
.2

+
3
.2

=

点
5
.2

点

Ⅱ
．

週
休

２
日

(
)×

0
.2

=

点
0
.5

点

７
．

法
令

遵
守

等
(

)×
1
.0

=

点

1
0
2
.9

点

　
　

※
中

間
技

術
検

査
が

あ
っ

た
場

合
　

　
　

（
①

＋
②

＋
③

×
0
.5

＋
④

×
0
.5

）
＝

細
目

別
評

定
点

（
既

済
、

中
間

が
２

回
以

上
の

場
合

は
③

を
平

均
す

る
）

　
　

 　
中

間
技

術
検

査
が

な
か

っ
た

場
合

  
  

（
①

＋
②

＋
④

）
＝

細
目

別
評

定
点

　
　

※
得

点
割

合
は

、
細

目
評

定
点

の
合

計
に

対
す

る
得

点
の

割
合

を
百

分
率

で
示

す
。

　
　

※
総

合
評

価
の

施
工

計
画

に
記

載
し

た
内

容
の

履
行

が
確

認
で

き
な

い
場

合
は

、
『
不

履
行

』
を

選
択

す
る

。

８
．

総
合

評
価

３
．

出
来

形
及

び
出

来
ば

え

履
行

確
認

履
行

　
不

履
行

　
対

象
外

評
定

点
合

計

Ⅰ
．

施
工

条
件

等
へ

の
　

　
　

対
応

④
完

成
検

査
員

細
 
目

 
別

 
評

 
定

 
点

 
採

 
点

 
表

①
監

督
員

②
総

括
職

員
③

中
間

技
術

検
査

員
③

中
間

技
術

検
査

員
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様式第３

工 事 成 績 評 定 表

年 月 日

契約管理番号： 　　　　　　　　　　　　　　　　　課・事務所　

受　　　 注 　　　者

当初：  円 　最終： 円

年 月 日 ～ 年 月 日

年 月 日

年 月 日

年 月 日

第1回 年 月 日 第2回 年 月 日

① 点

② 点

③ 点

④ 点

⑤ 点

⑥ 点

注１）中間技術検査があった場合

　　　評定点合計　⑥＝（①×0.4＋②×0.2＋③×0.2＋④×0.2）－⑤

　　中間技術検査がなかった場合

　　　評定点合計　⑥＝（①×0.4＋②×0.2＋④×0.4）－⑤

２）中間技術検査が２回以上あった場合、評定点は平均点を記入する。

３）監督員、総括職員、検査員の評定点は小数第１位までとする。

４）評定点合計は、四捨五入により整数とする。

５）⑤法令遵守等は、総括職員が記入する。

工 事 名

路線（河川）名・箇所名

受 注 者 名

契 約 金 額

工 期

完 成 年 月 日

完 成 検 査 年 月 日

再 検 査 年 月 日

中間技術検査年月日

現 場 代 理 人 氏 名

主 任 ・ 監 理 技 術 者 氏 名

監 督 員 職 ・ 氏 名

立 会 者 職 ・ 氏 名

総 括 職 員 職 ・ 氏 名

完 成 検 査 員 職 ・ 氏 名

中 間 技 術 検 査 員 職 ・ 氏 名

中 間 技 術 検 査 員 職 ・ 氏 名

監 督 員 評 定 点

評 定 点 合 計

総 括 職 員 評 定 点

中 間 技 術 検 査 員 評 定 点

完 成 検 査 員 評 定 点

法 令 遵 守 等
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様式第４ 

                                第     号 

                                年  月  日 

 

 

                             様 

                         群馬県（契約担当者）   

 

            工 事 成 績 評 定 通 知 書 

 

貴社が受注した工事について、工事成績評定要領に基づき評定した結果を通知します。

なお、評定の結果に疑問があるときは、当職に対してその疑問の旨を付して、この書面の

通知を受けた日から起算して１４日（「休日」を含む。）以内に書面により、説明を求め

ることができます。 

 疑問の旨に対する説明は、書面により郵送いたします。 

 また、説明を求める場合の書面の送付先及び手続き等についての問い合わせ先は下記 

のとおりです。 

 

記 

 

 １  工 事 名 

           （契約管理番号：       ） 

 

 ２  工事の種類 

 

 ３ 工   期                  年  月  日  ～     年  月  日 

 

 ４ 完成検査年月日              年  月  日 

 

 ５ 工事成績評定   ①評定点      点   項目別評定点は、別表１のとおり 

             ②総合評価履行確認  履行 or 不履行 or 対象外 

 

 ６ 送付先 

 

 ７ 手続き等の問い合わせ先 
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別表１           項 目 別 評 定 点 

 工事名： 

 契約管理番号： 

     評価項目      細別    評定点／満点 

１．施工体制 

 

Ⅰ．施工体制一般     ／   ３．３点 

Ⅱ．配置技術者     ／   ４．１点 

２．施工状況 

 

Ⅰ．施工管理      ／  １３．０点 

Ⅱ．工程管理      ／   ８．１点 

Ⅲ．安全対策     ／   ８．８点 

Ⅳ．対外関係     ／   ３．７点 

３．出来形及び出来ばえ 

 

Ⅰ．出来形      ／  １４．９点 

Ⅱ．品質     ／  １７．４点 

Ⅲ．出来ばえ     ／   ８．５点 

４．工事特性（加点のみ） Ⅰ．施工条件等への対応     ／   ７．３点 

５．創意工夫（加点のみ） 

 

Ⅰ．施工、新技術活用、 

品質、安全衛生 

     ／   ５．７点 

 

Ⅱ．週休２日        ／   ０．８点 

Ⅲ．ICT 活用工事         ／   １．６点 

６．社会性等（加点のみ） 

 

Ⅰ．地域への貢献等     ／   ５．２点 

Ⅱ．週休２日         ／   ０．５点 

７．法令遵守等（減点のみ) 

 

 

工事事故等による減点  

総合評価による減点  

  評定点合計（四捨五入）       ／１０２．９点 
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様式第５ 

                               第     号 

                               年  月  日 

 

 

 

                様 

 

                        群馬県（契約担当者）     

 

             工事成績評定に係る説明書（回答） 

 

     年  月  日付けで貴社から説明をもとめられました評定内容について、下

記のとおり回答します。 なお、今回の回答に対し疑問があるときは、当職に対してその

疑問の旨を付して、この書面の通知を受けた日から起算して１４日（「休日」を含む。）

以内に書面により、再説明を求めることができます。 

 

 

 

                    記 

 

 

 １ 工事名 

    （契約管理番号：             ） 

 

 ２ 疑問に対する回答 
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様式第６ 

                               第     号 

                               年  月  日 

 

 

 

                様 

 

                      群馬県（契約担当者）     

 

            工事成績評定に係る再説明書（回答） 

 

       年  月  日付けで貴社から説明をもとめられました評定内容について、

下記のとおり回答します。 

 

 

 

                        記 

 

 

 １ 工事名 

    （契約管理番号：             ） 

 

 ２ 疑問に対する回答 
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別表２                                                                          

     

   

工事成績評定結果表 

 

工 事 名  

工 事 場 所  

工事完成年月日  

受 注 者  

評 点  

 

12-12



監督員
考査項目 細別 工種 表ページ 全ページ

Ⅰ．施工体制一般 1

Ⅱ．配置技術者
（現場代理人等）

2

Ⅰ．施工管理 3

Ⅱ．工程管理 4

Ⅲ．安全対策 5

Ⅳ．対外関係 6

Ⅰ．出来形 機械設備工事・電気設備工事・電気通信工事以外 7

機械設備工事 8

電気設備工事・電気通信設備工事・受変電設備工事 9

維持修繕工事・機械設備工事・電気設備工事・電気通信工事・受変電設備工事以外 10

維持・修繕工事 11

機械設備工事 12

電気設備工事・電気通信設備工事・受変電設備工事 13

５．創意工夫 Ⅰ．創意工夫

Ⅱ．週休２日 14

Ⅲ．ICT活用工事

総括職員
考査項目 細別 工種 表ページ 全ページ

Ⅱ．工程管理

Ⅲ．安全対策

４．工事特性
Ⅰ。施工条件等へ
の対応

2

６．社会性等
Ⅰ．地域への貢献
等

Ⅱ．週休２日

７．法令遵守等
（工事事故等による減点）

5

７．法令遵守等
（総合評価による減点）

6

工事成績採点の考査項目の考査項目別運用表【土木】　　目次

１．施工体制

２．施工状況

３．出来形及び出来ばえ

Ⅱ．品質

２．施工状況
1

6

15

4
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検査員
考査項目 細別 工種 表ページ 全ページ

２．施工状況 Ⅰ．施工管理 1

３．出来形及び出来ばえ Ⅰ．出来形 機械設備工事・電気設備工事・電気通信工事以外 2

機械設備工事 3

電気設備工事・電気通信設備工事・受変電設備工事 4

Ⅱ．品質 ｺﾝｸﾘｰﾄ構造物工 5

土工事（切土、盛土、築堤等工事） 6

護岸・根固め・水制工事 7

鋼橋工事（RC床版工事はｺﾝｸﾘｰﾄ構造物に準ずる） 8

砂防構造物工事・治山構造物工事及び地すべり防止工事（抑止杭・集水井工事を含む） 10

舗装工事 12

下水道工事 14

法面工事 16

基礎工工事及び地盤改良工事 18

コンクリート橋上部工事（ＰＣ及びＲＣを対象） 20

塗装工事 22

トンネル工事 23

植栽工事 25

防護柵（網）・標識・区画線等設置工事 26

機械設備工事 28

電気設備工事 29

電気通信工事・受変電設備工事 30

二次製品構造物コンクリート二次製品工事（Ｌ型擁壁、ボックスカルバート、ブロック積等） 31

補強土壁工事 33

電線共同溝工事 34

【農政部】区画整理（ほ場整備）工事 35

【農政部】暗渠排水工事 36

【農政部】管水路工事 37

【農政部】フイルダム・ため池工事 38

【農政部】水路補修工事・目地補修工・断面修復工・表面被覆工・管更正工 39

維持工事（清掃工，除草工，付属物工，除雪，応急処理等）
修繕工事（橋脚補強，耐震補強，落橋防止等）

41

取壊し工事 42

仮設工工事 43

柵工、筋工、伏工工事 44

土工事（農地造成） 45

林道土工工事 46

木材木製品工事（木ダム、木橋、木土留工、木流路工等） 47

上記以外の工事(情報ボックス，浚渫工事等）又は合併工事　〈A：ばらつき評価不適切〉 48

上記以外の工事(情報ボックス，浚渫工事等）又は合併工事　〈Ｂ：ばらつき評価有〉 49

Ⅲ．出来ばえ コンクリート構造物工事・砂防構造物工事・治水構造物工事・トンネル工事

配筋完了時

土工事（盛土・築堤工事等）

切土工事

護岸・根固・水制工事

鋼橋工事

地すべり防止工事

舗装工事

上層路盤が完了し舗装工事着手前

法面工事

基礎工事（地盤改良等を含む）

コンクリート橋上部工事

塗装工事（工場塗装を除く）

植栽工事

防護柵（網）工事

標識工事

区画線工事

下水道工事

機械設備工事

電気設備工事

電気通信設備工事・受変電設備工事

二次製品構造物

補強土壁工事

電線共同溝工事

【農政部】区画整理（ほ場整備）工事

【農政部】暗渠排水工事

【農政部】管水路工事

【農政部】フィルダム・ため池工事

【農政部】水路補修工事・目地補修工・断面修復工・表面被覆工・管更正工

コンクリート二次製品工事（Ｌ型擁壁、ボックスカルバート、ブロック積等）

維持修繕工事

取壊し工事

仮設工工事

柵工、筋工、伏工工事

土工事（農地造成） 63

林道土工工事

木材木製品工事（木ダム、木橋、木土留工、木流路工等）

上記以外の工事又は合併工事 65

61

62

65

52

64

50

51

60

57

58

59

53

54

55

56
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工
事

成
績

採
点

の
考

査
項

目
別

運
用

表
（
R

7
.4

.1
) 
【
土

木
】

工
事

成
績

採
点

の
考

査
項

目
の

考
査

項
目

別
運

用
表

　
　

　
１

／
１

５
ペ

ー
ジ

別
紙

－
１

契
約

管
理

番
号

：
工

　
事

　
名

：
［
記

入
方

法
］
評

価
対

象
項

目
は

左
□

に
レ

マ
ー

ク
、

評
価

項
目

は
右

□
に

レ
マ

ー
ク

を
記

入
す

る
。

（
　

監
督

員
　

）
考

査
項

目
d

１
．

施
工

体
制

Ⅰ
．

施
工

体
制

一
般

や
や

不
適

切
で

あ
る

●
評

価
対

象
項

目
□

施
工

体
制

一
般

に
関

し
て

、
監

督
員

か
ら

の
文

書
に

よ
る

改
善

指
示

に
従

わ
な

か
っ

た
。

上
記

該
当

項
目

が
あ

れ
ば

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
ｅ

□
施

工
体

制
一

般
に

関
し

て
、

監
督

員
が

文
書

に
よ

る
改

善
指

示
を

行
っ

た
。

上
記

該
当

項
目

が
あ

れ
ば

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
ｄ

■
□

施
工

体
制

一
般

に
つ

い
て

指
示

事
項

が
無

い
。

■
□

施
工

計
画

書
を

工
事

着
手

前
に

提
出

し
て

い
る

。
□

□
作

業
分

担
の

範
囲

を
、

施
工

体
制

台
帳

及
び

施
工

体
系

図
に

明
確

に
記

載
し

て
い

る
。

■
□

関
係

書
類

、
出

来
形

、
品

質
等

の
確

認
を

工
事

全
般

に
わ

た
っ

て
実

施
し

て
い

る
。

□
□

元
請

が
下

請
の

作
業

成
果

を
検

査
し

て
い

る
。

■
□

施
工

計
画

書
の

内
容

と
現

場
施

工
方

法
が

一
致

し
て

い
る

。
□

□
緊

急
指

示
、

災
害

、
事

故
等

が
発

生
し

た
場

合
の

対
応

が
速

や
か

で
あ

る
。

■
□

現
場

に
対

す
る

本
店

や
支

店
に

よ
る

支
援

体
制

を
整

え
て

い
る

。
□

□
工

場
製

作
期

間
に

お
け

る
技

術
者

を
適

切
に

配
置

し
て

い
る

。
□

□
機

械
設

備
、

電
気

設
備

等
に

つ
い

て
、

製
作

工
場

に
お

け
る

社
内

検
査

体
制

（
規

格
値

の
設

定
や

確
認

方
法

等
）
を

整
え

て
い

る
。

□
□

そ
の

他
（
理

由
：
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

）

①
当

該
「
評

価
対

象
項

目
」
の

う
ち

、
評

価
対

象
外

の
項

目
は

削
除

す
る

。
評

価
値

が
9
0
%
以

上
・

・
・

・
・

・
・

・
・

a
②

削
除

項
目

の
あ

る
場

合
は

削
除

後
の

評
価

項
目

数
を

母
数

と
し

て
計

算
し

た
比

率
(％

)
評

価
値

が
8
0
％

以
上

9
0
%
未

満
・

・
・

・
・

b
計

算
の

値
で

評
価

す
る

。
評

価
値

が
8
0
%
未

満
・

・
・

・
・

・
・

・
・

c
③

評
価

値
（
％

）
＝

（
　

）
評

価
数

／
評

価
対

象
項

目
数

（
　

）
④

な
お

、
削

除
後

の
評

価
対

象
項

目
数

が
２

以
下

の
場

合
は

ｃ
評

価
と

す
る

。

　
 

細
別

a
b

c
e

適
切

で
あ

る
ほ

ぼ
適

切
で

あ
る

他
の

評
価

に
該

当
し

な
い

不
適

切
で

あ
る

＊
施

工
体

制
一

般
と

は
、

現
場

代
理

人
等

指
定

通
知

書
、

工
事

カ
ル

テ
、

建
設

業
退

職
金

共
済

制
度

等
、

施
工

状
況

報
告

書
　

施
工

体
制

台
帳

･施
工

体
系

図
、

建
設

業
許

可
標

識
を

指
す

。

●
判

断
基

準
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工
事

成
績

採
点

の
考

査
項

目
別

運
用

表
（
R

7
.4

.1
) 
【
土

木
】

工
事

成
績

採
点

の
考

査
項

目
の

考
査

項
目

別
運

用
表

２
／

１
５

ペ
ー

ジ
別

紙
－

１
契

約
管

理
番

号
：

工
　

事
　

名
：

［
記

入
方

法
］
評

価
対

象
項

目
は

左
□

に
レ

マ
ー

ク
、

評
価

項
目

は
右

□
に

レ
マ

ー
ク

を
記

入
す

る
。

（
　

監
督

員
　

）
考

査
項

目
d

１
．

施
工

体
制

Ⅱ
．

配
置

技
術

者
や

や
不

適
切

で
あ

る

　
（
現

場
代

理
人

等
）

●
評

価
対

象
項

目
□

配
置

技
術

者
に

関
し

て
、

監
督

員
か

ら
の

文
書

に
よ

る
改

善
指

示
に

従
わ

な
か

っ
た

。

上
記

該
当

項
目

が
あ

れ
ば

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
ｅ

□
配

置
技

術
者

に
関

し
て

、
監

督
員

が
文

書
に

よ
る

改
善

指
示

を
行

っ
た

。

上
記

該
当

項
目

が
あ

れ
ば

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
ｄ

【
全

体
を

評
価

す
る

項
目

】
■

□□
配

置
技

術
者

に
つ

い
て

指
示

事
項

が
無

い
。

■
□

作
業

に
必

要
な

作
業

主
任

者
及

び
専

門
技

術
者

を
選

任
及

び
配

置
し

て
い

る
。

【
現

場
代

理
人

を
評

価
す

る
項

目
】

■
□

現
場

代
理

人
が

、
工

事
全

体
を

把
握

し
て

い
る

。
□

□
設

計
図

書
と

現
場

と
の

相
違

が
あ

っ
た

場
合

は
、

監
督

員
と

協
議

す
る

な
ど

の
必

要
な

対
応

を
行

っ
て

い
る

。
■

□
監

督
員

へ
の

報
告

を
適

時
及

び
的

確
に

行
っ

て
い

る
。

【
監

理
（
主

任
）
技

術
者

を
評

価
す

る
項

目
】
※

特
例

監
理

技
術

者
の

指
導

に
よ

り
、

監
理

技
術

者
補

佐
が

適
正

に
実

施
し

た
場

合
も

評
価

す
る

も
の

と
す

る
■

□
書

類
を

共
通

仕
様

書
及

び
諸

基
準

に
基

づ
き

適
切

に
作

成
し

、
整

理
し

て
い

る
。

■
□

契
約

書
、

設
計

図
書

、
適

用
す

べ
き

諸
基

準
等

を
理

解
し

、
施

工
に

反
映

し
て

い
る

。
■

□
施

工
上

の
課

題
と

な
る

条
件

（
作

業
環

境
、

気
象

、
地

質
等

）
へ

の
対

応
を

図
っ

て
い

る
。

□
□

下
請

の
施

工
体

制
及

び
施

工
状

況
を

把
握

し
、

技
術

的
な

指
導

を
行

っ
て

い
る

。
■

□
監

理
（
主

任
）
技

術
者

が
、

明
確

な
根

拠
に

基
づ

い
て

技
術

的
な

判
断

を
行

っ
て

い
る

。
□

□
そ

の
他

（
理

由
：
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

）

①
当

該
「
評

価
対

象
項

目
」
の

う
ち

、
評

価
対

象
外

の
項

目
は

削
除

す
る

。
評

価
値

が
9
0
%
以

上
・

・
・

・
・

・
・

・
・

a
②

削
除

項
目

の
あ

る
場

合
は

削
除

後
の

評
価

項
目

数
を

母
数

と
し

て
計

算
し

た
比

率
(％

)
評

価
値

が
8
0
％

以
上

9
0
%
未

満
・

・
・

・
・

b
計

算
の

値
で

評
価

す
る

。
評

価
値

が
8
0
%
未

満
・

・
・

・
・

・
・

・
・

c
③

評
価

値
（
％

）
＝

（
　

）
評

価
数

／
評

価
対

象
項

目
数

（
　

）
④

な
お

、
削

除
後

の
評

価
対

象
項

目
数

が
２

以
下

の
場

合
は

ｃ
評

価
と

す
る

。

＊
配

置
技

術
者

と
は

、
現

場
代

理
人

、
監

理
･主

任
技

術
者

の
専

任
制

を
指

す
。

 

●
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準
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適
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工
事

成
績

採
点

の
考

査
項

目
別

運
用

表
（
R

7
.4

.1
) 
【
土

木
】

工
事

成
績

採
点

の
考

査
項

目
の

考
査

項
目

別
運

用
表

３
／

１
５

ペ
ー

ジ
別

紙
－

１
契

約
管

理
番

号
：

工
　

事
　

名
：

［
記

入
方

法
］
評

価
対

象
項

目
は

左
□

に
レ

マ
ー

ク
、

評
価

項
目

は
右

□
に

レ
マ

ー
ク

を
記

入
す

る
。

（
　

監
督

員
　

）
考

査
項

目
d

２
．

施
工

状
況

Ⅰ
．

施
工

管
理

や
や

不
適

切
で

あ
る

●
評

価
対

象
項

目
□

施
工

管
理

に
関

し
て

、
監

督
員

か
ら

の
文

書
に

よ
る

改
善

指
示

に
従

わ
な

か
っ

た
。

上
記

該
当

項
目

が
あ

れ
ば

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
ｅ

□
施

工
管

理
に

関
し

て
、

監
督

員
が

文
書

に
よ

る
改

善
指

示
を

行
っ

た
。

上
記

該
当

項
目

が
あ

れ
ば

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
ｄ

■
□

施
工

管
理

に
つ

い
て

指
示

事
項

が
無

い
。

■
□

施
工

計
画

書
が

設
計

図
書

及
び

現
場

条
件

を
反

映
し

た
も

の
と

な
っ

て
い

る
。

□
□

現
場

条
件

の
変

化
に

対
し

て
、

適
切

に
対

応
し

て
い

る
。

■
□

工
事

材
料

の
品

質
に

影
響

が
無

い
よ

う
保

管
し

て
い

る
。

■
□

日
常

の
出

来
形

管
理

を
設

計
図

書
及

び
施

工
計

画
書

に
基

づ
き

適
時

及
び

的
確

に
行

っ
て

い
る

。
■

□
日

常
の

品
質

管
理

を
設

計
図

書
及

び
施

工
計

画
書

に
基

づ
き

適
時

及
び

的
確

に
行

っ
て

い
る

。
■

□
現

場
内

の
整

理
整

頓
を

日
常

的
に

行
っ

て
い

る
。

■
□

指
定

材
料

の
品

質
証

明
書

及
び

写
真

等
を

整
理

し
て

い
る

。
■

□
工

事
打

合
せ

簿
を

不
足

無
く
整

理
し

て
い

る
。

□
□

建
設

副
産

物
の

再
利

用
等

へ
の

取
り

組
み

を
適

切
に

行
っ

て
い

る
。

■
□

工
事

全
般

に
お

い
て

、
低

騒
音

型
、

低
振

動
型

、
排

出
ガ

ス
対

策
型

の
建

設
機

械
及

び
車

両
を

使
用

し
て

い
る

。
□

□
そ

の
他

（
理

由
：
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

）

①
当

該
「
評

価
対

象
項

目
」
の

う
ち

、
評

価
対

象
外

の
項

目
は

削
除

す
る

。
評

価
値

が
9
0
%
以

上
・

・
・

・
・

・
・

・
・

a
②

削
除

項
目

の
あ

る
場

合
は

削
除

後
の

評
価

項
目

数
を

母
数

と
し

て
計

算
し

た
比

率
(％

)
評

価
値

が
8
0
％

以
上

9
0
%
未

満
・

・
・

・
・

b
計

算
の

値
で

評
価

す
る

。
評

価
値

が
8
0
%
未

満
・

・
・

・
・

・
・

・
・

c
③

評
価

値
（
％

）
＝

（
　

）
評

価
数

／
評

価
対

象
項

目
数

（
　

）
④

な
お

、
削

除
後

の
評

価
対

象
項

目
数

が
２

以
下

の
場

合
は

ｃ
評

価
と

す
る

。

＊
施

工
管

理
と

は
、

設
計

図
書

の
照

査
等

、
施

工
計

画
書

、
工

事
の

着
手

、
建

設
副

産
物

及
び

建
設

廃
棄

物
、

指
定

建
設

機
械

類
の

確
認

を
指

す
。

 

細
別

a
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c
e

適
切

で
あ

る
ほ

ぼ
適

切
で

あ
る

他
の

評
価

に
該

当
し

な
い

不
適

切
で

あ
る
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工
事

成
績

採
点

の
考

査
項

目
別

運
用

表
（
R

7
.4

.1
) 
【
土

木
】

工
事

成
績

採
点

の
考

査
項

目
の

考
査

項
目

別
運

用
表

４
／

１
５

ペ
ー

ジ
別

紙
－

１
契

約
管

理
番

号
：

工
　

事
　

名
：

［
記

入
方

法
］
評

価
対

象
項

目
は

左
□

に
レ

マ
ー

ク
、

評
価

項
目

は
右

□
に

レ
マ

ー
ク

を
記

入
す

る
。

（
　

監
督

員
　

）
考

査
項

目
d

２
．

施
工

状
況

Ⅱ
．

工
程

管
理

や
や

不
適

切
で

あ
る

●
評

価
対

象
項

目
□

工
程

管
理

に
関

し
て

、
監

督
員

か
ら

の
文

書
に

よ
る

改
善

指
示

に
従

わ
な

か
っ

た
。

上
記

該
当

項
目

が
あ

れ
ば

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
ｅ

□
工

程
管

理
に

関
し

て
、

監
督

員
が

文
書

に
よ

る
改

善
指

示
を

行
っ

た
。

上
記

該
当

項
目

が
あ

れ
ば

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
ｄ

■
□

工
程

管
理

に
つ

い
て

指
示

事
項

が
無

い
。

■
□

工
程

に
与

え
る

要
因

を
的

確
に

把
握

し
、

そ
れ

ら
を

反
映

し
た

工
程

表
を

作
成

し
て

い
る

。
■

□
実

施
工

程
表

の
作

成
及

び
フ

ォ
ロ

ー
ア

ッ
プ

を
行

っ
て

お
り

、
適

切
に

工
程

を
管

理
し

て
い

る
。

□
□

現
場

条
件

の
変

化
へ

の
対

応
が

迅
速

で
あ

り
、

施
工

の
停

滞
が

見
ら

れ
な

い
。

□
□

時
間

制
限

や
片

側
交

互
通

行
等

の
各

種
制

約
へ

の
対

応
が

適
切

で
あ

り
、

大
き

な
工

程
の

遅
れ

が
無

い
。

□
□

工
事

の
進

捗
を

早
め

る
た

め
の

取
り

組
み

を
行

っ
て

い
る

。
■

□
適

切
な

工
程

管
理

を
行

い
、

工
程

の
遅

れ
が

無
い

。
■

□
休

日
の

確
保

を
行

っ
て

い
る

。
■

□
計

画
工

程
以

外
の

時
間

外
作

業
が

ほ
と

ん
ど

無
い

。
□

□
そ

の
他

（
理

由
：
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

）

①
当

該
「
評

価
対

象
項

目
」
の

う
ち

、
評

価
対

象
外

の
項

目
は

削
除

す
る

。
評

価
値

が
9
0
%
以

上
・

・
・

・
・

・
・

・
・

a
②

削
除

項
目

の
あ

る
場

合
は

削
除

後
の

評
価

項
目

数
を

母
数

と
し

て
計

算
し

た
比

率
(％

)
評

価
値

が
8
0
％

以
上

9
0
%
未

満
・

・
・

・
・

b
計

算
の

値
で

評
価

す
る

。
評

価
値

が
8
0
%
未

満
・

・
・

・
・

・
・

・
・

c
③

評
価

値
（
％

）
＝

（
　

）
評

価
数

／
評

価
対

象
項

目
数

（
　

）
④

な
お

、
削

除
後

の
評

価
対

象
項

目
数

が
２

以
下

の
場

合
は

ｃ
評

価
と

す
る

。
　

 

●
判

断
基

準

細
別

a
b

c
e

適
切

で
あ

る
ほ

ぼ
適

切
で

あ
る

他
の

評
価

に
該

当
し

な
い

不
適

切
で

あ
る
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工
事

成
績

採
点

の
考

査
項

目
別

運
用

表
（
R

7
.4

.1
) 
【
土

木
】

工
事

成
績

採
点

の
考

査
項

目
の

考
査

項
目

別
運

用
表

５
／

１
５

ペ
ー

ジ
別

紙
－

１
契

約
管

理
番

号
：

工
　

事
　

名
：

［
記

入
方

法
］
評

価
対

象
項

目
は

左
□

に
レ

マ
ー

ク
、

評
価

項
目

は
右

□
に

レ
マ

ー
ク

を
記

入
す

る
。

（
　

監
督

員
　

）
考

査
項

目
d

２
．

施
工

状
況

Ⅲ
．

安
全

対
策

や
や

不
適

切
で

あ
る

●
評

価
対

象
項

目
□

安
全

対
策

に
関

し
て

、
監

督
員

か
ら

の
文

書
に

よ
る

改
善

指
示

に
従

わ
な

か
っ

た
。

上
記

該
当

項
目

が
あ

れ
ば

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
ｅ

□
安

全
対

策
に

関
し

て
、

監
督

員
が

文
書

に
よ

る
改

善
指

示
を

行
っ

た
。

上
記

該
当

項
目

が
あ

れ
ば

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
ｄ

■
□

安
全

対
策

に
つ

い
て

指
示

事
項

が
無

い
。

■
□

災
害

防
止

協
議

会
等

を
１

回
／

月
以

上
行

っ
て

い
る

。
■

□
 安

全
教

育
及

び
安

全
訓

練
等

を
半

日
／

月
以

上
実

施
し

て
い

る
。

■
□

 新
規

入
場

者
教

育
の

内
容

に
、

当
該

工
事

の
現

場
特

性
を

反
映

し
て

い
る

。
■

□
 工

事
期

間
を

通
じ

て
、

労
働

災
害

及
び

公
衆

災
害

が
発

生
し

な
か

っ
た

。
□

□
 過

積
載

防
止

に
取

り
組

ん
で

い
る

。
■

□
 仮

設
工

の
点

検
及

び
管

理
を

、
チ

ェ
ッ

ク
リ

ス
ト

等
を

用
い

て
実

施
し

て
い

る
。

■
□

 保
安

施
設

の
設

置
及

び
管

理
を

、
各

種
基

準
及

び
関

係
者

間
の

協
議

に
基

づ
き

実
施

し
て

い
る

。
□

□
 地

下
埋

設
物

及
び

架
空

線
等

に
関

す
る

事
故

防
止

対
策

に
取

り
組

ん
で

い
る

。
□

□
そ

の
他

（
理

由
：
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

）

①
当

該
「
評

価
対

象
項

目
」
の

う
ち

、
評

価
対

象
外

の
項

目
は

削
除

す
る

。
評

価
値

が
9
0
%
以

上
・

・
・

・
・

・
・

・
・

a
②

削
除

項
目

の
あ

る
場

合
は

削
除

後
の

評
価

項
目

数
を

母
数

と
し

て
計

算
し

た
比

率
(％

)
評

価
値

が
8
0
％

以
上

9
0
%
未

満
・

・
・

・
・

b
計

算
の

値
で

評
価

す
る

。
評

価
値

が
8
0
%
未

満
・

・
・

・
・

・
・

・
・

c
③

評
価

値
（
％

）
＝

（
　

）
評

価
数

／
評

価
対

象
項

目
数

（
　

）
④

な
お

、
削

除
後

の
評

価
対

象
項

目
数

が
２

以
下

の
場

合
は

ｃ
評

価
と

す
る

。

＊
安

全
対

策
と

は
、

安
全

活
動

、
安

全
パ

ト
ロ

ー
ル

の
指

摘
事

項
の

処
理

を
指

す
。

 

●
判

断
基

準

細
別

a
b

c
e

適
切

で
あ

る
ほ

ぼ
適

切
で

あ
る

他
の

評
価

に
該

当
し

な
い

不
適

切
で

あ
る
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工
事

成
績

採
点

の
考

査
項

目
別

運
用

表
（
R

7
.4

.1
) 
【
土

木
】

工
事

成
績

採
点

の
考

査
項

目
の

考
査

項
目

別
運

用
表

６
／

１
５

ペ
ー

ジ
別

紙
－

１
契

約
管

理
番

号
：

工
　

事
　

名
：

［
記

入
方

法
］
評

価
対

象
項

目
は

左
□

に
レ

マ
ー

ク
、

評
価

項
目

は
右

□
に

レ
マ

ー
ク

を
記

入
す

る
。

（
　

監
督

員
　

）
考

査
項

目
d

２
．

施
工

状
況

Ⅳ
．

対
外

関
係

や
や

不
適

切
で

あ
る

●
評

価
対

象
項

目
□

対
外

関
係

に
関

し
て

、
監

督
員

か
ら

の
文

書
に

よ
る

改
善

指
示

に
従

わ
な

か
っ

た
。

上
記

該
当

項
目

が
あ

れ
ば

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
ｅ

□
対

外
関

係
に

関
し

て
、

監
督

員
が

文
書

に
よ

る
改

善
指

示
を

行
っ

た
。

上
記

該
当

項
目

が
あ

れ
ば

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
ｄ

■
□

対
外

関
係

に
つ

い
て

指
示

事
項

が
無

い
。

■
□

関
係

官
公

庁
な

ど
と

調
整

を
行

い
、

ト
ラ

ブ
ル

の
発

生
が

無
い

。
■

□
地

元
と

の
調

整
を

行
い

、
ト

ラ
ブ

ル
の

発
生

が
無

い
。

■
□

第
三

者
か

ら
の

苦
情

が
無

い
。

も
し

く
は

、
苦

情
に

対
し

て
適

切
な

対
応

を
行

っ
て

い
る

。
□

□
関

連
工

事
と

の
調

整
を

行
い

、
円

滑
な

進
捗

に
取

り
組

ん
で

い
る

。
■

□
工

事
の

目
的

及
び

内
容

を
、

工
事

看
板

な
ど

に
よ

り
地

域
住

民
や

通
行

者
等

に
分

か
り

や
す

く
周

知
し

て
い

る
。

□
□

そ
の

他
（
理

由
：
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

）

①
当

該
「
評

価
対

象
項

目
」
の

う
ち

、
評

価
対

象
外

の
項

目
は

削
除

す
る

。
評

価
値

が
9
0
%
以

上
・

・
・

・
・

・
・

・
・

a
②

削
除

項
目

の
あ

る
場

合
は

削
除

後
の

評
価

項
目

数
を

母
数

と
し

て
計

算
し

た
比

率
(％

)
評

価
値

が
8
0
％

以
上

9
0
%
未

満
・

・
・

・
・

b
計

算
の

値
で

評
価

す
る

。
評

価
値

が
8
0
%
未

満
・

・
・

・
・

・
・

・
・

c
③

評
価

値
（
％

）
＝

（
　

）
評

価
数

／
評

価
対

象
項

目
数

（
　

）
④

な
お

、
削

除
後

の
評

価
対

象
項

目
数

が
２

以
下

の
場

合
は

ｃ
評

価
と

す
る

。

 

b
c

e

適
切

で
あ

る
ほ

ぼ
適

切
で

あ
る

他
の

評
価

に
該

当
し

な
い

不
適

切
で

あ
る

●
判

断
基

準

細
別

a
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工
事

成
績

採
点

の
考

査
項

目
別

運
用

表
（
R

7
.4

.1
) 
【
土

木
】

工
事

成
績

採
点

の
考

査
項

目
の

考
査

項
目

別
運

用
表

７
／

１
５

ペ
ー

ジ
別

紙
－

１
契

約
管

理
番

号
：

工
　

事
　

名
：

［
記

入
方

法
］
 該

当
す

る
項

目
の

□
に

レ
マ

ー
ク

を
記

入
す

る
。

（
　

監
督

員
　

）
考

査
項

目
細

別
工

種
d

●
評

価
対

象
項

目
□

契
約

書
第

１
７

条
に

基
づ

き
、

監
督

員
が

改
造

請
求

を
行

っ
た

上
記

該
当

項
目

が
あ

れ
ば

・
・
・
・
・
ｅ

□
出

来
形

の
測

定
方

法
又

は
測

定
値

が
不

適
切

で
あ

っ
た

た
め

、
監

督
員

が
文

書
で

改
善

指
示

を
行

っ
た

。

上
記

該
当

項
目

が
あ

れ
ば

・
・
・
・
・
ｄ

□
出

来
形

が
、

測
定

項
目

、
測

定
基

準
及

び
規

格
値

を
満

足
し

、
ば

ら
つ

き
が

規
格

値
の

概
ね

５
０

％
程

度
以

内
で

あ
る

。

上
記

該
当

項
目

が
あ

れ
ば

・
・
・
・
・
ａ

□
出

来
形

が
、

測
定

項
目

、
測

定
基

準
及

び
規

格
値

を
満

足
し

、
ば

ら
つ

き
が

規
格

値
の

概
ね

８
０

％
程

度
以

内
で

あ
る

。

上
記

該
当

項
目

が
あ

れ
ば

・
・
・
・
・
ｂ

□
出

来
形

が
、

測
定

項
目

、
測

定
基

準
及

び
規

格
値

を
満

足
し

、
a及

び
bに

該
当

し
な

い
。

上
記

該
当

項
目

が
あ

れ
ば

・
・
・
・
・
ｃ

①
出

来
形

の
評

定
は

、
工

事
全

般
を

通
し

た
も

の
と

す
る

。
②

出
来

形
と

は
、

設
計

図
書

に
示

さ
れ

た
工

事
目

的
物

の
形

状
及

び
寸

法
を

い
う

。
③

出
来

形
管

理
と

は
、

「
土

木
工

事
施

工
管

理
基

準
」
の

測
定

項
目

、
測

定
基

準
及

び
規

格
値

に
基

づ
き

所
定

の
出

来
形

を
確

保
す

る
管

理
体

系
で

あ
る

が
、

当
該

管
理

基
準

に
よ

り
が

た
い

場
合

等
に

つ
い

て
は

、
監

督
員

と
協

議
の

上
で

出
来

形
管

理
を

行
う

も
の

で
あ

る
。

④
出

来
形

管
理

項
目

を
設

定
し

て
い

な
い

工
事

は
「
ｃ
」
評

価
と

す
る

。

 

a
b

c
e

３
．

出
来

形
及

び
出

来
ば

え
Ⅰ

．
出

来
形

出
来

形
の

測
定

が
、

必
要

な
測

定
項

目
に

つ
い

て
所

定
の

測
定

基
準

に
基

づ
き

行
わ

れ
て

お
り

、
測

定
値

が
規

格
値

を
満

足
し

、
そ

の
ば

ら
つ

き
が

規
格

値
の

概
ね

５
０

％
以

内
で

あ
る

。

出
来

形
の

測
定

が
、

必
要

な
測

定
項

目
に

つ
い

て
所

定
の

測
定

基
準

に
基

づ
き

行
わ

れ
て

お
り

、
測

定
値

が
規

格
値

を
満

足
し

、
そ

の
ば

ら
つ

き
が

規
格

値
の

概
ね

８
０

％
以

内
で

あ
る

。

出
来

形
の

測
定

が
、

必
要

な
測

定
項

目
に

つ
い

て
所

定
の

測
定

基
準

に
基

づ
き

行
わ

れ
て

お
り

、
測

定
値

が
規

格
値

を
満

足
し

、
ａ
、

ｂ
に

該
当

し
な

い
。

文
書

で
改

善
指

示
を

行
っ

た
改

造
請

求
を

行
っ

た

機
械

設
備

工
事

・
電

気
設

備
工

事
・
電

気
通

信
工

事
以

外
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工
事

成
績

採
点

の
考

査
項

目
別

運
用

表
（
R

7
.4

.1
) 
【
土

木
】

工
事

成
績

採
点

の
考

査
項

目
の

考
査

項
目

別
運

用
表

８
／

１
５

ペ
ー

ジ
別

紙
－

１
契

約
管

理
番

号
：

工
　

事
　

名
：

［
記

入
方

法
］
評

価
対

象
項

目
は

左
□

に
レ

マ
ー

ク
、

評
価

項
目

は
右

□
に

レ
マ

ー
ク

を
記

入
す

る
。

（
　

監
督

員
　

）
考

査
項

目
細

別
工

種
d

文
書

で
改

善
指

示
を

行
っ

た
●

評
価

対
象

項
目

□
契

約
書

第
１

７
条

に
基

づ
き

、
監

督
員

が
改

造
請

求
を

行
っ

た

上
記

該
当

項
目

が
あ

れ
ば

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
ｅ

□
出

来
形

の
測

定
方

法
又

は
測

定
値

が
不

適
切

で
あ

っ
た

た
め

、
監

督
員

が
文

書
で

改
善

指
示

を
行

っ
た

。

上
記

該
当

項
目

が
あ

れ
ば

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
ｄ

□
□

据
付

に
関

す
る

出
来

形
管

理
が

容
易

に
把

握
で

き
る

よ
う

、
出

来
形

管
理

図
な

ど
を

工
夫

し
て

い
る

。
■

□
設

備
全

般
に

わ
た

り
、

形
状

及
び

寸
法

の
実

測
値

が
許

容
範

囲
内

で
あ

る
。

■
□

施
工

管
理

基
準

の
撮

影
記

録
が

撮
影

基
準

を
満

足
し

て
い

る
。

■
□

設
計

図
書

で
定

め
ら

れ
て

い
な

い
出

来
形

管
理

項
目

に
つ

い
て

、
監

督
員

と
協

議
の

上
で

管
理

し
て

い
る

。
■

□
不

可
視

部
分

の
出

来
形

を
写

真
撮

影
し

て
い

る
。

□
□

塗
装

管
理

基
準

の
塗

膜
厚

管
理

を
適

切
に

ま
と

め
て

い
る

。
□

□
溶

接
管

理
基

準
の

出
来

形
管

理
を

適
切

に
ま

と
め

て
い

る
。

□
□

社
内

の
管

理
基

準
に

基
づ

き
管

理
し

て
い

る
。

□
□

設
計

図
書

に
定

め
ら

れ
て

い
る

予
備

品
に

不
足

が
無

い
。

□
□

分
解

整
備

に
お

け
る

既
設

部
品

等
の

摩
耗

、
損

傷
等

に
つ

い
て

、
整

備
前

と
整

備
後

の
劣

化
状

況
及

び
回

復
状

況
を

図
表

等
に

記
録

し
て

い
る

。
□

□
そ

の
他

（
理

由
：
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

）

①
当

該
「
評

価
対

象
項

目
」
の

う
ち

、
評

価
対

象
外

の
項

目
は

削
除

す
る

。
評

価
値

が
8
0
%
以

上
・

・
・

・
・

・
・

・
・

a
②

削
除

項
目

の
あ

る
場

合
は

削
除

後
の

評
価

項
目

数
を

母
数

と
し

て
計

算
し

た
比

率
(％

)
評

価
値

が
6
0
%
以

上
8
0
%
未

満
・

・
・

・
・

b
計

算
の

値
で

評
価

す
る

。
評

価
値

が
6
0
%
未

満
・

・
・

・
・

・
・

・
・

c
③

評
価

値
（
％

）
＝

（
　

）
評

価
数

／
評

価
対

象
項

目
数

（
　

）
④

な
お

、
削

除
後

の
評

価
対

象
項

目
数

が
２

以
下

の
場

合
は

ｃ
評

価
と

す
る

。

 

a
b

c
e

３
．

出
来

形
及

び
出

来
ば

え
Ⅰ

．
出

来
形

機
械

設
備

工
事

適
切

で
あ

る
ほ

ぼ
適

切
で

あ
る

他
の

評
価

に
該

当
し

な
い

改
造

請
求

を
行

っ
た

●
判

断
基

準
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工
事

成
績

採
点

の
考

査
項

目
別

運
用

表
（
R

7
.4

.1
) 
【
土

木
】

工
事

成
績

採
点

の
考

査
項

目
の

考
査

項
目

別
運

用
表

９
／

１
５

ペ
ー

ジ
別

紙
－

１
契

約
管

理
番

号
：

工
　

事
　

名
：

［
記

入
方

法
］
評

価
対

象
項

目
は

左
□

に
レ

マ
ー

ク
、

評
価

項
目

は
右

□
に

レ
マ

ー
ク

を
記

入
す

る
。

（
　

監
督

員
　

）
考

査
項

目
細

別
工

種
d

文
書

で
改

善
指

示
を

行
っ

た
●

評
価

対
象

項
目

□
契

約
書

第
１

７
条

に
基

づ
き

、
監

督
員

が
改

造
請

求
を

行
っ

た

上
記

該
当

項
目

が
あ

れ
ば

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
ｅ

□
出

来
形

の
測

定
方

法
又

は
測

定
値

が
不

適
切

で
あ

っ
た

た
め

、
監

督
員

が
文

書
で

改
善

指
示

を
行

っ
た

。

上
記

該
当

項
目

が
あ

れ
ば

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
ｄ

□
□

据
付

に
関

す
る

出
来

形
管

理
が

容
易

に
把

握
で

き
る

よ
う

、
出

来
形

管
理

図
及

び
出

来
形

管
理

表
を

工
夫

し
て

い
る

。
■

□
機

器
等

の
測

定
（
試

験
）
結

果
が

、
そ

の
都

度
管

理
図

表
な

ど
に

記
録

さ
れ

、
適

切
に

管
理

し
て

い
る

。
■

□
不

可
視

部
分

の
出

来
形

を
写

真
撮

影
し

て
い

る
。

□
□

設
計

図
書

に
定

め
ら

れ
て

い
な

い
出

来
形

管
理

項
目

に
つ

い
て

監
督

員
と

協
議

の
上

で
管

理
し

て
い

る
。

■
□

設
備

全
般

に
わ

た
り

、
形

状
及

び
寸

法
の

実
測

値
が

許
容

範
囲

内
で

あ
る

。
■

□
設

備
の

据
付

及
び

固
定

方
法

が
設

計
図

書
又

は
承

諾
図

書
通

り
施

工
し

て
い

る
。

■
□

配
管

及
び

配
線

が
設

計
図

書
又

は
承

諾
図

書
通

り
に

敷
設

し
て

い
る

。
■

□
測

定
機

器
の

キ
ャ

リ
ブ

レ
ー

シ
ョ

ン
を

、
定

期
的

に
実

施
し

て
い

る
。

■
□

行
先

な
ど

を
表

示
し

た
名

札
が

ケ
ー

ブ
ル

な
ど

に
分

か
り

易
く
堅

固
に

取
り

付
け

て
い

る
。

■
□

配
管

及
び

配
線

の
支

持
間

隔
や

絶
縁

抵
抗

等
に

つ
い

て
、

設
計

図
書

の
仕

様
を

満
足

し
て

い
る

こ
と

が
確

認
で

き
る

。
□

□
社

内
の

管
理

基
準

に
基

づ
き

管
理

し
て

い
る

。
□

□
設

計
図

書
に

定
め

ら
れ

て
い

る
予

備
品

等
に

不
足

が
無

い
。

□
□

高
温

部
等

の
危

険
箇

所
へ

の
二

重
表

示
、

二
重

防
護

な
ど

運
用

に
お

け
る

不
可

抗
力

を
想

定
し

た
安

全
対

策
が

な
さ

れ
て

い
る

。
□

□
そ

の
他

（
理

由
：
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

）

①
当

該
「
評

価
対

象
項

目
」
の

う
ち

、
評

価
対

象
外

の
項

目
は

削
除

す
る

。
評

価
値

が
8
0
%
以

上
・

・
・

・
・

・
・

・
・

a
②

削
除

項
目

の
あ

る
場

合
は

削
除

後
の

評
価

項
目

数
を

母
数

と
し

て
計

算
し

た
比

率
(％

)
評

価
値

が
6
0
%
以

上
8
0
%
未

満
・

・
・

・
・

b
計

算
の

値
で

評
価

す
る

。
評

価
値

が
6
0
%
未

満
・

・
・

・
・

・
・

・
・

c
③

評
価

値
（
％

）
＝

（
　

）
評

価
数

／
評

価
対

象
項

目
数

（
　

）
④

な
お

、
削

除
後

の
評

価
対

象
項

目
数

が
２

以
下

の
場

合
は

ｃ
評

価
と

す
る

。

 

電
気

設
備

工
事

・
電

気
通

信
設

備
工

事
・

受
変

電
設

備
工

事

●
判

断
基

準a
b

c
e

３
．

出
来

形
及

び
出

来
ば

え
Ⅰ

．
出

来
形

適
切

で
あ

る
ほ

ぼ
適

切
で

あ
る

他
の

評
価

に
該

当
し

な
い

改
造

請
求

を
行

っ
た

12-23



　
　

工
事

成
績

採
点

の
考

査
項

目
別

運
用

表
（
R

7
.4

.1
) 
【
土

木
】

工
事

成
績

採
点

の
考

査
項

目
の

考
査

項
目

別
運

用
表

１
０

／
１

５
ペ

ー
ジ

別
紙

－
１

契
約

管
理

番
号

：
工

　
事

　
名

：
［
記

入
方

法
］
該

当
す

る
項

目
の

□
に

レ
マ

ー
ク

を
記

入
す

る
。

（
　

監
督

員
　

）
考

査
項

目
細

別
工

種
d

Ⅱ
．

品
質

●
評

価
対

象
項

目
□

契
約

書
第

１
７

条
に

基
づ

き
、

監
督

員
が

改
造

請
求

を
行

っ
た

上
記

該
当

項
目

が
あ

れ
ば

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
ｅ

□
品

質
関

係
の

測
定

方
法

又
は

測
定

値
が

不
適

切
で

あ
っ

た
た

め
、

監
督

員
が

文
書

で
改

善
指

示
を

行
っ

た
。

上
記

該
当

項
目

が
あ

れ
ば

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
ｄ

□
品

質
関

係
の

試
験

結
果

が
規

格
値

、
試

験
基

準
を

満
足

し
、

ば
ら

つ
き

が
規

格
値

の
概

ね
５

０
％

程
度

以
内

で
あ

る
。

上
記

該
当

項
目

が
あ

れ
ば

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
ａ

□
品

質
関

係
の

試
験

結
果

が
規

格
値

、
試

験
基

準
を

満
足

し
、

ば
ら

つ
き

が
規

格
値

の
概

ね
８

０
％

程
度

以
内

で
あ

る
。

上
記

該
当

項
目

が
あ

れ
ば

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
ｂ

□
品

質
関

係
の

試
験

結
果

が
試

験
基

準
を

満
足

し
、

a及
び

bに
該

当
し

な
い

。

上
記

該
当

項
目

が
あ

れ
ば

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
ｃ

①
品

質
の

評
定

は
、

工
事

全
般

を
通

じ
て

評
定

す
る

も
の

と
す

る
。

②
品

質
と

は
、

設
計

図
書

に
示

さ
れ

た
工

事
目

的
物

の
規

格
で

あ
る

。
③

品
質

管
理

と
は

、
「
土

木
工

事
施

工
管

理
基

準
」
の

試
験

項
目

、
試

験
基

準
及

び
規

格
値

に
基

づ
く
全

て
の

段
階

に
お

け
る

品
質

確
保

の
た

め
の

管
理

体
系

で
あ

る
。

な
お

、
当

該
管

理
基

準
に

よ
り

が
た

い
場

合
等

に
つ

い
て

は
、

監
督

員
と

協
議

の
上

で
品

質
管

理
を

行
う

も
の

で
あ

る
。

④
品

質
管

理
項

目
が

な
い

場
合

は
「
c
」
評

価
と

す
る

。

 

a
b

c
e

３
．

出
来

形
及

び
出

来
ば

え
品

質
の

測
定

が
、

必
要

な
測

定
項

目
に

つ
い

て
所

定
の

測
定

基
準

に
基

づ
き

行
わ

れ
て

お
り

、
測

定
値

が
規

格
値

を
満

足
し

、
そ

の
ば

ら
つ

き
が

規
格

値
の

概
ね

５
０

％
以

内
で

あ
る

。

品
質

の
測

定
が

、
必

要
な

測
定

項
目

に
つ

い
て

所
定

の
測

定
基

準
に

基
づ

き
行

わ
れ

て
お

り
、

測
定

値
が

規
格

値
を

満
足

し
、

そ
の

ば
ら

つ
き

が
規

格
値

の
概

ね
８

０
％

以
内

で
あ

る
。

品
質

の
測

定
が

、
必

要
な

測
定

項
目

に
つ

い
て

所
定

の
測

定
基

準
に

基
づ

き
行

わ
れ

て
お

り
、

測
定

値
が

規
格

値
を

満
足

し
、

ａ
、

ｂ
に

該
当

し
な

い
。

文
書

で
改

善
指

示
を

行
っ

た
改

造
請

求
を

行
っ

た

維
持

修
繕

工
事

・
機

械
設

備
工

事
・

電
気

設
備

工
事

・
電

気
通

信
工

事
・
受

変
電

設
備

工
事

以
外
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工
事

成
績

採
点

の
考

査
項

目
別

運
用

表
（
R

7
.4

.1
) 
【
土

木
】

工
事

成
績

採
点

の
考

査
項

目
の

考
査

項
目

別
運

用
表

１
１

／
１

５
ペ

ー
ジ

別
紙

－
１

契
約

管
理

番
号

：
工

　
事

　
名

：
［
記

入
方

法
］
評

価
対

象
項

目
は

左
□

に
レ

マ
ー

ク
、

評
価

項
目

は
右

□
に

レ
マ

ー
ク

を
記

入
す

る
。

（
　

監
督

員
　

）
考

査
項

目
細

別
工

種
d

Ⅱ
．

品
質

文
書

で
改

善
指

示
を

行
っ

た
●

評
価

対
象

項
目

□
契

約
書

第
１

７
条

に
基

づ
き

、
監

督
員

が
改

造
請

求
を

行
っ

た
。

上
記

該
当

項
目

が
あ

れ
ば

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
ｅ

□
品

質
関

係
の

測
定

方
法

又
は

測
定

値
が

不
適

切
で

あ
っ

た
た

め
、

監
督

員
が

文
書

で
改

善
指

示
を

行
っ

た
。

上
記

該
当

項
目

が
あ

れ
ば

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
ｄ

■
□

常
に

緊
急

的
な

作
業

に
対

応
で

き
る

体
制

を
整

え
て

い
る

。
■

□
緊

急
的

な
作

業
に

対
し

、
迅

速
に

対
応

し
て

い
る

。
■

□
監

督
員

の
指

示
事

項
に

対
し

、
現

地
状

況
を

勘
案

し
、

施
工

方
法

や
構

造
に

つ
い

て
提

案
を

行
う

な
ど

、
積

極
的

に
取

り
組

ん
で

い
る

。
■

□
施

工
後

の
メ

ン
テ

ナ
ン

ス
に

対
す

る
提

言
や

修
繕

サ
イ

ク
ル

等
を

勘
案

し
た

提
案

等
を

行
っ

て
い

る
。

□
□

理
由

：
□

□
理

由
：

□
□

理
由

：
□

□
理

由
：

該
当

項
目

が
６

項
目

以
上

・
・

・
ａ

該
当

項
目

が
４

項
目

以
上

・
・

・
ｂ

該
当

項
目

が
３

項
目

以
下

・
・

・
ｃ

注
記

載
の

４
項

目
を

必
須

の
評

価
対

象
項

目
と

し
、

こ
の

他
に

適
宜

項
目

を
追

加
し

て
評

価
す

る
も

の
と

す
る

。
た

だ
し

、
評

価
対

象
項

目
は

最
大

８
項

目
と

す
る

。

 

３
．

出
来

形
及

び
出

来
ば

え
維

持
・
修

繕
工

事
適

切
で

あ
る

ほ
ぼ

適
切

で
あ

る
他

の
評

価
に

該
当

し
な

い
改

造
請

求
を

行
っ

た

●
判

断
基

準a
b

c
e
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工
事

成
績

採
点

の
考

査
項

目
別

運
用

表
（
R

7
.4

.1
) 
【
土

木
】

工
事

成
績

採
点

の
考

査
項

目
の

考
査

項
目

別
運

用
表

１
２

／
１

５
ペ

ー
ジ

別
紙

－
１

契
約

管
理

番
号

：
工

　
事

　
名

：
［
記

入
方

法
］
評

価
対

象
項

目
は

左
□

に
レ

マ
ー

ク
、

評
価

項
目

は
右

□
に

レ
マ

ー
ク

を
記

入
す

る
。

（
　

監
督

員
　

）
考

査
項

目
細

別
工

種
d

Ⅱ
．

品
質

文
書

で
改

善
指

示
を

行
っ

た

●
評

価
対

象
項

目
□

契
約

書
第

１
７

条
に

基
づ

き
、

監
督

員
が

改
造

請
求

を
行

っ
た

。

上
記

該
当

項
目

が
あ

れ
ば

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
ｅ

□
品

質
関

係
の

測
定

方
法

又
は

測
定

値
が

不
適

切
で

あ
っ

た
た

め
、

監
督

員
が

文
書

で
改

善
指

示
を

行
っ

た
。

上
記

該
当

項
目

が
あ

れ
ば

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
ｄ

■
□

材
料

、
部

品
の

品
質

照
合

の
書

類
（
現

物
照

合
）
の

内
容

が
設

計
図

書
の

仕
様

を
満

足
し

て
い

る
。

■
□

設
備

の
機

能
及

び
性

能
を

、
承

諾
図

書
の

と
お

り
確

保
し

て
い

る
。

□
□

設
計

図
書

の
仕

様
を

踏
ま

え
た

詳
細

設
計

を
行

い
、

承
諾

図
書

と
し

て
提

出
し

て
い

る
。

□
□

機
器

の
品

質
、

機
能

及
び

性
能

が
設

計
図

書
を

満
足

し
て

、
成

績
書

に
ま

と
め

ら
れ

て
い

る
。

□
□

溶
接

管
理

基
準

の
品

質
管

理
項

目
に

つ
い

て
規

格
値

を
満

足
し

て
い

る
。

□
□

塗
装

管
理

基
準

の
品

質
管

理
項

目
に

つ
い

て
規

格
値

を
満

足
し

て
い

る
。

□
□

操
作

制
御

設
備

に
つ

い
て

、
操

作
ス

イ
ッ

チ
や

表
示

灯
を

承
諾

図
書

の
と

お
り

配
置

し
、

操
作

性
に

す
ぐ

れ
て

い
る

。
■

□
操

作
制

御
設

備
の

安
全

装
置

及
び

保
護

装
置

が
承

諾
図

書
の

と
お

り
機

能
し

て
い

る
。

■
□

小
配

管
、

電
気

配
線

・
配

管
が

、
承

諾
図

書
の

と
お

り
敷

設
し

て
い

る
。

□
□

設
備

の
取

扱
説

明
書

を
工

夫
し

て
い

る
。

□
□

完
成

図
書

（
取

扱
説

明
書

）
に

定
期

的
な

点
検

及
び

交
換

を
必

要
と

す
る

部
品

並
び

に
箇

所
を

明
示

し
て

い
る

。
□

□
機

器
の

配
置

が
点

検
し

や
す

い
よ

う
工

夫
し

て
い

る
。

□
□

設
備

の
構

造
や

機
器

の
配

置
が

、
部

品
等

の
交

換
作

業
を

容
易

に
で

き
る

よ
う

工
夫

し
て

い
る

。
□

□
二

次
コ

ン
ク

リ
ー

ト
の

配
合

試
験

及
び

試
験

練
り

が
実

施
さ

れ
、

試
験

成
績

表
に

ま
と

め
ら

れ
て

い
る

。
□

□
バ

ル
ブ

類
の

平
時

の
状

態
を

示
す

ラ
ベ

ル
な

ど
が

見
や

す
い

状
態

で
表

示
し

て
い

る
。

□
□

計
器

類
に

運
転

時
の

適
用

範
囲

を
見

や
す

く
表

示
し

て
い

る
。

□
□

回
転

部
や

高
温

部
等

の
危

険
箇

所
に

表
示

又
は

防
護

を
し

て
い

る
。

□
□

構
造

物
の

劣
化

状
況

を
よ

く
把

握
し

て
、

適
切

な
対

策
を

施
し

て
い

る
こ

と
が

確
認

で
き

る
。

□
□

現
地

状
況

を
勘

案
し

施
工

方
法

等
に

つ
い

て
提

案
を

行
う

な
ど

、
積

極
的

に
取

り
組

ん
で

い
る

。
□

□
そ

の
他

（
理

由
：
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

）

①
当

該
「
評

価
対

象
項

目
」
の

う
ち

、
評

価
対

象
外

の
項

目
は

削
除

す
る

。
評

価
値

が
8
0
%
以

上
・

・
・

・
・

・
・

・
・

a
②

削
除

項
目

の
あ

る
場

合
は

削
除

後
の

評
価

項
目

数
を

母
数

と
し

て
計

算
し

た
比

率
(％

)
評

価
値

が
6
0
%
以

上
8
0
%
未

満
・

・
・

・
・

b
計

算
の

値
で

評
価

す
る

。
評

価
値

が
6
0
%
未

満
・

・
・

・
・

・
・

・
・

c
③

評
価

値
（
％

）
＝

（
　

）
評

価
数

／
評

価
対

象
項

目
数

（
　

）
④

な
お

、
削

除
後

の
評

価
対

象
項

目
数

が
２

以
下

の
場

合
は

ｃ
評

価
と

す
る

。

 

●
判

断
基

準a
b

c
e

３
．

出
来

形
及

び
出

来
ば

え
機

械
設

備
工

事
適

切
で

あ
る

ほ
ぼ

適
切

で
あ

る
他

の
評

価
に

該
当

し
な

い
改

造
請

求
を

行
っ

た

12-26



　
　

工
事

成
績

採
点

の
考

査
項

目
別

運
用

表
（
R

7
.4

.1
) 
【
土

木
】

工
事

成
績

採
点

の
考

査
項

目
の

考
査

項
目

別
運

用
表

１
３

／
１

５
ペ

ー
ジ

別
紙

－
１

契
約

管
理

番
号

：
工

　
事

　
名

：
［
記

入
方

法
］
評

価
対

象
項

目
は

左
□

に
レ

マ
ー

ク
、

評
価

項
目

は
右

□
に

レ
マ

ー
ク

を
記

入
す

る
。

（
　

監
督

員
　

）
考

査
項

目
細

別
工

種
d

Ⅱ
．

品
質

文
書

で
改

善
指

示
を

行
っ

た

●
評

価
対

象
項

目
□

契
約

書
第

１
７

条
に

基
づ

き
、

監
督

員
が

改
造

請
求

を
行

っ
た

上
記

該
当

項
目

が
あ

れ
ば

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
ｅ

□
品

質
関

係
の

測
定

方
法

又
は

測
定

値
が

不
適

切
で

あ
っ

た
た

め
、

監
督

員
が

文
書

で
改

善
指

示
を

行
っ

た
。

上
記

該
当

項
目

が
あ

れ
ば

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
ｄ

■
□

製
作

着
手

前
に

、
品

質
や

性
能

の
確

保
に

係
る

技
術

検
討

を
実

施
し

て
い

る
。

■
□

材
料

、
部

品
の

品
質

照
合

の
結

果
が

、
品

質
保

証
書

等
（
現

物
照

合
を

含
む

）
で

確
認

で
き

、
設

計
図

書
の

仕
様

を
満

足
し

て
い

る
。

□
□

機
器

の
品

質
、

機
能

及
び

性
能

が
、

設
計

図
書

を
満

足
し

、
成

績
書

に
ま

と
め

て
い

る
。

□
□

操
作

ス
イ

ッ
チ

や
表

示
灯

が
承

諾
図

書
の

と
お

り
配

置
さ

れ
、

操
作

性
に

優
れ

て
い

る
。

■
□

ケ
ー

ブ
ル

及
び

配
管

の
接

続
な

ど
の

作
業

が
施

工
計

画
書

に
記

載
さ

れ
た

手
順

に
沿

っ
て

行
わ

れ
、

不
具

合
が

無
い

。
■

□
設

備
の

機
能

及
び

性
能

が
設

計
図

書
の

仕
様

を
満

足
し

て
い

る
。

■
□

操
作

制
御

関
係

の
機

能
及

び
性

能
が

、
仕

様
を

満
足

し
て

い
る

と
と

も
に

、
必

要
な

安
全

装
置

及
び

保
護

装
置

の
作

動
が

確
認

で
き

る
。

■
□

設
備

の
総

合
性

能
が

、
設

計
図

書
の

仕
様

を
満

足
し

て
い

る
。

□
□

現
場

条
件

に
よ

っ
て

機
器

(製
品

)の
機

能
及

び
性

能
が

確
認

で
き

な
い

場
合

に
お

い
て

、
工

場
試

験
な

ど
で

確
認

し
て

い
る

。
□

□
設

備
全

体
に

つ
い

て
の

取
扱

説
明

書
を

工
夫

し
作

成
（
修

繕
（
改

造
・
更

新
含

む
）
の

場
合

は
、

修
正

又
は

更
新

）
し

て
い

る
。

□
□

完
成

図
書

で
定

期
的

な
点

検
や

交
換

を
要

す
る

部
品

及
び

箇
所

を
明

示
し

て
い

る
。

□
□

設
備

の
構

造
に

お
い

て
、

点
検

や
消

耗
品

の
取

替
え

作
業

が
容

易
に

で
き

る
よ

う
工

夫
し

て
い

る
。

□
□

障
害

、
災

害
発

生
を

想
定

し
た

代
替

機
能

、
迂

回
な

ど
の

フ
ェ

ー
ル

セ
ー

フ
機

能
を

現
地

試
験

等
で

確
認

し
て

い
る

。
□

□
設

備
の

耐
震

設
計

に
つ

い
て

、
受

注
者

自
ら

が
確

認
、

精
査

し
た

こ
と

が
確

認
で

き
る

。
□

□
そ

の
他

（
理

由
：
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

）

①
当

該
「
評

価
対

象
項

目
」
の

う
ち

、
評

価
対

象
外

の
項

目
は

削
除

す
る

。
評

価
値

が
8
0
%
以

上
・

・
・

・
・

・
・

・
・

a
②

削
除

項
目

の
あ

る
場

合
は

削
除

後
の

評
価

項
目

数
を

母
数

と
し

て
計

算
し

た
比

率
(％

)
評

価
値

が
6
0
%
以

上
8
0
%
未

満
・

・
・

・
・

b
計

算
の

値
で

評
価

す
る

。
評

価
値

が
6
0
%
未

満
・

・
・

・
・

・
・

・
・

c
③

評
価

値
（
％

）
＝

（
　

）
評

価
数

／
評

価
対

象
項

目
数

（
　

）
④

な
お

、
削

除
後

の
評

価
対

象
項

目
数

が
２

以
下

の
場

合
は

ｃ
評

価
と

す
る

。

 

電
気

設
備

工
事

・
電

気
通

信
設

備
工

事
・

受
変

電
設

備
工

事

●
判

断
基

準a
b

c
e

３
．

出
来

形
及

び
出

来
ば

え
適

切
で

あ
る

ほ
ぼ

適
切

で
あ

る
他

の
評

価
に

該
当

し
な

い
改

造
請

求
を

行
っ

た

12-27



　
　

工
事

成
績

採
点

の
考

査
項

目
別

運
用

表
（
R

7
.4

.1
) 
【
土

木
】

工
事

成
績

採
点

の
考

査
項

目
の

考
査

項
目

別
運

用
表

１
４

～
１

５
／

１
５

ペ
ー

ジ
別

紙
－

１
契

約
管

理
番

号
：

工
　

事
　

名
：

［
記

入
方

法
］
該

当
す

る
項

目
の

□
に

レ
マ

ー
ク

を
記

入
す

る
。

（
　

監
督

員
　

）
考

査
項

目
５

．
創

意
工

夫
Ⅰ

．
創

意
工

夫
【
施

工
】 □

施
工

に
伴

う
器

具
、

工
具

、
装

置
等

に
関

す
る

工
夫

又
は

設
備

据
付

後
の

試
運

転
調

整
に

関
す

る
工

夫
。

□
コ

ン
ク

リ
ー

ト
二

次
製

品
な

ど
の

代
替

材
の

利
用

に
関

す
る

工
夫

。
□

土
工

、
地

盤
改

良
、

橋
梁

架
設

、
舗

装
、

コ
ン

ク
リ

ー
ト

打
設

等
の

施
工

に
関

す
る

工
夫

。
□

部
材

並
び

に
機

材
等

の
運

搬
及

び
吊

り
方

式
な

ど
の

施
工

方
法

に
関

す
る

工
夫

。
□

設
備

工
事

に
お

け
る

加
工

や
組

立
等

又
は

電
気

工
事

に
お

け
る

配
線

や
配

管
等

に
関

す
る

工
夫

。
□

給
排

水
工

事
や

衛
生

設
備

工
事

等
に

お
け

る
配

管
又

は
ポ

ン
プ

類
の

凍
結

防
止

、
配

管
の

つ
な

ぎ
等

に
関

す
る

工
夫

。
□

照
明

な
ど

の
視

界
の

確
保

に
関

す
る

工
夫

。
□

仮
排

水
、

仮
道

路
、

迂
回

路
等

の
計

画
的

な
施

工
に

関
す

る
工

夫
。

□
運

搬
車

両
、

施
工

機
械

等
に

関
す

る
工

夫
。

□
支

保
工

、
型

枠
工

、
足

場
工

、
仮

桟
橋

、
覆

工
板

、
山

留
め

等
の

仮
設

工
に

関
す

る
工

夫
。

□
盛

土
の

締
固

度
、

杭
の

施
工

高
さ

等
の

管
理

に
関

す
る

工
夫

。
□

施
工

計
画

書
の

作
成

、
写

真
の

管
理

等
に

関
す

る
工

夫
。

□
出

来
形

又
は

品
質

の
計

測
、

集
計

、
管

理
図

等
に

関
す

る
工

夫
。

□
施

工
管

理
ソ

フ
ト

、
土

量
管

理
シ

ス
テ

ム
等

の
活

用
に

関
す

る
工

夫
。

□
特

殊
な

工
法

や
材

料
を

用
い

た
工

事
。

□
優

れ
た

技
術

力
又

は
能

力
と

し
て

評
価

す
る

技
術

を
用

い
た

工
事

。
□

そ
の

他
（
理

由
：
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
）

※
本

項
目

に
お

け
る

C
C

U
S

関
連

の
加

点
は

0
.5

点
単

位
で

最
大

1
.5

点
と

す
る

。

【
新

技
術

活
用

】
「
新

技
術

活
用

」
に

お
い

て
は

、
以

下
の

項
目

に
よ

り
複

数
の

技
術

の
評

価
を

可
能

と
す

る
が

最
大

３
点

の
加

点
と

す
る

。
以

下
の

項
目

の
評

価
に

あ
た

っ
て

は
、

活
用

効
果

調
査

表
の

提
出

が
不

要
な

場
合

を
除

き
発

注
者

及
び

受
注

者
の

双
方

に
よ

る
全

て
の

活
用

効
果

調
査

表
を

確
認

し
た

上
で

評
価

す
る

。
た

だ
し

、
加

点
対

象
は

受
注

者
側

か
ら

新
技

術
活

用
を

提
案

し
た

場
合

の
み

と
し

、
発

注
者

が
指

定
し

活
用

し
た

場
合

は
加

点
措

置
を

行
わ

な
い

も
の

と
す

る
。

□
 （

該
当

技
術

数
：
 ）

Ｎ
Ｅ

Ｔ
ＩＳ

登
録

技
術

の
う

ち
、

事
後

評
価

未
実

施
技

術
ま

た
は

事
後

評
価

で
「
有

用
と

さ
れ

る
技

術
」
と

評
価

さ
れ

た
技

術
を

活
用

し
、

活
用

の
効

果
が

相
当

程
度

確
認

で
き

た
。

※
本

項
目

は
3
点

の
加

点
と

す
る

。
□

 （
該

当
技

術
数

：
 ）

Ｎ
Ｅ

Ｔ
ＩＳ

登
録

技
術

の
う

ち
、

事
後

評
価

未
実

施
技

術
ま

た
は

事
後

評
価

で
「
有

用
と

さ
れ

る
技

術
」
と

評
価

さ
れ

た
技

術
を

活
用

し
、

活
用

の
　

　
効

果
が

一
定

程
度

確
認

で
き

た
。

※
本

項
目

は
2
点

の
加

点
と

す
る

。
□

 （
該

当
技

術
数

：
 ）

Ｎ
Ｅ

Ｔ
ＩＳ

登
録

技
術

の
う

ち
、

事
後

評
価

未
実

施
技

術
ま

た
は

事
後

評
価

で
「
有

用
と

さ
れ

る
技

術
」
と

評
価

さ
れ

た
技

術
を

活
用

し
、

活
用

の
効

果
が

従
来

技
術

と
同

程
度

で
あ

る
。

※
本

項
目

は
１

点
の

加
点

と
す

る
。

□
 （

該
当

技
術

数
：
 ）

Ｎ
Ｅ

Ｔ
ＩＳ

登
録

技
術

の
う

ち
、

事
後

評
価

実
施

済
み

技
術

（
「
有

用
と

さ
れ

る
技

術
」
を

除
く
）
を

活
用

し
、

活
用

の
効

果
が

相
当

程
度

確
認

で
き

た
。

※
本

項
目

は
2
点

の
加

点
と

す
る

。
□

 （
該

当
技

術
数

：
 ）

Ｎ
Ｅ

Ｔ
ＩＳ

登
録

技
術

の
う

ち
、

事
後

評
価

実
施

済
み

技
術

（
「
有

用
と

さ
れ

る
技

術
」
を

除
く
）
を

活
用

し
、

活
用

の
効

果
が

一
定

程
度

確
認

で
き

た
。

※
本

項
目

は
1
点

の
加

点
と

す
る

。
□

ぐ
ん

ま
の

環
境

新
技

術
等

若
し

く
は

群
馬

県
建

設
工

事
関

連
新

技
術

等
を

技
術

提
案

、
施

工
承

認
等

で
採

用
し

施
工

し
た

場
合

※
本

項
目

は
3
点

の
加

点
と

す
る

。

細
別

工
　

　
　

夫
　

　
　

事
　

　
　

項

12-28



　
　

工
事

成
績

採
点

の
考

査
項

目
別

運
用

表
（
R

7
.4

.1
) 
【
土

木
】

□
そ

の
他

（
理

由
：
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

）

※
 こ

こ
で

「
有

用
と

さ
れ

る
技

術
」
と

は
「
公

共
工

事
等

に
お

け
る

新
技

術
活

用
ｼ
ｽ

ﾃ
ﾑ

」
実

施
要

領
で

定
め

る
「
有

用
と

さ
れ

る
技

術
」
を

い
う

。
※

 複
数

の
技

術
の

評
価

に
あ

た
っ

て
は

、
活

用
し

た
技

術
数

に
応

じ
複

数
の

評
価

項
目

を
選

択
す

る
こ

と
を

可
能

と
す

る
が

最
大

３
点

の
加

点
と

す
る

。
複

数
の

技
術

が
同

一
の

評
価

項
目

に
該

当
し

た
場

合
、

該
当

技
術

数
に

対
し

各
項

目
の

加
点

点
数

を
掛

け
合

わ
せ

た
も

の
を

評
価

の
点

数
と

す
る

が
、

こ
の

場
合

も
最

大
３

点
の

加
点

と
す

る
。

　
　

 
【
品

質
】 □

土
工

、
設

備
、

電
気

の
品

質
向

上
に

関
す

る
工

夫
。

□
コ

ン
ク

リ
ー

ト
の

材
料

、
打

設
、

養
生

に
関

す
る

工
夫

。
□

鉄
筋

、
Ｐ

Ｃ
ケ

ー
ブ

ル
、

コ
ン

ク
リ

ー
ト

二
次

製
品

等
の

使
用

材
料

に
関

す
る

工
夫

。
□

配
筋

、
溶

接
作

業
等

に
関

す
る

工
夫

。
□

そ
の

他
（
理

由
：
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

）

【
安

全
衛

生
】

□
 建

設
業

労
働

災
害

防
止

協
会

が
定

め
る

指
針

に
基

づ
く
安

全
衛

生
教

育
を

実
施

し
て

い
る

。
※

本
項

目
は

2
 点

の
加

点
と

す
る

。
□

安
全

を
確

保
す

る
た

め
の

仮
設

備
等

に
関

す
る

工
夫

。
（
落

下
物

、
墜

落
・
転

落
、

挟
ま

れ
、

看
板

、
立

入
禁

止
柵

、
手

摺
り

、
足

場
等

）
□

安
全

教
育

、
技

術
向

上
講

習
会

、
安

全
パ

ト
ロ

ー
ル

等
に

関
す

る
工

夫
。

□
現

場
事

務
所

、
労

務
者

宿
舎

等
の

空
間

及
び

設
備

等
に

関
す

る
工

夫
。

□
有

毒
ガ

ス
並

び
に

可
燃

ガ
ス

の
処

理
及

び
粉

塵
防

止
並

び
に

作
業

中
の

換
気

等
に

関
す

る
工

夫
。

□
一

般
車

両
突

入
時

の
被

害
軽

減
方

策
又

は
一

般
交

通
の

安
全

確
保

に
関

す
る

工
夫

。
□

厳
し

い
作

業
環

境
の

改
善

に
関

す
る

工
夫

。
□

環
境

保
全

に
関

す
る

工
夫

。
□

そ
の

他
（
理

由
：
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
）

記
述

評
価

　
詳

細
評

価
内

容
欄

評
点

：
点

（
最

大
７

点
）

　
※

１
．

特
に

評
価

す
べ

き
創

意
工

夫
事

例
を

加
点

評
価

す
る

。
　

※
２

．
評

価
は

各
項

目
に

お
い

て
１

つ
レ

点
が

付
さ

れ
れ

ば
１

、
２

、
３

点
で

評
価

し
、

最
大

７
点

の
加

点
評

価
と

す
る

。
た

だ
し

、
C

C
U

S
関

連
に

限
り

0
.5

点
単

位
で

最
大

1
.5

点
(内

数
)と

す
る

。
　

※
３

．
該

当
す

る
数

と
重

み
を

勘
案

し
て

評
定

す
る

。
１

項
目

１
点

を
目

安
と

す
る

が
、

内
容

に
よ

っ
て

は
そ

れ
以

上
の

点
数

を
与

え
て

も
よ

い
。

　
※

４
．

上
記

の
考

査
項

目
の

他
に

評
価

に
値

す
る

企
業

の
工

夫
が

あ
れ

ば
、

そ
の

他
に

具
体

の
内

容
を

記
載

し
て

加
点

す
る

。

［
記

入
方

法
］
該

当
す

る
項

目
の

□
に

レ
マ

ー
ク

を
記

入
す

る
。

（
　

監
督

員
　

）
考

査
項

目
５

．
創

意
工

夫
Ⅱ

．
週

休
２

日
【
週

休
２

日
】

□
対

象
期

間
中

、
「
完

全
週

休
２

日
」
を

達
成

で
き

た
。

※
本

項
目

は
評

定
点

＋
２

．
０

点
（
評

定
点

合
計

＋
０

．
８

点
）
を

加
点

す
る

。
□

対
象

期
間

中
、

「
月

単
位

の
週

休
２

日
（
現

場
閉

所
）
」
を

達
成

で
き

た
。

※
本

項
目

は
評

定
点

＋
１

．
０

点
（
評

定
点

合
計

＋
０

．
４

点
）
を

加
点

す
る

。
□

対
象

期
間

中
、

「
月

単
位

の
週

休
２

日
（
交

替
制

）
」
を

達
成

で
き

た
。

※
本

項
目

は
評

定
点

＋
１

．
０

点
（
評

定
点

合
計

＋
０

．
４

点
）
を

加
点

す
る

。

Ⅲ
．

IC
T
活

用
工

事
【
IC

T
活

用
工

事
】

□
ＩＣ

Ｔ
活

用
（
１

）
～

（
５

）
の

全
面

活
用

を
行

っ
た

。
※

本
項

目
は

4
点

の
加

点
と

す
る

。
□

ＩＣ
Ｔ

活
用

（
３

）
の

部
分

活
用

を
行

っ
た

。
※

本
項

目
は

2
点

の
加

点
と

す
る

。
□

ＩＣ
Ｔ

活
用

（
１

）
（
２

）
（
４

）
（
５

）
の

部
分

活
用

を
行

っ
た

。
※

本
項

目
は

2
点

の
加

点
と

す
る

。

※
　

（
１

）
：
３

次
元

起
工

測
量

、
（
２

）
：
３

次
元

設
計

デ
ー

タ
作

成
、

（
３

）
：
ＩＣ

Ｔ
建

設
機

械
に

よ
る

施
工

、
（
４

）
：
３

次
元

出
来

形
管

理
等

の
施

工
管

理
、

（
５

）
：
３

次
元

デ
ー

タ
の

納
品

 （
レ

マ
ー

ク
を

付
し

た
評

価
内

容
を

詳
細

記
述

）
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工
事

成
績

採
点

の
考

査
項

目
別

運
用

表
（
R

7
.4

.1
) 
【
土

木
】

工
事

成
績

採
点

の
考

査
項

目
の

考
査

項
目

別
運

用
表

１
／

６
ペ

ー
ジ

別
紙

－
２

契
約

管
理

番
号

：
工

　
事

　
名

：
［
記

入
方

法
］
評

価
対

象
項

目
は

左
□

に
レ

マ
ー

ク
、

評
価

項
目

は
右

□
に

レ
マ

ー
ク

を
記

入
す

る
。

（
　

総
括

職
員

　
）

考
査

項
目

d

２
．

施
工

状
況

Ⅱ
．

工
程

管
理

や
や

劣
っ

て
い

る

●
評

価
対

象
項

目
□

□
隣

接
す

る
他

の
工

事
な

ど
と

の
工

程
調

整
に

取
り

組
み

、
遅

れ
を

発
生

さ
せ

る
こ

と
な

く
工

事
を

完
成

さ
せ

た
。

□
□

地
元

及
び

関
係

機
関

と
の

調
整

に
取

り
組

み
、

遅
れ

を
発

生
さ

せ
る

こ
と

な
く
工

事
を

完
成

さ
せ

た
。

□
□

工
程

管
理

を
適

切
に

行
な

っ
た

こ
と

に
よ

り
、

休
日

や
夜

間
工

事
の

回
避

等
を

行
い

、
地

域
住

民
に

公
共

工
事

に
対

す
る

好
印

象
を

与
え

た
。

□
□

工
程

管
理

に
係

る
積

極
的

な
取

り
組

み
が

見
ら

れ
た

。
□

□
災

害
復

旧
工

事
な

ど
特

に
工

期
的

な
制

約
が

あ
る

場
合

に
お

い
て

、
余

裕
を

も
っ

て
工

事
を

完
成

さ
せ

た
。

□
□

工
事

施
工

箇
所

が
広

範
囲

に
点

在
し

て
い

る
場

合
に

お
い

て
、

工
程

管
理

を
的

確
に

行
い

、
余

裕
を

も
っ

て
工

事
を

完
成

さ
せ

た
。

□
□

設
備

更
新

等
の

工
事

に
お

い
て

、
機

能
停

止
期

間
の

短
縮

な
ど

、
工

事
に

よ
る

利
用

者
へ

の
影

響
を

軽
減

さ
せ

た
。

□
□

そ
の

他
（
理

由
：
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

）

上
記

該
当

項
目

を
総

合
的

に
判

断
し

て
、

ａ
、

ｂ
、

ｃ
、

ｄ
、

ｅ
評

価
を

行
う

。

d

Ⅲ
．

安
全

対
策

や
や

劣
っ

て
い

る

●
評

価
対

象
項

目
□

□
建

設
労

働
災

害
及

び
公

衆
災

害
の

防
止

に
向

け
た

取
り

組
み

が
顕

著
で

あ
っ

た
。

□
□

安
全

衛
生

を
確

保
す

る
た

め
の

管
理

体
制

を
整

備
し

、
組

織
的

に
取

り
組

ん
だ

。
□

□
安

全
衛

生
を

確
保

す
る

た
め

、
他

の
模

範
と

な
る

よ
う

な
活

動
に

積
極

的
に

取
り

組
ん

だ
。

□
□

安
全

対
策

に
関

す
る

技
術

開
発

や
創

意
工

夫
に

取
り

組
ん

だ
。

□
□

災
害

防
止

協
議

会
等

で
の

活
動

に
積

極
的

に
取

り
組

ん
だ

。
□

□
安

全
対

策
に

係
る

取
り

組
み

が
地

域
か

ら
評

価
さ

れ
た

。
□

□
そ

の
他

（
理

由
：
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

）

上
記

該
当

項
目

を
総

合
的

に
判

断
し

て
、

ａ
、

ｂ
、

ｃ
、

ｄ
、

ｅ
評

価
を

行
う

。

 

優
れ

て
い

る
や

や
優

れ
て

い
る

他
の

評
価

に
該

当
し

な
い

劣
っ

て
い

る

細
別

a
b

c
e

優
れ

て
い

る
や

や
優

れ
て

い
る

他
の

評
価

に
該

当
し

な
い

劣
っ

て
い

る

a
b

c
e
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工
事

成
績

採
点

の
考

査
項

目
別

運
用

表
（
R

7
.4

.1
) 
【
土

木
】

工
事

成
績

採
点

の
考

査
項

目
の

考
査

項
目

別
運

用
表

２
～

３
／

６
ペ

ー
ジ

別
紙

－
２

契
約

管
理

番
号

：
工

　
事

　
名

：
［
記

入
方

法
］
該

当
す

る
対

応
事

項
及

び
対

応
事

例
の

□
に

レ
マ

ー
ク

を
記

入
す

る
。

（
　

総
括

職
員

　
）

考
査

項
目

Ⅰ
構

造
物

の
特

殊
性

へ
の

対
応

（
1
.に

つ
い

て
）

[共
通

]

□
1
.対

象
構

造
物

の
高

さ
、

延
長

、
施

工
（
断

）
面

積
、

施
工

深
度

等
の

　
規

模
が

特
殊

な
工

事

　
□

2
.対

象
構

造
物

の
形

状
が

複
雑

で
あ

る
こ

と
な

ど
か

ら
、

施
工

条
件

が

　
　

特
に

変
化

す
る

工
事

□
3
.そ

の
他

(理
由

：
）

※
上

記
の

対
応

事
項

に
１

つ
以

上
レ

点
が

付
け

ば
４

点
の

加
点

と
す

る
。

・
ゲ

ー
ト

工
面

積
：
5
0
m

2
以

上

（
2
.に

つ
い

て
）

[共
通

]
・
砂

防
･治

山
工

事
な

ど
に

お
い

て
、

現
地

合
わ

せ
に

基
づ

い
て

再
設

計
が

必
要

な
工

事
。

・
鉄

道
に

隣
接

し
た

橋
脚

の
耐

震
補

強
工

事
又

は
河

道
内

の
流

水
部

に
お

け
る

橋
脚

 の
撤

去
工

事
。

・
供

用
中

の
道

路
ト

ン
ネ

ル
の

拡
幅

工
事

。

・
水

路
ト

ン
ネ

ル
（
従

来
工

法
）
　

高
さ

：
H

＞
4
m

、
又

は
H

＜
1
.8

m

　
 [

環
境

森
林

]
・
切

土
及

び
盛

土
の

合
計

土
工

量
：
5
万

m
3
以

上

　
 [

農
政

]

・
開

水
路

工
流

量
：
2
0
m

3
/
s以

上
・
推

進
工

の
管

径
（
羽

口
、

泥
水

加
圧

）
：
2
0
0
0
m

m
以

上

・
山

腹
工

施
工

面
積

：
１

ｈ
ａ
以

上
・
橋

梁
下

部
工

高
さ

：
1
5
m

以
上

・
橋

梁
上

部
工

最
大

支
間

長
：
3
0
m

以
上

・
切

土
及

び
盛

土
の

合
計

土
工

量
：
5
万

m
3
以

上

・
林

道
開

設
延

長
：
1
5
0
0
m

以
上

・
護

岸
、

土
留

工
高

：
8
m

以
上

・
ト

ン
ネ

ル
内

空
断

面
積

：
2
0
m

2
以

上

・
頭

首
工

径
間

数
：
４

以
上

４
．

工
事

特
性

Ⅰ
．

施
工

条
件

等
へ

の
対

応
  
  
切

土
の

土
工

量
：
2
0
 万

m
3
以

上
、

　
盛

土
の

土
工

量
：
1
5
 万

m
3
以

上
、

　
護

岸
・

築
堤

の
平

均
高

さ
：
1
0
m

 以
上

、
　

ト
ン

ネ
ル

(ｼ
ｰ

ﾙ
ﾄﾞ

)の
直

径
：
8
m

 以
上

、
　

ダ
ム

用
水

門
の

設
計

水
深

：
2
5
ｍ

以
上

、
　

樋
門

又
は

樋
管

の
内

空
断

面
積

：
1
5
m

2
以

上
、

揚
排

水
機

場
の

吐
出

管
径

：
2
,0

0
0
m

m
 以

上
、

　
堰

又
は

水
門

の
最

大
径

間
長

：
2
5
m

以
上

、
　

堰
又

は
水

門
の

径
間

数
：
3
 径

間
以

上
、

　
堰

又
は

水
門

の
扉

体
面

積
：

5
0
m

2
/
門

以
上

、
　

ト
ン

ネ
ル

(開
削

工
法

)の
開

削
深

さ
：
2
0
ｍ

以
上

、
　

ト
ン

ネ
ル

(N
A

T
M

)の
内

空
平

均
面

積
：
1
0
0
m

2
以

上
、

　
ト

ン
ネ

ル
(沈

埋
工

法
)の

内
空

平
均

面
積

：
3
0
0
m

2
以

上
、

　
海

岸
堤

防
、

 護
岸

、
 突

堤
又

は
離

岸
堤

の
水

深
：
1
0
m

 以
上

、
地

滑
り

防
止

工
：
幅

1
0
0
ｍ

以
上

か
つ

法
長

1
5
0
ｍ

以
上

、
　

浚
渫

工
の

浚
渫

土
量

：
1
0
0
 万

m
3
以

上
、

　
流

路
工

の
計

画
高

水
流

量
：
5
0
0
m

3
以

上
、

　
砂

防
･治

山
ダ

ム
の

堤
高

：
1
5
m

 以
上

、
　

ダ
ム

の
堤

高
：
1
5
0
ｍ

以
上

、
　

転
流

ト
ン

ネ
ル

の
流

下
能

力
：

4
0
0
m

3
/
s 

以
上

、
　

橋
梁

下
部

工
の

高
さ

：
3
0
m

 以
上

、
　

橋
梁

上
部

工
の

最
大

支
間

長
：
1
0
0
m

 以
上

。

細
別

対
　

　
応

　
　

事
　

　
項

【
事

例
】
具

体
的

な
施

工
条

件
等

へ
の

対
応

事
例
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工
事

成
績

採
点

の
考

査
項

目
別

運
用

表
（
R

7
.4

.1
) 
【
土

木
】

（
3
.に

つ
い

て
）

[共
通

]

・
そ

の
他

、
構

造
物

固
有

の
難

し
さ

へ
の

対
応

が
特

に
必

要
な

工
事

・
そ

の
他

、
技

術
固

有
の

難
し

さ
へ

の
対

応
が

必
要

で
あ

る
工

事
。

・
地

山
強

度
が

低
い

又
は

土
被

り
が

薄
い

た
め

、
F
E
M

解
析

な
ど

に
よ

る
検

討
が

　
  

 

Ⅱ
作

業
環

境
、

社
会

条
件

等
へ

の
対

応
（
4
.に

つ
い

て
）

[共
通

]
□

・
供

用
中

の
鉄

道
又

は
道

路
と

交
差

す
る

橋
梁

な
ど

の
工

事
。

・
市

街
地

等
の

家
屋

密
集

地
で

の
、

鉄
道

又
は

道
路

を
ア

ン
ダ

ー
パ

ス
す

る
工

事
。

□
・
監

視
な

ど
の

結
果

に
基

づ
き

、
工

法
の

変
更

を
行

っ
た

工
事

。
[農

政
]

・
供

用
中

の
ト

ン
ネ

ル
等

の
直

上
で

の
工

事
。

（
5
.に

つ
い

て
）

[共
通

]
□

6
.周

辺
住

民
等

に
対

す
る

騒
音

・
振

動
を

特
に

配
慮

す
る

工
事

□
7
.現

道
上

で
の

交
通

規
制

に
大

き
く
影

響
す

る
工

事
□

8
.緊

急
時

に
対

応
が

特
に

必
要

な
工

事
・
地

元
調

整
や

環
境

対
策

な
ど

の
制

約
が

特
に

多
い

工
事

。
□

9
.施

工
箇

所
が

広
範

囲
に

わ
た

る
工

事
・
そ

の
ほ

か
各

種
制

約
が

あ
り

、
施

工
に

特
に

厳
し

い
制

限
を

受
け

た
工

事
。

[農
政

]

□
1
0
.そ

の
他

（
6
.に

つ
い

て
）

[共
通

]
(理

由
：

）
・
市

街
地

で
の

夜
間

工
事

。
・
Ｄ

ＩＤ
地

区
で

の
工

事
。

※
上

記
の

対
応

事
項

に
１

つ
以

上
レ

点
が

付
け

ば
６

点
の

加
点

と
す

る
。

（
7
.に

つ
い

て
）

[共
通

]

・
日

交
通

量
が

概
ね

１
万

台
以

上
の

道
路

で
片

側
交

互
通

行
の

交
通

規
制

を
し

た
工

事
。

・
供

用
し

て
い

る
自

動
車

専
用

道
路

等
の

路
上

工
事

で
、

交
通

規
制

が
必

要
な

工
事

。

（
8
.に

つ
い

て
）

[共
通

]
・
緊

急
時

の
作

業
が

あ
り

、
そ

の
作

業
の

全
て

に
対

応
し

た
工

事
。

（
9
.に

つ
い

て
）

[共
通

]
・
作

業
現

場
が

広
範

囲
に

分
布

し
て

い
る

工
事

。

・
通

水
中

の
水

路
等

の
工

事

必
要

な
工

事
。

4
.地

盤
の

変
形

、
近

接
構

造
物

、
地

中
埋

設
物

へ
の

影
響

に
配

慮
す

る
工

事
5
.周

辺
環

境
条

件
に

よ
り

、
作

業
条

件
、

工
程

等
に

大
き

な
影

響
を

受
け

る
工

事

・
ガ

ス
管

、
水

道
管

、
電

話
線

等
の

支
障

物
件

の
移

設
に

つ
い

て
、

施
工

工
程

の
管

理
に

特
に

注
意

を
要

し
た

工
事

。

・
工

事
期

間
中

の
大

半
に

わ
た

っ
て

、
交

通
開

放
を

行
う

た
め

規
制

標
識

の
設

置
撤

去
を

日
々

行
っ

た
工

事
。
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工
事

成
績

採
点

の
考

査
項

目
別

運
用

表
（
R

7
.4

.1
) 
【
土

木
】

（
1
0
.に

つ
い

て
）

[共
通

]

・
そ

の
他

、
周

辺
環

境
又

は
社

会
条

件
へ

の
対

応
が

特
に

必
要

な
工

事
。

 

（
1
1
.に

つ
い

て
）

Ⅲ
厳

し
い

自
然

・
地

盤
条

件
へ

の
対

応
[共

通
]

□
1
1
.特

殊
な

地
盤

条
件

へ
の

対
応

が
必

要
な

工
事

□
1
2
.雨

・
雪

・
風

・
気

温
・
波

浪
等

の
自

然
条

件
の

影
響

が
大

き
な

工
事

□
1
3
.急

峻
な

地
形

及
び

土
石

流
危

険
渓

流
内

で
の

工
事

□ □
1
5
.維

持
修

繕
工

事
等

規
模

に
比

し
て

地
元

調
整

等
の

手
間

が
か

か
る

工
事

□
1
6
.そ

の
他

（
1
2
.に

つ
い

て
）

(理
由

：
）

[共
通

]

※
上

記
の

対
応

事
項

に
１

つ
以

上
レ

点
が

付
け

ば
４

点
の

加
点

と
す

る
。

（
1
3
.に

つ
い

て
）

[共
通

]

・
土

石
流

危
険

渓
流

に
指

定
さ

れ
た

区
域

内
に

お
け

る
工

事
。

・
主

た
る

工
種

で
山

林
砂

防
工

が
適

用
と

な
る

箇
所

の
工

事
。

・
治

山
工

事
で

山
地

災
害

危
険

地
区

に
指

定
さ

れ
た

区
域

内
に

お
け

る
工

事
。

　
 ・

山
腹

工
事

で
ケ

ー
ブ

ル
ク

レ
ー

ン
や

モ
ノ

レ
ー

ル
な

ど
の

運
搬

手
段

に
制

限
が

あ
り

、
機

械
使

用
な

ど
施

工
に

制
約

を
受

け
た

工
事

（
法

面
工

は
除

く
）
。

　 （
1
4
.に

つ
い

て
）

[共
通

]

　
 [

環
境

森
林

]

・
潜

水
夫

を
多

用
し

た
工

事
又

は
波

浪
や

水
位

変
動

が
大

き
い

た
め

作
業

構
台

等
を

設
置

し
た

工
事

。
・
集

中
豪

雨
に

よ
る

災
害

又
は

積
雪

等
に

よ
り

工
程

や
施

工
方

法
に

制
約

を
受

け
た

・
急

峻
な

地
形

の
た

め
、

作
業

構
台

や
作

業
床

・
施

工
ヤ

ー
ド

の
設

置
が

制
限

さ
れ

る
工

事
。

も
し

く
は

、
命

綱
を

使
用

す
る

必
要

が
あ

っ
た

工
事

（
法

面
工

は
除

く
）
。

・
斜

面
上

又
は

急
峻

な
地

形
直

下
で

の
工

事
の

た
め

、
工

事
に

伴
う

地
滑

り
防

止
対

策
等

の
安

全
対

策
を

必
要

と
し

た
工

事
。

・
貴

重
な

動
植

物
へ

の
配

慮
の

た
め

、
工

程
や

施
工

方
法

に
制

約
を

受
け

た
工

事
。

工
事

に
も

か
か

わ
ら

ず
当

初
工

期
内

で
完

成
さ

せ
た

。

　
 ・

山
腹

工
事

で
床

堀
等

が
人

力
以

外
に

不
可

能
で

あ
る

工
事

。

・
施

工
ヤ

ー
ド

の
広

さ
や

高
さ

に
制

限
が

あ
り

、
機

械
の

使
用

な
ど

施
工

に
制

約
を

受
け

た
工

事
。

・
河

川
内

の
橋

脚
工

事
に

お
い

て
地

下
水

位
が

高
く
、

ウ
ェ

ル
ポ

イ
ン

ト
工

法
な

ど
に

よ
る

排
水

や
大

規
模

な
山

留
め

な
ど

が
必

要
な

工
事

。
・
支

持
地

盤
の

形
状

が
複

雑
な

た
め

、
深

礎
杭

基
礎

毎
に

地
質

調
査

を
実

施
す

る
な

ど
支

持
地

盤
を

確
認

し
な

が
ら

再
設

計
し

た
工

事
。

1
4
.動

植
物

等
の

自
然

環
境

の
保

全
に

特
に

配
慮

し
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
工

事
・
施

工
不

可
能

日
が

多
い

こ
と

か
ら

、
施

工
機

械
の

稼
働

率
や

台
数

な
ど

を
的

確
に

把
握

す
る

必
要

が
生

じ
た

工
事

。

・
河

川
区

域
内

の
た

め
、

設
計

書
で

計
上

す
る

以
上

に
波

浪
等

の
影

響
で

不
稼

働
日

が
多

く
、

主
に

作
業

船
や

台
船

を
使

用
す

る
工

事
。
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工
事

成
績

採
点

の
考

査
項

目
別

運
用

表
（
R

7
.4

.1
) 
【
土

木
】

（
1
5
.に

つ
い

て
）

[共
通

]
・
維

持
修

繕
工

事
等

規
模

に
比

し
て

地
元

調
整

等
の

手
間

が
か

か
る

工
事

。

（
1
6
.に

つ
い

て
）

[共
通

]
・
そ

の
他

、
自

然
条

件
又

は
地

盤
条

件
へ

の
対

応
が

必
要

で
あ

っ
た

工
事

。

Ⅳ
長

期
工

事
に

お
け

る
安

全
確

保
へ

の
対

応
（
1
7
.に

つ
い

て
）

□
[共

通
]

・
長

期
工

事
（
例

え
ば

設
計

工
期

1
5
ヶ

月
間

等
や

変
更

事
由

が
発

生
し

て
1
5
ヶ

月
間

に
※

但
し

、
文

書
注

意
に

至
ら

な
い

事
故

は
除

く
。

な
っ

た
場

合
）
で

、
現

場
で

の
工

期
が

1
2
ヶ

月
を

超
え

た
工

事
。

□
1
8
.そ

の
他

（
）

※
上

記
の

対
応

事
項

に
１

つ
以

上
レ

点
が

付
け

ば
６

点
の

加
点

と
す

る
。

評
点

：
点

（
最

大
２

０
点

）

※
１

．
工

事
特

性
は

、
最

大
２

０
点

の
加

点
評

価
と

す
る

。

※
２

．
評

価
に

あ
た

っ
て

は
、

監
督

員
等

の
意

見
も

参
考

に
評

価
す

る
。

 　

1
7
. 
1
2
 ヶ

月
を

超
え

る
工

期
で

、
事

故
が

な
く
完

成
し

た
工

事
（
全

面
一

時
中

止
期

間
は

除
く
）

評
　

　
　

価

  
 ・

そ
の

他
、

災
害

等
に

お
け

る
臨

機
の

措
置

の
う

ち
特

に
評

価
す

べ
き

事
項

が
認

め
ら

  
 れ

る
工

事
。
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工
事

成
績

採
点

の
考

査
項

目
別

運
用

表
（
R

7
.4

.1
) 
【
土

木
】

工
事

成
績

採
点

の
考

査
項

目
の

考
査

項
目

別
運

用
表

４
／

６
ペ

ー
ジ

別
紙

－
２

契
約

管
理

番
号

：
工

　
事

　
名

：
［
記

入
方

法
］
評

価
対

象
項

目
は

左
□

に
レ

マ
ー

ク
、

評
価

項
目

は
右

□
に

レ
マ

ー
ク

を
記

入
す

る
。

（
　

総
括

職
員

　
）

考
査

項
目

ｂ
’

６
．

社
会

性
等

ｃ
よ

り
優

れ
て

い
る

●
評

価
対

象
項

目
□

□
周

辺
環

境
へ

の
配

慮
に

積
極

的
に

取
り

組
ん

だ
。

□
□

現
場

事
務

所
や

作
業

現
場

の
環

境
を

周
辺

地
域

と
の

景
観

に
合

わ
せ

る
な

ど
、

積
極

的
に

周
辺

地
域

と
の

調
和

を
図

っ
た

。
□

□
定

期
的

に
広

報
紙

の
配

布
や

現
場

見
学

会
等

を
実

施
し

て
、

積
極

的
に

地
域

と
の

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
を

図
っ

た
。

□
□

道
路

清
掃

な
ど

を
積

極
的

に
実

施
し

、
地

域
に

貢
献

し
た

。
□

□
地

域
が

主
催

す
る

イ
ベ

ン
ト

へ
積

極
的

に
参

加
し

、
地

域
と

の
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

を
図

っ
た

。
□

□
災

害
時

な
ど

に
お

い
て

、
地

域
へ

の
支

援
又

は
行

政
な

ど
に

よ
る

救
援

活
動

へ
の

積
極

的
な

協
力

を
行

っ
た

。
□

□
そ

の
他

（
理

由
：
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

）

※
上

記
該

当
項

目
を

総
合

的
に

判
断

し
て

、
ａ
、

ａ
’
、

ｂ
、

ｂ
’
、

ｃ
評

価
を

行
う

。

Ⅱ
．

週
休

２
日

●
評

価
対

象
項

目
□

対
象

期
間

中
、

「
完

全
週

休
２

日
」
を

達
成

で
き

た
。

※
本

項
目

は
評

定
点

＋
２

．
５

点
（
評

定
点

合
計

＋
０

．
５

点
）
を

加
点

す
る

。

  

細
別

a
ａ
’

ｂ
ｃ

優
れ

て
い

る
bよ

り
も

優
れ

て
い

る
や

や
優

れ
て

い
る

他
の

評
価

に
該

当
し

な
い

Ⅰ
．

地
域

へ
の

貢
献

等
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工
事

成
績

採
点

の
考

査
項

目
別

運
用

表
（
R

7
.4

.1
) 
【
土

木
】

工
事

成
績

採
点

の
考

査
項

目
の

考
査

項
目

別
運

用
表

５
／

６
ペ

ー
ジ

別
紙

－
２

契
約

管
理

番
号

：
工

　
事

　
名

：
［
記

入
方

法
］
該

当
す

る
項

目
の

□
に

レ
マ

ー
ク

を
記

入
す

る
。

（
　

総
括

職
員

　
）

考
査

項
目

 
法

令
遵

守
等

の
該

当
項

目
一

覧
表

措
置

内
容

点
数

□
１

．指
名

停
止

３
ヶ

月
以

上
－

２
０

点
□

２
．指

名
停

止
２

ヶ
月

以
上

３
ヶ

月
未

満
－

１
５

点
□

３
．指

名
停

止
１

ヶ
月

以
上

２
ヶ

月
未

満
－

１
３

点
□

４
．指

名
停

止
２

週
間

以
上

１
ヶ

月
未

満
－

１
０

点
□

５
．指

名
停

止
１

週
間

以
上

２
週

間
未

満
－

８
点

□
６

．文
書

注
意

－
５

点
７

．

□
８

．項
目

該
当

な
し

①
本

考
査

項
目

（
７

.法
令

遵
守

等
）
で

評
価

す
る

事
例

は
、

施
工

に
あ

た
っ

て
工

事
関

係
者

が
下

記
の

適
応

事
例

で
上

表
の

措
置

が
あ

っ
た

場
合

に
適

用
す

る
。

②
「
施

工
」
と

は
、

請
負

契
約

書
の

記
載

内
容

（
工

事
名

、
工

期
、

施
工

場
所

等
）
を

履
行

す
る

こ
と

に
限

定
す

る
。

【
上

記
で

評
価

す
る

場
合

の
適

応
事

例
】

□
１

．
入

札
前

に
提

出
し

た
調

査
資

料
な

ど
に

お
い

て
、

虚
偽

の
事

実
が

判
明

し
た

。
□

２
．

承
諾

な
し

に
権

利
又

は
義

務
を

第
三

者
に

譲
渡

又
は

承
継

し
た

。
□

３
．

使
用

人
に

関
す

る
労

働
条

件
に

問
題

が
あ

り
送

検
さ

れ
た

。
。

□
４

．
産

業
廃

棄
物

処
理

法
に

違
反

す
る

不
法

投
棄

、
砂

利
採

取
法

に
違

反
す

る
無

許
可

採
取

等
の

関
係

法
令

に
違

反
す

る
事

実
が

判
明

し
た

。
□

５
．

当
該

工
事

関
係

者
が

贈
収

賄
な

ど
に

よ
り

逮
捕

又
は

公
訴

さ
れ

た
。

□
６

．
 一

括
下

請
や

技
術

者
の

専
任

違
反

等
の

建
設

業
法

に
違

反
す

る
事

実
が

判
明

し
た

。
□

７
．

入
国

管
理

法
に

違
反

す
る

外
国

人
の

不
法

就
労

者
が

判
明

し
、

送
検

さ
れ

た
。

□
８

．
労

働
基

準
法

に
違

反
す

る
事

実
が

判
明

し
、

送
検

等
さ

れ
た

。
□

９
．

.監
督

又
は

検
査

の
実

施
を

、
不

当
な

圧
力

を
か

け
る

な
ど

に
よ

り
妨

げ
た

。
□ □

1
1
．

過
積

載
等

の
道

路
交

通
法

違
反

に
よ

り
、

逮
捕

又
は

送
検

等
さ

れ
た

。
□ □ □ □

1
4
．

安
全

管
理

が
不

適
切

で
あ

っ
た

こ
と

か
ら

死
傷

者
を

生
じ

さ
せ

た
工

事
関

係
者

事
故

又
は

重
大

な
損

害
を

与
え

た
公

衆
損

害
事

故
を

起
こ

し
た

。
□

1
5
．

受
注

者
が

社
会

保
険

等
未

加
入

建
設

業
者

の
下

請
人

と
契

約
を

締
結

し
た

。
（
措

置
内

容
に

つ
い

て
は

、
指

名
停

止
等

の
区

分
に

よ
る

）

 

－
３

点

③
「
工

事
関

係
者

」
と

は
、

当
該

工
事

現
場

に
従

事
す

る
現

場
代

理
人

、
監

理
技

術
者

、
主

任
技

術
者

、
品

質
証

明
員

、
請

負
会

社
の

現
場

従
事

職
員

及
び

当
該

工
事

に
あ

た
っ

て
下

請
契

約
し

、
そ

れ
を

履
行

す
る

た
め

に
従

事
す

る
者

に
限

定
す

る
。

1
0
．

下
請

代
金

を
期

日
以

内
に

支
払

っ
て

い
な

い
、

不
当

に
下

請
代

金
の

額
を

減
じ

て
い

る
な

ど
下

請
代

金
支

払
遅

延
等

防
止

法
第

４
条

に
規

定
す

る
親

事
業

者
の

遵
守

事
項

に
違

反
す

る
行

為
が

あ
る

。

1
2
．

受
注

企
業

の
社

員
に

「
指

定
暴

力
団

」
又

は
「
指

定
暴

力
団

の
傘

下
組

織
（
団

体
）
」
に

所
属

す
る

構
成

員
、

準
構

成
員

、
企

業
舎

弟
等

の
暴

力
団

関
係

者
が

い
る

こ
と

が
判

明
し

た
。

1
3
．

下
請

に
暴

力
団

関
係

企
業

が
入

っ
て

い
る

こ
と

が
判

明
し

た
。

あ
る

い
は

、
「
暴

力
団

員
に

よ
る

不
当

な
行

為
の

防
止

等
に

関
す

る
法

律
」
第

９
条

に
記

さ
れ

て
い

る
砂

利
、

砂
、

防
音

シ
ー

ト
、

軍
手

等
の

物
品

の
納

入
、

土
木

作
業

員
や

ガ
ー

ド
マ

ン
の

受
け

入
れ

、
土

木
作

業
員

用
の

自
動

販
売

機
の

設
置

等
を

行
っ

て
い

る
事

実
が

判
明

し
た

。

７
．

法
令

遵
守

等
（
工

事
事

故
等

に
よ

る
減

点
）

□
工

事
関

係
者

事
故

又
は

公
衆

災
害

が
発

生
し

た
が

、
当

該
事

故
に

係
る

安
全

管
理

の
措

置
の

不
適

切
な

程
度

が
軽

微
な

た
め

、
文

書
注

意
以

上
の

処
分

が
行

わ
れ

な
か

っ
た

場
合

12-36



　
　

工
事

成
績

採
点

の
考

査
項

目
別

運
用

表
（
R

7
.4

.1
) 
【
土

木
】

工
事

成
績

採
点

の
考

査
項

目
の

考
査

項
目

別
運

用
表

６
／

６
ペ

ー
ジ

別
紙

－
２

契
約

管
理

番
号

：
工

　
事

　
名

：
［
記

入
方

法
］
該

当
す

る
項

目
の

□
に

レ
マ

ー
ク

を
記

入
す

る
。

（
　

総
括

職
員

　
）

考
査

項
目

 
総

合
評

価
の

該
当

項
目

一
覧

表

　
　

　
下

請
計

画
の

不
履

行
点

数
□

評
価

さ
れ

た
記

載
内

容
ど

お
り

の
履

行
が

さ
れ

な
か

っ
た

。
－

８
点

□
選

定
計

画
ど

お
り

の
下

請
契

約
が

履
行

さ
れ

た
。

 

”
下

請
計

画
の

不
履

行
”
で

該
当

す
る

事
例

は
、

「
総

合
評

価
落

札
方

式
評

価
項

目
”
下

請
ま

た
は

県
内

企
業

下
請

の
有

無
”
で

加
点

評
価

を
受

け
た

記
載

内
容

が
履

行
さ

れ
な

か
っ

た
」
場

合
に

適
用

す
る

。

７
．

法
令

遵
守

等
（
総

合
評

価
に

よ
る

減
点

）
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工
事

成
績

採
点

の
考

査
項

目
別

運
用

表
（
R

7
.4

.1
) 
【
土

木
】

工
事

成
績

採
点

の
考

査
項

目
の

考
査

項
目

別
運

用
表

１
／

６
５

ペ
ー

ジ
別

紙
－

３
契

約
管

理
番

号
：

工
　

事
　

名
：

［
記

入
方

法
］
評

価
対

象
項

目
は

左
□

に
レ

マ
ー

ク
、

評
価

項
目

は
右

□
に

レ
マ

ー
ク

を
記

入
す

る
。

（
　

検
査

員
　

）
考

査
項

目
d

２
．

施
工

状
況

Ⅰ
．

施
工

管
理

や
や

劣
っ

て
い

る

●
評

価
対

象
項

目
□

施
工

管
理

に
つ

い
て

、
監

督
員

か
ら

の
文

書
に

よ
る

改
善

指
示

に
従

わ
な

か
っ

た
。

上
記

該
当

項
目

が
あ

れ
ば

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
ｅ

□
施

工
管

理
に

つ
い

て
、

監
督

員
が

文
書

に
よ

る
改

善
指

示
を

行
っ

た
。

上
記

該
当

項
目

が
あ

れ
ば

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
ｄ

■
□

契
約

書
第

１
８

条
第

１
項

第
１

号
～

５
号

に
基

づ
く
設

計
図

書
の

照
査

を
行

っ
て

い
る

こ
と

が
確

認
で

き
る

。

■
□

工
事

期
間

を
通

じ
て

、
施

工
計

画
書

の
記

載
内

容
と

現
場

施
工

方
法

が
一

致
し

て
い

る
こ

と
が

確
認

で
き

る
。

□
□

現
場

条
件

又
は

計
画

内
容

に
変

更
が

生
じ

た
場

合
は

、
そ

の
都

度
当

該
工

事
着

手
前

に
変

更
計

画
書

を
提

出
し

て
い

る
こ

と
が

確
認

で
き

る
。

■
□

工
事

材
料

の
品

質
に

影
響

が
無

い
よ

う
工

事
材

料
を

保
管

し
て

い
る

こ
と

が
確

認
で

き
る

。
■

□
立

会
、

段
階

確
認

項
目

と
実

施
時

期
が

施
工

計
画

書
で

確
認

で
き

る
。

　
　

　
□

□
建

設
副

産
物

の
再

利
用

等
へ

の
取

り
組

み
を

行
っ

て
い

る
こ

と
が

確
認

で
き

る
。

□
□

施
工

体
制

台
帳

及
び

施
工

体
系

図
を

法
令

等
に

沿
っ

た
内

容
で

適
確

に
整

備
し

て
い

る
こ

と
が

確
認

で
き

る
。

□
□

下
請

に
対

す
る

引
き

取
り

（
完

成
）
検

査
を

書
面

で
実

施
し

て
い

る
こ

と
が

確
認

で
き

る
。

■
□

社
内

検
査

員
等

が
関

係
書

類
、

出
来

形
、

品
質

等
の

確
認

を
工

事
全

般
に

わ
た

っ
て

行
っ

て
い

る
こ

と
が

確
認

で
き

る
。

■
□

工
事

の
関

係
書

類
を

不
足

な
く
簡

潔
に

整
理

し
て

い
る

こ
と

が
確

認
で

き
る

。
□

□
施

工
計

画
書

に
社

内
の

管
理

基
準

を
記

載
し

、
管

理
し

て
い

る
こ

と
が

確
認

で
き

る
。

□
□

電
気

設
備

等
に

つ
い

て
、

設
備

更
新

時
の

新
旧

設
備

の
切

り
替

え
作

業
を

、
作

業
手

順
書

や
チ

ェ
ッ

ク
リ

ス
ト

に
よ

り
適

切
に

実
施

し
て

い
る

こ
と

が
確

認
で

き
る

。
□

□
そ

の
他

（
理

由
：
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

）

●
判

断
基

準
①

当
該

「
評

価
対

象
項

目
」
の

う
ち

、
評

価
対

象
外

の
項

目
は

削
除

す
る

。
評

価
値

が
9
0
%
以

上
・

・
・

・
・

・
・

・
・

a
②

削
除

項
目

の
あ

る
場

合
は

削
除

後
の

評
価

項
目

数
を

母
数

と
し

て
計

算
し

た
比

率
(％

)
評

価
値

が
8
0
％

以
上

9
0
%
未

満
・

・
・

・
・

b
計

算
の

値
で

評
価

す
る

。
評

価
値

が
8
0
%
未

満
・

・
・

・
・

・
・

・
・

c
③

評
価

値
（
％

）
＝

（
　

）
評

価
数

／
評

価
対

象
項

目
数

（
　

）
④

な
お

、
削

除
後

の
評

価
対

象
項

目
数

が
２

以
下

の
場

合
は

ｃ
評

価
と

す
る

。

 

■
□

施
工

計
画

書
が

工
事

着
手

前
に

提
出

さ
れ

、
所

定
の

項
目

が
記

載
さ

れ
て

い
る

と
と

も
に

、
設

計
図

書
の

内
容

及
び

現
場

条
件

を
反

映
し

た
も

の
と

な
っ

て
い

る
こ

と
が

確
認

で
き

る
。

e
細

別
a

b
c

優
れ

て
い

る
他

の
評

価
に

該
当

し
な

い
劣

っ
て

い
る

や
や

優
れ

て
い

る

12-38



　
　

工
事

成
績

採
点

の
考

査
項

目
別

運
用

表
（
R

7
.4

.1
) 
【
土

木
】

工
事

成
績

採
点

の
考

査
項

目
の

考
査

項
目

別
運

用
表

２
／

６
５

ペ
ー

ジ
別

紙
－

３
契

約
管

理
番

号
：

工
　

事
　

名
：

（
　

検
査

員
　

）
［
記

入
方

法
］
評

価
対

象
項

目
は

左
□

に
レ

マ
ー

ク
、

評
価

項
目

は
右

□
に

レ
マ

ー
ク

を
記

入
す

る
。

考
査

項
目

細
別

工
種

d
３

．
出

来
形

及
　

　
び

出
来

ば
え

●
評

価
対

象
項

目
□

出
来

形
の

測
定

方
法

又
は

測
定

値
が

不
適

切
で

あ
っ

た
た

め
、

検
査

員
が

修
補

指
示

を
行

っ
た

。

上
記

該
当

項
目

が
あ

れ
ば

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
ｅ

□
出

来
形

の
測

定
方

法
又

は
測

定
値

が
不

適
切

で
あ

っ
た

た
め

、
監

督
員

が
文

書
で

指
示

を
行

い
改

善
さ

れ
た

。

上
記

該
当

項
目

が
あ

れ
ば

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
ｄ

□
□

出
来

形
管

理
が

容
易

に
把

握
で

き
る

よ
う

、
出

来
形

管
理

図
及

び
出

来
形

管
理

表
を

工
夫

し
て

い
る

こ
と

が
確

認
で

き
る

。
□

□
社

内
の

管
理

基
準

に
基

づ
き

管
理

し
、

社
内

の
管

理
基

準
を

満
足

し
て

い
る

こ
と

が
確

認
で

き
る

。
■

□
不

可
視

部
分

の
出

来
形

が
写

真
で

確
認

で
き

る
。

■
□

写
真

管
理

基
準

の
管

理
項

目
を

満
足

し
て

い
る

。
□

□
出

来
形

管
理

基
準

が
定

め
ら

れ
て

い
な

い
工

種
に

つ
い

て
、

監
督

員
と

協
議

の
上

で
管

理
し

て
い

る
こ

と
が

確
認

で
き

る
。

□
□

そ
の

他
（
理

由
：
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

）

※
上

記
該

当
項

目
を

評
価

し
た

後
、

以
下

の
ば

ら
つ

き
の

評
価

を
し

て
く
だ

さ
い

。
□

ば
ら

つ
き

　
５

０
％

以
下

①
出

来
形

は
、

工
事

全
般

を
通

じ
て

評
定

す
る

も
の

と
す

る
。

□
ば

ら
つ

き
　

８
０

％
以

下
②

出
来

形
と

は
、

設
計

図
書

に
示

さ
れ

た
工

事
目

的
物

の
形

状
及

び
寸

法
を

い
う

。
□

ば
ら

つ
き

　
８

０
％

超
③

出
来

形
管

理
と

は
、

「
土

木
工

事
施

工
管

理
基

準
」
の

測
定

項
目

、
測

定
基

準
□

ば
ら

つ
き

で
判

断
不

可
能

及
び

規
格

値
に

基
づ

き
所

定
の

出
来

形
を

確
保

す
る

管
理

体
系

で
あ

る
。

④
出

来
形

管
理

項
目

を
設

定
し

て
い

な
い

工
事

は
「
ｃ
」
評

価
と

す
る

。

 

a
ａ
’

ｂ

文
書

に
よ

る
改

善
指

示
に

従
わ

な
か

っ
た

。

Ⅰ
．

出
来

形
機

械
設

備
工

事
・

電
気

設
備

工
事

・
電

気
通

信
工

事
以

外

出
来

形
の

測
定

が
、

必
要

な
測

定
項

目
に

つ
い

て
所

定
の

測
定

基
準

に
基

づ
き

行
わ

れ
て

お
り

、
測

定
値

が
規

格
値

を
満

足
し

、
そ

の
ば

ら
つ

き
が

規
格

値
の

概
ね

５
０

％
以

内
で

、
下

記
の

「
評

定
対

象
項

目
」
の

４
項

目
以

上
が

該
当

す
る

。

出
来

形
の

測
定

が
、

必
要

な
測

定
項

目
に

つ
い

て
所

定
の

測
定

基
準

に
基

づ
き

行
わ

れ
て

お
り

、
測

定
値

が
規

格
値

を
満

足
し

、
そ

の
ば

ら
つ

き
が

規
格

値
の

概
ね

５
０

％
以

内
で

、
下

記
の

「
評

定
対

象
項

目
」
の

３
項

目
以

上
が

該
当

す
る

出
来

形
の

測
定

が
、

必
要

な
測

定
項

目
に

つ
い

て
所

定
の

測
定

基
準

に
基

づ
き

行
わ

れ
て

お
り

、
測

定
値

が
規

格
値

を
満

足
し

、
そ

の
ば

ら
つ

き
が

規
格

値
の

概
ね

８
０

％
以

内
で

、
下

記
の

「
評

定
対

象
項

目
」
の

３
項

目
以

上
が

該
当

す
る

。

出
来

形
の

測
定

が
、

必
要

な
測

定
項

目
に

つ
い

て
所

定
の

測
定

基
準

に
基

づ
き

行
わ

れ
て

お
り

、
測

定
値

が
規

格
値

を
満

足
し

、
そ

の
ば

ら
つ

き
が

規
格

値
の

概
ね

８
０

％
以

内
で

、
下

記
の

「
評

定
対

象
項

目
」
の

２
項

目
以

上
が

該
当

す
る

。

文
書

に
よ

る
改

善
指

示
を

行
っ

た
。

出
来

形
の

測
定

が
、

必
要

な
測

定
項

目
に

つ
い

て
所

定
の

測
定

基
準

に
基

づ
き

行
わ

れ
て

お
り

、
測

定
値

が
規

格
値

を
満

足
し

、
ａ
～

ｂ
’
に

該
当

し
な

い
。

ｂ
’

c
e
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工
事

成
績

採
点

の
考

査
項

目
別

運
用

表
（
R

7
.4

.1
) 
【
土

木
】

工
事

成
績

採
点

の
考

査
項

目
の

考
査

項
目

別
運

用
表

３
／

６
５

ペ
ー

ジ
別

紙
－

３
契

約
管

理
番

号
：

工
　

事
　

名
：

（
　

検
査

員
　

）
［
記

入
方

法
］
評

価
対

象
項

目
は

左
□

に
レ

マ
ー

ク
、

評
価

項
目

は
右

□
に

レ
マ

ー
ク

を
記

入
す

る
。

考
査

項
目

細
別

工
種

ｄ
ｅ

や
や

劣
っ

て
い

る
劣

っ
て

い
る

●
評

価
対

象
項

目
□

出
来

形
の

測
定

方
法

又
は

測
定

値
が

不
適

切
で

あ
っ

た
た

め
、

検
査

員
が

修
補

指
示

を
行

っ
た

。

上
記

該
当

項
目

が
あ

れ
ば

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
ｅ

□
出

来
形

の
測

定
方

法
又

は
測

定
値

が
不

適
切

で
あ

っ
た

た
め

、
監

督
員

が
文

書
で

指
示

を
行

い
改

善
さ

れ
た

。

上
記

該
当

項
目

が
あ

れ
ば

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
ｄ

□
□

据
付

に
関

す
る

出
来

形
管

理
が

容
易

に
把

握
で

き
る

よ
う

、
出

来
形

管
理

図
な

ど
を

工
夫

し
て

い
る

こ
と

が
確

認
で

き
る

。
■

□
設

備
全

般
に

わ
た

り
、

形
状

及
び

寸
法

の
実

測
値

が
許

容
範

囲
内

で
あ

り
、

出
来

形
の

確
認

が
で

き
る

。
■

□
施

工
管

理
基

準
の

撮
影

記
録

が
撮

影
基

準
を

満
足

し
、

出
来

形
の

確
認

が
で

き
る

。
□

□
設

計
図

書
で

定
め

ら
れ

て
い

な
い

出
来

形
管

理
項

目
に

つ
い

て
、

監
督

員
と

協
議

の
上

で
管

理
し

て
い

る
こ

と
が

確
認

で
き

る
。

■
□

不
可

視
部

分
の

出
来

形
が

写
真

で
確

認
で

き
る

。
□

□
塗

装
管

理
基

準
の

塗
膜

厚
管

理
が

適
切

に
ま

と
め

ら
れ

て
お

り
、

出
来

形
の

確
認

が
で

き
る

。
□

□
溶

接
管

理
基

準
の

出
来

形
管

理
が

適
切

に
ま

と
め

ら
れ

て
お

り
、

出
来

形
の

確
認

が
で

き
る

。
□

□
社

内
の

管
理

基
準

に
基

づ
き

管
理

し
て

い
る

こ
と

が
確

認
で

き
る

。
□

□
設

計
図

書
に

定
め

ら
れ

て
い

る
予

備
品

に
不

足
が

無
い

こ
と

が
確

認
で

き
る

。
□

□

□
□

そ
の

他
（
理

由
：
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

）

評
価

値
が

9
0
％

以
上

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
ａ

①
当

該
「
評

価
対

象
項

目
」
の

う
ち

、
評

価
対

象
外

の
項

目
は

削
除

す
る

。
評

価
値

が
8
0
％

以
上

9
0
％

未
満

・
・

・
・

・
・

・
ａ

’
②

削
除

項
目

の
あ

る
場

合
は

削
除

後
の

評
価

項
目

数
を

母
数

と
し

て
計

算
し

た
比

率
(％

)
評

価
値

が
7
0
％

以
上

8
0
％

未
満

・
・

・
・

・
・

・
ｂ

計
算

の
値

で
評

価
す

る
。

評
価

値
が

6
0
％

以
上

7
0
％

未
満

・
・

・
・

・
・

・
ｂ

’
③

評
価

値
（
％

）
＝

（
　

）
評

価
数

／
評

価
対

象
項

目
数

（
　

）
評

価
値

が
6
0
％

未
満

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
ｃ

④
な

お
、

削
除

後
の

評
価

対
象

項
目

数
が

２
以

下
の

場
合

は
ｃ
評

価
と

す
る

。

 

ｃ

優
れ

て
い

る
bよ

り
も

優
れ

て
い

る
や

や
優

れ
て

い
る

ｃ
よ

り
優

れ
て

い
る

他
の

評
価

に
該

当
し

な
い

ｂ
’

a
ａ
’

ｂ

３
．

出
来

形
及

び
出

来
ば

え
Ⅰ

．
出

来
形

機
械

設
備

工
事

分
解

整
備

に
お

け
る

既
設

部
品

等
の

摩
耗

、
損

傷
等

に
つ

い
て

、
整

備
前

と
整

備
後

の
老

化
状

況
及

び
回

復
状

況
が

図
表

等
に

記
録

し
て

い
る

こ
と

が
確

認
で

き
る

。

●
判

断
基

準
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工
事

成
績

採
点

の
考

査
項

目
別

運
用

表
（
R

7
.4

.1
) 
【
土

木
】

工
事

成
績

採
点

の
考

査
項

目
の

考
査

項
目

別
運

用
表

４
／

６
５

ペ
ー

ジ
別

紙
－

３
契

約
管

理
番

号
：

工
　

事
　

名
：

（
　

検
査

員
　

）
［
記

入
方

法
］
評

価
対

象
項

目
は

左
□

に
レ

マ
ー

ク
、

評
価

項
目

は
右

□
に

レ
マ

ー
ク

を
記

入
す

る
。

考
査

項
目

細
別

工
種

ｄ
ｅ

や
や

劣
っ

て
い

る
劣

っ
て

い
る

●
評

価
対

象
項

目
□

出
来

形
の

測
定

方
法

又
は

測
定

値
が

不
適

切
で

あ
っ

た
た

め
、

検
査

員
が

修
補

指
示

を
行

っ
た

。

上
記

該
当

項
目

が
あ

れ
ば

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
ｅ

□
出

来
形

の
測

定
方

法
又

は
測

定
値

が
不

適
切

で
あ

っ
た

た
め

、
監

督
員

が
文

書
で

指
示

を
行

い
改

善
さ

れ
た

。

上
記

該
当

項
目

が
あ

れ
ば

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
ｄ

□
□

据
付

に
関

す
る

出
来

形
管

理
が

容
易

に
把

握
で

き
る

よ
う

、
出

来
形

管
理

図
及

び
出

来
形

管
理

表
を

工
夫

し
て

い
る

こ
と

が
確

認
で

き
る

。
□

□
機

器
等

の
測

定
（
試

験
）
結

果
が

、
そ

の
都

度
管

理
図

表
な

ど
に

記
録

さ
れ

、
適

切
に

管
理

し
て

い
る

こ
と

が
確

認
で

き
る

。
■

□
写

真
管

理
基

準
の

管
理

項
目

を
満

足
し

て
い

る
。

■
□

不
可

視
部

分
の

出
来

形
が

写
真

で
確

認
で

き
る

。
□

□
設

計
図

書
で

定
め

ら
れ

て
い

な
い

出
来

形
管

理
項

目
に

つ
い

て
、

監
督

員
と

協
議

の
上

で
管

理
し

て
い

る
こ

と
が

確
認

で
き

る
。

■
□

設
備

全
般

に
わ

た
り

、
形

状
、

寸
法

の
実

測
値

が
許

容
範

囲
内

で
あ

る
こ

と
が

確
認

で
き

る
。

■
□

設
備

の
据

付
、

固
定

方
法

が
、

設
計

図
書

又
は

承
諾

図
書

の
と

お
り

施
工

し
て

い
る

こ
と

が
確

認
で

き
る

。
■

□
配

管
及

び
配

線
が

設
計

図
書

又
は

承
諾

図
書

通
り

敷
設

し
て

い
る

こ
と

が
確

認
で

き
る

。
■

□
行

先
な

ど
を

表
示

し
た

名
札

が
、

ケ
ー

ブ
ル

な
ど

に
分

か
り

易
く
堅

固
に

取
り

付
け

て
い

る
。

■
□

配
管

及
び

配
線

の
支

持
間

隔
や

絶
縁

抵
抗

等
に

つ
い

て
、

設
計

図
書

の
仕

様
を

満
足

し
て

い
る

こ
と

が
確

認
で

き
る

。
□

□
社

内
の

管
理

基
準

に
基

づ
き

管
理

し
て

い
る

こ
と

が
確

認
で

き
る

。
□

□
設

計
図

書
に

定
め

ら
れ

て
い

る
予

備
品

等
に

不
足

が
無

い
こ

と
が

確
認

で
き

る
。

□
□

高
温

部
等

の
危

険
箇

所
へ

の
二

重
表

示
、

二
重

防
護

な
ど

運
用

に
お

け
る

不
可

抗
力

を
想

定
し

た
安

全
対

策
が

確
認

で
き

る
。

□
□

そ
の

他
（
理

由
：
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

）

評
価

値
が

9
0
％

以
上

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
ａ

①
当

該
「
評

価
対

象
項

目
」
の

う
ち

、
評

価
対

象
外

の
項

目
は

削
除

す
る

。
評

価
値

が
8
0
％

以
上

9
0
％

未
満

・
・

・
・

・
・

・
ａ

’
②

削
除

項
目

の
あ

る
場

合
は

削
除

後
の

評
価

項
目

数
を

母
数

と
し

て
計

算
し

た
比

率
(％

)
評

価
値

が
7
0
％

以
上

8
0
％

未
満

・
・

・
・

・
・

・
ｂ

計
算

の
値

で
評

価
す

る
。

評
価

値
が

6
0
％

以
上

7
0
％

未
満

・
・

・
・

・
・

・
ｂ

’
③

評
価

値
（
％

）
＝

（
　

）
評

価
数

／
評

価
対

象
項

目
数

（
　

）
評

価
値

が
6
0
％

未
満

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
ｃ

④
な

お
、

削
除

後
の

評
価

対
象

項
目

数
が

２
以

下
の

場
合

は
ｃ
評

価
と

す
る

。

 

３
．

出
来

形
及

び
出

来
ば

え

●
判

断
基

準

電
気

設
備

工
事

・
電

気
通

信
設

備
工

事
・

受
変

電
設

備
工

事

Ⅰ
．

出
来

形
優

れ
て

い
る

bよ
り

も
優

れ
て

い
る

や
や

優
れ

て
い

る
ｃ
よ

り
優

れ
て

い
る

他
の

評
価

に
該

当
し

な
いｃ

ｂ
’

a
ａ
’

ｂ
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工
事

成
績

採
点

の
考

査
項

目
別

運
用

表
（
R

7
.4

.1
) 
【
土

木
】

工
事

成
績

採
点

の
考

査
項

目
の

考
査

項
目

別
運

用
表

５
／

６
５

ぺ
ー

ジ
別

紙
－

３
契

約
管

理
番

号
：

工
　

事
　

名
：

（
　

検
査

員
　

）
［
記

入
方

法
］
評

価
対

象
項

目
は

左
□

に
レ

マ
ー

ク
、

評
価

項
目

は
右

□
に

レ
マ

ー
ク

を
記

入
す

る
。

考
査

項
目

細
別

工
種

d
３

．
出

来
形

及
Ⅱ

．
品

質
　

　
び

出
来

ば
え

●
評

価
対

象
項

目
□

品
質

関
係

の
測

定
方

法
又

は
測

定
値

が
不

適
切

で
あ

っ
た

た
め

、
検

査
員

が
修

補
指

示
を

行
っ

た
。

上
記

該
当

項
目

が
あ

れ
ば

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
ｅ

□
品

質
関

係
の

測
定

方
法

又
は

測
定

値
が

不
適

切
で

あ
っ

た
た

め
、

監
督

員
が

文
書

で
指

示
を

行
い

改
善

さ
れ

た
。

上
記

該
当

項
目

が
あ

れ
ば

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
ｄ

□
□

コ
ン

ク
リ

ー
ト

受
け

入
れ

時
に

必
要

な
試

験
を

実
施

し
て

お
り

、
温

度
、

ス
ラ

ン
プ

、
空

気
量

等
の

測
定

結
果

が
確

認
で

き
る

。
□

□
圧

縮
強

度
試

験
に

使
用

し
た

コ
ン

ク
リ

ー
ト

供
試

体
が

、
当

該
現

場
の

供
試

体
で

あ
る

こ
と

が
確

認
で

き
る

。
施

工
条

件
や

気
象

条
件

に
適

し
た

運
搬

時
間

､打
設

時
の

投
入

高
さ

及
び

締
固

め
方

法
が

、
定

め
ら

れ
た

条
件

を
満

足
し

て
い

る
こ

と
が

確
認

で
き

る
。

（
寒

中
及

び
暑

中
コ

ン
ク

リ
ー

ト
等

を
含

む
）

□
□

コ
ン

ク
リ

ー
ト

の
圧

縮
強

度
を

管
理

し
、

必
要

な
強

度
に

達
し

た
後

に
型

枠
及

び
支

保
工

の
取

り
外

し
を

行
っ

て
い

る
こ

と
が

確
認

で
き

る
。

□
□

コ
ン

ク
リ

ー
ト

の
打

設
前

に
、

打
継

ぎ
目

処
理

を
適

切
に

行
っ

て
い

る
こ

と
が

確
認

で
き

る
。

□
□

鉄
筋

の
品

質
が

、
証

明
書

類
で

確
認

で
き

る
。

□
□

コ
ン

ク
リ

ー
ト

打
設

ま
で

に
さ

び
、

ど
ろ

、
油

等
の

有
害

物
が

鉄
筋

に
付

着
し

な
い

よ
う

管
理

し
て

い
る

こ
と

が
確

認
で

き
る

。
□

□
鉄

筋
の

組
立

及
び

加
工

が
、

設
計

図
書

の
仕

様
を

満
足

し
て

い
る

こ
と

が
確

認
で

き
る

。
□

□
圧

接
作

業
に

あ
た

り
、

作
業

員
の

技
量

確
認

を
行

っ
て

い
る

こ
と

が
確

認
で

き
る

。
□

□
コ

ン
ク

リ
ー

ト
の

養
生

が
、

設
計

図
書

の
仕

様
を

満
足

し
て

い
る

こ
と

が
確

認
で

き
る

。
□

□
ス

ペ
ー

サ
ー

の
品

質
及

び
個

数
が

、
設

計
図

書
の

仕
様

を
満

足
し

て
い

る
こ

と
が

確
認

で
き

る
。

□
□

有
害

な
ク

ラ
ッ

ク
が

無
い

。
□

□
そ

の
他

（
理

由
：
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

）
 

□
□

ｺ
ﾝ
ｸ
ﾘ
ｰ

ﾄ
構

造
物

工
品

質
関

係
の

試
験

結
果

の
ば

ら
つ

き
と

評
価

対
象

項
目

の
履

行
状

況
（
評

価
値

）
か

ら
判

断
す

る
。

＜
判

断
基

準
参

照
＞

[関
連

基
準

、
土

木
工

事
施

工
管

理
基

準
、

そ
の

他
設

計
図

書
に

定
め

ら
れ

た
試

験
]

※
ば

ら
つ

き
の

判
断

は
別

紙
－

３
の

２
参

照
。

□
コ

ン
ク

リ
ー

ト
の

配
合

試
験

及
び

試
験

練
り

を
行

っ
て

い
る

か
､若

し
く
は

コ
ン

ク
リ

ー
ト

配
合

計
画

書
に

よ
り

、
コ

ン
ク

リ
ー

ト
の

品
質

(強
度

・
Ｗ

／
Ｃ

、
最

大
骨

材
粒

径
、

塩
化

物
総

量
、

単
位

水
量

、
ア

ル
カ

リ
骨

材
反

応
抑

制
等

）
が

確
認

で
き

る
。

a
ａ
’

ｂ
ｂ
’

□

e

文
書

で
指

示
を

行
っ

た
修

補
指

示
を

行
っ

た

ｃ
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工
事

成
績

採
点

の
考

査
項

目
別

運
用

表
（
R

7
.4

.1
) 
【
土

木
】

※
上

記
該

当
項

目
を

評
価

し
た

後
、

以
下

の
ば

ら
つ

き
の

評
価

を
し

て
く
だ

さ
い

。
□

ば
ら

つ
き

　
５

０
％

以
下

□
ば

ら
つ

き
　

８
０

％
以

下
□

ば
ら

つ
き

　
８

０
％

超
□

ば
ら

つ
き

で
判

断
不

可
能

①
当

該
「
評

価
対

象
項

目
」
の

う
ち

、
評

価
対

象
外

の
項

目
は

削
除

す
る

。

②
削

除
項

目
の

あ
る

場
合

は
削

除
後

の
評

価
項

目
数

を
母

数
と

し
て

、
比

率

（
％

）
計

算
の

値
で

評
価

す
る

。

③
評

価
値

（
　

　
％

）
＝

（
　

　
）
評

価
数

／
（
　

　
）
評

価
対

象
項

目
数

④
な

お
、

削
除

後
の

評
価

対
象

項
目

数
が

２
以

下
の

場
合

は
ｃ
評

価
と

す
る

。

注
　

試
験

結
果

の
打

点
数

等
が

少
な

く
ば

ら
つ

き
の

判
断

が
で

き
な

い
場

合
は

評
価

対
象

項
目

（
評

価
値

）
だ

け
で

評
価

す
る

。

 

評 価 値

●
判

断
基

準
ば

ら
つ

き
で

判
断

可
能

5
0
％

以
下

8
0
％

以
下

8
0
％

を
超

え
る

評 価 値

9
0
％

以
上

ａ
ａ
’

ｂ
7
5
％

以
上

9
0
％

未
満

ｂ
ｂ
’

7
0
％

以
上

8
0
％

未
満

ｂ

ｃ

9
0
％

以
上

6
0
％

以
上

7
5
％

未
満

ｃ

ａ
8
0
％

以
上

9
0
％

未
満

ａ
’

6
0
％

以
上

7
0
％

未
満

ｂ
’

6
0
％

未
満

ｃ

評
価

対
象

項
目

(評
価

値
)だ

け
の

評
価

6
0
％

未
満

ｂ
’

ｃ

ａ
’

ｂ
ｂ
’
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工
事

成
績

採
点

の
考

査
項

目
別

運
用

表
（
R

7
.4

.1
) 
【
土

木
】

工
事

成
績

採
点

の
考

査
項

目
の

考
査

項
目

別
運

用
表

６
／

６
５

ペ
ー

ジ
別

紙
－

３
契

約
管

理
番

号
：

工
　

事
　

名
：

（
　

検
査

員
　

）
［
記

入
方

法
］
評

価
対

象
項

目
は

左
□

に
レ

マ
ー

ク
、

評
価

項
目

は
右

□
に

レ
マ

ー
ク

を
記

入
す

る
。

考
査

項
目

細
別

工
種

d
３

．
出

来
形

及
Ⅱ

．
品

質
　

　
び

出
来

ば
え

●
評

価
対

象
項

目
□

品
質

関
係

の
測

定
方

法
又

は
測

定
値

が
不

適
切

で
あ

っ
た

た
め

、
検

査
員

が
修

補
指

示
を

行
っ

た
。

上
記

該
当

項
目

が
あ

れ
ば

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
ｅ

□
品

質
関

係
の

測
定

方
法

又
は

測
定

値
が

不
適

切
で

あ
っ

た
た

め
、

監
督

員
が

文
書

で
指

示
を

行
い

改
善

さ
れ

た
。

上
記

該
当

項
目

が
あ

れ
ば

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
ｄ

□
□

雨
水

に
よ

る
崩

壊
が

起
こ

ら
な

い
よ

う
に

、
排

水
対

策
を

実
施

し
て

い
る

こ
と

が
確

認
で

き
る

。
□

□
段

切
り

を
設

計
図

書
に

基
づ

き
行

っ
て

い
る

こ
と

が
確

認
で

き
る

。
□

□
置

換
え

の
た

め
の

掘
削

を
行

う
に

あ
た

り
､掘

削
面

以
下

を
乱

さ
な

い
よ

う
に

施
工

し
て

い
る

こ
と

が
確

認
で

き
る

。
□

□
締

固
め

が
設

計
図

書
に

定
め

ら
れ

た
条

件
を

満
足

し
て

い
る

こ
と

が
確

認
で

き
る

。
□

□
一

層
あ

た
り

の
ま

き
出

し
厚

を
管

理
し

て
い

る
こ

と
が

確
認

で
き

る
。

□
□

芝
付

け
及

び
種

子
吹

付
を

設
計

図
書

に
定

め
ら

れ
た

条
件

で
行

っ
て

い
る

こ
と

が
確

認
で

き
る

。
□

□
構

造
物

周
辺

の
締

固
め

を
設

計
図

書
に

定
め

ら
れ

た
条

件
で

行
っ

て
い

る
こ

と
が

確
認

で
き

る
。

□
□

土
羽

土
の

土
質

が
設

計
図

書
を

満
足

し
て

い
る

こ
と

が
確

認
で

き
る

。
□

□
Ｃ

Ｂ
Ｒ

試
験

な
ど

の
品

質
管

理
に

必
要

な
試

験
を

行
っ

て
い

る
こ

と
が

確
認

で
き

る
。

□
□

法
面

に
有

害
な

亀
裂

が
無

い
。

□
□

伐
開

除
根

作
業

が
設

計
図

書
に

定
め

ら
れ

た
条

件
を

満
足

し
て

い
る

こ
と

が
確

認
で

き
る

。
□

□
そ

の
他

（
理

由
：
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

）

※
上

記
該

当
項

目
を

評
価

し
た

後
、

以
下

の
ば

ら
つ

き
の

評
価

を
し

て
く
だ

さ
い

。
□

ば
ら

つ
き

　
５

０
％

以
下

□
ば

ら
つ

き
　

８
０

％
以

下
□

ば
ら

つ
き

　
８

０
％

超
□

ば
ら

つ
き

で
判

断
不

可
能

①
当

該
「
評

価
対

象
項

目
」
の

う
ち

、
評

価
対

象
外

の
項

目
は

削
除

す
る

。

②
削

除
項

目
の

あ
る

場
合

は
削

除
後

の
評

価
項

目
数

を
母

数
と

し
て

、
比

率

（
％

）
計

算
の

値
で

評
価

す
る

。

③
評

価
値

（
　

　
％

）
＝

（
　

　
）
評

価
数

／
（
　

　
）
評

価
対

象
項

目
数

④
な

お
、

削
除

後
の

評
価

対
象

項
目

数
が

２
以

下
の

場
合

は
ｃ
評

価
と

す
る

。

注
　

試
験

結
果

の
打

点
数

等
が

少
な

く
ば

ら
つ

き
の

判
断

が
で

き
な

い
場

合
は

評
価

対
象

項
目

（
評

価
値

）
だ

け
で

評
価

す
る

。

 

評
価

対
象

項
目

(評
価

値
)だ

け
の

評
価

評 価 値

9
0
％

以
上

ａ
8
0
％

以
上

9
0
％

未
満

ａ
’

7
0
％

以
上

8
0
％

未
満

ｂ
6
0
％

以
上

7
0
％

未
満

ｂ
’

6
0
％

未
満

ｃ

ｃ
e

土
工

事
（
切

土
、

盛
土

、
築

堤
等

工
事

）

品
質

関
係

の
試

験
結

果
の

ば
ら

つ
き

と
評

価
対

象
項

目
の

履
行

状
況

（
評

価
値

）
か

ら
判

断
す

る
。

＜
判

断
基

準
参

照
＞

[関
連

基
準

、
土

木
工

事
施

工
管

理
基

準
、

そ
の

他
設

計
図

書
に

定
め

ら
れ

た
試

験
]

※
ば

ら
つ

き
の

判
断

は
別

紙
－

３
の

２
参

照
。

文
書

で
指

示
を

行
っ

た
修

補
指

示
を

行
っ

た

●
判

断
基

準
ば

ら
つ

き
で

判
断

可
能

5
0
％

以
下

8
0
％

以
下

8
0
％

を
超

え
る

a
ａ
’

ｂ
ｂ
’

評 価 値

9
0
％

以
上

ａ
ａ
’

ｂ
7
5
％

以
上

9
0
％

未
満

ａ
’

ｂ
ｂ
’

6
0
％

以
上

7
5
％

未
満

ｂ
ｂ
’

ｃ
6
0
％

未
満

ｂ
’

ｃ
ｃ
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工
事

成
績

採
点

の
考

査
項

目
別

運
用

表
（
R

7
.4

.1
) 
【
土

木
】

工
事

成
績

採
点

の
考

査
項

目
の

考
査

項
目

別
運

用
表

７
／

６
５

ペ
ー

ジ
別

紙
－

３
契

約
管

理
番

号
：

工
　

事
　

名
：

（
　

検
査

員
　

）
［
記

入
方

法
］
評

価
対

象
項

目
は

左
□

に
レ

マ
ー

ク
、

評
価

項
目

は
右

□
に

レ
マ

ー
ク

を
記

入
す

る
。

考
査

項
目

細
別

工
種

d
３

．
出

来
形

及
Ⅱ

．
品

質
　

　
び

出
来

ば
え

●
評

価
対

象
項

目
□

品
質

関
係

の
測

定
方

法
又

は
測

定
値

が
不

適
切

で
あ

っ
た

た
め

、
検

査
員

が
修

補
指

示
を

行
っ

た
。

上
記

該
当

項
目

が
あ

れ
ば

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
ｅ

□
品

質
関

係
の

測
定

方
法

又
は

測
定

値
が

不
適

切
で

あ
っ

た
た

め
、

監
督

員
が

文
書

で
指

示
を

行
い

改
善

さ
れ

た
。

上
記

該
当

項
目

が
あ

れ
ば

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
ｄ

□
□

施
工

基
面

を
平

滑
に

仕
上

げ
て

い
る

こ
と

が
確

認
で

き
る

。
□

□
裏

込
材

及
び

胴
込

め
コ

ン
ク

リ
ー

ト
の

締
固

め
を

、
空

隙
が

生
じ

な
い

よ
う

十
分

に
行

っ
て

い
る

こ
と

が
確

認
で

き
る

。
□

□
□

□
石

積
（
張

）
工

に
お

い
て

、
大

き
さ

及
び

重
さ

が
設

計
図

書
の

仕
様

を
満

足
し

て
い

る
こ

と
が

確
認

で
き

る
。

□
□

護
岸

工
の

端
部

や
曲

線
部

の
処

理
が

適
切

で
あ

り
、

必
要

な
強

度
及

び
水

密
性

を
確

保
し

て
い

る
こ

と
が

確
認

で
き

る
。

□
□

遮
水

シ
ー

ト
が

所
定

の
幅

で
重

ね
合

わ
せ

ら
れ

、
端

部
処

理
が

設
計

図
書

の
仕

様
を

満
足

し
て

い
る

こ
と

が
確

認
で

き
る

。
□

□
植

生
工

で
、

植
生

の
種

類
、

品
質

、
配

合
及

び
養

生
が

、
設

計
図

書
の

仕
様

を
満

足
し

て
い

る
こ

と
が

確
認

で
き

る
。

□
□

根
固

工
、

水
制

工
、

沈
床

工
、

捨
石

工
等

に
お

い
て

、
材

料
の

連
結

及
び

か
み

合
わ

せ
が

設
計

図
書

の
仕

様
を

満
足

し
て

い
る

こ
と

が
確

認
で

き
る

。
□

□
指

定
材

料
の

品
質

が
、

証
明

書
類

で
確

認
で

き
る

。
□

□
基

礎
工

に
お

い
て

、
掘

り
過

ぎ
が

無
く
施

工
し

て
い

る
こ

と
が

確
認

で
き

る
。

□
□

コ
ン

ク
リ

ー
ト

ブ
ロ

ッ
ク

等
を

損
傷

無
く
設

置
し

て
い

る
こ

と
が

確
認

で
き

る
。

□
□

施
工

に
あ

た
っ

て
、

床
堀

箇
所

の
湧

水
及

び
滞

水
等

は
、

排
除

し
て

施
工

し
て

い
る

こ
と

が
確

認
で

き
る

。
□

□
埋

戻
し

材
料

に
つ

い
て

、
設

計
図

書
の

仕
様

を
満

足
し

て
い

る
こ

と
が

確
認

で
き

る
。

□
□

有
害

な
ク

ラ
ッ

ク
が

無
い

。
□

□
そ

の
他

（
理

由
：
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

）

※
上

記
該

当
項

目
を

評
価

し
た

後
、

以
下

の
ば

ら
つ

き
の

評
価

を
し

て
く
だ

さ
い

。
□

ば
ら

つ
き

　
５

０
％

以
下

□
ば

ら
つ

き
　

８
０

％
以

下
□

ば
ら

つ
き

　
８

０
％

超
□

ば
ら

つ
き

で
判

断
不

可
能

①
当

該
「
評

価
対

象
項

目
」
の

う
ち

、
評

価
対

象
外

の
項

目
は

削
除

す
る

。

②
削

除
項

目
の

あ
る

場
合

は
削

除
後

の
評

価
項

目
数

を
母

数
と

し
て

、
比

率

（
％

）
計

算
の

値
で

評
価

す
る

。

③
評

価
値

（
　

　
％

）
＝

（
　

　
）
評

価
数

／
（
　

　
）
評

価
対

象
項

目
数

④
な

お
、

削
除

後
の

評
価

対
象

項
目

数
が

２
以

下
の

場
合

は
ｃ
評

価
と

す
る

。

注
　

試
験

結
果

の
打

点
数

等
が

少
な

く
ば

ら
つ

き
の

判
断

が
で

き
な

い
場

合
は

評
価

対
象

項
目

（
評

価
値

）
だ

け
で

評
価

す
る

。

6
0
％

未
満

ｃ

評
価

対
象

項
目

(評
価

値
)だ

け
の

評
価

評 価 値

9
0
％

以
上

ａ
8
0
％

以
上

9
0
％

未
満

ａ
’

7
0
％

以
上

8
0
％

未
満

ｂ
6
0
％

以
上

7
0
％

未
満

ｂ
’

e
護

岸
・
根

固
め

・
水

制
工

事

品
質

関
係

の
試

験
結

果
の

ば
ら

つ
き

と
評

価
対

象
項

目
の

履
行

状
況

（
評

価
値

）
か

ら
判

断
す

る
。

＜
判

断
基

準
参

照
＞

[関
連

基
準

、
土

木
工

事
施

工
管

理
基

準
、

そ
の

他
設

計
図

書
に

定
め

ら
れ

た
試

験
]

※
ば

ら
つ

き
の

判
断

は
別

紙
－

３
の

２
参

照
。

文
書

で
指

示
を

行
っ

た
修

補
指

示
を

行
っ

た

緑
化

ブ
ロ

ッ
ク

、
石

積
（
張

）
、

法
枠

、
か

ご
マ

ッ
ト

等
に

お
け

る
材

料
の

か
み

合
わ

せ
又

は
連

結
が

、
裏

込
材

の
吸

出
し

が
無

い
よ

う
行

っ
て

い
る

こ
と

が
確

認
で

き
る

。

●
判

断
基

準
ば

ら
つ

き
で

判
断

可
能

5
0
％

以
下

8
0
％

以
下

8
0
％

を
超

え
る

評 価 値

9
0
％

以
上

ａ
ａ
’

ｂ
7
5
％

以
上

9
0
％

未
満

ａ
’

ｂ
ｂ
’

6
0
％

以
上

7
5
％

未
満

ｂ
ｂ
’

ｃ

6
0
％

未
満

ｂ
’

ｃ
ｃ

a
ａ
’

ｂ
ｂ
’

ｃ

12-45



　
　

工
事

成
績

採
点

の
考

査
項

目
別

運
用

表
（
R

7
.4

.1
) 
【
土

木
】

工
事

成
績

採
点

の
考

査
項

目
の

考
査

項
目

別
運

用
表

８
～

９
／

６
５

ペ
ー

ジ
別

紙
－

３
契

約
管

理
番

号
：

工
　

事
　

名
：

（
　

検
査

員
　

）
［
記

入
方

法
］
評

価
対

象
項

目
は

左
□

に
レ

マ
ー

ク
、

評
価

項
目

は
右

□
に

レ
マ

ー
ク

を
記

入
す

る
。

考
査

項
目

細
別

工
種

d
３

．
出

来
形

及
Ⅱ

．
品

質
　

　
び

出
来

ば
え

●
評

価
対

象
項

目
□

品
質

関
係

の
測

定
方

法
又

は
測

定
値

が
不

適
切

で
あ

っ
た

た
め

、
検

査
員

が
修

補
指

示
を

行
っ

た
。

上
記

該
当

項
目

が
あ

れ
ば

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
ｅ

□
品

質
関

係
の

測
定

方
法

又
は

測
定

値
が

不
適

切
で

あ
っ

た
た

め
、

監
督

員
が

文
書

で
指

示
を

行
い

改
善

さ
れ

た
。

上
記

該
当

項
目

が
あ

れ
ば

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
ｄ

【
工

場
製

作
関

係
】

□
□

鋼
材

の
種

別
を

、
品

質
を

証
明

す
る

書
類

又
は

現
物

に
よ

り
照

合
し

て
い

る
こ

と
が

確
認

で
き

る
。

□
□

溶
接

作
業

に
あ

た
り

、
作

業
員

の
技

量
確

認
を

行
っ

て
い

る
こ

と
が

確
認

で
き

る
。

□
□

溶
接

作
業

に
あ

た
り

、
溶

接
材

料
の

使
用

区
分

が
設

計
図

書
の

仕
様

を
満

足
し

て
い

る
こ

と
が

確
認

で
き

る
。

□
□

溶
接

施
工

に
係

る
施

工
計

画
書

を
提

出
し

て
い

る
こ

と
が

確
認

で
き

る
。

□
□

孔
空

け
に

よ
っ

て
生

じ
た

ま
く
れ

が
削

り
取

ら
れ

て
い

る
な

ど
、

き
め

細
や

か
に

製
作

し
て

い
る

こ
と

が
確

認
で

き
る

。
□

□
欠

陥
部

の
発

生
が

見
ら

れ
な

い
こ

と
が

確
認

で
き

る
。

□
□

塗
装

作
業

に
あ

た
り

、
塗

布
面

を
十

分
に

乾
燥

さ
せ

て
施

工
し

て
い

る
こ

と
が

確
認

で
き

る
。

□
□

素
地

調
整

を
行

う
場

合
、

第
１

種
ケ

レ
ン

後
４

時
間

以
内

に
金

属
前

処
理

塗
装

を
実

施
し

て
い

る
こ

と
が

確
認

で
き

る
。

□
□

塗
料

の
空

缶
管

理
に

つ
い

て
、

写
真

等
で

確
実

に
空

で
あ

る
こ

と
が

確
認

で
き

る
。

□
□

塗
料

の
品

質
が

出
荷

証
明

書
、

塗
料

成
績

表
に

よ
り

、
製

造
年

月
日

、
ロ

ッ
ト

番
号

、
色

彩
、

数
量

が
確

認
で

き
る

。
□

□
そ

の
他

（
理

由
：
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

）
【
架

設
関

係
】

□
□

ボ
ル

ト
の

締
付

確
認

が
実

施
さ

れ
、

記
録

を
保

管
し

て
い

る
こ

と
が

確
認

で
き

る
。

□
□

ボ
ル

ト
の

締
付

機
及

び
測

定
機

器
の

キ
ャ

リ
ブ

レ
ー

シ
ョ

ン
を

実
施

し
て

い
る

こ
と

が
確

認
で

き
る

。
□

□
高

力
ボ

ル
ト

の
締

め
付

け
を

、
中

心
か

ら
外

側
に

向
か

っ
て

行
っ

て
い

る
こ

と
が

確
認

で
き

る
。

□
□

高
力

ボ
ル

ト
の

品
質

が
、

証
明

書
類

で
確

認
で

き
る

。
□

□
支

承
の

据
付

で
、

コ
ン

ク
リ

ー
ト

面
の

チ
ッ

ピ
ン

グ
及

び
仕

上
げ

面
に

水
切

勾
配

が
つ

い
て

い
る

こ
と

が
確

認
で

き
る

。
□

□
架

設
に

あ
た

っ
て

、
部

材
の

応
力

と
変

形
等

を
十

分
検

討
し

て
い

る
こ

と
が

確
認

で
き

る
。

□
□

架
設

に
用

い
る

仮
設

備
及

び
架

設
用

機
材

に
つ

い
て

、
品

質
、

性
能

が
確

保
で

き
る

規
模

及
び

強
度

を
有

し
て

確
認

し
て

い
る

こ
と

が
確

認
で

き
る

。
□

□
現

場
塗

装
部

の
ケ

レ
ン

及
び

膜
厚

管
理

を
適

切
に

行
っ

て
い

る
こ

と
が

確
認

で
き

る
。

□
□

現
場

塗
装

に
お

い
て

、
温

度
、

湿
度

、
風

速
等

の
確

認
を

行
っ

て
い

る
こ

と
が

確
認

で
き

る
。

□
□

そ
の

他
（
理

由
：
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

）

※
上

記
該

当
項

目
を

評
価

し
た

後
、

以
下

の
ば

ら
つ

き
の

評
価

を
し

て
く
だ

さ
い

。
□

ば
ら

つ
き

　
５

０
％

以
下

□
ば

ら
つ

き
　

８
０

％
以

下
□

ば
ら

つ
き

　
８

０
％

超
□

ば
ら

つ
き

で
判

断
不

可
能

 

a
ａ
’

ｂ
ｂ
’

ｃ
e

鋼
橋

工
事

（
R

C
床

版
工

事
は

ｺ
ﾝ

ｸ
ﾘ
ｰ

ﾄ構
造

物
に

準
ず

る
）

品
質

関
係

の
試

験
結

果
の

ば
ら

つ
き

と
評

価
対

象
項

目
の

履
行

状
況

（
評

価
値

）
か

ら
判

断
す

る
。

＜
判

断
基

準
参

照
＞

[関
連

基
準

、
土

木
工

事
施

工
管

理
基

準
、

そ
の

他
設

計
図

書
に

定
め

ら
れ

た
試

験
]

※
ば

ら
つ

き
の

判
断

は
別

紙
－

３
の

２
参

照
。

文
書

で
指

示
を

行
っ

た
修

補
指

示
を

行
っ

た
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工
事

成
績

採
点

の
考

査
項

目
別

運
用

表
（
R

7
.4

.1
) 
【
土

木
】

①
当

該
「
評

価
対

象
項

目
」
の

う
ち

、
評

価
対

象
外

の
項

目
は

削
除

す
る

。
②

削
除

項
目

の
あ

る
場

合
は

削
除

後
の

評
価

項
目

数
を

母
数

と
し

て
、

比
率

（
％

）
計

算
の

値
で

評
価

す
る

。
③

評
価

値
（
　

　
％

）
＝

（
　

　
）
評

価
数

／
（
　

　
）
評

価
対

象
項

目
数

④
な

お
、

削
除

後
の

評
価

対
象

項
目

数
が

２
以

下
の

場
合

は
ｃ
評

価
と

す
る

。
注

　
試

験
結

果
の

打
点

数
等

が
少

な
く
ば

ら
つ

き
の

判
断

が
で

き
な

い
場

合
は

評
価

対
象

項
目

（
評

価
値

）
だ

け
で

評
価

す
る

。

 

評 価 値

9
0
％

以
上

ａ
ａ
’

ｂ
7
5
％

以
上

9
0
％

未
満

ａ
’

ｂ
ｂ
’

6
0
％

以
上

7
5
％

未
満

ｂ
ｂ
’

ｃ
6
0
％

未
満

評
価

対
象

項
目

(評
価

値
)だ

け
の

評
価

評 価 値

9
0
％

以
上

ａ
8
0
％

以
上

9
0
％

未
満

ａ
’

7
0
％

以
上

8
0
％

未
満

ｂ
6
0
％

以
上

7
0
％

未
満

ｂ
’

6
0
％

未
満

ｃｂ
’

ｃ
ｃ

●
判

断
基

準
ば

ら
つ

き
で

判
断

可
能

5
0
％

以
下

8
0
％

以
下

8
0
％

を
超

え
る
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工
事

成
績

採
点

の
考

査
項

目
別

運
用

表
（
R

7
.4

.1
) 
【
土

木
】

工
事

成
績

採
点

の
考

査
項

目
の

考
査

項
目

別
運

用
表

１
０

～
１

１
／

６
５

ペ
ー

ジ
別

紙
－

３
契

約
管

理
番

号
：

工
　

事
　

名
：

（
　

検
査

員
　

）
［
記

入
方

法
］
評

価
対

象
項

目
は

左
□

に
レ

マ
ー

ク
、

評
価

項
目

は
右

□
に

レ
マ

ー
ク

を
記

入
す

る
。

考
査

項
目

細
別

工
種

d
３

．
出

来
形

及
Ⅱ

．
品

質
　

　
び

出
来

ば
え

●
評

価
対

象
項

目
□

品
質

関
係

の
測

定
方

法
又

は
測

定
値

が
不

適
切

で
あ

っ
た

た
め

、
検

査
員

が
修

補
指

示
を

行
っ

た
。

上
記

該
当

項
目

が
あ

れ
ば

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
ｅ

□
品

質
関

係
の

測
定

方
法

又
は

測
定

値
が

不
適

切
で

あ
っ

た
た

め
、

監
督

員
が

文
書

で
指

示
を

行
い

改
善

さ
れ

た
。

上
記

該
当

項
目

が
あ

れ
ば

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
ｄ

【
共

通
】

□
□

□
□

コ
ン

ク
リ

ー
ト

受
け

入
れ

時
に

必
要

な
試

験
を

実
施

し
て

お
り

、
温

度
、

ス
ラ

ン
プ

、
空

気
量

等
の

測
定

結
果

が
確

認
で

き
る

。
□

□
圧

縮
強

度
試

験
に

使
用

し
た

コ
ン

ク
リ

ー
ト

供
試

体
が

、
当

該
現

場
の

供
試

体
で

あ
る

こ
と

が
確

認
で

き
る

。
□

□

□
□

コ
ン

ク
リ

ー
ト

の
圧

縮
強

度
を

管
理

し
て

お
り

、
必

要
な

強
度

に
達

し
た

後
に

型
枠

及
び

支
保

工
の

取
り

外
し

を
行

っ
て

い
る

。
□

□
地

山
と

の
取

り
合

わ
せ

を
適

切
に

行
っ

て
い

る
こ

と
が

確
認

で
き

る
。

□
□

鉄
筋

及
び

鋼
材

の
品

質
が

、
証

明
書

類
で

確
認

で
き

る
。

□
□

有
害

な
ク

ラ
ッ

ク
が

無
い

。
□

□
そ

の
他

（
理

由
：
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

）

【
砂

防
構

造
物

工
事

・
治

山
構

造
物

工
事

に
適

用
】

□
□

コ
ン

ク
リ

ー
ト

打
設

ま
で

さ
び

、
ど

ろ
、

油
等

の
有

害
物

が
、

鉄
筋

に
付

着
し

な
い

よ
う

管
理

し
て

い
る

こ
と

が
確

認
で

き
る

。
□

□
鉄

筋
の

組
立

及
び

加
工

が
、

設
計

図
書

の
仕

様
を

満
足

し
て

い
る

こ
と

が
確

認
で

き
る

。
□

□
施

工
基

面
を

平
滑

に
仕

上
げ

て
い

る
こ

と
が

確
認

で
き

る
。

□
□

ア
ン

カ
ー

の
施

工
が

、
設

計
図

書
の

仕
様

を
満

足
し

て
い

る
こ

と
が

確
認

で
き

る
。

□
□

ボ
ル

ト
の

締
付

確
認

が
実

施
さ

れ
、

記
録

を
保

管
し

て
い

る
こ

と
が

確
認

で
き

る
。

□
□

ボ
ル

ト
の

締
付

機
及

び
測

定
機

器
の

キ
ャ

リ
ブ

レ
ー

シ
ョ

ン
を

実
施

し
て

い
る

こ
と

が
確

認
で

き
る

。
□

□
そ

の
他

（
理

由
：
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

）
 

a
ａ
’

コ
ン

ク
リ

ー
ト

の
配

合
試

験
及

び
試

験
練

り
を

行
っ

て
お

り
､コ

ン
ク

リ
ー

ト
の

品
質

(強
度

・
Ｗ

／
Ｃ

、
最

大
骨

材
粒

径
、

塩
化

物
総

量
、

単
位

水
量

、
ア

ル
カ

リ
骨

材
反

応
抑

制
等

）
が

確
認

で
き

る
。

運
搬

時
間

､打
設

時
の

投
入

高
さ

､締
固

時
の

バ
イ

ブ
レ

ー
タ

の
機

種
及

び
養

生
方

法
が

、
施

工
条

件
及

び
気

象
条

件
に

適
し

て
お

り
、

定
め

ら
れ

た
条

件
を

満
足

し
て

い
る

こ
と

が
確

認
で

き
る

。
（
寒

中
及

び
暑

中
コ

ン
ク

リ
ー

ト
等

を
含

む
）

ｂ
ｂ
’

ｃ
e

品
質

関
係

の
試

験
結

果
の

ば
ら

つ
き

と
評

価
対

象
項

目
の

履
行

状
況

（
評

価
値

）
か

ら
判

断
す

る
。

＜
判

断
基

準
参

照
＞

[関
連

基
準

、
土

木
工

事
施

工
管

理
基

準
、

そ
の

他
設

計
図

書
に

定
め

ら
れ

た
試

験
]

※
ば

ら
つ

き
の

判
断

は
別

紙
－

３
の

２
参

照
。

文
書

で
指

示
を

行
っ

た
修

補
指

示
を

行
っ

た

砂
防

構
造

物
工

事
・

治
山

構
造

物
工

事
及

び
地

す
べ

り
防

止
工

事
（
抑

止
杭

･集
水

井
工

事
を

含
む

）
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工
事

成
績

採
点

の
考

査
項

目
別

運
用

表
（
R

7
.4

.1
) 
【
土

木
】

 

【
地

す
べ

り
対

策
工

事
（
抑

止
杭

・
集

水
井

工
事

を
含

む
）
】

□
□

ア
ン

カ
ー

の
施

工
が

、
設

計
図

書
の

仕
様

を
満

足
し

て
い

る
こ

と
が

確
認

で
き

る
。

□
□

ラ
イ

ナ
ー

プ
レ

ー
ト

の
組

み
立

て
に

あ
た

り
、

偏
心

と
歪

み
に

配
慮

し
て

施
工

し
て

い
る

こ
と

が
確

認
で

き
る

。
□

□
ラ

イ
ナ

ー
プ

レ
ー

ト
と

地
山

と
の

隙
間

が
少

な
く
な

る
よ

う
に

施
工

し
て

い
る

こ
と

が
確

認
で

き
る

。
□

□
集

・
排

水
ボ

ー
リ

ン
グ

工
の

方
向

及
び

角
度

が
、

適
正

と
な

る
よ

う
に

施
工

上
の

配
慮

を
し

て
い

る
こ

と
が

確
認

で
き

る
。

□
□

そ
の

他
（
理

由
：
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

）

※
上

記
該

当
項

目
を

評
価

し
た

後
、

以
下

の
ば

ら
つ

き
の

評
価

を
し

て
く
だ

さ
い

。
□

ば
ら

つ
き

　
５

０
％

以
下

□
ば

ら
つ

き
　

８
０

％
以

下
□

ば
ら

つ
き

　
８

０
％

超
□

ば
ら

つ
き

で
判

断
不

可
能

①
当

該
「
評

価
対

象
項

目
」
の

う
ち

、
評

価
対

象
外

の
項

目
は

削
除

す
る

。

②
削

除
項

目
の

あ
る

場
合

は
削

除
後

の
評

価
項

目
数

を
母

数
と

し
て

、
比

率

（
％

）
計

算
の

値
で

評
価

す
る

。

③
評

価
値

（
　

　
％

）
＝

（
　

　
）
評

価
数

／
（
　

　
）
評

価
対

象
項

目
数

④
な

お
、

削
除

後
の

評
価

対
象

項
目

数
が

２
以

下
の

場
合

は
ｃ
評

価
と

す
る

。

注
　

試
験

結
果

の
打

点
数

等
が

少
な

く
ば

ら
つ

き
の

判
断

が
で

き
な

い
場

合
は

評
価

対
象

項
目

（
評

価
値

）
だ

け
で

評
価

す
る

。

 

ｃ

評 価 値

9
0
％

以
上

ａ
ａ
’

ｂ
7
5
％

以
上

9
0
％

未
満

ａ
’

ｂ
ｂ
’

6
0
％

以
上

7
5
％

未
満

ｂ
ｂ
’

ｃ
6
0
％

未
満

ｂ
’

ｃ
ｃ

評
価

対
象

項
目

(評
価

値
)だ

け
の

評
価

評 価 値

9
0
％

以
上

ａ
8
0
％

以
上

9
0
％

未
満

ａ
’

7
0
％

以
上

8
0
％

未
満

ｂ
6
0
％

以
上

7
0
％

未
満

ｂ
’

6
0
％

未
満

●
判

断
基

準
ば

ら
つ

き
で

判
断

可
能

5
0
％

以
下

8
0
％

以
下

8
0
％

を
超

え
る
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工
事

成
績

採
点

の
考

査
項

目
別

運
用

表
（
R

7
.4

.1
) 
【
土

木
】

工
事

成
績

採
点

の
考

査
項

目
の

考
査

項
目

別
運

用
表

１
２

～
１

３
／

６
５

ペ
ー

ジ
別

紙
－

３
契

約
管

理
番

号
：

工
　

事
　

名
：

（
　

検
査

員
　

）
［
記

入
方

法
］
評

価
対

象
項

目
は

左
□

に
レ

マ
ー

ク
、

評
価

項
目

は
右

□
に

レ
マ

ー
ク

を
記

入
す

る
。

考
査

項
目

細
別

工
種

d
３

．
出

来
形

及
Ⅱ

．
品

質
舗

装
工

事
　

　
び

出
来

ば
え

●
評

価
対

象
項

目
□

品
質

関
係

の
測

定
方

法
又

は
測

定
値

が
不

適
切

で
あ

っ
た

た
め

、
検

査
員

が
修

補
指

示
を

行
っ

た
。

上
記

該
当

項
目

が
あ

れ
ば

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
ｅ

□
品

質
関

係
の

測
定

方
法

又
は

測
定

値
が

不
適

切
で

あ
っ

た
た

め
、

監
督

員
が

文
書

で
指

示
を

行
い

改
善

さ
れ

た
。

上
記

該
当

項
目

が
あ

れ
ば

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
ｄ

【
路

床
・
路

盤
工

関
係

】
□

□
設

計
図

書
に

定
め

ら
れ

た
試

験
方

法
で

Ｃ
Ｂ

Ｒ
値

を
測

定
し

て
い

る
こ

と
が

確
認

で
き

る
。

□
□

路
床

及
び

路
盤

工
の

プ
ル

ー
フ

ロ
ー

リ
ン

グ
を

行
っ

て
い

る
こ

と
が

確
認

で
き

る
。

□
□

路
床

及
び

路
盤

工
の

密
度

管
理

が
、

設
計

図
書

の
仕

様
を

満
足

し
て

い
る

こ
と

が
確

認
で

き
る

。
□

□
路

盤
の

安
定

処
理

は
材

料
が

均
一

に
な

る
よ

う
施

工
し

て
い

る
こ

と
が

確
認

で
き

る
。

□
□

路
盤

の
施

工
に

先
立

っ
て

、
路

床
面

、
下

層
路

盤
面

の
浮

き
石

及
び

有
害

物
を

除
去

し
て

か
ら

施
工

し
て

い
る

こ
と

が
確

認
で

き
る

。
□

□
路

床
盛

土
に

お
い

て
、

一
層

の
仕

上
が

り
厚

を
２

０
ｃ
ｍ

以
下

と
し

、
各

層
ご

と
に

締
固

め
て

施
工

し
て

い
る

こ
と

が
確

認
で

き
る

。
□

□
路

床
盛

土
に

お
い

て
、

構
造

物
の

隣
接

箇
所

や
狭

い
箇

所
に

お
け

る
締

固
め

が
、

タ
ン

パ
等

の
小

型
締

固
め

機
械

に
よ

り
施

工
し

て
い

る
こ

と
が

確
認

で
き

る
。

□
□

そ
の

他
（
理

由
：
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

）

【
ア

ス
フ

ァ
ル

ト
舗

装
工

関
係

】
□

□
ア

ス
フ

ァ
ル

ト
混

合
物

の
品

質
が

、
配

合
設

計
及

び
試

験
練

り
の

結
果

又
は

事
前

審
査

制
度

の
証

明
書

類
に

よ
り

確
認

で
き

る
。

□
□

舗
装

工
の

施
工

に
あ

た
っ

て
、

上
層

路
盤

面
の

浮
き

石
な

ど
の

有
害

物
を

除
去

し
て

い
る

こ
と

が
確

認
で

き
る

。
□

□
プ

ラ
ン

ト
出

荷
時

、
現

場
到

着
時

、
舗

設
時

等
に

お
い

て
、

ア
ス

フ
ァ

ル
ト

混
合

物
の

温
度

管
理

を
記

録
し

て
い

る
こ

と
が

確
認

で
き

る
。

□
□

舗
設

後
の

交
通

開
放

が
、

定
め

ら
れ

た
条

件
を

満
足

し
て

い
る

こ
と

が
確

認
で

き
る

。
□

□
各

層
の

継
ぎ

目
の

位
置

が
、

設
計

図
書

に
定

め
ら

れ
た

数
値

以
上

で
あ

る
こ

と
が

確
認

で
き

る
。

□
□

縦
継

目
及

び
横

継
目

の
位

置
、

構
造

物
と

の
接

合
面

の
処

理
等

が
、

設
計

図
書

の
仕

様
を

満
足

し
て

い
る

こ
と

が
確

認
で

き
る

。
□

□
ア

ス
フ

ァ
ル

ト
混

合
物

の
運

搬
及

び
舗

設
に

あ
た

っ
て

、
気

象
条

件
を

配
慮

し
て

い
る

こ
と

が
確

認
で

き
る

。
□

□
密

度
管

理
が

設
計

図
書

の
仕

様
を

満
足

し
て

い
る

こ
と

が
確

認
で

き
る

。
□

□
そ

の
他

（
理

由
：
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

）
 

ｃ
e

品
質

関
係

の
試

験
結

果
の

ば
ら

つ
き

と
評

価
対

象
項

目
の

履
行

状
況

（
評

価
値

）
か

ら
判

断
す

る
。

＜
判

断
基

準
参

照
＞

[関
連

基
準

、
土

木
工

事
施

工
管

理
基

準
、

そ
の

他
設

計
図

書
に

定
め

ら
れ

た
試

験
]

※
ば

ら
つ

き
の

判
断

は
別

紙
－

３
の

２
参

照
。

文
書

で
指

示
を

行
っ

た
修

補
指

示
を

行
っ

た

a
ａ
’

ｂ
ｂ
’
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工
事

成
績

採
点

の
考

査
項

目
別

運
用

表
（
R

7
.4

.1
) 
【
土

木
】

 

【
コ

ン
ク

リ
ー

ト
舗

装
工

関
係

】
□

□

□
□

舗
装

工
の

施
工

に
先

だ
っ

て
、

上
層

路
盤

面
の

浮
き

石
等

の
有

害
物

を
除

去
し

て
か

ら
施

工
し

て
い

る
こ

と
が

確
認

で
き

る
。

□
□

コ
ン

ク
リ

ー
ト

受
け

入
れ

時
に

必
要

な
試

験
を

実
施

し
て

お
り

、
温

度
、

ス
ラ

ン
プ

、
空

気
量

等
の

測
定

結
果

が
確

認
で

き
る

。
□

□
圧

縮
強

度
試

験
に

使
用

し
た

コ
ン

ク
リ

ー
ト

供
試

体
が

当
該

現
場

の
供

試
体

で
あ

る
こ

と
が

確
認

で
き

る
。

□
□

運
搬

時
間

､打
設

方
法

及
び

養
生

方
法

が
、

施
工

条
件

及
び

気
象

条
件

に
適

し
て

お
り

、
設

計
図

書
に

定
め

ら
れ

た
条

件
を

満
足

し
て

い
る

こ
と

が
確

認
で

き
る

。
□

□
材

料
が

分
離

し
な

い
よ

う
コ

ン
ク

リ
ー

ト
を

敷
均

し
て

い
る

こ
と

が
確

認
で

き
る

。
□

□
チ

ェ
ア

ー
及

び
タ

イ
バ

ー
を

損
傷

な
ど

が
発

生
し

な
い

よ
う

保
管

し
て

い
る

こ
と

が
確

認
で

き
る

。
□

□
そ

の
他

（
理

由
：
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

）

※
上

記
該

当
項

目
を

評
価

し
た

後
、

以
下

の
ば

ら
つ

き
の

評
価

を
し

て
く
だ

さ
い

。
□

ば
ら

つ
き

　
５

０
％

以
下

□
ば

ら
つ

き
　

８
０

％
以

下
□

ば
ら

つ
き

　
８

０
％

超
□

ば
ら

つ
き

で
判

断
不

可
能

①
当

該
「
評

価
対

象
項

目
」
の

う
ち

、
評

価
対

象
外

の
項

目
は

削
除

す
る

。

②
削

除
項

目
の

あ
る

場
合

は
削

除
後

の
評

価
項

目
数

を
母

数
と

し
て

、
比

率

（
％

）
計

算
の

値
で

評
価

す
る

。

③
評

価
値

（
　

　
％

）
＝

（
　

　
）
評

価
数

／
（
　

　
）
評

価
対

象
項

目
数

④
な

お
、

削
除

後
の

評
価

対
象

項
目

数
が

２
以

下
の

場
合

は
ｃ
評

価
と

す
る

。

注
　

試
験

結
果

の
打

点
数

等
が

少
な

く
ば

ら
つ

き
の

判
断

が
で

き
な

い
場

合
は

評
価

対
象

項
目

（
評

価
値

）
だ

け
で

評
価

す
る

。

 

評 価 値

9
0
％

以
上

ａ
ａ
’

ｂ
7
5
％

以
上

9
0
％

未
満

ａ
’

ｂ
ｂ
’

6
0
％

以
上

7
5
％

未
満

ｂ
ｂ
’

6
0
％

未
満

ｃ

ｃ

コ
ン

ク
リ

ー
ト

の
配

合
試

験
及

び
試

験
練

り
を

行
っ

て
お

り
､コ

ン
ク

リ
ー

ト
の

品
質

(強
度

・
Ｗ

／
Ｃ

、
最

大
骨

材
粒

径
、

塩
化

物
総

量
、

単
位

水
量

、
ア

ル
カ

リ
骨

材
反

応
抑

制
等

）
が

確
認

で
き

る
。

●
判

断
基

準
ば

ら
つ

き
で

判
断

可
能

5
0
％

以
下

8
0
％

以
下

8
0
％

を
超

え
る

評
価

対
象

項
目

(評
価

値
)だ

け
の

評
価

評 価 値

9
0
％

以
上

ａ
8
0
％

以
上

9
0
％

未
満

ａ
’

7
0
％

以
上

8
0
％

未
満

ｂ
6
0
％

以
上

7
0
％

未
満

ｂ
’

6
0
％

未
満

ｂ
’

ｃ
ｃ
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工
事

成
績

採
点

の
考

査
項

目
別

運
用

表
（
R

7
.4

.1
) 
【
土

木
】

工
事

成
績

採
点

の
考

査
項

目
の

考
査

項
目

別
運

用
表

１
４

～
１

５
／

６
５

ペ
ー

ジ
別

紙
－

３
契

約
管

理
番

号
：

工
　

事
　

名
：

（
　

検
査

員
　

）
［
記

入
方

法
］
評

価
対

象
項

目
は

左
□

に
レ

マ
ー

ク
、

評
価

項
目

は
右

□
に

レ
マ

ー
ク

を
記

入
す

る
。

考
査

項
目

細
別

工
種

d
３

．
出

来
形

及
Ⅱ

．
品

質
　

　
び

出
来

ば
え

●
評

価
対

象
項

目
□

品
質

関
係

の
測

定
方

法
又

は
測

定
値

が
不

適
切

で
あ

っ
た

た
め

、
検

査
員

が
修

補
指

示
を

行
っ

た
。

上
記

該
当

項
目

が
あ

れ
ば

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
ｅ

□
品

質
関

係
の

測
定

方
法

又
は

測
定

値
が

不
適

切
で

あ
っ

た
た

め
、

監
督

員
が

文
書

で
指

示
を

行
い

改
善

さ
れ

た
。

上
記

該
当

項
目

が
あ

れ
ば

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
ｄ

【
共

通
】

□
□

マ
ン

ホ
ー

ル
用

品
の

規
格

、
品

質
が

ミ
ル

シ
ー

ト
で

確
認

で
き

る
。

□
□

管
渠

の
規

格
・
品

質
が

ミ
ル

シ
ー

ト
で

確
認

で
き

る
。

□
□

□
□

コ
ン

ク
リ

ー
ト

打
設

時
の

必
要

な
供

試
体

を
採

取
し

、
強

度
・
ス

ラ
ン

プ
・
空

気
量

等
が

確
認

で
き

る
。

□
□

コ
ン

ク
リ

ー
ト

供
試

体
が

当
該

現
場

の
供

試
体

で
あ

る
こ

と
が

確
認

で
き

る
。

□
□

□
□

人
孔

工
（
二

次
製

品
）
に

お
い

て
接

合
部

の
取

り
合

わ
せ

が
よ

い
。

□
□

舗
装

復
旧

工
に

お
い

て
、

舗
装

材
料

の
品

質
管

理
が

適
切

に
さ

れ
て

い
る

。
□

□
掘

削
残

土
等

の
処

理
が

法
令

を
遵

守
し

適
切

に
管

理
さ

れ
て

い
る

。
□

□
そ

の
他

（
理

由
：
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

）

【
開

削
工

】
□

□
締

固
め

を
適

切
な

条
件

で
施

工
し

て
お

り
、

管
の

周
辺

に
空

隙
が

生
じ

て
い

な
い

。
□

□
管

渠
の

接
合

状
況

が
良

好
で

あ
る

こ
と

が
確

認
で

き
る

。
□

□
地

盤
改

良
工

の
施

工
管

理
状

況
が

デ
ー

タ
で

確
認

で
き

る
。

□
□

そ
の

他
（
理

由
：
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

）

【
推

進
工

】
□

□
測

量
及

び
観

測
結

果
を

毎
日

整
理

し
、

そ
れ

に
基

づ
い

た
施

工
が

行
わ

れ
て

い
る

こ
と

が
確

認
で

き
る

。
□

□
常

に
切

羽
及

び
地

表
面

の
状

態
を

観
測

し
て

施
工

さ
れ

て
い

る
こ

と
が

確
認

で
き

る
。

□
□

推
進

作
業

等
が

デ
ー

タ
で

確
認

で
き

る
。

□
□

地
盤

改
良

工
の

施
工

管
理

状
況

が
デ

ー
タ

で
確

認
で

き
る

。
□

□
そ

の
他

（
理

由
：
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

）
 

設
計

図
書

に
基

づ
く
ｺ
ﾝ
ｸ
ﾘ
ｰ

ﾄの
配

合
試

験
及

び
試

験
練

り
が

行
わ

れ
て

お
り

、
適

切
な

ｺ
ﾝ
ｸ
ﾘ
ｰ

ﾄ規
格

(強
度

・
Ｗ

／
Ｃ

、
最

大
骨

材
粒

径
、

塩
化

物
総

量
、

単
位

水
量

、
ア

ル
カ

リ
骨

材
反

応
抑

制
等

）
が

確
認

で
き

る
。

施
工

条
件

及
び

気
象

条
件

に
適

し
た

運
搬

時
間

、
打

設
時

の
投

入
高

さ
、

締
固

時
の

ﾊ
ﾞｲ

ﾌ
ﾞﾚ

ｰ
ﾀ
の

機
種

、
養

生
方

法
等

、
適

切
に

行
っ

て
い

る
。

（
寒

中
及

び
暑

中
コ

ン
ク

リ
ー

ト
等

を
含

む
）

ｂ
ｂ
’

ｃ
e

下
水

道
工

事
品

質
関

係
の

試
験

結
果

の
ば

ら
つ

き
と

評
価

対
象

項
目

の
履

行
状

況
（
評

価
値

）
か

ら
判

断
す

る
。

＜
判

断
基

準
参

照
＞

[関
連

基
準

、
土

木
工

事
施

工
管

理
基

準
、

そ
の

他
設

計
図

書
に

定
め

ら
れ

た
試

験
]

※
ば

ら
つ

き
の

判
断

は
別

紙
－

３
の

２
参

照
。

文
書

で
指

示
を

行
っ

た
修

補
指

示
を

行
っ

た

a
ａ
’
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工
事

成
績

採
点

の
考

査
項

目
別

運
用

表
（
R

7
.4

.1
) 
【
土

木
】

 

【
シ

ー
ル

ド
工

】
□

□
セ

グ
メ

ン
ト

の
規

格
・
品

質
が

ミ
ル

シ
ー

ト
で

確
認

で
き

る
。

□
□

溶
接

作
業

に
あ

た
り

、
作

業
員

の
技

量
確

認
を

行
っ

て
い

る
。

□
□

二
次

コ
ン

ク
リ

ー
ト

打
設

前
に

、
付

着
物

除
去

の
た

め
の

充
分

な
水

洗
清

掃
を

行
っ

て
い

る
こ

と
が

確
認

で
き

る
。

□
□

常
に

切
羽

及
び

地
表

面
の

状
態

を
観

測
し

て
施

工
さ

れ
て

い
る

こ
と

が
確

認
で

き
る

。
□

□
シ

ー
ル

ド
推

進
作

業
等

が
デ

ー
タ

で
確

認
で

き
る

。
□

□
裏

込
め

注
入

状
況

が
デ

ー
タ

で
確

認
で

き
る

。
□

□
地

盤
改

良
工

の
施

工
管

理
状

況
が

デ
ー

タ
で

確
認

で
き

る
。

□
□

そ
の

他
（
理

由
：
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

）

【
処

理
場

・
ポ

ン
プ

場
等

の
う

ち
土

木
工

事
】

□
□

主
た

る
工

事
（
概

ね
２

／
３

以
上

を
占

め
る

工
事

）
を

対
応

す
る

工
種

で
評

価
す

る
。

□
□

そ
の

他
（
理

由
：
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

）

※
上

記
該

当
項

目
を

評
価

し
た

後
、

以
下

の
ば

ら
つ

き
の

評
価

を
し

て
く
だ

さ
い

。
□

ば
ら

つ
き

　
５

０
％

以
下

□
ば

ら
つ

き
　

８
０

％
以

下
□

ば
ら

つ
き

　
８

０
％

超
□

ば
ら

つ
き

で
判

断
不

可
能

①
当

該
「
評

価
対

象
項

目
」
の

う
ち

、
評

価
対

象
外

の
項

目
は

削
除

す
る

。

②
削

除
項

目
の

あ
る

場
合

は
削

除
後

の
評

価
項

目
数

を
母

数
と

し
て

、
比

率

（
％

）
計

算
の

値
で

評
価

す
る

。

③
評

価
値

（
　

　
％

）
＝

（
　

　
）
評

価
数

／
（
　

　
）
評

価
対

象
項

目
数

④
な

お
、

削
除

後
の

評
価

対
象

項
目

数
が

２
以

下
の

場
合

は
ｃ
評

価
と

す
る

。

注
　

試
験

結
果

の
打

点
数

等
が

少
な

く
ば

ら
つ

き
の

判
断

が
で

き
な

い
場

合
は

評
価

対
象

項
目

（
評

価
値

）
だ

け
で

評
価

す
る

。

 

●
判

断
基

準
ば

ら
つ

き
で

判
断

可
能

5
0
％

以
下

8
0
％

以
下

8
0
％

を
超

え
る

ａ
’

ｂ
7
5
％

以
上

9
0
％

未
満

ａ
’

ｂ
ｂ
’

6
0
％

以
上

7
5
％

未
満

ｂ
ｂ
’

ｃ
6
0
％

未
満

ｂ
’

ｃ
ｃ

評 価 値

9
0
％

以
上

ａ

評
価

対
象

項
目

(評
価

値
)だ

け
の

評
価

評 価 値

9
0
％

以
上

ａ
8
0
％

以
上

9
0
％

未
満

ａ
’

7
0
％

以
上

8
0
％

未
満

ｂ
6
0
％

以
上

7
0
％

未
満

ｂ
’

6
0
％

未
満

ｃ
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工
事

成
績

採
点

の
考

査
項

目
別

運
用

表
（
R

7
.4

.1
) 
【
土

木
】

工
事

成
績

採
点

の
考

査
項

目
の

考
査

項
目

別
運

用
表

１
６

～
１

７
／

６
５

ペ
ー

ジ
別

紙
－

３
契

約
管

理
番

号
：

工
　

事
　

名
：

（
　

検
査

員
　

）
［
記

入
方

法
］
評

価
対

象
項

目
は

左
□

に
レ

マ
ー

ク
、

評
価

項
目

は
右

□
に

レ
マ

ー
ク

を
記

入
す

る
。

考
査

項
目

細
別

工
種

d
３

．
出

来
形

及
Ⅱ

．
品

質
　

　
び

出
来

ば
え

●
評

価
対

象
項

目
□

品
質

関
係

の
測

定
方

法
又

は
測

定
値

が
不

適
切

で
あ

っ
た

た
め

、
検

査
員

が
修

補
指

示
を

行
っ

た
。

上
記

該
当

項
目

が
あ

れ
ば

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
ｅ

□
品

質
関

係
の

測
定

方
法

又
は

測
定

値
が

不
適

切
で

あ
っ

た
た

め
、

監
督

員
が

文
書

で
指

示
を

行
い

改
善

さ
れ

た
。

上
記

該
当

項
目

が
あ

れ
ば

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
ｄ

【
共

通
】

□
□

施
工

基
面

を
平

滑
に

仕
上

げ
て

い
る

こ
と

が
確

認
で

き
る

。
（
特

に
法

枠
工

、
コ

ン
ク

リ
ー

ト
又

は
モ

ル
タ

ル
吹

付
工

関
係

）
□

□
施

工
に

際
し

て
、

品
質

に
害

と
な

る
施

工
面

の
浮

き
石

や
ゴ

ミ
等

を
除

去
し

て
か

ら
施

工
し

て
い

る
こ

と
が

確
認

で
き

る
。

□
□

盛
土

の
施

工
に

あ
た

り
、

法
面

の
崩

壊
が

起
こ

ら
な

い
よ

う
締

固
め

を
十

分
行

っ
て

い
る

こ
と

が
確

認
で

き
る

。
□

□
雨

水
に

よ
る

崩
壊

が
起

こ
ら

な
い

よ
う

に
、

排
水

対
策

を
実

施
し

て
い

る
こ

と
が

確
認

で
き

る
。

□
□

そ
の

他
（
理

由
：
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

）

【
種

子
吹

付
工

、
客

土
吹

付
工

、
植

生
基

材
吹

付
工

関
係

】
□

□
土

壌
試

験
の

結
果

を
施

工
に

反
映

し
て

い
る

こ
と

が
確

認
で

き
る

。
□

□
ネ

ッ
ト

な
ど

の
境

界
に

隙
間

が
生

じ
て

い
な

い
こ

と
が

確
認

で
き

る
。

□
□

ネ
ッ

ト
な

ど
が

破
損

を
生

じ
て

い
な

い
こ

と
が

確
認

で
き

る
。

□
□

吹
付

け
厚

さ
が

均
等

で
あ

る
こ

と
が

確
認

で
き

る
。

□
□

使
用

す
る

材
料

の
種

類
、

品
質

、
配

合
等

が
設

計
図

書
の

仕
様

を
満

足
し

て
い

る
こ

と
が

確
認

で
き

る
。

□
□

施
工

時
期

が
定

め
ら

れ
た

条
件

を
満

足
し

て
い

る
こ

と
が

確
認

で
き

る
。

□
□

そ
の

他
（
理

由
：
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

）

【
コ

ン
ク

リ
ー

ト
又

は
モ

ル
タ

ル
吹

付
工

関
係

】
□

□
使

用
す

る
材

料
の

種
類

、
品

質
及

び
配

合
が

、
設

計
図

書
の

仕
様

を
満

足
し

て
い

る
こ

と
が

確
認

で
き

る
。

□
□

金
網

の
重

ね
幅

が
、

１
０

ｃ
ｍ

以
上

確
保

さ
れ

て
い

る
こ

と
が

確
認

で
き

る
。

□
□

金
網

が
破

損
を

生
じ

て
い

な
い

こ
と

が
確

認
で

き
る

。
□

□
吸

水
性

の
吹

付
け

面
に

お
い

て
、

事
前

に
吸

水
さ

せ
て

か
ら

施
工

し
て

い
る

こ
と

が
確

認
で

き
る

。
□

□
吹

付
け

厚
さ

が
均

等
で

あ
る

こ
と

が
確

認
で

き
る

。
□

□
吹

付
け

厚
さ

に
応

じ
て

２
層

以
上

に
分

割
し

て
施

工
し

て
い

る
こ

と
が

確
認

で
き

る
。

□
□

圧
縮

強
度

試
験

に
使

用
し

た
コ

ン
ク

リ
ー

ト
の

供
試

体
が

、
当

該
現

場
の

供
試

体
で

あ
る

こ
と

が
確

認
で

き
る

。
□

□
不

良
箇

所
が

生
じ

な
い

よ
う

跳
ね

返
り

材
料

の
処

理
を

行
っ

て
い

る
こ

と
が

確
認

で
き

る
。

□
□

法
肩

の
吹

付
け

に
あ

た
り

、
地

山
に

沿
っ

て
巻

き
込

ん
で

施
工

し
て

い
る

こ
と

が
確

認
で

き
る

。
□

□
そ

の
他

（
理

由
：
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

）
 

a
ａ
’

ｂ
ｂ
’

ｃ
e

品
質

関
係

の
試

験
結

果
の

ば
ら

つ
き

と
評

価
対

象
項

目
の

履
行

状
況

（
評

価
値

）
か

ら
判

断
す

る
。

＜
判

断
基

準
参

照
＞

[関
連

基
準

、
土

木
工

事
施

工
管

理
基

準
、

そ
の

他
設

計
図

書
に

定
め

ら
れ

た
試

験
]

※
ば

ら
つ

き
の

判
断

は
別

紙
－

３
の

２
参

照
。

文
書

で
指

示
を

行
っ

た
修

補
指

示
を

行
っ

た
法

面
工

事
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工
事

成
績

採
点

の
考

査
項

目
別

運
用

表
（
R

7
.4

.1
) 
【
土

木
】

 

【
法

枠
工

関
係

（
プ

レ
キ

ャ
ス

ト
法

枠
工

含
む

）
】

□
□

使
用

す
る

材
料

の
種

類
、

品
質

及
び

配
合

が
、

設
計

図
書

の
仕

様
を

満
足

し
て

い
る

こ
と

が
確

認
で

き
る

。
□

□
ア

ン
カ

ー
を

設
計

図
書

ど
お

り
の

長
さ

で
施

工
し

て
い

る
こ

と
が

確
認

で
き

る
。

□
□

現
場

養
生

が
、

設
計

図
書

の
仕

様
を

満
足

す
る

よ
う

に
実

施
さ

れ
て

い
る

こ
と

が
確

認
で

き
る

。
□

□
強

度
試

験
に

使
用

し
た

コ
ン

ク
リ

ー
ト

供
試

体
が

当
該

現
場

の
供

試
体

で
あ

る
こ

と
が

確
認

で
き

る
。

□
□

枠
内

に
空

隙
が

無
い

こ
と

が
確

認
で

き
る

。
□

□
層

間
に

は
く
離

が
無

い
こ

と
が

確
認

で
き

る
。

□
□

不
良

箇
所

が
生

じ
な

い
よ

う
跳

ね
返

り
材

料
の

処
理

を
行

っ
て

い
る

こ
と

が
確

認
で

き
る

。
□

□
そ

の
他

（
理

由
：
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

）

【
ロ

ー
プ

ネ
ッ

ト
工

関
係

】
□

□
ア

ン
カ

ー
の

施
工

長
さ

が
確

認
で

き
る

。
□

□
ロ

ー
プ

間
の

結
束

が
確

実
に

さ
れ

て
い

る
。

□
□

浮
き

石
の

処
理

が
な

さ
れ

て
い

る
。

□
□

ロ
ー

プ
ネ

ッ
ト

材
料

の
保

管
が

適
切

で
あ

る
。

□
□

そ
の

他
（
理

由
：
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

）

※
上

記
該

当
項

目
を

評
価

し
た

後
、

以
下

の
ば

ら
つ

き
の

評
価

を
し

て
く
だ

さ
い

。
□

ば
ら

つ
き

　
５

０
％

以
下

□
ば

ら
つ

き
　

８
０

％
以

下
□

ば
ら

つ
き

　
８

０
％

超
□

ば
ら

つ
き

で
判

断
不

可
能

①
当

該
「
評

価
対

象
項

目
」
の

う
ち

、
評

価
対

象
外

の
項

目
は

削
除

す
る

。

②
削

除
項

目
の

あ
る

場
合

は
削

除
後

の
評

価
項

目
数

を
母

数
と

し
て

、
比

率

（
％

）
計

算
の

値
で

評
価

す
る

。

③
評

価
値

（
　

　
％

）
＝

（
　

　
）
評

価
数

／
（
　

　
）
評

価
対

象
項

目
数

④
な

お
、

削
除

後
の

評
価

対
象

項
目

数
が

２
以

下
の

場
合

は
ｃ
評

価
と

す
る

。

注
　

試
験

結
果

の
打

点
数

等
が

少
な

く
ば

ら
つ

き
の

判
断

が
で

き
な

い
場

合
は

評
価

対
象

項
目

（
評

価
値

）
だ

け
で

評
価

す
る

。

 

●
判

断
基

準
ば

ら
つ

き
で

判
断

可
能

5
0
％

以
下

8
0
％

以
下

8
0
％

を
超

え
る

評 価 値

9
0
％

以
上

ａ

6
0
％

以
上

7
5
％

未
満

ｂ
ｂ
’

ｃ

評
価

対
象

項
目

(評
価

値
)だ

け
の

評
価

評 価 値

9
0
％

以
上

ａ
8
0
％

以
上

9
0
％

未
満

ａ
’

7
0
％

以
上

8
0
％

未
満

ｂ
6
0
％

以
上

7
0
％

未
満

ｂ
’

6
0
％

未
満

ｃ

ａ
’

ｂ
7
5
％

以
上

9
0
％

未
満

ａ
’

ｂ
ｂ
’

6
0
％

未
満

ｂ
’

ｃ
ｃ
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工
事

成
績

採
点

の
考

査
項

目
別

運
用

表
（
R

7
.4

.1
) 
【
土

木
】

工
事

成
績

採
点

の
考

査
項

目
の

考
査

項
目

別
運

用
表

１
８

～
１

９
／

６
５

ペ
ー

ジ
別

紙
－

３
契

約
管

理
番

号
：

工
　

事
　

名
：

（
　

検
査

員
　

）
［
記

入
方

法
］
評

価
対

象
項

目
は

左
□

に
レ

マ
ー

ク
、

評
価

項
目

は
右

□
に

レ
マ

ー
ク

を
記

入
す

る
。

考
査

項
目

細
別

工
種

d
３

．
出

来
形

及
Ⅱ

．
品

質
　

　
び

出
来

ば
え

●
評

価
対

象
項

目
□

品
質

関
係

の
測

定
方

法
又

は
測

定
値

が
不

適
切

で
あ

っ
た

た
め

、
検

査
員

が
修

補
指

示
を

行
っ

た
。

上
記

該
当

項
目

が
あ

れ
ば

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
ｅ

□
品

質
関

係
の

測
定

方
法

又
は

測
定

値
が

不
適

切
で

あ
っ

た
た

め
、

監
督

員
が

文
書

で
指

示
を

行
い

改
善

さ
れ

た
。

上
記

該
当

項
目

が
あ

れ
ば

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
ｄ

【
杭

関
係

（
コ

ン
ク

リ
ー

ト
・
鋼

管
・
鋼

管
井

筒
、

場
所

打
、

深
礎

等
）
】

□
□

杭
に

損
傷

及
び

補
修

痕
が

無
い

こ
と

が
確

認
で

き
る

。
□

□
既

製
杭

の
打

止
め

管
理

の
方

法
及

び
場

所
打

杭
の

施
工

管
理

の
方

法
が

整
備

さ
れ

て
お

り
、

そ
の

記
録

を
整

理
し

て
い

る
こ

と
が

確
認

で
き

る
。

□
□

杭
頭

処
理

に
お

い
て

、
杭

本
体

を
損

傷
し

て
い

な
い

こ
と

が
確

認
で

き
る

。
□

□
水

平
度

、
鉛

直
度

等
が

、
設

計
図

書
を

満
足

し
て

い
る

こ
と

が
確

認
で

き
る

。
□

□
溶

接
の

品
質

管
理

に
関

し
て

、
設

計
図

書
の

仕
様

を
満

足
し

て
い

る
こ

と
が

確
認

で
き

る
。

□
□

支
持

地
盤

に
達

し
て

い
る

こ
と

が
、

掘
削

深
さ

、
掘

削
土

砂
等

に
よ

り
確

認
で

き
る

。
□

□
場

所
打

杭
に

つ
い

て
、

ト
レ

ミ
ー

管
を

コ
ン

ク
リ

ー
ト

内
に

２
ｍ

以
上

挿
入

し
て

施
工

し
て

い
る

こ
と

が
確

認
で

き
る

。
□

□

□
□

配
筋

、
ス

ペ
ー

サ
ー

の
配

置
及

び
コ

ン
ク

リ
ー

ト
打

設
等

が
、

設
計

図
書

の
仕

様
を

満
足

し
て

い
る

こ
と

が
確

認
で

き
る

。
□

□
ラ

イ
ナ

ー
プ

レ
ー

ト
の

組
み

立
て

に
あ

た
り

、
偏

心
と

歪
み

に
配

慮
し

て
施

工
し

て
い

る
こ

と
が

確
認

で
き

る
。

□
□

裏
込

材
注

入
の

圧
力

な
ど

が
施

工
記

録
に

よ
り

確
認

で
き

る
。

□
□

強
度

確
認

、
セ

メ
ン

ト
ミ

ル
ク

の
比

重
管

理
な

ど
の

品
質

に
係

わ
る

事
項

の
管

理
資

料
を

整
理

し
て

い
る

こ
と

が
確

認
で

き
る

。
□

□
そ

の
他

（
理

由
：
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

）

【
地

盤
改

良
関

係
】

□
□

改
良

材
の

バ
ッ

チ
管

理
記

録
が

整
理

さ
れ

、
設

計
図

書
の

仕
様

を
満

足
し

て
い

る
こ

と
が

確
認

で
き

る
。

□
□

セ
メ

ン
ト

ミ
ル

ク
の

比
重

、
ス

ラ
リ

ー
噴

出
量

、
強

度
等

の
管

理
資

料
を

整
理

し
て

い
る

こ
と

が
確

認
で

き
る

。
□

□
事

前
に

土
質

試
験

を
実

施
し

、
改

良
材

の
選

定
、

必
要

添
加

量
の

設
定

等
を

行
っ

て
い

る
こ

と
が

確
認

で
き

る
。

□
□

施
工

箇
所

が
均

一
に

改
良

さ
れ

て
い

る
と

と
も

に
、

十
分

な
強

度
及

び
支

持
力

を
確

保
し

て
い

る
こ

と
が

確
認

で
き

る
。

□
□

そ
の

他
（
理

由
：
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

）
 

e
基

礎
工

工
事

及
び

地
盤

改
良

工
事

品
質

関
係

の
試

験
結

果
の

ば
ら

つ
き

と
評

価
対

象
項

目
の

履
行

状
況

（
評

価
値

）
か

ら
判

断
す

る
。

＜
判

断
基

準
参

照
＞

[関
連

基
準

、
土

木
工

事
施

工
管

理
基

準
、

そ
の

他
設

計
図

書
に

定
め

ら
れ

た
試

験
]

※
ば

ら
つ

き
の

判
断

は
別

紙
－

３
の

２
参

照
。

文
書

で
指

示
を

行
っ

た
修

補
指

示
を

行
っ

た

a
ａ
’

ｂ
ｂ
’

ｃ

掘
削

深
度

、
排

出
土

砂
、

孔
内

水
位

の
変

動
及

び
安

定
液

を
用

い
る

場
合

の
孔

内
の

安
定

液
濃

度
並

び
に

比
重

等
が

、
設

計
図

書
を

満
足

し
て

い
る

こ
と

が
確

認
で

き
る

。
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工
事

成
績

採
点

の
考

査
項

目
別

運
用

表
（
R

7
.4

.1
) 
【
土

木
】

 

※
上

記
該

当
項

目
を

評
価

し
た

後
、

以
下

の
ば

ら
つ

き
の

評
価

を
し

て
く
だ

さ
い

。
□

ば
ら

つ
き

　
５

０
％

以
下

□
ば

ら
つ

き
　

８
０

％
以

下
□

ば
ら

つ
き

　
８

０
％

超
□

ば
ら

つ
き

で
判

断
不

可
能

①
当

該
「
評

価
対

象
項

目
」
の

う
ち

、
評

価
対

象
外

の
項

目
は

削
除

す
る

。

②
削

除
項

目
の

あ
る

場
合

は
削

除
後

の
評

価
項

目
数

を
母

数
と

し
て

、
比

率

（
％

）
計

算
の

値
で

評
価

す
る

。

③
評

価
値

（
　

　
％

）
＝

（
　

　
）
評

価
数

／
（
　

　
）
評

価
対

象
項

目
数

④
な

お
、

削
除

後
の

評
価

対
象

項
目

数
が

２
以

下
の

場
合

は
ｃ
評

価
と

す
る

。

注
　

試
験

結
果

の
打

点
数

等
が

少
な

く
ば

ら
つ

き
の

判
断

が
で

き
な

い
場

合
は

評
価

対
象

項
目

（
評

価
値

）
だ

け
で

評
価

す
る

。

 

評
価

対
象

項
目

(評
価

値
)だ

け
の

評
価

評 価 値

9
0
％

以
上

ａ
8
0
％

以
上

9
0
％

未
満

ａ
’

7
0
％

以
上

8
0
％

未
満

ｂ
6
0
％

以
上

7
0
％

未
満

ｂ
’

6
0
％

未
満

ｃ

6
0
％

未
満

8
0
％

以
下

8
0
％

を
超

え
る

評 価 値

9
0
％

以
上

ａ
ａ
’

ｂ

ｂ
ｂ
’

ｃ
6
0
％

以
上

7
5
％

未
満

ｂ
’

ｃ
ｃ

7
5
％

以
上

9
0
％

未
満

ａ
’

ｂ
ｂ
’

●
判

断
基

準
ば

ら
つ

き
で

判
断

可
能

5
0
％

以
下
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工
事

成
績

採
点

の
考

査
項

目
別

運
用

表
（
R

7
.4

.1
) 
【
土

木
】

工
事

成
績

採
点

の
考

査
項

目
の

考
査

項
目

別
運

用
表

２
０

～
２

１
／

６
５

ペ
ー

ジ
別

紙
－

３
契

約
管

理
番

号
：

工
　

事
　

名
：

（
　

検
査

員
　

）
［
記

入
方

法
］
評

価
対

象
項

目
は

左
□

に
レ

マ
ー

ク
、

評
価

項
目

は
右

□
に

レ
マ

ー
ク

を
記

入
す

る
。

考
査

項
目

細
別

工
種

d
３

．
出

来
形

及
Ⅱ

．
品

質
　

　
び

出
来

ば
え

●
評

価
対

象
項

目
□

品
質

関
係

の
測

定
方

法
又

は
測

定
値

が
不

適
切

で
あ

っ
た

た
め

、
検

査
員

が
修

補
指

示
を

行
っ

た
。

上
記

該
当

項
目

が
あ

れ
ば

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
ｅ

□
品

質
関

係
の

測
定

方
法

又
は

測
定

値
が

不
適

切
で

あ
っ

た
た

め
、

監
督

員
が

文
書

で
指

示
を

行
い

改
善

さ
れ

た
。

上
記

該
当

項
目

が
あ

れ
ば

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
ｄ

□
□

□
□

コ
ン

ク
リ

ー
ト

受
け

入
れ

時
に

必
要

な
試

験
を

実
施

し
て

お
り

、
温

度
、

ス
ラ

ン
プ

、
空

気
量

等
の

測
定

結
果

が
確

認
で

き
る

。
□

□
圧

縮
強

度
試

験
に

使
用

し
た

コ
ン

ク
リ

ー
ト

の
供

試
体

が
、

当
該

現
場

の
供

試
体

で
あ

る
こ

と
が

確
認

で
き

る
。

□
□

施
工

条
件

や
気

象
条

件
に

適
し

た
運

搬
時

間
､打

設
時

の
投

入
高

さ
及

び
締

固
め

方
法

が
、

定
め

ら
れ

た
条

件
を

満
足

し
て

い
る

こ
と

が
確

認
で

き
る

。
（
寒

中
及

び
暑

中
コ

ン
ク

リ
ー

ト
等

を
含

む
）

□
□

コ
ン

ク
リ

ー
ト

の
圧

縮
強

度
を

管
理

し
て

、
必

要
な

強
度

に
達

し
た

後
に

型
枠

及
び

支
保

工
の

取
り

外
し

を
行

っ
て

い
る

こ
と

が
確

認
で

き
る

。
□

□
鉄

筋
の

品
質

が
、

証
明

書
類

で
確

認
で

き
る

。
□

□
鉄

筋
の

引
張

強
度

及
び

曲
げ

強
度

の
試

験
値

が
、

設
計

図
書

の
仕

様
を

満
足

し
て

い
る

こ
と

が
確

認
で

き
る

。
□

□
コ

ン
ク

リ
ー

ト
打

設
ま

で
に

さ
び

、
ど

ろ
、

油
等

の
有

害
物

が
鉄

筋
に

付
着

し
な

い
よ

う
管

理
し

て
い

る
こ

と
が

確
認

で
き

る
。

□
□

圧
接

作
業

に
あ

た
り

、
作

業
員

の
技

量
確

認
を

行
っ

て
い

る
こ

と
が

確
認

で
き

る
。

□
□

鉄
筋

の
組

立
及

び
加

工
が

、
設

計
図

書
の

仕
様

を
満

足
し

て
い

る
こ

と
が

確
認

で
き

る
。

□
□

コ
ン

ク
リ

ー
ト

の
養

生
が

、
設

計
図

書
の

仕
様

を
満

足
し

て
い

る
こ

と
が

確
認

で
き

る
。

□
□

ス
ペ

ー
サ

ー
の

品
質

及
び

個
数

が
、

設
計

図
書

に
定

め
ら

れ
た

条
件

を
満

足
し

て
い

る
こ

と
が

確
認

で
き

る
。

□
□

プ
レ

ビ
ー

ム
桁

の
プ

レ
フ

レ
ク

シ
ョ

ン
管

理
が

、
設

計
図

書
の

仕
様

を
満

足
し

て
い

る
こ

と
が

確
認

で
き

る
。

□
□

使
用

す
る

装
置

及
び

機
器

の
キ

ャ
リ

ブ
レ

ー
シ

ョ
ン

を
事

前
に

実
施

し
て

い
る

こ
と

が
確

認
で

き
る

。
□

□
Ｐ

Ｃ
鋼

材
の

緊
張

及
び

グ
ラ

ウ
ト

注
入

管
理

値
が

、
設

計
図

書
の

仕
様

を
満

足
し

て
い

る
こ

と
が

確
認

で
き

る
。

□
□

プ
レ

ス
ト

レ
ッ

シ
ン

グ
時

の
コ

ン
ク

リ
ー

ト
圧

縮
強

度
が

、
設

計
図

書
の

仕
様

を
満

足
し

て
い

る
こ

と
が

確
認

で
き

る
。

□
□

コ
ン

ク
リ

ー
ト

圧
縮

強
度

の
確

認
は

、
構

造
物

と
同

様
な

養
生

条
件

に
お

か
れ

た
供

試
体

を
用

い
て

い
る

こ
と

が
確

認
で

き
る

。
□

□
有

害
な

ク
ラ

ッ
ク

が
無

い
。

□
□

そ
の

他
（
理

由
：
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

）

※
上

記
該

当
項

目
を

評
価

し
た

後
、

以
下

の
ば

ら
つ

き
の

評
価

を
し

て
く
だ

さ
い

。
□

ば
ら

つ
き

　
５

０
％

以
下

□
ば

ら
つ

き
　

８
０

％
以

下
□

ば
ら

つ
き

　
８

０
％

超
□

ば
ら

つ
き

で
判

断
不

可
能

 

a
ａ
’

ｂ
コ

ン
ク

リ
ー

ト
橋

上
部

工
事

（
Ｐ

Ｃ
及

び
Ｒ

Ｃ
を

対
象

）

品
質

関
係

の
試

験
結

果
の

ば
ら

つ
き

と
評

価
対

象
項

目
の

履
行

状
況

（
評

価
値

）
か

ら
判

断
す

る
。

＜
判

断
基

準
参

照
＞

[関
連

基
準

、
土

木
工

事
施

工
管

理
基

準
、

そ
の

他
設

計
図

書
に

定
め

ら
れ

た
試

験
]

※
ば

ら
つ

き
の

判
断

は
別

紙
－

３
の

２
参

照
。

コ
ン

ク
リ

ー
ト

の
配

合
試

験
及

び
試

験
練

り
を

行
っ

て
お

り
､コ

ン
ク

リ
ー

ト
の

品
質

(強
度

・
W

／
C

、
最

大
骨

材
粒

径
、

塩
化

物
総

量
、

単
位

水
量

、
ア

ル
カ

リ
骨

材
反

応
抑

制
等

）
が

確
認

で
き

る
。

e
ｃ

文
書

で
指

示
を

行
っ

た
修

補
指

示
を

行
っ

た

ｂ
’
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工
事

成
績

採
点

の
考

査
項

目
別

運
用

表
（
R

7
.4

.1
) 
【
土

木
】

①
当

該
「
評

価
対

象
項

目
」
の

う
ち

、
評

価
対

象
外

の
項

目
は

削
除

す
る

。

②
削

除
項

目
の

あ
る

場
合

は
削

除
後

の
評

価
項

目
数

を
母

数
と

し
て

、
比

率

（
％

）
計

算
の

値
で

評
価

す
る

。

③
評

価
値

（
　

　
％

）
＝

（
　

　
）
評

価
数

／
（
　

　
）
評

価
対

象
項

目
数

④
な

お
、

削
除

後
の

評
価

対
象

項
目

数
が

２
以

下
の

場
合

は
ｃ
評

価
と

す
る

。

注
　

試
験

結
果

の
打

点
数

等
が

少
な

く
ば

ら
つ

き
の

判
断

が
で

き
な

い
場

合
は

評
価

対
象

項
目

（
評

価
値

）
だ

け
で

評
価

す
る

。

 

ｂ
’

8
0
％

以
下

8
0
％

を
超

え
る

ｃ

ｂ
ｂ
’

6
0
％

以
上

7
5
％

未
満

7
5
％

以
上

9
0
％

未
満

ａ
’

評
価

対
象

項
目

(評
価

値
)だ

け
の

評
価

評 価 値

9
0
％

以
上

ａ
8
0
％

以
上

9
0
％

未
満

ａ
’

7
0
％

以
上

8
0
％

未
満

ｂ
6
0
％

以
上

7
0
％

未
満

ｂ
’

6
0
％

未
満

ｃ

ａ
’

ｂ

●
判

断
基

準
ば

ら
つ

き
で

判
断

可
能

評 価 値

9
0
％

以
上

ａ ｂ
ｂ
’

ｃ

6
0
％

未
満

ｃ

5
0
％

以
下
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工
事

成
績

採
点

の
考

査
項

目
別

運
用

表
（
R

7
.4

.1
) 
【
土

木
】

工
事

成
績

採
点

の
考

査
項

目
の

考
査

項
目

別
運

用
表

２
２

／
６

５
ペ

ー
ジ

別
紙

－
３

契
約

管
理

番
号

：
工

　
事

　
名

：
（
　

検
査

員
　

）
［
記

入
方

法
］
評

価
対

象
項

目
は

左
□

に
レ

マ
ー

ク
、

評
価

項
目

は
右

□
に

レ
マ

ー
ク

を
記

入
す

る
。

考
査

項
目

細
別

工
種

d
３

．
出

来
形

及
Ⅱ

．
品

質
塗

装
工

事
　

　
び

出
来

ば
え

●
評

価
対

象
項

目
□

品
質

関
係

の
測

定
方

法
又

は
測

定
値

が
不

適
切

で
あ

っ
た

た
め

、
検

査
員

が
修

補
指

示
を

行
っ

た
。

上
記

該
当

項
目

が
あ

れ
ば

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
ｅ

□
品

質
関

係
の

測
定

方
法

又
は

測
定

値
が

不
適

切
で

あ
っ

た
た

め
、

監
督

員
が

文
書

で
指

示
を

行
い

改
善

さ
れ

た
。

上
記

該
当

項
目

が
あ

れ
ば

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
ｄ

□
□

塗
装

作
業

に
あ

た
り

、
塗

布
面

を
十

分
に

乾
燥

さ
せ

て
施

工
し

て
い

る
こ

と
が

確
認

で
き

る
。

□
□

ケ
レ

ン
を

入
念

に
実

施
し

て
い

る
こ

と
が

確
認

で
き

る
。

□
□

天
候

状
況

の
確

認
、

気
温

及
び

湿
度

の
測

定
を

行
い

、
塗

装
作

業
を

行
っ

て
い

る
こ

と
が

確
認

で
き

る
。

□
□

塗
料

を
使

用
前

に
撹

拌
し

、
容

器
の

塗
料

を
均

一
な

状
態

に
し

て
か

ら
使

用
し

て
い

る
こ

と
が

確
認

で
き

る
。

□
□

鋼
材

表
面

及
び

被
塗

装
面

の
汚

れ
、

油
類

等
を

除
去

し
塗

装
を

行
っ

て
い

る
こ

と
が

確
認

で
き

る
。

□
□

塗
料

の
空

缶
管

理
に

つ
い

て
写

真
等

で
確

実
に

空
で

あ
る

こ
と

が
確

認
で

き
る

。
□

□
塗

り
残

し
、

な
が

れ
、

し
わ

等
が

無
く
塗

装
さ

れ
て

い
る

こ
と

が
確

認
で

き
る

。
□

□
溶

接
部

、
ボ

ル
ト

の
接

合
部

分
、

構
造

の
複

雑
な

部
分

に
つ

い
て

、
必

要
な

塗
膜

厚
を

確
保

し
て

い
る

こ
と

が
確

認
で

き
る

。
□

□
塗

料
の

品
質

が
出

荷
証

明
書

、
塗

料
成

績
表

に
よ

り
、

製
造

年
月

日
、

ロ
ッ

ト
番

号
、

色
彩

、
数

量
が

確
認

で
き

る
。

□
□

そ
の

他
（
理

由
：
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

）

※
上

記
該

当
項

目
を

評
価

し
た

後
、

以
下

の
ば

ら
つ

き
の

評
価

を
し

て
く
だ

さ
い

。
□

ば
ら

つ
き

　
５

０
％

以
下

□
ば

ら
つ

き
　

８
０

％
以

下
□

ば
ら

つ
き

　
８

０
％

超
□

ば
ら

つ
き

で
判

断
不

可
能

①
当

該
「
評

価
対

象
項

目
」
の

う
ち

、
評

価
対

象
外

の
項

目
は

削
除

す
る

。

②
削

除
項

目
の

あ
る

場
合

は
削

除
後

の
評

価
項

目
数

を
母

数
と

し
て

、
比

率

（
％

）
計

算
の

値
で

評
価

す
る

。

③
評

価
値

（
　

　
％

）
＝

（
　

　
）
評

価
数

／
（
　

　
）
評

価
対

象
項

目
数

④
な

お
、

削
除

後
の

評
価

対
象

項
目

数
が

２
以

下
の

場
合

は
ｃ
評

価
と

す
る

。

注
　

試
験

結
果

の
打

点
数

等
が

少
な

く
ば

ら
つ

き
の

判
断

が
で

き
な

い
場

合
は

評
価

対
象

項
目

（
評

価
値

）
だ

け
で

評
価

す
る

。

 

評
価

対
象

項
目

(評
価

値
)だ

け
の

評
価

評 価 値

9
0
％

以
上

ａ
8
0
％

以
上

9
0
％

未
満

ａ
’

7
0
％

以
上

8
0
％

未
満

ｂ
6
0
％

以
上

7
0
％

未
満

ｂ
’

6
0
％

未
満

ｃｂ
’

品
質

関
係

の
試

験
結

果
の

ば
ら

つ
き

と
評

価
対

象
項

目
の

履
行

状
況

（
評

価
値

）
か

ら
判

断
す

る
。

＜
判

断
基

準
参

照
＞

[関
連

基
準

、
土

木
工

事
施

工
管

理
基

準
、

そ
の

他
設

計
図

書
に

定
め

ら
れ

た
試

験
]

※
ば

ら
つ

き
の

判
断

は
別

紙
－

３
の

２
参

照
。

ｂ
ｂ
’

●
判

断
基

準
ば

ら
つ

き
で

判
断

可
能

5
0
％

以
下

8
0
％

以
下

8
0
％

を
超

え
る

評 価 値

9
0
％

以
上

ａ
ａ
’

ｂ
7
5
％

以
上

9
0
％

未
満

ａ
’

ｂ
’

ｃ
6
0
％

未
満

ｃ
ｃ

e
a

ｂ
ｂ
’

6
0
％

以
上

7
5
％

未
満

ｂ

文
書

で
指

示
を

行
っ

た
修

補
指

示
を

行
っ

た

ｃ
ａ
’
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工
事

成
績

採
点

の
考

査
項

目
別

運
用

表
（
R

7
.4

.1
) 
【
土

木
】

工
事

成
績

採
点

の
考

査
項

目
の

考
査

項
目

別
運

用
表

２
３

～
２

４
／

６
５

ペ
ー

ジ
別

紙
－

３
契

約
管

理
番

号
：

工
　

事
　

名
：

（
　

検
査

員
　

）
［
記

入
方

法
］
評

価
対

象
項

目
は

左
□

に
レ

マ
ー

ク
、

評
価

項
目

は
右

□
に

レ
マ

ー
ク

を
記

入
す

る
。

考
査

項
目

細
別

工
種

d
３

．
出

来
形

及
Ⅱ

．
品

質
　

　
び

出
来

ば
え

●
評

価
対

象
項

目
□

品
質

関
係

の
測

定
方

法
又

は
測

定
値

が
不

適
切

で
あ

っ
た

た
め

、
検

査
員

が
修

補
指

示
を

行
っ

た
。

上
記

該
当

項
目

が
あ

れ
ば

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
ｅ

□
品

質
関

係
の

測
定

方
法

又
は

測
定

値
が

不
適

切
で

あ
っ

た
た

め
、

監
督

員
が

文
書

で
指

示
を

行
い

改
善

さ
れ

た
。

上
記

該
当

項
目

が
あ

れ
ば

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
ｄ

□
□

□
□

コ
ン

ク
リ

ー
ト

受
け

入
れ

時
に

必
要

な
試

験
を

実
施

し
て

お
り

、
温

度
、

ス
ラ

ン
プ

、
空

気
量

等
の

測
定

結
果

が
確

認
で

き
る

。
□

□
圧

縮
強

度
試

験
に

使
用

し
た

コ
ン

ク
リ

ー
ト

の
供

試
体

が
、

当
該

現
場

の
供

試
体

で
あ

る
こ

と
が

確
認

で
き

る
。

□
□

施
工

条
件

や
気

象
条

件
に

適
し

た
運

搬
時

間
､打

設
方

法
及

び
締

固
め

方
法

が
、

定
め

ら
れ

た
条

件
を

満
足

し
て

い
る

こ
と

が
確

認
で

き
る

。
□

□
吹

付
コ

ン
ク

リ
ー

ト
の

配
合

及
び

ロ
ッ

ク
ボ

ル
ト

の
種

別
、

規
格

が
、

設
計

図
書

の
仕

様
を

満
足

し
て

い
る

こ
と

が
確

認
で

き
る

。
□

□
設

計
図

書
に

定
め

ら
れ

た
岩

区
分

（
支

保
工

パ
タ

ー
ン

含
む

）
の

境
界

を
確

認
し

て
施

工
を

行
っ

て
い

る
こ

と
が

確
認

で
き

る
。

□
□

坑
内

観
察

調
査

な
ど

に
つ

い
て

、
設

計
図

書
の

仕
様

を
満

足
し

て
い

る
こ

と
が

確
認

で
き

る
。

□
□

計
測

管
理

を
日

々
行

っ
て

お
り

、
そ

の
結

果
に

基
づ

い
た

施
工

を
行

っ
て

い
る

こ
と

が
確

認
で

き
る

。
□

□
金

網
の

継
ぎ

目
を

１
５

ｃ
ｍ

以
上

重
ね

合
わ

せ
て

施
工

し
て

い
る

こ
と

が
確

認
で

き
る

。
□

□

□
□

吹
付

コ
ン

ク
リ

ー
ト

を
打

継
ぎ

す
る

場
合

は
、

吹
付

完
了

面
を

清
掃

し
た

上
、

湿
潤

状
態

で
施

工
し

て
い

る
こ

と
が

確
認

で
き

る
。

□
□

ロ
ッ

ク
ボ

ル
ト

の
定

着
長

が
、

設
計

図
書

の
仕

様
を

満
足

し
て

い
る

こ
と

が
確

認
で

き
る

。
□

□
防

水
工

に
防

水
シ

ー
ト

を
使

用
す

る
場

合
は

、
ロ

ッ
ク

ボ
ル

ト
等

の
突

起
物

に
モ

ル
タ

ル
や

保
護

マ
ッ

ト
等

で
防

護
対

策
を

行
っ

て
い

る
こ

と
が

確
認

で
き

る
。

□
□

逆
巻

き
の

場
合

に
お

い
て

、
側

壁
コ

ン
ク

リ
ー

ト
と

ア
ー

チ
コ

ン
ク

リ
ー

ト
の

打
継

目
が

同
一

線
上

で
施

工
し

て
い

な
い

こ
と

が
確

認
で

き
る

。
□

□
そ

の
他

（
理

由
：
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

）

※
上

記
該

当
項

目
を

評
価

し
た

後
、

以
下

の
ば

ら
つ

き
の

評
価

を
し

て
く
だ

さ
い

。
□

ば
ら

つ
き

　
５

０
％

以
下

□
ば

ら
つ

き
　

８
０

％
以

下
□

ば
ら

つ
き

　
８

０
％

超
□

ば
ら

つ
き

で
判

断
不

可
能

 

ｂ
ｂ
’

ｃ
e

ト
ン

ネ
ル

工
事

品
質

関
係

の
試

験
結

果
の

ば
ら

つ
き

と
評

価
対

象
項

目
の

履
行

状
況

（
評

価
値

）
か

ら
判

断
す

る
。

＜
判

断
基

準
参

照
＞

[関
連

基
準

、
土

木
工

事
施

工
管

理
基

準
、

そ
の

他
設

計
図

書
に

定
め

ら
れ

た
試

験
]

※
ば

ら
つ

き
の

判
断

は
別

紙
－

３
の

２
参

照
。

文
書

で
指

示
を

行
っ

た
修

補
指

示
を

行
っ

た

コ
ン

ク
リ

ー
ト

の
配

合
試

験
及

び
試

験
練

り
を

行
っ

て
お

り
､コ

ン
ク

リ
ー

ト
の

品
質

(強
度

・
W

／
C

、
最

大
骨

材
粒

径
、

塩
化

物
総

量
、

単
位

水
量

、
ア

ル
カ

リ
骨

材
反

応
抑

制
等

）
が

確
認

で
き

る
。

吹
付

コ
ン

ク
リ

ー
ト

の
施

工
に

あ
た

っ
て

、
浮

石
等

を
除

い
た

後
に

､吹
付

コ
ン

ク
リ

ー
ト

の
一

層
の

厚
さ

が
１

５
ｃ
ｍ

以
下

で
地

山
と

密
着

す
る

よ
う

施
工

し
て

い
る

こ
と

が
確

認
で

き
る

。

a
ａ
’
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工
事

成
績

採
点

の
考

査
項

目
別

運
用

表
（
R

7
.4

.1
) 
【
土

木
】

①
当

該
「
評

価
対

象
項

目
」
の

う
ち

、
評

価
対

象
外

の
項

目
は

削
除

す
る

。

②
削

除
項

目
の

あ
る

場
合

は
削

除
後

の
評

価
項

目
数

を
母

数
と

し
て

、
比

率

（
％

）
計

算
の

値
で

評
価

す
る

。

③
評

価
値

（
　

　
％

）
＝

（
　

　
）
評

価
数

／
（
　

　
）
評

価
対

象
項

目
数

④
な

お
、

削
除

後
の

評
価

対
象

項
目

数
が

２
以

下
の

場
合

は
ｃ
評

価
と

す
る

。

注
　

試
験

結
果

の
打

点
数

等
が

少
な

く
ば

ら
つ

き
の

判
断

が
で

き
な

い
場

合
は

評
価

対
象

項
目

（
評

価
値

）
だ

け
で

評
価

す
る

。

  

評
価

対
象

項
目

(評
価

値
)だ

け
の

評
価

評 価 値

9
0
％

以
上

ａ
8
0
％

以
上

9
0
％

未
満

ａ
’

7
0
％

以
上

8
0
％

未
満

ｂ
6
0
％

以
上

7
0
％

未
満

ｂ
’

6
0
％

未
満

ｃ

評 価 値

9
0
％

以
上

ａ
ａ
’

ｂ
7
5
％

以
上

9
0
％

未
満

ａ
’

ｂ
ｂ
’

6
0
％

以
上

7
5
％

未
満

ｂ
ｂ
’

ｃ
6
0
％

未
満

ｂ
’

ｃ
ｃ

●
判

断
基

準
ば

ら
つ

き
で

判
断

可
能

5
0
％

以
下

8
0
％

以
下

8
0
％

を
超

え
る

12-62



　
　

工
事

成
績

採
点

の
考

査
項

目
別

運
用

表
（
R

7
.4

.1
) 
【
土

木
】

工
事

成
績

採
点

の
考

査
項

目
の

考
査

項
目

別
運

用
表

２
５

／
６

５
ペ

ー
ジ

別
紙

－
３

契
約

管
理

番
号

：
工

　
事

　
名

：
（
　

検
査

員
　

）
［
記

入
方

法
］
評

価
対

象
項

目
は

左
□

に
レ

マ
ー

ク
、

評
価

項
目

は
右

□
に

レ
マ

ー
ク

を
記

入
す

る
。

考
査

項
目

細
別

工
種

d
３

．
出

来
形

及
Ⅱ

．
品

質
植

栽
工

事
　

　
び

出
来

ば
え

●
評

価
対

象
項

目
□

品
質

関
係

の
測

定
方

法
又

は
測

定
値

が
不

適
切

で
あ

っ
た

た
め

、
検

査
員

が
修

補
指

示
を

行
っ

た
。

上
記

該
当

項
目

が
あ

れ
ば

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
ｅ

□
品

質
関

係
の

測
定

方
法

又
は

測
定

値
が

不
適

切
で

あ
っ

た
た

め
、

監
督

員
が

文
書

で
指

示
を

行
い

改
善

さ
れ

た
。

上
記

該
当

項
目

が
あ

れ
ば

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
ｄ

□
□

活
着

が
促

さ
れ

る
よ

う
管

理
し

て
い

る
こ

と
が

確
認

で
き

る
。

□
□

樹
木

な
ど

に
損

傷
､は

ち
く
ず

れ
等

が
無

い
よ

う
保

護
養

生
を

行
っ

て
い

る
こ

と
が

確
認

で
き

る
。

□
□

樹
木

等
の

生
育

に
害

の
あ

る
害

虫
等

が
い

な
い

こ
と

が
確

認
で

き
る

。
□

□
施

工
完

了
後

、
余

剰
枝

の
剪

定
､整

形
そ

の
他

必
要

な
手

入
れ

を
行

っ
て

い
る

こ
と

が
確

認
で

き
る

。
□

□
肥

料
が

直
接

樹
木

の
根

に
触

れ
な

い
よ

う
均

一
に

施
肥

し
て

い
る

こ
と

が
確

認
で

き
る

。
□

□
植

生
す

る
樹

木
に

応
じ

て
、

余
裕

の
あ

る
植

穴
を

堀
り

植
穴

底
部

を
耕

し
て

い
る

こ
と

が
確

認
で

き
る

。
□

□
添

木
を

ぐ
ら

つ
き

が
な

い
よ

う
設

置
し

て
い

る
こ

と
が

確
認

で
き

る
。

□
□

樹
名

板
を

視
認

し
や

す
い

場
所

に
据

付
け

て
い

る
こ

と
が

確
認

で
き

る
。

□
□

そ
の

他
（
理

由
：
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

）

※
上

記
該

当
項

目
を

評
価

し
た

後
、

以
下

の
ば

ら
つ

き
の

評
価

を
し

て
く
だ

さ
い

。
□

ば
ら

つ
き

　
５

０
％

以
下

□
ば

ら
つ

き
　

８
０

％
以

下
□

ば
ら

つ
き

　
８

０
％

超
□

ば
ら

つ
き

で
判

断
不

可
能

①
当

該
「
評

価
対

象
項

目
」
の

う
ち

、
評

価
対

象
外

の
項

目
は

削
除

す
る

。

②
削

除
項

目
の

あ
る

場
合

は
削

除
後

の
評

価
項

目
数

を
母

数
と

し
て

、
比

率

（
％

）
計

算
の

値
で

評
価

す
る

。

③
評

価
値

（
　

　
％

）
＝

（
　

　
）
評

価
数

／
（
　

　
）
評

価
対

象
項

目
数

④
な

お
、

削
除

後
の

評
価

対
象

項
目

数
が

２
以

下
の

場
合

は
ｃ
評

価
と

す
る

。

注
　

試
験

結
果

の
打

点
数

等
が

少
な

く
ば

ら
つ

き
の

判
断

が
で

き
な

い
場

合
は

評
価

対
象

項
目

（
評

価
値

）
だ

け
で

評
価

す
る

。

 

評
価

対
象

項
目

(評
価

値
)だ

け
の

評
価

評 価 値

9
0
％

以
上

ａ
8
0
％

以
上

9
0
％

未
満

ａ
’

7
0
％

以
上

8
0
％

未
満

ｂ
6
0
％

以
上

7
0
％

未
満

ｂ
’

6
0
％

未
満

ｂ
’

ｃ

ｃ

ｂ
ｂ
’

ｃ
e

品
質

関
係

の
試

験
結

果
の

ば
ら

つ
き

と
評

価
対

象
項

目
の

履
行

状
況

（
評

価
値

）
か

ら
判

断
す

る
。

＜
判

断
基

準
参

照
＞

[関
連

基
準

、
土

木
工

事
施

工
管

理
基

準
、

そ
の

他
設

計
図

書
に

定
め

ら
れ

た
試

験
]

※
ば

ら
つ

き
の

判
断

は
別

紙
－

３
の

２
参

照
。

文
書

で
指

示
を

行
っ

た
修

補
指

示
を

行
っ

た

●
判

断
基

準
ば

ら
つ

き
で

判
断

可
能

5
0
％

以
下

8
0
％

以
下

8
0
％

を
超

え
る

評 価 値

9
0
％

以
上

ａ
ａ
’

ｂ
7
5
％

以
上

9
0
％

未
満

ａ
’

ｂ
ｂ
’

6
0
％

以
上

7
5
％

未
満

ｂ
ｂ
’

ｃ
6
0
％

未
満

a
ａ
’

ｃ
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工
事

成
績

採
点

の
考

査
項

目
別

運
用

表
（
R

7
.4

.1
) 
【
土

木
】

工
事

成
績

採
点

の
考

査
項

目
の

考
査

項
目

別
運

用
表

２
６

～
２

７
／

６
５

ペ
ー

ジ
別

紙
－

３
契

約
管

理
番

号
：

工
　

事
　

名
：

（
　

検
査

員
　

）
［
記

入
方

法
］
評

価
対

象
項

目
は

左
□

に
レ

マ
ー

ク
、

評
価

項
目

は
右

□
に

レ
マ

ー
ク

を
記

入
す

る
。

考
査

項
目

細
別

工
種

d
３

．
出

来
形

及
Ⅱ

．
品

質
　

　
び

出
来

ば
え

●
評

価
対

象
項

目
□

品
質

関
係

の
測

定
方

法
又

は
測

定
値

が
不

適
切

で
あ

っ
た

た
め

、
検

査
員

が
修

補
指

示
を

行
っ

た
。

上
記

該
当

項
目

が
あ

れ
ば

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
ｅ

□
品

質
関

係
の

測
定

方
法

又
は

測
定

値
が

不
適

切
で

あ
っ

た
た

め
、

監
督

員
が

文
書

で
指

示
を

行
い

改
善

さ
れ

た
。

上
記

該
当

項
目

が
あ

れ
ば

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
ｄ

□
□

防
護

柵
設

置
要

綱
､視

線
誘

導
標

設
置

基
準

､道
路

標
識

ハ
ン

ド
ブ

ッ
ク

等
の

規
定

を
満

足
し

て
い

る
こ

と
が

確
認

で
き

る
。

□
□

防
護

柵
等

の
床

堀
り

の
仕

上
が

り
面

に
お

い
て

、
地

山
の

乱
れ

や
不

陸
が

生
じ

な
い

よ
う

に
施

工
し

て
い

る
こ

と
が

確
認

で
き

る
。

□
□

防
護

柵
等

の
基

礎
工

の
施

工
に

あ
た

っ
て

、
無

筋
及

び
鉄

筋
コ

ン
ク

リ
ー

ト
の

規
定

を
満

足
し

て
い

る
こ

と
が

確
認

で
き

る
。

□
□

防
護

柵
等

の
支

柱
の

施
工

に
あ

た
っ

て
、

既
設

舗
装

面
へ

影
響

が
無

い
よ

う
施

工
し

て
い

る
こ

と
が

確
認

で
き

る
。

□
□

基
礎

設
置

箇
所

に
つ

い
て

地
盤

の
地

耐
力

を
把

握
し

て
、

施
工

し
て

い
る

こ
と

が
確

認
で

き
る

。
□

□
防

護
柵

の
支

柱
の

根
入

長
が

、
設

計
図

書
の

仕
様

を
満

足
し

て
い

る
こ

と
が

確
認

で
き

る
。

□
□

ガ
ー

ド
ケ

ー
ブ

ル
を

支
柱

に
取

付
け

る
場

合
、

設
計

図
書

に
定

め
ら

れ
た

所
定

の
張

力
を

与
え

て
い

る
の

が
確

認
で

き
る

。
□

□
ガ

ー
ド

ケ
ー

ブ
ル

の
端

末
支

柱
を

土
中

に
設

置
す

る
場

合
、

打
設

し
た

コ
ン

ク
リ

ー
ト

が
設

計
図

書
に

定
め

ら
れ

た
強

度
以

上
で

あ
る

こ
と

が
確

認
で

き
る

。
□

□
ペ

イ
ン

ト
式

(常
温

式
)区

画
線

に
使

用
す

る
シ

ン
ナ

ー
の

使
用

量
が

、
１

０
％

以
下

で
あ

る
こ

と
が

確
認

で
き

る
。

□
□

区
画

線
の

厚
さ

が
見

本
等

で
設

計
図

書
の

仕
様

を
満

足
し

て
い

る
こ

と
が

確
認

で
き

る
。

□
□

区
画

線
施

工
後

の
昼

間
及

び
夜

間
の

視
認

性
が

、
設

計
図

書
の

仕
様

を
満

足
し

て
い

る
こ

と
が

確
認

で
き

る
。

□
□

区
画

線
の

施
工

に
あ

た
っ

て
設

置
路

面
の

水
分

、
泥

、
砂

じ
ん

及
び

ほ
こ

り
を

取
り

除
い

て
行

っ
て

い
る

こ
と

が
確

認
で

き
る

。
□

□
区

画
線

を
消

去
の

場
合

、
表

示
材

（
塗

料
）
の

み
の

除
去

と
な

っ
て

お
り

、
路

面
へ

の
影

響
が

最
小

限
と

な
っ

て
い

る
こ

と
が

確
認

で
き

る
。

□
□

プ
ラ

イ
マ

ー
の

施
工

に
あ

た
っ

て
、

路
面

に
均

等
に

塗
布

し
て

い
る

こ
と

が
確

認
で

き
る

。
□

□
区

画
線

の
材

料
が

、
設

計
図

書
の

仕
様

を
満

足
し

て
い

る
こ

と
が

確
認

で
き

る
。

□
□

防
護

柵
の

支
柱

の
施

工
に

あ
た

っ
て

、
既

設
舗

装
面

へ
影

響
が

無
い

よ
う

に
施

工
し

て
い

る
こ

と
が

確
認

で
き

る
。

□
□

製
品

取
付

ボ
ル

ト
の

締
め

付
け

確
認

を
実

施
し

て
い

る
こ

と
が

確
認

で
き

る
。

□
□

製
品

の
取

付
け

に
あ

た
り

、
偏

心
や

歪
み

に
配

慮
し

て
い

る
こ

と
が

確
認

で
き

る
。

□
□

製
品

の
現

場
へ

の
搬

入
、

保
管

、
据

付
け

等
に

十
分

注
意

を
払

っ
て

い
る

こ
と

が
確

認
で

き
る

。
□

□
そ

の
他

（
理

由
：
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

）

※
上

記
該

当
項

目
を

評
価

し
た

後
、

以
下

の
ば

ら
つ

き
の

評
価

を
し

て
く
だ

さ
い

。
□

ば
ら

つ
き

　
５

０
％

以
下

  
□

ば
ら

つ
き

　
８

０
％

以
下

□
ば

ら
つ

き
　

８
０

％
超

□
ば

ら
つ

き
で

判
断

不
可

能
 

a
ａ
’

ｂ
ｂ
’

ｃ
e

防
護

柵
（
網

）
・
標

識
・
区

画
線

等
設

置
工

事

品
質

関
係

の
試

験
結

果
の

ば
ら

つ
き

と
評

価
対

象
項

目
の

履
行

状
況

（
評

価
値

）
か

ら
判

断
す

る
。

＜
判

断
基

準
参

照
＞

[関
連

基
準

、
土

木
工

事
施

工
管

理
基

準
、

そ
の

他
設

計
図

書
に

定
め

ら
れ

た
試

験
]

※
ば

ら
つ

き
の

判
断

は
別

紙
－

３
の

２
参

照
。

文
書

で
指

示
を

行
っ

た
修

補
指

示
を

行
っ

た
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工
事

成
績

採
点

の
考

査
項

目
別

運
用

表
（
R

7
.4

.1
) 
【
土

木
】

①
当

該
「
評

価
対

象
項

目
」
の

う
ち

、
評

価
対

象
外

の
項

目
は

削
除

す
る

。

②
削

除
項

目
の

あ
る

場
合

は
削

除
後

の
評

価
項

目
数

を
母

数
と

し
て

、
比

率

（
％

）
計

算
の

値
で

評
価

す
る

。

③
評

価
値

（
　

　
％

）
＝

（
　

　
）
評

価
数

／
（
　

　
）
評

価
対

象
項

目
数

④
な

お
、

削
除

後
の

評
価

対
象

項
目

数
が

２
以

下
の

場
合

は
ｃ
評

価
と

す
る

。

注
　

試
験

結
果

の
打

点
数

等
が

少
な

く
ば

ら
つ

き
の

判
断

が
で

き
な

い
場

合
は

評
価

対
象

項
目

（
評

価
値

）
だ

け
で

評
価

す
る

。

 

ａ
8
0
％

以
上

9
0
％

未
満

ａ
’

7
0
％

以
上

8
0
％

未
満

ｂ
6
0
％

以
上

7
0
％

未
満

ｂ
’

6
0
％

未
満

ｃ

評 価 値

9
0
％

以
上

ａ
ａ
’

ｂ
7
5
％

以
上

9
0
％

未
満

ａ
’

ｂ
ｂ
’

6
0
％

以
上

7
5
％

未
満

ｂ
ｂ
’

ｃ
6
0
％

未
満

ｂ
’

評
価

対
象

項
目

(評
価

値
)だ

け
の

評
価

評 価 値

9
0
％

以
上

ｃ
ｃ

●
判

断
基

準
ば

ら
つ

き
で

判
断

可
能

5
0
％

以
下

8
0
％

以
下

8
0
％

を
超

え
る
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工
事

成
績

採
点

の
考

査
項

目
別

運
用

表
（
R

7
.4

.1
) 
【
土

木
】

工
事

成
績

採
点

の
考

査
項

目
の

考
査

項
目

別
運

用
表

２
８

／
６

５
ペ

ー
ジ

別
紙

－
３

契
約

管
理

番
号

：
工

　
事

　
名

：
（
　

検
査

員
　

）
［
記

入
方

法
］
評

価
対

象
項

目
は

左
□

に
レ

マ
ー

ク
、

評
価

項
目

は
右

□
に

レ
マ

ー
ク

を
記

入
す

る
。

考
査

項
目

細
別

工
種

d
３

．
出

来
形

及
Ⅱ

．
品

質
　

　
び

出
来

ば
え

●
評

価
対

象
項

目
□

品
質

関
係

の
測

定
方

法
又

は
測

定
値

が
不

適
切

で
あ

っ
た

た
め

、
検

査
員

が
修

補
指

示
を

行
っ

た
。

上
記

該
当

項
目

が
あ

れ
ば

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
ｅ

□
品

質
関

係
の

測
定

方
法

又
は

測
定

値
が

不
適

切
で

あ
っ

た
た

め
、

監
督

員
が

文
書

で
指

示
を

行
い

改
善

さ
れ

た
。

上
記

該
当

項
目

が
あ

れ
ば

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
ｄ

□
□

材
料

、
部

品
の

品
質

照
合

の
書

類
（
現

物
照

合
）
を

整
理

し
、

品
質

の
確

認
が

で
き

る
。

□
□

設
備

の
機

能
及

び
性

能
が

、
承

諾
図

書
の

と
お

り
確

保
さ

れ
、

品
質

の
確

認
が

で
き

る
。

□
□

設
計

図
書

の
仕

様
を

踏
ま

え
た

詳
細

設
計

を
行

い
、

承
諾

図
書

と
し

て
提

出
し

て
い

る
こ

と
が

確
認

で
き

る
。

□
□

機
器

の
機

能
及

び
性

能
に

係
わ

る
成

績
書

が
整

理
さ

れ
、

品
質

の
確

認
が

で
き

る
。

□
□

溶
接

管
理

基
準

の
品

質
管

理
項

目
に

つ
い

て
、

品
質

管
理

書
類

を
整

理
し

品
質

の
確

認
が

で
き

る
。

□
□

塗
装

管
理

基
準

の
品

質
管

理
項

目
に

つ
い

て
、

品
質

管
理

書
類

を
整

理
し

品
質

の
確

認
が

で
き

る
。

□
□

操
作

制
御

設
備

に
つ

い
て

、
操

作
ス

イ
ッ

チ
や

表
示

灯
が

承
諾

図
書

の
と

お
り

配
置

さ
れ

、
操

作
性

に
す

ぐ
れ

て
い

る
こ

と
が

確
認

で
き

る
。

□
□

操
作

制
御

設
備

の
安

全
装

置
及

び
保

護
装

置
の

機
能

・
性

能
確

認
試

験
に

つ
い

て
、

試
験

書
類

を
整

理
し

品
質

の
確

認
が

で
き

る
。

□
□

小
配

管
、

電
気

配
線

、
配

管
が

承
諾

図
書

の
と

お
り

敷
設

し
て

い
る

こ
と

が
確

認
で

き
る

。
□

□
設

備
の

取
扱

説
明

書
を

工
夫

し
て

い
る

こ
と

が
確

認
で

き
る

。
□

□
完

成
図

書
（
取

扱
説

明
書

）
に

部
品

等
の

点
検

及
び

交
換

方
法

に
つ

い
て

、
ま

と
め

て
い

る
こ

と
が

確
認

で
き

る
。

□
□

機
器

の
配

置
が

点
検

し
や

す
い

よ
う

工
夫

し
て

い
る

こ
と

が
確

認
で

き
る

。
□

□
設

備
の

構
造

や
機

器
の

配
置

が
、

交
換

頻
度

の
高

い
部

品
等

の
交

換
作

業
を

容
易

に
で

き
る

よ
う

工
夫

し
て

い
る

こ
と

が
確

認
で

き
る

。
□

□
二

次
コ

ン
ク

リ
ー

ト
の

配
合

試
験

及
び

試
験

練
り

を
実

施
し

、
試

験
成

績
表

に
ま

と
め

て
い

る
こ

と
が

確
認

で
き

る
。

□
□

バ
ル

ブ
類

の
平

時
の

状
態

を
示

す
ラ

ベ
ル

な
ど

が
見

や
す

い
状

態
で

表
示

し
て

い
る

こ
と

が
確

認
で

き
る

。
□

□
計

器
類

に
運

転
時

の
適

用
範

囲
を

見
や

す
く
表

示
し

て
い

る
こ

と
が

確
認

で
き

る
。

□
□

回
転

部
や

高
温

部
等

の
危

険
箇

所
に

表
示

又
は

防
護

を
し

て
い

る
こ

と
が

確
認

で
き

る
。

□
□

構
造

物
の

劣
化

状
況

を
よ

く
把

握
し

て
、

適
切

な
対

策
を

施
し

て
い

る
こ

と
が

確
認

で
き

る
。

□
□

現
地

状
況

を
勘

案
し

、
施

工
方

法
等

に
つ

い
て

の
提

案
を

行
う

な
ど

積
極

的
に

取
り

組
ん

で
い

る
こ

と
が

確
認

で
き

る
。

□
□

そ
の

他
（
理

由
：
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

）

※
評

価
値

が
9
0
％

以
上

・
・

・
・

・
・

・
・

・
ａ

①
当

該
「
評

価
対

象
項

目
」
の

う
ち

、
評

価
対

象
外

の
項

目
は

削
除

す
る

。
※

評
価

値
が

8
0
％

以
上

9
0
％

未
満

・
・

・
・

・
ａ

’
②

削
除

項
目

の
あ

る
場

合
は

削
除

後
の

評
価

項
目

数
を

母
数

と
し

て
計

算
し

た
比

率
(％

)
※

評
価

値
が

7
0
％

以
上

8
0
％

未
満

・
・

・
・

・
ｂ

計
算

の
値

で
評

価
す

る
。

※
評

価
値

が
6
0
％

以
上

7
0
％

未
満

・
・

・
・

・
ｂ

’
③

評
価

値
（
％

）
＝

（
　

）
評

価
数

／
評

価
対

象
項

目
数

（
　

）
※

評
価

値
が

6
0
％

未
満

・
・

・
・

・
・

・
・

・
ｃ

④
な

お
、

削
除

後
の

評
価

対
象

項
目

数
が

２
以

下
の

場
合

は
ｃ
評

価
と

す
る

。

 

ｂ
ｂ
’

機
械

設
備

工
事

優
れ

て
い

る
ｂ
よ

り
優

れ
て

い
る

や
や

優
れ

て
い

る
ｃ
よ

り
優

れ
て

い
る

他
の

評
価

に
該

当
し

な
い

文
書

で
指

示
を

行
っ

た
修

補
指

示
を

行
っ

た

●
判

断
基

準

a
ａ
’

ｃ
e
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工
事

成
績

採
点

の
考

査
項

目
別

運
用

表
（
R

7
.4

.1
) 
【
土

木
】

工
事

成
績

採
点

の
考

査
項

目
の

考
査

項
目

別
運

用
表

２
９

／
６

５
ペ

ー
ジ

別
紙

－
３

契
約

管
理

番
号

：
工

　
事

　
名

：
（
　

検
査

員
　

）
［
記

入
方

法
］
評

価
対

象
項

目
は

左
□

に
レ

マ
ー

ク
、

評
価

項
目

は
右

□
に

レ
マ

ー
ク

を
記

入
す

る
。

考
査

項
目

細
別

工
種

d
３

．
出

来
形

及
Ⅱ

．
品

質
　

　
び

出
来

ば
え

●
評

価
対

象
項

目
□

品
質

関
係

の
測

定
方

法
又

は
測

定
値

が
不

適
切

で
あ

っ
た

た
め

、
検

査
員

が
修

補
指

示
を

行
っ

た
。

上
記

該
当

項
目

が
あ

れ
ば

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
ｅ

□
品

質
関

係
の

測
定

方
法

又
は

測
定

値
が

不
適

切
で

あ
っ

た
た

め
、

監
督

員
が

文
書

で
指

示
を

行
い

改
善

さ
れ

た
。

上
記

該
当

項
目

が
あ

れ
ば

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
ｄ

□
□

製
作

着
手

前
に

、
品

質
や

性
能

の
確

保
に

係
る

技
術

検
討

が
実

施
し

て
い

る
こ

と
が

確
認

で
き

る
。

□
□

材
料

・
部

品
の

品
質

照
合

の
結

果
が

品
質

保
証

書
等

（
現

物
照

合
を

含
む

）
で

確
認

で
き

、
設

計
図

書
の

仕
様

を
満

足
し

て
い

る
こ

と
が

確
認

で
き

る
。

□
□

機
器

の
品

質
、

機
能

及
び

性
能

が
設

計
図

書
を

満
足

し
て

、
成

績
書

に
ま

と
め

ら
れ

て
い

る
こ

と
が

確
認

で
き

る
。

□
□

操
作

ス
イ

ッ
チ

や
表

示
灯

が
承

諾
図

書
の

と
お

り
配

置
さ

れ
、

操
作

性
に

優
れ

て
い

る
こ

と
が

確
認

で
き

る
。

□
□

ケ
ー

ブ
ル

及
び

配
管

の
接

続
な

ど
の

作
業

が
、

施
工

計
画

書
に

記
載

さ
れ

た
手

順
に

沿
っ

て
行

わ
れ

、
不

具
合

が
無

い
こ

と
が

確
認

で
き

る
。

□
□

設
備

の
機

能
及

び
性

能
が

、
設

計
図

書
の

仕
様

を
満

足
し

て
い

る
こ

と
が

確
認

で
き

る
。

□
□

操
作

制
御

関
係

の
機

能
及

び
性

能
が

、
設

計
図

書
の

仕
様

を
満

足
し

て
い

る
と

と
も

に
、

必
要

な
安

全
装

置
及

び
保

護
装

置
の

作
動

が
確

認
で

き
る

。
□

□
設

備
の

総
合

性
能

が
、

設
計

図
書

の
仕

様
を

満
足

し
て

い
る

こ
と

が
確

認
で

き
る

。
□

□
現

場
条

件
に

よ
っ

て
機

器
(製

品
)の

機
能

及
び

性
能

が
確

認
で

き
な

い
場

合
に

お
い

て
、

工
場

試
験

な
ど

で
確

認
し

て
い

る
こ

と
が

確
認

で
き

る
。

□
□

設
備

全
体

に
つ

い
て

の
取

扱
説

明
書

を
工

夫
し

作
成

（
修

繕
（
改

造
・
更

新
含

む
）
の

場
合

は
、

修
正

又
は

更
新

）
し

て
い

る
こ

と
が

確
認

で
き

る
。

□
□

完
成

図
書

で
定

期
的

な
点

検
や

交
換

を
要

す
る

部
品

及
び

箇
所

を
明

示
し

て
い

る
こ

と
が

確
認

で
き

る
。

□
□

設
備

の
構

造
に

お
い

て
、

点
検

や
消

耗
品

の
取

替
え

作
業

が
容

易
に

で
き

る
よ

う
工

夫
し

て
い

る
こ

と
が

確
認

で
き

る
。

□
□

障
害

、
災

害
発

生
を

想
定

し
た

代
替

機
能

、
迂

回
な

ど
の

フ
ェ

ー
ル

セ
ー

フ
機

能
を

現
地

試
験

等
で

確
認

し
て

い
る

こ
と

が
確

認
で

き
る

。
□

□
設

備
の

耐
震

設
計

に
つ

い
て

、
受

注
者

自
ら

が
確

認
、

精
査

し
た

こ
と

が
確

認
で

き
る

。
□

□
そ

の
他

（
理

由
：
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

）

※
評

価
値

が
9
0
％

以
上

・
・

・
・

・
・

・
・

・
ａ

①
当

該
「
評

価
対

象
項

目
」
の

う
ち

、
評

価
対

象
外

の
項

目
は

削
除

す
る

。
※

評
価

値
が

8
0
％

以
上

9
0
％

未
満

・
・

・
・

・
ａ

’
②

削
除

項
目

の
あ

る
場

合
は

削
除

後
の

評
価

項
目

数
を

母
数

と
し

て
計

算
し

た
比

率
(％

)
※

評
価

値
が

7
0
％

以
上

8
0
％

未
満

・
・

・
・

・
ｂ

計
算

の
値

で
評

価
す

る
。

※
評

価
値

が
6
0
％

以
上

7
0
％

未
満

・
・

・
・

・
ｂ

’
③

評
価

値
（
％

）
＝

（
　

）
評

価
数

／
評

価
対

象
項

目
数

（
　

）
※

評
価

値
が

6
0
％

未
満

・
・

・
・

・
・

・
・

・
ｃ

④
な

お
、

削
除

後
の

評
価

対
象

項
目

数
が

２
以

下
の

場
合

は
ｃ
評

価
と

す
る

。

 

ｃ
e

電
気

設
備

工
事

優
れ

て
い

る
ｂ
よ

り
優

れ
て

い
る

や
や

優
れ

て
い

る
ｃ
よ

り
優

れ
て

い
る

他
の

評
価

に
該

当
し

な
い

文
書

で
指

示
を

行
っ

た
修

補
指

示
を

行
っ

た

●
判

断
基

準

a
ａ
’

ｂ
ｂ
’
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工
事

成
績

採
点

の
考

査
項

目
別

運
用

表
（
R

7
.4

.1
) 
【
土

木
】

工
事

成
績

採
点

の
考

査
項

目
の

考
査

項
目

別
運

用
表

３
０

／
６

５
ペ

ー
ジ

別
紙

－
３

契
約

管
理

番
号

：
工

　
事

　
名

：
（
　

検
査

員
　

）
［
記

入
方

法
］
評

価
対

象
項

目
は

左
□

に
レ

マ
ー

ク
、

評
価

項
目

は
右

□
に

レ
マ

ー
ク

を
記

入
す

る
。

考
査

項
目

細
別

工
種

d
３

．
出

来
形

及
Ⅱ

．
品

質
　

　
び

出
来

ば
え

●
評

価
対

象
項

目
□

品
質

関
係

の
測

定
方

法
又

は
測

定
値

が
不

適
切

で
あ

っ
た

た
め

、
検

査
員

が
修

補
指

示
を

行
っ

た
。

上
記

該
当

項
目

が
あ

れ
ば

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
ｅ

□
品

質
関

係
の

測
定

方
法

又
は

測
定

値
が

不
適

切
で

あ
っ

た
た

め
、

監
督

員
が

文
書

で
指

示
を

行
い

改
善

さ
れ

た
。

上
記

該
当

項
目

が
あ

れ
ば

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
ｄ

□
□

設
計

図
書

に
定

め
ら

れ
て

い
る

品
質

管
理

を
実

施
し

て
い

る
こ

と
が

確
認

で
き

る
。

□
□

材
料

及
び

構
成

部
品

の
品

質
及

び
形

状
に

つ
い

て
、

設
計

図
書

等
と

適
合

が
確

認
で

き
る

証
明

書
等

を
整

備
し

て
い

る
こ

と
が

確
認

で
き

る
。

□
□

材
料

の
品

質
照

合
の

結
果

が
、

品
質

保
証

書
等

（
現

物
照

合
を

含
む

）
で

確
認

で
き

、
設

計
図

書
の

仕
様

を
満

足
し

て
い

る
こ

と
が

確
認

で
き

る
。

□
□

設
備

、
機

器
の

品
質

、
機

能
及

び
性

能
が

、
成

績
等

で
確

認
で

き
、

設
計

図
書

の
仕

様
を

満
足

し
て

い
る

こ
と

が
確

認
で

き
る

。
□

□
ケ

ー
ブ

ル
及

び
配

管
の

接
続

な
ど

の
作

業
が

、
施

工
計

画
書

に
記

載
さ

れ
た

手
順

に
沿

っ
て

行
わ

れ
、

不
具

合
が

無
い

こ
と

が
確

認
で

き
る

。
□

□
設

備
全

体
と

し
て

の
運

転
性

能
が

所
定

の
能

力
を

満
足

し
て

い
る

こ
と

が
確

認
で

き
る

。
□

□
完

成
図

書
に

お
い

て
、

設
備

の
機

能
並

び
に

性
能

及
び

操
作

方
法

が
容

易
に

判
別

で
き

る
資

料
を

整
備

し
て

い
る

こ
と

が
確

認
で

き
る

。
□

□
完

成
図

書
に

お
い

て
、

単
体

品
の

製
造

年
月

日
及

び
製

造
者

が
判

別
で

き
る

資
料

を
整

備
し

て
い

る
こ

と
が

確
認

で
き

る
。

□
□

設
備

全
体

及
び

各
機

器
に

お
い

て
、

設
計

図
書

に
規

定
し

た
品

質
及

び
性

能
を

工
場

試
験

記
録

に
よ

り
確

認
で

き
る

。
□

□
設

備
全

体
に

つ
い

て
の

取
扱

説
明

書
を

工
夫

し
て

い
る

こ
と

が
確

認
で

き
る

。
□

□
完

成
図

書
で

定
期

的
な

点
検

や
交

換
を

要
す

る
部

品
及

び
箇

所
を

明
示

し
て

い
る

こ
と

が
確

認
で

き
る

。
□

□
設

備
の

構
造

に
お

い
て

、
点

検
や

消
耗

品
の

取
替

え
作

業
が

容
易

に
で

き
る

よ
う

工
夫

し
て

い
る

こ
と

が
確

認
で

き
る

。
□

□
障

害
、

災
害

発
生

を
想

定
し

た
代

替
機

能
、

迂
回

な
ど

の
フ

ェ
ー

ル
セ

ー
フ

機
能

を
現

地
試

験
等

で
確

認
し

て
い

る
こ

と
が

確
認

で
き

る
。

□
□

設
備

の
耐

震
設

計
に

つ
い

て
、

受
注

者
自

ら
が

確
認

、
精

査
し

た
こ

と
が

確
認

で
き

る
。

□
□

そ
の

他
（
理

由
：
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

）

※
評

価
値

が
9
0
％

以
上

・
・

・
・

・
・

・
・

・
ａ

①
当

該
「
評

価
対

象
項

目
」
の

う
ち

、
評

価
対

象
外

の
項

目
は

削
除

す
る

。
※

評
価

値
が

8
0
％

以
上

9
0
％

未
満

・
・

・
・

・
ａ

’
②

削
除

項
目

の
あ

る
場

合
は

削
除

後
の

評
価

項
目

数
を

母
数

と
し

て
計

算
し

た
比

率
(％

)
※

評
価

値
が

7
0
％

以
上

8
0
％

未
満

・
・

・
・

・
ｂ

計
算

の
値

で
評

価
す

る
。

※
評

価
値

が
6
0
％

以
上

7
0
％

未
満

・
・

・
・

・
ｂ

’
③

評
価

値
（
％

）
＝

（
　

）
評

価
数

／
評

価
対

象
項

目
数

（
　

）
※

評
価

値
が

6
0
％

未
満

・
・

・
・

・
・

・
・

・
ｃ

④
な

お
、

削
除

後
の

評
価

対
象

項
目

数
が

２
以

下
の

場
合

は
ｃ
評

価
と

す
る

。

 

電
気

通
信

工
事

・
受

変
電

設
備

工
事

優
れ

て
い

る
ｂ
よ

り
優

れ
て

い
る

や
や

優
れ

て
い

る
ｃ
よ

り
優

れ
て

い
る

他
の

評
価

に
該

当
し

な
い

文
書

で
指

示
を

行
っ

た
修

補
指

示
を

行
っ

た

●
判

断
基

準

a
ａ
’

ｂ
ｂ
’

ｃ
e
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工
事

成
績

採
点

の
考

査
項

目
別

運
用

表
（
R

7
.4

.1
) 
【
土

木
】

工
事

成
績

採
点

の
考

査
項

目
の

考
査

項
目

別
運

用
表

３
１

～
３

２
／

６
５

ペ
ー

ジ
別

紙
－

３
契

約
管

理
番

号
：

工
　

事
　

名
：

（
　

検
査

員
　

）
［
記

入
方

法
］
評

価
対

象
項

目
は

左
□

に
レ

マ
ー

ク
、

評
価

項
目

は
右

□
に

レ
マ

ー
ク

を
記

入
す

る
。

考
査

項
目

細
別

工
種

d
３

．
出

来
形

及
Ⅱ

．
品

質
　

　
び

出
来

ば
え

●
評

価
対

象
項

目
□

品
質

関
係

の
測

定
方

法
又

は
測

定
値

が
不

適
切

で
あ

っ
た

た
め

、
検

査
員

が
修

補
指

示
を

行
っ

た
。

上
記

該
当

項
目

が
あ

れ
ば

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
ｅ

□
品

質
関

係
の

測
定

方
法

又
は

測
定

値
が

不
適

切
で

あ
っ

た
た

め
、

監
督

員
が

文
書

で
指

示
を

行
い

改
善

さ
れ

た
。

上
記

該
当

項
目

が
あ

れ
ば

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
ｄ

【
共

通
】

□
□

仕
様

書
で

定
め

ら
れ

て
い

る
品

質
管

理
が

実
施

さ
れ

て
い

る
。

□
□

材
料

の
品

質
規

定
証

明
書

が
整

備
さ

れ
て

い
る

。
□

□
群

馬
県

型
側

溝
と

し
て

承
認

さ
れ

た
群

馬
県

型
落

蓋
式

側
溝

、
群

馬
県

型
落

蓋
式

側
溝

蓋
及

び
群

馬
県

型
管

渠
型

に
つ

い
て

、
納

入
製

品
が

品
質

規
定

証
明

書
と

相
違

な
い

こ
と

を
写

真
管

理
し

て
い

る
こ

と
が

確
認

で
き

る
。

□
□

Ｊ
ＩＳ

規
格

外
品

（
群

馬
県

型
側

溝
を

除
く
）
に

つ
い

て
、

仕
様

書
で

規
定

す
る

規
格

、
品

質
を

満
足

し
て

い
る

。
□

□
基

礎
地

盤
の

整
形

、
清

掃
、

湧
き

水
処

理
等

が
適

切
に

実
施

さ
れ

て
い

る
こ

と
が

確
認

で
き

る
。

□
□

二
次

製
品

の
保

管
、

吊
り

込
み

、
据

え
付

け
等

に
十

分
注

意
を

払
っ

て
い

る
こ

と
が

確
認

で
き

る
。

□
□

土
留

め
、

ウ
ェ

ル
ポ

イ
ン

ト
等

の
仮

設
が

設
計

図
書

に
基

づ
き

適
切

に
施

工
・
管

理
さ

れ
て

い
る

こ
と

が
確

認
で

き
る

。
□

□
そ

の
他

（
理

由
：
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

）

【
擁

壁
類

（
補

強
土

擁
壁

は
除

く
）
】

□
□

胴
込

コ
ン

ク
リ

ー
ト

、
裏

込
材

の
充

填
が

十
分

で
空

隙
が

生
じ

て
な

い
。

□
□

基
礎

コ
ン

ク
リ

ー
ト

及
び

天
端

等
の

調
整

コ
ン

ク
リ

ー
ト

に
ク

ラ
ッ

ク
等

の
欠

陥
が

な
い

。
□

□
材

料
の

連
結

又
は

、
か

み
合

わ
せ

が
適

切
で

あ
る

。
□

□
端

部
に

お
け

る
地

山
と

の
す

り
つ

け
が

適
切

で
あ

る
。

□
□

丁
張

り
を

２
重

、
３

重
に

設
け

る
な

ど
、

法
勾

配
、

裏
込

め
材

の
厚

さ
の

確
保

の
た

め
細

心
の

注
意

を
払

っ
て

い
る

。
□

□
コ

ン
ク

リ
ー

ト
板

擁
壁

工
の

施
工

に
あ

た
り

、
ソ

イ
ル

コ
ン

ク
リ

ー
ト

の
配

合
、

練
混

ぜ
、

打
込

み
、

締
固

め
及

び
養

生
が

適
切

に
行

わ
れ

て
い

る
。

□
□

そ
の

他
（
理

由
：
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

）
 

a
ａ
’

ｂ
ｂ
’

ｃ
e

品
質

関
係

の
試

験
結

果
の

ば
ら

つ
き

と
評

価
対

象
項

目
の

履
行

状
況

（
評

価
値

）
か

ら
判

断
す

る
。

＜
判

断
基

準
参

照
＞

[関
連

基
準

、
土

木
工

事
施

工
管

理
基

準
、

そ
の

他
設

計
図

書
に

定
め

ら
れ

た
試

験
]

※
ば

ら
つ

き
の

判
断

は
別

紙
－

３
の

２
参

照
。

文
書

で
指

示
を

行
っ

た
修

補
指

示
を

行
っ

た

二
次

製
品

構
造

物
コ

ン
ク

リ
ー

ト
二

次
製

品
工

事
（
Ｌ

型
擁

壁
、

ボ
ッ

ク
ス

カ
ル

バ
ー

ト
、

ブ
ロ

ッ
ク

積
等

）
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工
事

成
績

採
点

の
考

査
項

目
別

運
用

表
（
R

7
.4

.1
) 
【
土

木
】

【
用

排
水

施
設

】
□

□
位

置
、

方
向

、
高

さ
、

勾
配

等
に

つ
い

て
前

後
の

施
設

又
は

地
形

に
な

じ
み

よ
く
施

工
さ

れ
て

い
る

。
□

□
不

等
沈

下
防

止
に

配
慮

し
て

、
基

礎
地

盤
の

締
固

め
が

特
に

入
念

に
行

わ
れ

て
い

る
。

□
□

呑
口

、
吐

口
、

集
水

桝
等

の
取

り
付

け
コ

ン
ク

リ
ー

ト
に

ク
ラ

ッ
ク

等
の

欠
陥

が
な

い
。

□
□

施
設

の
流

末
は

浸
食

、
滞

留
等

が
生

じ
な

い
よ

う
処

理
さ

れ
て

い
る

。
□

□
不

等
沈

下
の

発
生

が
な

く
、

基
礎

コ
ン

ク
リ

ー
ト

の
亀

裂
や

継
目

部
か

ら
の

漏
水

も
見

ら
れ

な
い

。
□

□
継

目
部

の
目

地
モ

ル
タ

ル
が

適
切

に
施

工
さ

れ
て

い
る

。
□

□
製

品
周

辺
の

盛
土

、
埋

戻
土

の
施

工
に

あ
た

り
、

巻
出

し
、

転
圧

が
適

切
に

施
工

さ
れ

て
い

る
。

□
□

製
品

の
継

目
部

に
は

隙
間

、
ズ

レ
が

な
く
、

適
切

に
施

工
さ

れ
て

い
る

。
□

□
そ

の
他

（
理

由
：
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

）

※
上

記
該

当
項

目
を

評
価

し
た

後
、

以
下

の
ば

ら
つ

き
の

評
価

を
し

て
く
だ

さ
い

。
□

ば
ら

つ
き

　
５

０
％

以
下

□
ば

ら
つ

き
　

８
０

％
以

下
□

ば
ら

つ
き

　
８

０
％

超
□

ば
ら

つ
き

で
判

断
不

可
能

①
当

該
「
評

価
対

象
項

目
」
の

う
ち

、
評

価
対

象
外

の
項

目
は

削
除

す
る

。

②
削

除
項

目
の

あ
る

場
合

は
削

除
後

の
評

価
項

目
数

を
母

数
と

し
て

、
比

率

（
％

）
計

算
の

値
で

評
価

す
る

。

③
評

価
値

（
　

　
％

）
＝

（
　

　
）
評

価
数

／
（
　

　
）
評

価
対

象
項

目
数

④
な

お
、

削
除

後
の

評
価

対
象

項
目

数
が

２
以

下
の

場
合

は
ｃ
評

価
と

す
る

。

注
　

試
験

結
果

の
打

点
数

等
が

少
な

く
ば

ら
つ

き
の

判
断

が
で

き
な

い
場

合
は

評
価

対
象

項
目

（
評

価
値

）
だ

け
で

評
価

す
る

。

 

評
価

対
象

項
目

(評
価

値
)だ

け
の

評
価

評 価 値

9
0
％

以
上

ａ
8
0
％

以
上

9
0
％

未
満

ａ
’

7
0
％

以
上

8
0
％

未
満

ｂ
6
0
％

以
上

7
0
％

未
満

ｂ
’

6
0
％

未
満

ｃ

●
判

断
基

準
ば

ら
つ

き
で

判
断

可
能

5
0
％

以
下

8
0
％

以
下

8
0
％

を
超

え
る

評 価 値

9
0
％

以
上

ａ
ａ
’

ｂ
7
5
％

以
上

9
0
％

未
満

ａ
’

ｂ
ｂ
’

6
0
％

以
上

7
5
％

未
満

ｂ
ｂ
’

ｃ
6
0
％

未
満

ｂ
’

ｃ
ｃ
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工
事

成
績

採
点

の
考

査
項

目
別

運
用

表
（
R

7
.4

.1
) 
【
土

木
】

工
事

成
績

採
点

の
考

査
項

目
の

考
査

項
目

別
運

用
表

３
３

／
６

５
ペ

ー
ジ

別
紙

－
３

契
約

管
理

番
号

：
工

　
事

　
名

：
（
　

検
査

員
　

）
［
記

入
方

法
］
評

価
対

象
項

目
は

左
□

に
レ

マ
ー

ク
、

評
価

項
目

は
右

□
に

レ
マ

ー
ク

を
記

入
す

る
。

考
査

項
目

細
別

工
種

d
３

．
出

来
形

及
Ⅱ

．
品

質
　

　
び

出
来

ば
え

●
評

価
対

象
項

目
□

品
質

関
係

の
測

定
方

法
又

は
測

定
値

が
不

適
切

で
あ

っ
た

た
め

、
検

査
員

が
修

補
指

示
を

行
っ

た
。

上
記

該
当

項
目

が
あ

れ
ば

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
ｅ

□
品

質
関

係
の

測
定

方
法

又
は

測
定

値
が

不
適

切
で

あ
っ

た
た

め
、

監
督

員
が

文
書

で
指

示
を

行
い

改
善

さ
れ

た
。

上
記

該
当

項
目

が
あ

れ
ば

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
ｄ

□
□

盛
土

材
料

の
土

質
が

適
正

で
あ

る
。

□
□

盛
土

の
締

固
め

を
適

切
な

条
件

（
人

力
機

械
別

、
巻

き
出

し
厚

、
敷

均
し

・
転

圧
作

業
等

）
で

施
工

さ
れ

て
い

る
。

□
□

プ
レ

キ
ャ

ス
ト

製
品

・
材

料
等

の
品

質
が

工
場

管
理

資
料

よ
り

的
確

に
確

認
で

き
る

。
□

□
現

場
条

件
に

応
じ

た
排

水
対

策
が

施
工

時
を

含
め

適
切

に
講

じ
ら

れ
て

い
る

。
□

□
盛

土
の

締
固

め
管

理
（
密

度
等

）
が

適
切

に
実

施
さ

れ
て

い
る

こ
と

が
確

認
で

き
る

。
□

□
理

由
：

□
□

理
由

：
□

□
理

由
：

※
上

記
該

当
項

目
を

評
価

し
た

後
、

以
下

の
ば

ら
つ

き
の

評
価

を
し

て
く
だ

さ
い

。
□

ば
ら

つ
き

　
５

０
％

以
下

□
ば

ら
つ

き
　

８
０

％
以

下
□

ば
ら

つ
き

　
８

０
％

超
□

ば
ら

つ
き

で
判

断
不

可
能

①
当

該
「
評

価
対

象
項

目
」
の

う
ち

、
評

価
対

象
外

の
項

目
は

削
除

す
る

。

②
削

除
項

目
の

あ
る

場
合

は
削

除
後

の
評

価
項

目
数

を
母

数
と

し
て

、
比

率

（
％

）
計

算
の

値
で

評
価

す
る

。

③
評

価
値

（
　

　
％

）
＝

（
　

　
）
評

価
数

／
（
　

　
）
評

価
対

象
項

目
数

④
な

お
、

削
除

後
の

評
価

対
象

項
目

数
が

２
以

下
の

場
合

は
ｃ
評

価
と

す
る

。

注
　

試
験

結
果

の
打

点
数

等
が

少
な

く
ば

ら
つ

き
の

判
断

が
で

き
な

い
場

合
は

評
価

対
象

項
目

（
評

価
値

）
だ

け
で

評
価

す
る

。

 

ｃ
ｃ

評
価

対
象

項
目

(評
価

値
)だ

け
の

評
価

評 価 値

9
0
％

以
上

ａ

7
0
％

以
上

8
0
％

未
満

ｂ
6
0
％

以
上

7
0
％

未
満

ｂ
’

6
0
％

未
満

ｃ

a
ａ
’

ｂ
ｂ
’

ｃ
e

補
強

土
壁

工
事

品
質

関
係

の
試

験
結

果
の

ば
ら

つ
き

と
評

価
対

象
項

目
の

履
行

状
況

（
評

価
値

）
か

ら
判

断
す

る
。

＜
判

断
基

準
参

照
＞

[関
連

基
準

、
土

木
工

事
施

工
管

理
基

準
、

そ
の

他
設

計
図

書
に

定
め

ら
れ

た
試

験
]

※
ば

ら
つ

き
の

判
断

は
別

紙
－

３
の

２
参

照
。

文
書

で
指

示
を

行
っ

た
修

補
指

示
を

行
っ

た

●
判

断
基

準
ば

ら
つ

き
で

判
断

可
能

5
0
％

以
下

8
0
％

以
下

8
0
％

を
超

え
る

8
0
％

以
上

9
0
％

未
満

ａ
’

評 価 値

9
0
％

以
上

ａ
ａ
’

ｂ
7
5
％

以
上

9
0
％

未
満

ａ
’

ｂ
ｂ
’

6
0
％

以
上

7
5
％

未
満

ｂ
ｂ
’

ｃ
6
0
％

未
満

ｂ
’
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工
事

成
績

採
点

の
考

査
項

目
別

運
用

表
（
R

7
.4

.1
) 
【
土

木
】

工
事

成
績

採
点

の
考

査
項

目
の

考
査

項
目

別
運

用
表

３
４

／
６

５
ペ

ー
ジ

別
紙

－
３

契
約

管
理

番
号

：
工

　
事

　
名

：
（
　

検
査

員
　

）
［
記

入
方

法
］
評

価
対

象
項

目
は

左
□

に
レ

マ
ー

ク
、

評
価

項
目

は
右

□
に

レ
マ

ー
ク

を
記

入
す

る
。

考
査

項
目

細
別

工
種

d
３

．
出

来
形

及
Ⅱ

．
品

質
　

　
び

出
来

ば
え

●
評

価
対

象
項

目
□

品
質

関
係

の
測

定
方

法
又

は
測

定
値

が
不

適
切

で
あ

っ
た

た
め

、
検

査
員

が
修

補
指

示
を

行
っ

た
。

上
記

該
当

項
目

が
あ

れ
ば

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
ｅ

□
品

質
関

係
の

測
定

方
法

又
は

測
定

値
が

不
適

切
で

あ
っ

た
た

め
、

監
督

員
が

文
書

で
指

示
を

行
い

改
善

さ
れ

た
。

上
記

該
当

項
目

が
あ

れ
ば

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
ｄ

□
□

指
定

材
料

の
規

格
が

、
品

質
を

証
明

す
る

書
類

で
確

認
で

き
る

。
□

□
管

路
の

通
過

試
験

を
行

っ
て

お
り

、
試

験
結

果
か

ら
全

箇
所

が
導

通
し

て
い

る
こ

と
が

確
認

で
き

る
。

□
□

プ
ラ

ン
ト

出
荷

時
、

現
場

到
着

時
、

舗
設

時
等

に
お

い
て

、
ア

ス
フ

ァ
ル

ト
混

合
物

の
温

度
管

理
が

記
録

し
て

い
る

こ
と

が
確

認
で

き
る

。
□

□
特

殊
部

の
施

工
基

面
の

支
持

力
が

、
均

等
と

な
る

よ
う

に
か

つ
不

陸
が

無
い

よ
う

に
仕

上
げ

て
い

る
こ

と
が

確
認

で
き

る
。

□
□

特
殊

部
等

の
施

工
に

お
い

て
、

隣
接

す
る

各
ブ

ロ
ッ

ク
に

目
違

い
に

よ
る

段
差

及
び

蛇
行

等
が

無
い

よ
う

敷
設

し
て

い
る

こ
と

が
確

認
で

き
る

。
□

□
埋

戻
し

に
お

い
て

、
設

計
図

書
の

仕
様

を
満

足
し

て
い

る
こ

と
が

確
認

で
き

る
。

□
□

舗
装

の
復

旧
等

が
適

時
行

わ
れ

、
路

面
の

沈
下

や
不

陸
が

無
く
平

坦
性

を
確

保
し

て
い

る
こ

と
が

確
認

で
き

る
。

□
□

管
枕

及
び

埋
設

シ
ー

ト
の

設
置

及
び

土
被

り
が

、
設

計
図

書
の

仕
様

を
満

足
し

て
い

る
こ

と
が

確
認

で
き

る
。

□
□

管
設

置
に

お
い

て
、

そ
れ

ぞ
れ

の
管

の
最

小
曲

げ
半

径
を

満
足

し
て

い
る

こ
と

が
確

認
で

き
る

。
□

□
そ

の
他

（
理

由
：
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

）

※
上

記
該

当
項

目
を

評
価

し
た

後
、

以
下

の
ば

ら
つ

き
の

評
価

を
し

て
く
だ

さ
い

。
□

ば
ら

つ
き

　
５

０
％

以
下

□
ば

ら
つ

き
　

８
０

％
以

下
□

ば
ら

つ
き

　
８

０
％

超
□

ば
ら

つ
き

で
判

断
不

可
能

①
当

該
「
評

価
対

象
項

目
」
の

う
ち

、
評

価
対

象
外

の
項

目
は

削
除

す
る

。

②
削

除
項

目
の

あ
る

場
合

は
削

除
後

の
評

価
項

目
数

を
母

数
と

し
て

、
比

率

（
％

）
計

算
の

値
で

評
価

す
る

。

③
評

価
値

（
　

　
％

）
＝

（
　

　
）
評

価
数

／
（
　

　
）
評

価
対

象
項

目
数

④
な

お
、

削
除

後
の

評
価

対
象

項
目

数
が

２
以

下
の

場
合

は
ｃ
評

価
と

す
る

。

注
　

試
験

結
果

の
打

点
数

等
が

少
な

く
ば

ら
つ

き
の

判
断

が
で

き
な

い
場

合
は

評
価

対
象

項
目

（
評

価
値

）
だ

け
で

評
価

す
る

。

 　

ｃ
ｃ

6
0
％

未
満

評
価

対
象

項
目

(評
価

値
)だ

け
の

評
価

評 価 値

9
0
％

以
上

ａ
8
0
％

以
上

9
0
％

未
満

ａ
’

7
0
％

以
上

8
0
％

未
満

ｂ
6
0
％

以
上

7
0
％

未
満

ｂ
’

6
0
％

未
満

ｃ

e
電

線
共

同
溝

工
事

品
質

関
係

の
試

験
結

果
の

ば
ら

つ
き

と
評

価
対

象
項

目
の

履
行

状
況

（
評

価
値

）
か

ら
判

断
す

る
。

＜
判

断
基

準
参

照
＞

[関
連

基
準

、
土

木
工

事
施

工
管

理
基

準
、

そ
の

他
設

計
図

書
に

定
め

ら
れ

た
試

験
]

※
ば

ら
つ

き
の

判
断

は
別

紙
－

３
の

２
参

照
。

文
書

で
指

示
を

行
っ

た
修

補
指

示
を

行
っ

た

●
判

断
基

準
ば

ら
つ

き
で

判
断

可
能

5
0
％

以
下

8
0
％

以
下

8
0
％

を
超

え
る

評 価 値

9
0
％

以
上

ａ
’

ｂ
7
5
％

以
上

9
0
％

未
満

ａ
’

ｂ
ｂ
’

6
0
％

以
上

7
5
％

未
満

ｂ
ｂ
’

ｃ
ｂ
’ａ

a
ａ
’

ｂ
ｂ
’

ｃ
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工
事

成
績

採
点

の
考

査
項

目
別

運
用

表
（
R

7
.4

.1
) 
【
土

木
】

工
事

成
績

採
点

の
考

査
項

目
の

考
査

項
目

別
運

用
表

３
５

／
６

５
ペ

ー
ジ

別
紙

－
３

契
約

管
理

番
号

：
工

　
事

　
名

：
（
　

検
査

員
　

）
［
記

入
方

法
］
評

価
対

象
項

目
は

左
□

に
レ

マ
ー

ク
、

評
価

項
目

は
右

□
に

レ
マ

ー
ク

を
記

入
す

る
。

考
査

項
目

細
別

工
種

d
３

．
出

来
形

及
Ⅱ

．
品

質
　

　
び

出
来

ば
え

●
評

価
対

象
項

目
□

品
質

関
係

の
測

定
方

法
又

は
測

定
値

が
不

適
切

で
あ

っ
た

た
め

、
検

査
員

が
修

補
指

示
を

行
っ

た
。

上
記

該
当

項
目

が
あ

れ
ば

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
ｅ

□
品

質
関

係
の

測
定

方
法

又
は

測
定

値
が

不
適

切
で

あ
っ

た
た

め
、

監
督

員
が

文
書

で
指

示
を

行
い

改
善

さ
れ

た
。

上
記

該
当

項
目

が
あ

れ
ば

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
ｄ

□
□

表
土

扱
い

土
が

適
切

に
管

理
さ

れ
て

い
る

。
□

□
道

路
・
水

路
・
畦

畔
等

の
締

め
固

め
が

適
切

に
施

工
さ

れ
て

い
る

。
□

□
構

造
物

周
辺

の
埋

め
戻

し
、

締
め

固
め

が
適

切
に

施
工

さ
れ

て
い

る
。

□
□

法
面

に
有

害
な

ク
ラ

ッ
ク

や
損

傷
部

が
な

い
。

□
□

排
水

路
の

深
さ

、
勾

配
等

が
適

切
に

施
工

さ
れ

て
い

る
。

□
□

田
面

等
に

耕
作

に
有

害
な

石
礫

等
が

な
い

。
□

□
盛

土
高

さ
が

大
き

く
、

又
は

、
水

路
埋

立
箇

所
な

ど
沈

下
が

予
想

さ
れ

る
箇

所
に

つ
い

て
特

に
入

念
に

施
工

さ
れ

て
い

る
。

□
□

表
土

扱
い

土
の

厚
さ

が
確

保
さ

れ
て

い
る

。
□

□
敷

砂
利

の
厚

さ
が

確
保

さ
れ

て
い

る
。

□
□

コ
ン

ク
リ

ー
ト

構
造

物
に

、
き

め
細

や
か

な
施

工
が

う
か

が
え

る
。

□
□

盛
土

の
締

固
め

管
理

（
密

度
等

）
が

適
切

に
実

施
さ

れ
て

い
る

こ
と

が
確

認
で

き
る

。
□

□
そ

の
他

（
理

由
：
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

）

※
上

記
該

当
項

目
を

評
価

し
た

後
、

以
下

の
ば

ら
つ

き
の

評
価

を
し

て
く
だ

さ
い

。
□

ば
ら

つ
き

　
５

０
％

以
下

□
ば

ら
つ

き
　

８
０

％
以

下
□

ば
ら

つ
き

　
８

０
％

超
□

ば
ら

つ
き

で
判

断
不

可
能

①
当

該
「
評

価
対

象
項

目
」
の

う
ち

、
評

価
対

象
外

の
項

目
は

削
除

す
る

。

②
削

除
項

目
の

あ
る

場
合

は
削

除
後

の
評

価
項

目
数

を
母

数
と

し
て

、
比

率

（
％

）
計

算
の

値
で

評
価

す
る

。

③
評

価
値

（
　

　
％

）
＝

（
　

　
）
評

価
数

／
（
　

　
）
評

価
対

象
項

目
数

④
な

お
、

削
除

後
の

評
価

対
象

項
目

数
が

２
以

下
の

場
合

は
ｃ
評

価
と

す
る

。

注
　

試
験

結
果

の
打

点
数

等
が

少
な

く
ば

ら
つ

き
の

判
断

が
で

き
な

い
場

合
は

評
価

対
象

項
目

（
評

価
値

）
だ

け
で

評
価

す
る

。

 

ｃ

6
0
％

未
満

ｂ
’

ｂ
’

6
0
％

未
満

ｃ
ｃ

a
ａ
’

ｂ
ｂ
’

ば
ら

つ
き

で
判

断
可

能
5
0
％

以
下

8
0
％

以
下

8
0
％

を
超

え
る

評 価 値

9
0
％

以
上

ａ
ａ
’

ｂ
7
5
％

以
上

9
0
％

未
満

ａ
’

ｂ
ｂ
’

6
0
％

以
上

7
5
％

未
満

ｂ
ｂ
’

ｃ

ｃ
e

【
農

政
部

】
区

画
整

理
（
ほ

場
整

備
）
工

事

品
質

関
係

の
試

験
結

果
の

ば
ら

つ
き

と
評

価
対

象
項

目
の

履
行

状
況

（
評

価
値

）
か

ら
判

断
す

る
。

＜
判

断
基

準
参

照
＞

[関
連

基
準

、
土

木
工

事
施

工
管

理
基

準
、

そ
の

他
設

計
図

書
に

定
め

ら
れ

た
試

験
]

※
ば

ら
つ

き
の

判
断

は
別

紙
－

３
の

２
参

照
。

文
書

で
指

示
を

行
っ

た
修

補
指

示
を

行
っ

た

●
判

断
基

準

評
価

対
象

項
目

(評
価

値
)だ

け
の

評
価

評 価 値

9
0
％

以
上

ａ
8
0
％

以
上

9
0
％

未
満

ａ
’

7
0
％

以
上

8
0
％

未
満

ｂ
6
0
％

以
上

7
0
％

未
満
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工
事

成
績

採
点

の
考

査
項

目
別

運
用

表
（
R

7
.4

.1
) 
【
土

木
】

工
事

成
績

採
点

の
考

査
項

目
の

考
査

項
目

別
運

用
表

３
６

／
６

５
ペ

ー
ジ

別
紙

－
３

契
約

管
理

番
号

：
工

　
事

　
名

：
（
　

検
査

員
　

）
［
記

入
方

法
］
評

価
対

象
項

目
は

左
□

に
レ

マ
ー

ク
、

評
価

項
目

は
右

□
に

レ
マ

ー
ク

を
記

入
す

る
。

考
査

項
目

細
別

工
種

d
３

．
出

来
形

及
Ⅱ

．
品

質
　

　
び

出
来

ば
え

●
評

価
対

象
項

目
□

品
質

関
係

の
測

定
方

法
又

は
測

定
値

が
不

適
切

で
あ

っ
た

た
め

、
検

査
員

が
修

補
指

示
を

行
っ

た
。

上
記

該
当

項
目

が
あ

れ
ば

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
ｅ

□
品

質
関

係
の

測
定

方
法

又
は

測
定

値
が

不
適

切
で

あ
っ

た
た

め
、

監
督

員
が

文
書

で
指

示
を

行
い

改
善

さ
れ

た
。

上
記

該
当

項
目

が
あ

れ
ば

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
ｄ

□
□

管
路

の
接

続
が

適
切

に
施

工
さ

れ
て

い
る

。
□

□
吸

水
渠

、
集

水
渠

等
の

埋
設

深
管

理
が

適
切

に
施

工
さ

れ
て

い
る

。
□

□
軟

弱
地

盤
等

で
暗

渠
排

水
工

の
効

果
が

阻
害

さ
れ

る
恐

れ
の

あ
る

個
所

に
つ

い
て

、
阻

害
防

止
の

工
夫

が
措

置
さ

れ
て

い
る

。
□

□
被

覆
材

が
管

路
を

中
心

に
適

切
に

施
工

さ
れ

て
い

る
。

□
□

溝
底

部
が

凸
凹

蛇
行

の
な

い
よ

う
に

施
工

さ
れ

て
い

る
。

□
□

水
コ

ウ
及

び
集

水
渠

等
の

埋
め

戻
し

が
入

念
に

施
工

さ
れ

て
い

る
。

□
□

そ
の

他
（
理

由
：
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

）

※
上

記
該

当
項

目
を

評
価

し
た

後
、

以
下

の
ば

ら
つ

き
の

評
価

を
し

て
く
だ

さ
い

。
□

ば
ら

つ
き

　
５

０
％

以
下

□
ば

ら
つ

き
　

８
０

％
以

下
□

ば
ら

つ
き

　
８

０
％

超
□

ば
ら

つ
き

で
判

断
不

可
能

①
当

該
「
評

価
対

象
項

目
」
の

う
ち

、
評

価
対

象
外

の
項

目
は

削
除

す
る

。

②
削

除
項

目
の

あ
る

場
合

は
削

除
後

の
評

価
項

目
数

を
母

数
と

し
て

、
比

率

（
％

）
計

算
の

値
で

評
価

す
る

。

③
評

価
値

（
　

　
％

）
＝

（
　

　
）
評

価
数

／
（
　

　
）
評

価
対

象
項

目
数

④
な

お
、

削
除

後
の

評
価

対
象

項
目

数
が

２
以

下
の

場
合

は
ｃ
評

価
と

す
る

。

注
　

試
験

結
果

の
打

点
数

等
が

少
な

く
ば

ら
つ

き
の

判
断

が
で

き
な

い
場

合
は

評
価

対
象

項
目

（
評

価
値

）
だ

け
で

評
価

す
る

。

 

評
価

対
象

項
目

(評
価

値
)だ

け
の

評
価

評 価 値

9
0
％

以
上

ａ
8
0
％

以
上

9
0
％

未
満

ａ
’

7
0
％

以
上

8
0
％

未
満

ｂ
6
0
％

以
上

7
0
％

未
満

ｂ
’

6
0
％

未
満

ｃ

6
0
％

未
満

ｂ
’ａ

a
ａ
’

ｂ
ｂ
’

ｃ
e

【
農

政
部

】
暗

渠
排

水
工

事

品
質

関
係

の
試

験
結

果
の

ば
ら

つ
き

と
評

価
対

象
項

目
の

履
行

状
況

（
評

価
値

）
か

ら
判

断
す

る
。

＜
判

断
基

準
参

照
＞

[関
連

基
準

、
土

木
工

事
施

工
管

理
基

準
、

そ
の

他
設

計
図

書
に

定
め

ら
れ

た
試

験
]

※
ば

ら
つ

き
の

判
断

は
別

紙
－

３
の

２
参

照
。

文
書

で
指

示
を

行
っ

た
修

補
指

示
を

行
っ

た

●
判

断
基

準
ば

ら
つ

き
で

判
断

可
能

5
0
％

以
下

8
0
％

以
下

8
0
％

を
超

え
る

評 価 値

9
0
％

以
上

ａ
’

ｂ

6
0
％

以
上

7
5
％

未
満

ｂ
ｂ
’

ｃ
ｃ

ｃ

7
5
％

以
上

9
0
％

未
満

ａ
’

ｂ
ｂ
’

12-74



　
　

工
事

成
績

採
点

の
考

査
項

目
別

運
用

表
（
R

7
.4

.1
) 
【
土

木
】

工
事

成
績

採
点

の
考

査
項

目
の

考
査

項
目

別
運

用
表

３
７

／
６

５
ペ

ー
ジ

別
紙

－
３

契
約

管
理

番
号

：
工

　
事

　
名

：
（
　

検
査

員
　

）
［
記

入
方

法
］
評

価
対

象
項

目
は

左
□

に
レ

マ
ー

ク
、

評
価

項
目

は
右

□
に

レ
マ

ー
ク

を
記

入
す

る
。

考
査

項
目

細
別

工
種

d
３

．
出

来
形

及
Ⅱ

．
品

質
　

　
び

出
来

ば
え

●
評

価
対

象
項

目
□

品
質

関
係

の
測

定
方

法
又

は
測

定
値

が
不

適
切

で
あ

っ
た

た
め

、
検

査
員

が
修

補
指

示
を

行
っ

た
。

上
記

該
当

項
目

が
あ

れ
ば

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
ｅ

□
品

質
関

係
の

測
定

方
法

又
は

測
定

値
が

不
適

切
で

あ
っ

た
た

め
、

監
督

員
が

文
書

で
指

示
を

行
い

改
善

さ
れ

た
。

上
記

該
当

項
目

が
あ

れ
ば

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
ｄ

□
□

管
材

料
は

日
本

水
道

協
会

検
査

証
明

書
等

、
品

質
規

格
証

明
書

が
整

備
さ

れ
て

い
る

。
□

□
接

合
面

が
適

切
な

処
理

を
行

っ
て

い
る

こ
と

が
確

認
で

き
る

。
□

□
接

合
器

材
の

管
理

、
取

扱
い

が
適

切
に

行
っ

て
い

る
こ

と
が

確
認

で
き

る
。

□
□

接
合

結
果

が
記

録
さ

れ
、

確
認

で
き

る
。

□
□

排
水

路
の

深
さ

、
勾

配
等

が
適

切
に

施
工

さ
れ

て
い

る
。

□
□

管
布

設
状

況
が

記
録

さ
れ

、
整

理
さ

れ
て

い
る

。
□

□
施

工
基

面
が

平
滑

に
仕

上
げ

ら
れ

て
い

る
。

□
□

施
工

条
件

に
適

し
た

方
法

で
作

業
が

行
わ

れ
て

い
る

。
□

□
管

の
下

端
、

側
部

の
締

め
固

め
が

均
等

に
実

施
さ

れ
て

い
る

。
□

□
附

属
構

造
物

に
き

め
細

や
か

な
施

工
が

う
か

が
え

る
。

□
□

そ
の

他
（
理

由
：
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

）

※
上

記
該

当
項

目
を

評
価

し
た

後
、

以
下

の
ば

ら
つ

き
の

評
価

を
し

て
く
だ

さ
い

。
□

ば
ら

つ
き

　
５

０
％

以
下

□
ば

ら
つ

き
　

８
０

％
以

下
□

ば
ら

つ
き

　
８

０
％

超
□

ば
ら

つ
き

で
判

断
不

可
能

①
当

該
「
評

価
対

象
項

目
」
の

う
ち

、
評

価
対

象
外

の
項

目
は

削
除

す
る

。

②
削

除
項

目
の

あ
る

場
合

は
削

除
後

の
評

価
項

目
数

を
母

数
と

し
て

、
比

率

（
％

）
計

算
の

値
で

評
価

す
る

。

③
評

価
値

（
　

　
％

）
＝

（
　

　
）
評

価
数

／
（
　

　
）
評

価
対

象
項

目
数

④
な

お
、

削
除

後
の

評
価

対
象

項
目

数
が

２
以

下
の

場
合

は
ｃ
評

価
と

す
る

。

注
　

試
験

結
果

の
打

点
数

等
が

少
な

く
ば

ら
つ

き
の

判
断

が
で

き
な

い
場

合
は

評
価

対
象

項
目

（
評

価
値

）
だ

け
で

評
価

す
る

。

 

評
価

対
象

項
目

(評
価

値
)だ

け
の

評
価

評 価 値

9
0
％

以
上

ａ
8
0
％

以
上

9
0
％

未
満

ａ
’

7
0
％

以
上

8
0
％

未
満

ｂ
6
0
％

以
上

7
0
％

未
満

ｂ
’

6
0
％

未
満

ｃ

5
0
％

以
下

評 価 値

9
0
％

以
上

ａ
ａ
’

ｂ
7
5
％

以
上

9
0
％

未
満

ａ
’

ｂ
ｂ
’

6
0
％

以
上

7
5
％

未
満

ｂ
ｂ
’

ｃ
6
0
％

未
満

ｂ
’

ｃ
ｃ

a
ａ
’

ｂ
ｂ
’

ば
ら

つ
き

で
判

断
可

能
8
0
％

以
下

8
0
％

を
超

え
る

ｃ
e

【
農

政
部

】
管

水
路

工
事

品
質

関
係

の
試

験
結

果
の

ば
ら

つ
き

と
評

価
対

象
項

目
の

履
行

状
況

（
評

価
値

）
か

ら
判

断
す

る
。

＜
判

断
基

準
参

照
＞

[関
連

基
準

、
土

木
工

事
施

工
管

理
基

準
、

そ
の

他
設

計
図

書
に

定
め

ら
れ

た
試

験
]

※
ば

ら
つ

き
の

判
断

は
別

紙
－

３
の

２
参

照
。

文
書

で
指

示
を

行
っ

た
修

補
指

示
を

行
っ

た

●
判

断
基

準

12-75



　
　

工
事

成
績

採
点

の
考

査
項

目
別

運
用

表
（
R

7
.4

.1
) 
【
土

木
】

工
事

成
績

採
点

の
考

査
項

目
の

考
査

項
目

別
運

用
表

３
８

／
６

５
ペ

ー
ジ

別
紙

－
３

契
約

管
理

番
号

：
工

　
事

　
名

：
（
　

検
査

員
　

）
［
記

入
方

法
］
評

価
対

象
項

目
は

左
□

に
レ

マ
ー

ク
、

評
価

項
目

は
右

□
に

レ
マ

ー
ク

を
記

入
す

る
。

考
査

項
目

細
別

工
種

d
３

．
出

来
形

及
Ⅱ

．
品

質
　

　
び

出
来

ば
え

●
評

価
対

象
項

目
□

品
質

関
係

の
測

定
方

法
又

は
測

定
値

が
不

適
切

で
あ

っ
た

た
め

、
検

査
員

が
修

補
指

示
を

行
っ

た
。

上
記

該
当

項
目

が
あ

れ
ば

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
ｅ

□
品

質
関

係
の

測
定

方
法

又
は

測
定

値
が

不
適

切
で

あ
っ

た
た

め
、

監
督

員
が

文
書

で
指

示
を

行
い

改
善

さ
れ

た
。

上
記

該
当

項
目

が
あ

れ
ば

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
ｄ

□
□

基
礎

処
理

施
工

要
領

書
及

び
盛

り
立

て
要

領
書

に
示

さ
れ

た
規

定
に

従
い

適
切

に
実

施
さ

れ
て

い
る

。
□

□
施

工
基

面
及

び
法

面
が

平
滑

に
仕

上
げ

ら
れ

て
い

る
。

□
□

湧
水

が
適

切
に

処
理

さ
れ

て
い

る
。

□
□

雨
水

に
よ

る
崩

壊
が

起
こ

ら
な

い
よ

う
に

排
水

対
策

を
実

施
し

て
い

る
。

□
□

鉄
筋

の
組

立
、

継
手

部
、

か
ぶ

り
は

工
事

図
面

に
示

さ
れ

た
と

お
り

施
工

し
て

い
る

。
□

□
構

造
物

と
同

様
な

養
生

条
件

に
お

か
れ

た
供

試
体

を
用

い
て

強
度

確
認

を
行

っ
て

い
る

。
□

□
埋

設
計

器
が

設
置

要
領

に
従

っ
て

さ
れ

て
お

り
、

正
常

な
作

動
が

確
認

で
き

る
。

□
□

刃
金

土
や

堤
体

の
締

め
固

め
が

適
切

に
実

施
さ

れ
て

い
る

こ
と

が
、

工
事

書
類

等
に

よ
り

確
認

で
き

る
。

□
□

グ
ラ

ウ
ト

工
が

適
切

に
実

施
さ

れ
て

い
る

こ
と

が
、

工
事

書
類

等
に

よ
り

確
認

で
き

る
。

□
□

そ
の

他
付

帯
構

造
物

は
、

設
計

図
書

に
基

づ
き

適
切

に
実

施
さ

れ
て

い
る

。
□

□
そ

の
他

（
理

由
：
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

）

※
上

記
該

当
項

目
を

評
価

し
た

後
、

以
下

の
ば

ら
つ

き
の

評
価

を
し

て
く
だ

さ
い

。
□

ば
ら

つ
き

　
５

０
％

以
下

□
ば

ら
つ

き
　

８
０

％
以

下
□

ば
ら

つ
き

　
８

０
％

超
□

ば
ら

つ
き

で
判

断
不

可
能

①
当

該
「
評

価
対

象
項

目
」
の

う
ち

、
評

価
対

象
外

の
項

目
は

削
除

す
る

。

②
削

除
項

目
の

あ
る

場
合

は
削

除
後

の
評

価
項

目
数

を
母

数
と

し
て

、
比

率

（
％

）
計

算
の

値
で

評
価

す
る

。

③
評

価
値

（
　

　
％

）
＝

（
　

　
）
評

価
数

／
（
　

　
）
評

価
対

象
項

目
数

④
な

お
、

削
除

後
の

評
価

対
象

項
目

数
が

２
以

下
の

場
合

は
ｃ
評

価
と

す
る

。

注
　

試
験

結
果

の
打

点
数

等
が

少
な

く
ば

ら
つ

き
の

判
断

が
で

き
な

い
場

合
は

評
価

対
象

項
目

（
評

価
値

）
だ

け
で

評
価

す
る

。

 

8
0
％

以
上

9
0
％

未
満

ａ
’

7
0
％

以
上

8
0
％

未
満

ｂ
6
0
％

以
上

7
0
％

未
満

ｂ
’

6
0
％

未
満

ｃ

9
0
％

以
上

ａ
評

価
対

象
項

目
(評

価
値

)だ
け

の
評

価

評 価 値

6
0
％

未
満

ｂ
’

a
ａ
’

ｃ
e

【
農

政
部

】
フ

イ
ル

ダ
ム

・
た

め
池

工
事

品
質

関
係

の
試

験
結

果
の

ば
ら

つ
き

と
評

価
対

象
項

目
の

履
行

状
況

（
評

価
値

）
か

ら
判

断
す

る
。

＜
判

断
基

準
参

照
＞

[関
連

基
準

、
土

木
工

事
施

工
管

理
基

準
、

そ
の

他
設

計
図

書
に

定
め

ら
れ

た
試

験
]

※
ば

ら
つ

き
の

判
断

は
別

紙
－

３
の

２
参

照
。

文
書

で
指

示
を

行
っ

た
修

補
指

示
を

行
っ

た

●
判

断
基

準
ば

ら
つ

き
で

判
断

可
能

5
0
％

以
下

8
0
％

以
下

8
0
％

を
超

え
る

評 価 値

9
0
％

以
上

ａ
ａ
’

ｂ
7
5
％

以
上

9
0
％

未
満

ａ
’

ｂ
ｂ
’

6
0
％

以
上

7
5
％

未
満

ｂ
ｂ
’

ｃ
ｃ

ｃ

ｂ
ｂ
’

12-76



　
　

工
事

成
績

採
点

の
考

査
項

目
別

運
用

表
（
R

7
.4

.1
) 
【
土

木
】

工
事

成
績

採
点

の
考

査
項

目
の

考
査

項
目

別
運

用
表

３
９

～
４

０
／

６
５

ペ
ー

ジ
別

紙
－

３
契

約
管

理
番

号
：

工
　

事
　

名
：

［
記

入
方

法
］
評

価
対

象
項

目
は

左
□

に
レ

マ
ー

ク
、

評
価

項
目

は
右

□
に

レ
マ

ー
ク

を
記

入
す

る
。

（
　

検
査

員
　

）
考

査
項

目
細

別
工

種
d

３
．

出
来

形
及

Ⅱ
．

品
質

　
　

び
出

来
ば

え

●
評

価
対

象
項

目
□

品
質

関
係

の
測

定
方

法
又

は
測

定
値

が
不

適
切

で
あ

っ
た

た
め

、
検

査
員

が
修

補
指

示
を

行
っ

た
。

上
記

該
当

項
目

が
あ

れ
ば

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
ｅ

□
品

質
関

係
の

測
定

方
法

又
は

測
定

値
が

不
適

切
で

あ
っ

た
た

め
、

監
督

員
が

文
書

で
指

示
を

行
い

改
善

さ
れ

た
。

上
記

該
当

項
目

が
あ

れ
ば

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
ｄ

【
共

通
】

□
□

使
用

す
る

材
料

の
品

質
・
形

状
等

が
適

切
で

あ
り

、
か

つ
現

場
に

お
い

て
材

料
確

認
を

適
宜

・
的

確
に

行
っ

て
い

る
こ

と
が

確
認

で
き

る
。

□
□

構
造

物
の

劣
化

状
況

を
よ

く
把

握
し

て
、

適
切

な
対

策
を

施
し

て
い

る
こ

と
が

確
認

で
き

る
。

□
□

□
□

気
象

条
件

に
応

じ
た

施
工

方
法

で
施

工
さ

れ
て

い
る

こ
と

が
確

認
で

き
る

。
□

□
部

品
の

洗
浄

・
下

地
処

理
が

適
切

に
行

わ
れ

て
い

る
こ

と
が

確
認

で
き

る
。

□
□

養
生

の
期

間
・
現

場
条

件
が

適
切

に
な

さ
れ

て
い

る
こ

と
が

確
認

で
き

る
。

□
□

施
工

時
の

現
場

条
件

（
ド

ラ
イ

施
工

等
）
が

適
切

に
行

わ
れ

て
い

る
こ

と
が

確
認

で
き

る
。

□
□

規
定

の
厚

さ
で

施
工

さ
れ

て
い

る
こ

と
が

確
認

で
き

る
。

□
□

施
工

後
の

規
定

断
面

が
確

保
さ

れ
て

い
る

こ
と

が
確

認
で

き
る

。
□

□
そ

の
他

（
理

由
：
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

）

【
開

水
路

補
修

工
関

係
】

□
□

補
修

材
が

規
定

の
付

着
強

度
で

当
該

既
設

構
造

物
に

密
着

さ
れ

て
い

る
こ

と
が

確
認

で
き

る
。

□
□

目
地

の
対

策
が

適
切

に
施

工
さ

れ
て

い
る

こ
と

が
確

認
で

き
る

。
□

□
そ

の
他

（
理

由
：
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

）

【
管

更
正

工
関

係
】

□
□

管
更

正
材

が
規

定
の

付
着

強
度

で
当

該
既

設
構

造
物

に
密

着
さ

れ
て

い
る

こ
と

が
確

認
で

き
る

。
□

□
各

種
耐

用
試

験
結

果
（
曲

げ
強

度
試

験
他

）
に

ク
リ

ア
し

て
い

る
こ

と
が

確
認

で
き

る
。

□
□

曲
線

部
の

施
工

で
は

弛
み

が
無

い
こ

と
が

確
認

で
き

る
。

ま
た

、
施

工
上

、
や

む
を

得
ず

出
来

た
弛

み
も

適
切

な
方

法
に

よ
り

対
処

し
た

こ
と

が
確

認
で

き
る

。
□

□
そ

の
他

（
理

由
：
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

）
 

ｃ
e

品
質

関
係

の
試

験
結

果
の

ば
ら

つ
き

と
評

価
対

象
項

目
の

履
行

状
況

（
評

価
値

）
か

ら
判

断
す

る
。

＜
判

断
基

準
参

照
＞

[関
連

基
準

、
土

木
工

事
施

工
管

理
基

準
、

そ
の

他
設

計
図

書
に

定
め

ら
れ

た
試

験
]

※
ば

ら
つ

き
の

判
断

は
別

紙
－

３
の

２
参

照
。

文
書

で
指

示
を

行
っ

た
修

補
指

示
を

行
っ

た

監
督

員
の

指
示

事
項

に
対

し
て

、
現

地
状

況
を

勘
案

し
、

施
工

方
法

や
構

造
に

つ
い

て
の

提
案

を
行

う
な

ど
積

極
的

に
取

り
組

ん
で

い
る

こ
と

が
確

認
で

き
る

。

【
農

政
部

】
水

路
補

修
工

事
・
目

地
補

修
工

・
断

面
修

復
工

・
表

面
被

覆
工

・
管

更
正

工

a
ａ
’

ｂ
ｂ
’
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工
事

成
績

採
点

の
考

査
項

目
別

運
用

表
（
R

7
.4

.1
) 
【
土

木
】

※
上

記
該

当
項

目
を

評
価

し
た

後
、

以
下

の
ば

ら
つ

き
の

評
価

を
し

て
く
だ

さ
い

。
□

ば
ら

つ
き

　
５

０
％

以
下

□
ば

ら
つ

き
　

８
０

％
以

下
□

ば
ら

つ
き

　
８

０
％

超
□

ば
ら

つ
き

で
判

断
不

可
能

①
当

該
「
評

価
対

象
項

目
」
の

う
ち

、
評

価
対

象
外

の
項

目
は

削
除

す
る

。

②
削

除
項

目
の

あ
る

場
合

は
削

除
後

の
評

価
項

目
数

を
母

数
と

し
て

、
比

率

（
％

）
計

算
の

値
で

評
価

す
る

。

③
評

価
値

（
　

　
％

）
＝

（
　

　
）
評

価
数

／
（
　

　
）
評

価
対

象
項

目
数

④
な

お
、

削
除

後
の

評
価

対
象

項
目

数
が

２
以

下
の

場
合

は
ｃ
評

価
と

す
る

。

注
　

試
験

結
果

の
打

点
数

等
が

少
な

く
ば

ら
つ

き
の

判
断

が
で

き
な

い
場

合
は

評
価

対
象

項
目

（
評

価
値

）
だ

け
で

評
価

す
る

。

ａ
8
0
％

以
上

9
0
％

未
満

ａ
’

7
0
％

以
上

8
0
％

未
満

ｂ
6
0
％

以
上

7
0
％

未
満

ｂ
’

6
0
％

未
満

ｃ

6
0
％

未
満

ｂ
’

5
0
％

以
下

8
0
％

以
下

8
0
％

を
超

え
る

●
判

断
基

準
ば

ら
つ

き
で

判
断

可
能

ｃ

 

9
0
％

以
上

ａ
ａ
’

ｂ

評
価

対
象

項
目

(評
価

値
)だ

け
の

評
価

評 価 値

9
0
％

以
上

ｃ

評 価 値
6
0
％

以
上

7
5
％

未
満

ｂ
ｂ
’

7
5
％

以
上

9
0
％

未
満

ａ
’

ｂ
ｂ
’ ｃ
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工
事

成
績

採
点

の
考

査
項

目
別

運
用

表
（
R

7
.4

.1
) 
【
土

木
】

工
事

成
績

採
点

の
考

査
項

目
の

考
査

項
目

別
運

用
表

４
１

／
６

５
ペ

ー
ジ

別
紙

－
３

契
約

管
理

番
号

：
工

　
事

　
名

：
（
　

検
査

員
　

）
［
記

入
方

法
］
評

価
対

象
項

目
は

左
□

に
レ

マ
ー

ク
、

評
価

項
目

は
右

□
に

レ
マ

ー
ク

を
記

入
す

る
。

考
査

項
目

細
別

工
種

d
３

．
出

来
形

及
Ⅱ

．
品

質
　

　
び

出
来

ば
え

●
評

価
対

象
項

目
□

品
質

関
係

の
測

定
方

法
又

は
測

定
値

が
不

適
切

で
あ

っ
た

た
め

、
検

査
員

が
修

補
指

示
を

行
っ

た
。

上
記

該
当

項
目

が
あ

れ
ば

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
ｅ

□
品

質
関

係
の

測
定

方
法

又
は

測
定

値
が

不
適

切
で

あ
っ

た
た

め
、

監
督

員
が

文
書

で
指

示
を

行
い

改
善

さ
れ

た
。

上
記

該
当

項
目

が
あ

れ
ば

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
ｄ

□
□

使
用

す
る

材
料

の
品

質
・
形

状
等

が
適

切
で

あ
り

、
か

つ
現

場
に

お
い

て
材

料
確

認
を

適
宜

・
的

確
に

行
っ

て
い

る
こ

と
が

確
認

で
き

る
。

□
□

構
造

物
の

劣
化

状
況

を
よ

く
把

握
し

て
、

適
切

な
対

策
を

施
し

て
い

る
こ

と
が

確
認

で
き

る
。

□
□

監
督

員
の

指
示

事
項

に
対

し
て

、
現

地
状

況
を

勘
案

し
、

施
工

方
法

や
構

造
に

つ
い

て
の

提
案

を
行

う
な

ど
積

極
的

に
取

り
組

ん
で

い
る

こ
と

が
確

認
で

き
る

。
□

□
緊

急
的

な
作

業
に

お
い

て
、

迅
速

か
つ

適
切

に
対

応
し

て
い

る
こ

と
が

確
認

で
き

る
。

(維
持

工
事

）
□

□
施

工
後

の
メ

ン
テ

ナ
ン

ス
に

対
す

る
提

言
や

修
繕

サ
イ

ク
ル

等
を

勘
案

し
た

提
案

等
を

行
っ

て
い

る
こ

と
が

確
認

で
き

る
。

(修
繕

工
事

）
□

□
そ

の
他

（
理

由
：
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

）
□

□
そ

の
他

（
理

由
：
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

）
□

□
そ

の
他

（
理

由
：
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

）
□

□
そ

の
他

（
理

由
：
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

）

※
該

当
項

目
が

６
項

目
以

上
・

・
・

・
・

・
・

ａ
※

該
当

項
目

が
５

項
目

・
・

・
・

・
・

・
・

・
ａ

’
※

該
当

項
目

が
４

項
目

・
・

・
・

・
・

・
・

・
ｂ

※
該

当
項

目
が

３
項

目
・

・
・

・
・

・
・

・
・

ｂ
’

※
該

当
項

目
が

２
項

目
以

下
・

・
・

・
・

・
・

ｃ

注
　

 

修
繕

工
事

（
橋

脚
補

強
，

耐
震

補
強

，
落

橋
防

止
等

）

●
判

断
基

準

記
載

の
４

項
目

を
必

須
の

評
価

対
象

項
目

と
し

、
こ

の
他

に
適

宜
項

目
を

追
加

し
て

評
価

す
る

も
の

と
す

る
。

た
だ

し
、

評
価

対
象

項
目

は
最

大
８

項
目

と
す

る
。

ｂ
ｂ
’

ｃ
e

維
持

工
事

（
清

掃
工

，
除

草
工

，
付

属
物

工
，

除
雪

，
応

急
処

理
等

）

優
れ

て
い

る
ｂ
よ

り
優

れ
て

い
る

や
や

優
れ

て
い

る
ｃ
よ

り
優

れ
て

い
る

他
の

評
価

に
該

当
し

な
い

文
書

で
指

示
を

行
っ

た
修

補
指

示
を

行
っ

た

a
ａ
’
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工
事

成
績

採
点

の
考

査
項

目
別

運
用

表
（
R

7
.4

.1
) 
【
土

木
】

工
事

成
績

採
点

の
考

査
項

目
の

考
査

項
目

別
運

用
表

４
２

／
６

５
ペ

ー
ジ

別
紙

－
３

契
約

管
理

番
号

：
工

　
事

　
名

：
（
　

検
査

員
　

）
［
記

入
方

法
］
評

価
対

象
項

目
は

左
□

に
レ

マ
ー

ク
、

評
価

項
目

は
右

□
に

レ
マ

ー
ク

を
記

入
す

る
。

考
査

項
目

細
別

工
種

d
３

．
出

来
形

及
Ⅱ

．
品

質
　

　
び

出
来

ば
え

●
評

価
対

象
項

目
□

品
質

関
係

の
測

定
方

法
又

は
測

定
値

が
不

適
切

で
あ

っ
た

た
め

、
検

査
員

が
修

補
指

示
を

行
っ

た
。

上
記

該
当

項
目

が
あ

れ
ば

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
ｅ

□
品

質
関

係
の

測
定

方
法

又
は

測
定

値
が

不
適

切
で

あ
っ

た
た

め
、

監
督

員
が

文
書

で
指

示
を

行
い

改
善

さ
れ

た
。

上
記

該
当

項
目

が
あ

れ
ば

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
ｄ

□
□

分
別

、
再

資
源

化
を

適
切

に
実

施
し

て
い

る
。

□
□

施
工

計
画

書
に

定
め

ら
れ

た
計

画
に

よ
り

管
理

さ
れ

て
い

る
。

□
□

廃
棄

物
の

処
理

が
適

切
で

あ
る

。
□

□
不

可
視

部
分

の
写

真
記

録
が

適
正

で
あ

る
。

□
□

そ
の

他
（
理

由
：
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

）
□

□
そ

の
他

（
理

由
：
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

）
□

□
そ

の
他

（
理

由
：
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

）
□

□
そ

の
他

（
理

由
：
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

）

※
該

当
項

目
が

６
項

目
以

上
・

・
・

・
・

・
・

ａ
※

該
当

項
目

が
５

項
目

・
・

・
・

・
・

・
・

・
ａ

’
※

該
当

項
目

が
４

項
目

・
・

・
・

・
・

・
・

・
ｂ

※
該

当
項

目
が

３
項

目
・

・
・

・
・

・
・

・
・

ｂ
’

※
該

当
項

目
が

２
項

目
以

下
・

・
・

・
・

・
・

ｃ

 

a
ａ
’

ｂ
ｂ
’

ｃ
e

取
壊

し
工

事
優

れ
て

い
る

ｂ
よ

り
優

れ
て

い
る

や
や

優
れ

て
い

る
ｃ
よ

り
優

れ
て

い
る

他
の

評
価

に
該

当
し

な
い

文
書

で
指

示
を

行
っ

た
修

補
指

示
を

行
っ

た

●
判

断
基

準
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成
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点
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考

査
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目
の

考
査

項
目

別
運

用
表

４
３

／
６

５
ペ

ー
ジ

別
紙

－
３

契
約

管
理

番
号

：
工

　
事

　
名

：
（
　

検
査

員
　

）
［
記

入
方

法
］
評

価
対

象
項

目
は

左
□

に
レ

マ
ー

ク
、

評
価

項
目

は
右

□
に

レ
マ

ー
ク

を
記

入
す

る
。

考
査

項
目

細
別

工
種

d
３

．
出

来
形

及
Ⅱ

．
品

質
　

　
び

出
来

ば
え

●
評

価
対

象
項

目
□

品
質

関
係

の
測

定
方

法
又

は
測

定
値

が
不

適
切

で
あ

っ
た

た
め

、
検

査
員

が
修

補
指

示
を

行
っ

た
。

上
記

該
当

項
目

が
あ

れ
ば

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
ｅ

□
品

質
関

係
の

測
定

方
法

又
は

測
定

値
が

不
適

切
で

あ
っ

た
た

め
、

監
督

員
が

文
書

で
指

示
を

行
い

改
善

さ
れ

た
。

上
記

該
当

項
目

が
あ

れ
ば

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
ｄ

□
□

仮
設

材
に

そ
り

、
ゆ

が
み

、
傷

が
な

い
。

□
□

仮
設

材
の

組
立

・
設

置
が

確
実

に
な

さ
れ

、
か

つ
点

検
も

行
わ

れ
て

い
る

。
□

□
周

辺
環

境
（
騒

音
・
振

動
・
地

盤
変

動
等

）
に

配
慮

し
た

施
工

方
法

で
実

施
し

て
い

る
。

□
□

施
工

記
録

等
に

よ
り

設
計

条
件

に
適

合
し

た
根

入
れ

長
で

施
工

さ
れ

て
い

る
こ

と
が

確
認

で
き

る
。

□
□

排
水

を
考

慮
し

、
良

好
な

床
付

け
面

を
確

保
し

て
い

る
。

□
□

そ
の

他
（
理

由
：
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

）
□

□
そ

の
他

（
理

由
：
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

）
□

□
そ

の
他

（
理

由
：
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

）

※
該

当
項

目
が

６
項

目
以

上
・

・
・

・
・

・
・

ａ
※

該
当

項
目

が
５

項
目

・
・

・
・

・
・

・
・

・
ａ

’
※

該
当

項
目

が
４

項
目

・
・

・
・

・
・

・
・

・
ｂ

※
該

当
項

目
が

３
項

目
・

・
・

・
・

・
・

・
・

ｂ
’

※
該

当
項

目
が

２
項

目
以

下
・

・
・

・
・

・
・

ｃ
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目
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目

別
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４

／
６
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ペ

ー
ジ

別
紙

－
３

契
約

管
理

番
号

：
工

　
事

　
名

：
（
　

検
査

員
　

）
［
記

入
方

法
］
評

価
対

象
項

目
は

左
□

に
レ

マ
ー

ク
、

評
価

項
目

は
右

□
に

レ
マ

ー
ク

を
記

入
す

る
。

考
査

項
目

細
別

工
種

d
３

．
出

来
形

及
Ⅱ

．
品

質
　

　
び

出
来

ば
え

●
評

価
対

象
項

目
□

品
質

関
係

の
測

定
方

法
又

は
測

定
値

が
不

適
切

で
あ

っ
た

た
め

、
検

査
員

が
修

補
指

示
を

行
っ

た
。

上
記

該
当

項
目

が
あ

れ
ば

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
ｅ

□
品

質
関

係
の

測
定

方
法

又
は

測
定

値
が

不
適

切
で

あ
っ

た
た

め
、

監
督

員
が

文
書

で
指

示
を

行
い

改
善

さ
れ

た
。

上
記

該
当

項
目

が
あ

れ
ば

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
ｄ

□
□

仕
様

書
で

定
め

ら
れ

て
い

る
品

質
管

理
が

実
施

さ
れ

て
い

る
。

□
□

材
料

の
品

質
規

定
証

明
書

が
整

備
さ

れ
て

い
る

。
□

□
各

工
種

の
施

工
に

適
し

た
法

面
整

形
、

階
段

切
付

が
行

わ
れ

て
お

り
、

障
害

と
な

る
根

株
、

転
石

等
が

除
去

さ
れ

て
い

る
。

□
□

雨
水

等
に

よ
る

崩
落

を
防

止
す

る
た

め
排

水
対

策
が

実
施

さ
れ

て
い

る
。

□
□

排
水

を
考

慮
し

、
良

好
な

床
付

け
面

を
確

保
し

て
い

る
。

□
□

端
部

に
お

け
る

地
山

と
の

す
り

つ
け

に
き

め
細

か
い

注
意

が
う

か
が

え
る

。
□

□
植

生
の

育
成

に
配

慮
し

た
丁

寧
な

施
工

が
な

さ
れ

て
い

る
。

□
□

植
栽

木
に

破
損

や
病

害
虫

が
な

く
、

植
栽

、
施

肥
の

施
工

に
あ

た
り

、
苗

木
の

育
成

に
配

慮
し

た
丁

寧
な

施
工

が
な

さ
れ

て
い

る
。

□
□

各
工

種
の

特
徴

、
要

点
を

理
解

し
、

施
工

に
創

意
工

夫
が

見
ら

れ
る

。
□

□
そ

の
他

（
理

由
：
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

）
□

□
そ

の
他

（
理

由
：
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

）

※
上

記
該

当
項

目
を

評
価

し
た

後
、

以
下

の
ば

ら
つ

き
の

評
価

を
し

て
く
だ

さ
い

。

□
ば

ら
つ

き
　

５
０

％
以

下
□

ば
ら

つ
き

　
８

０
％

以
下

□
ば

ら
つ

き
　

８
０

％
超

□
ば

ら
つ

き
で

判
断

不
可

能
　

　

①
当

該
「
評

価
対

象
項

目
」
の

う
ち

、
評

価
対

象
外

の
項

目
は

削
除

す
る

。

②
削

除
項

目
の

あ
る

場
合

は
削

除
後

の
評

価
項

目
数

を
母

数
と

し
て

、
比

率

（
％

）
計

算
の

値
で

評
価

す
る

。

③
評

価
値

（
　

　
％

）
＝

（
　

　
）
評

価
数

／
（
　

　
）
評

価
対

象
項

目
数

④
な

お
、

削
除

後
の

評
価

対
象

項
目

数
が

２
以

下
の

場
合

は
ｃ
評

価
と

す
る

。

注
　

試
験

結
果

の
打

点
数

等
が

少
な

く
ば

ら
つ

き
の

判
断

が
で

き
な

い
場

合
は

評
価

対
象

項
目

（
評

価
値

）
だ

け
で

評
価

す
る

。

 

9
0
％

以
上

ａ

ａ
’

ａ
’

ｂ
7
5
％

以
上

9
0
％

未
満

ａ
’

ｂ
ｂ
’

6
0
％

以
上

7
5
％

未
満

ｂ
ｂ
’

ｃ
6
0
％

未
満

ｂ
’

ｃ
ｃ

評
価

対
象

項
目

(評
価

値
)だ

け
の

評
価

評 価 値

9
0
％

以
上

ａ
8
0
％

以
上

9
0
％

未
満

ａ
’

7
0
％

以
上

8
0
％

未
満

ｂ
6
0
％

以
上

7
0
％

未
満

ｂ
’

6
0
％

未
満

ｃ

評 価 値

ｂ
ｂ
’

ｃ
e

柵
工

、
筋

工
、

伏
工

工
事

品
質

関
係

の
試

験
結

果
の

ば
ら

つ
き

と
評

価
対

象
項

目
の

履
行

状
況

（
評

価
値

）
か

ら
判

断
す

る
。

＜
判

断
基

準
参

照
＞

[関
連

基
準

、
土

木
工

事
施

工
管

理
基

準
、

そ
の

他
設

計
図

書
に

定
め

ら
れ

た
試

験
]

※
ば

ら
つ

き
の

判
断

は
別

紙
－

３
の

２
参

照
。

文
書

で
指

示
を

行
っ

た
修

補
指

示
を

行
っ

た

●
判

断
基

準
ば

ら
つ

き
で

判
断

可
能

5
0
％

以
下

8
0
％

以
下

8
0
％

を
超

え
る

a
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事
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査
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）
［
記

入
方

法
］
評

価
対

象
項

目
は

左
□

に
レ

マ
ー

ク
、

評
価

項
目

は
右

□
に

レ
マ

ー
ク

を
記

入
す

る
。

考
査

項
目

細
別

工
種

d
３

．
出

来
形

及
Ⅱ

．
品

質
　

　
び

出
来

ば
え

●
評

価
対

象
項

目
□

品
質

関
係

の
測

定
方

法
又

は
測

定
値

が
不

適
切

で
あ

っ
た

た
め

、
検

査
員

が
修

補
指

示
を

行
っ

た
。

上
記

該
当

項
目

が
あ

れ
ば

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
ｅ

□
品

質
関

係
の

測
定

方
法

又
は

測
定

値
が

不
適

切
で

あ
っ

た
た

め
、

監
督

員
が

文
書

で
指

示
を

行
い

改
善

さ
れ

た
。

上
記

該
当

項
目

が
あ

れ
ば

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
ｄ

□
□

伐
開

・
除

根
作

業
に

よ
り

発
生

し
た

伐
開

木
、

根
株

、
枝

条
等

が
適

切
に

処
理

さ
れ

て
い

る
。

□
□

仮
設

道
路

、
仮

排
水

路
等

は
、

設
計

図
書

に
よ

り
施

工
・
管

理
さ

れ
て

お
り

、
そ

の
出

来
高

に
つ

い
て

も
適

切
に

管
理

さ
れ

設
計

以
上

で
あ

る
こ

と
が

確
認

で
き

る
。

□
□

雨
水

等
に

よ
る

崩
落

、
土

砂
の

流
亡

等
を

防
止

す
る

た
め

の
排

水
対

策
が

実
施

さ
れ

て
い

る
。

□
□

表
土

の
は

ぎ
取

り
に

あ
た

り
、

雑
物

等
が

混
入

し
な

い
よ

う
注

意
す

る
と

共
に

、
表

土
の

基
礎

へ
の

混
入

や
逸

散
の

防
止

等
に

細
心

の
注

意
を

払
っ

て
施

工
さ

れ
て

い
る

。
□

□
造

成
、

整
地

等
は

設
計

図
書

等
に

基
づ

き
施

工
さ

れ
て

お
り

、
仕

上
が

り
に

つ
い

て
は

基
準

値
を

満
足

し
て

い
る

。
□

□
道

路
の

造
成

に
あ

た
り

、
横

断
勾

配
、

土
質

等
に

つ
い

て
設

計
図

書
等

に
基

づ
き

適
切

に
施

工
さ

れ
て

お
り

、
仕

上
が

り
に

つ
い

て
も

基
準

値
を

満
足

し
て

い
る

。
□

□
土

壌
改

良
に

使
用

す
る

肥
料

は
法

律
に

基
づ

く
保

証
票

が
確

認
で

き
、

施
工

は
仕

様
書

等
に

基
づ

き
細

心
の

注
意

を
払

っ
て

い
る

。
□

□
畦

畔
、

溝
畔

等
は

設
計

図
書

に
基

づ
き

施
工

さ
れ

て
お

り
、

仕
上

が
り

は
規

格
値

を
満

足
し

て
い

る
。

□
□

そ
の

他
（
理

由
：
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

）
□

□
そ

の
他

（
理

由
：
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

）

※
上

記
該

当
項

目
を

評
価

し
た

後
、

以
下

の
ば

ら
つ

き
の

評
価

を
し

て
く
だ

さ
い

。

□
ば

ら
つ

き
　

５
０

％
以

下
□

ば
ら

つ
き

　
８

０
％

以
下

□
ば

ら
つ

き
　

８
０

％
超

□
ば

ら
つ

き
で

判
断

不
可

能

①
当

該
「
評

価
対

象
項

目
」
の

う
ち

、
評

価
対

象
外

の
項

目
は

削
除

す
る

。

②
削

除
項

目
の

あ
る

場
合

は
削

除
後

の
評

価
項

目
数

を
母

数
と

し
て

、
比

率

（
％

）
計

算
の

値
で

評
価

す
る

。

③
評

価
値

（
　

　
％

）
＝

（
　

　
）
評

価
数

／
（
　

　
）
評

価
対

象
項

目
数

④
な

お
、

削
除

後
の

評
価

対
象

項
目

数
が

２
以

下
の

場
合

は
ｃ
評

価
と

す
る

。

注
　

試
験

結
果

の
打

点
数

等
が

少
な

く
ば

ら
つ

き
の

判
断

が
で

き
な

い
場

合
は

評
価

対
象

項
目

（
評

価
値

）
だ

け
で

評
価

す
る

。

 

評
価

対
象

項
目

(評
価

値
)だ

け
の

評
価

評 価 値

9
0
％

以
上

ａ
8
0
％

以
上

9
0
％

未
満

ａ
’

7
0
％

以
上

8
0
％

未
満

ｂ
6
0
％

以
上

7
0
％

未
満

ｂ
’

6
0
％

未
満

ｃ

評 価 値

9
0
％

以
上

ａ
ａ
’

ｂ
7
5
％

以
上

9
0
％

未
満

ａ
’

ｂ
ｂ
’

6
0
％

以
上

7
5
％

未
満

ｂ
ｂ
’

ｃ
6
0
％

未
満

ｂ
’

ｃ

ｃ
e

土
工

事
（
農

地
造

成
）

品
質

関
係

の
試

験
結

果
の

ば
ら

つ
き

と
評

価
対

象
項

目
の

履
行

状
況

（
評

価
値

）
か

ら
判

断
す

る
。

＜
判

断
基

準
参

照
＞

[関
連

基
準

、
土

木
工

事
施

工
管

理
基

準
、

そ
の

他
設

計
図

書
に

定
め

ら
れ

た
試

験
]

※
ば

ら
つ

き
の

判
断

は
別

紙
－

３
の

２
参

照
。

文
書

で
指

示
を

行
っ

た
修

補
指

示
を

行
っ

た

●
判

断
基

準
ば

ら
つ

き
で

判
断

可
能

5
0
％

以
下

8
0
％

以
下

8
0
％

を
超

え
る

ｃ

a
ａ
’

ｂ
ｂ
’

12-83



　
　

工
事

成
績

採
点

の
考

査
項

目
別

運
用

表
（
R

7
.4

.1
) 
【
土

木
】

工
事

成
績

採
点

の
考

査
項

目
の

考
査

項
目

別
運

用
表

４
６

／
６

５
ペ

ー
ジ

別
紙

－
３

契
約

管
理

番
号

：
工

　
事

　
名

：
（
　

検
査

員
　

）
［
記

入
方

法
］
評

価
対

象
項

目
は

左
□

に
レ

マ
ー

ク
、

評
価

項
目

は
右

□
に

レ
マ

ー
ク

を
記

入
す

る
。

考
査

項
目

細
別

工
種

d
３

．
出

来
形

及
Ⅱ

．
品

質
　

　
び

出
来

ば
え

●
評

価
対

象
項

目
□

品
質

関
係

の
測

定
方

法
又

は
測

定
値

が
不

適
切

で
あ

っ
た

た
め

、
検

査
員

が
修

補
指

示
を

行
っ

た
。

上
記

該
当

項
目

が
あ

れ
ば

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
ｅ

□
品

質
関

係
の

測
定

方
法

又
は

測
定

値
が

不
適

切
で

あ
っ

た
た

め
、

監
督

員
が

文
書

で
指

示
を

行
い

改
善

さ
れ

た
。

上
記

該
当

項
目

が
あ

れ
ば

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
ｄ

□
□

伐
開

・
伐

根
作

業
に

よ
り

発
生

し
た

伐
開

木
、

根
株

、
枝

条
等

が
適

切
に

処
理

さ
れ

て
い

る
。

□
□

掘
削

面
の

土
砂

等
は

、
乱

さ
な

い
よ

う
に

丁
寧

に
す

き
取

り
、

適
切

な
場

所
に

搬
出

し
て

い
る

。
□

□
基

礎
地

盤
が

急
勾

配
の

斜
面

で
は

、
法

面
の

崩
壊

や
不

等
沈

下
の

防
止

の
た

め
段

切
等

適
切

に
施

工
し

て
い

る
。

□
□

盛
土

中
の

暗
渠

・
管

等
の

構
造

物
の

あ
る

場
合

は
偏

圧
の

架
か

ら
な

い
よ

う
施

工
し

て
い

る
。

□
□

路
床

、
排

水
路

等
は

設
計

図
書

に
よ

り
施

工
・
管

理
さ

れ
て

お
り

、
そ

の
出

来
形

に
つ

い
て

も
適

切
に

確
認

で
き

る
。

□
□

着
手

前
に

、
崩

壊
、

湧
水

等
を

調
査

確
認

し
、

適
切

な
排

水
対

策
が

実
施

さ
れ

て
い

る
。

□
□

地
す

べ
り

、
崩

壊
等

の
あ

る
場

合
は

、
適

切
な

予
防

法
に

よ
り

工
夫

さ
れ

施
工

さ
れ

て
い

る
。

□
□

掘
削

等
に

よ
り

、
立

木
等

に
損

傷
を

与
え

ず
、

ま
た

飛
散

の
防

止
等

に
も

注
意

を
払

っ
て

施
工

さ
れ

て
い

る
。

□
□

道
路

の
横

断
勾

配
、

幅
員

・
基

準
高

、
土

質
等

に
つ

い
て

設
計

図
書

等
に

基
づ

き
適

切
に

施
工

管
理

さ
れ

て
お

り
仕

上
が

り
も

基
準

値
を

満
足

し
て

い
る

。
□

□
仮

設
道

路
、

排
水

施
設

に
つ

い
て

設
計

図
書

に
よ

り
施

工
・
管

理
さ

れ
、

出
来

形
も

適
切

に
管

理
さ

れ
て

い
る

。
□

□
そ

の
他

（
理

由
：
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

）
□

□
そ

の
他

（
理

由
：
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

）

※
上

記
該

当
項

目
を

評
価

し
た

後
、

以
下

の
ば

ら
つ

き
の

評
価

を
し

て
く
だ

さ
い

。

□
ば

ら
つ

き
　

５
０

％
以

下
□

ば
ら

つ
き

　
８

０
％

以
下

□
ば

ら
つ

き
　

８
０

％
超

□
ば

ら
つ

き
で

判
断

不
可

能

①
当

該
「
評

価
対

象
項

目
」
の

う
ち

、
評

価
対

象
外

の
項

目
は

削
除

す
る

。

②
削

除
項

目
の

あ
る

場
合

は
削

除
後

の
評

価
項

目
数

を
母

数
と

し
て

、
比

率

（
％

）
計

算
の

値
で

評
価

す
る

。

③
評

価
値

（
　

　
％

）
＝

（
　

　
）
評

価
数

／
（
　

　
）
評

価
対

象
項

目
数

④
な

お
、

削
除

後
の

評
価

対
象

項
目

数
が

２
以

下
の

場
合

は
ｃ
評

価
と

す
る

。

注
　

試
験

結
果

の
打

点
数

等
が

少
な

く
ば

ら
つ

き
の

判
断

が
で

き
な

い
場

合
は

評
価

対
象

項
目

（
評

価
値

）
だ

け
で

評
価

す
る

。

 

9
0
％

以
上

ａ
8
0
％

以
上

9
0
％

未
満

ａ
’

7
0
％

以
上

8
0
％

未
満

ｂ
6
0
％

以
上

7
0
％

未
満

ｂ
’

6
0
％

未
満

ｃ

6
0
％

未
満

ｂ
’ａ

ｃ
ｃ

a
ａ
’

ｂ
ｂ
’

ｃ
e

林
道

土
工

工
事

品
質

関
係

の
試

験
結

果
の

ば
ら

つ
き

と
評

価
対

象
項

目
の

履
行

状
況

（
評

価
値

）
か

ら
判

断
す

る
。

＜
判

断
基

準
参

照
＞

[関
連

基
準

、
土

木
工

事
施

工
管

理
基

準
、

そ
の

他
設

計
図

書
に

定
め

ら
れ

た
試

験
]

※
ば

ら
つ

き
の

判
断

は
別

紙
－

３
の

２
参

照
。

文
書

で
指

示
を

行
っ

た
修

補
指

示
を

行
っ

た

●
判

断
基

準
ば

ら
つ

き
で

判
断

可
能

5
0
％

以
下

8
0
％

以
下

8
0
％

を
超

え
る

評 価 値

9
0
％

以
上

評
価

対
象

項
目

(評
価

値
)だ

け
の

評
価

評 価 値

6
0
％

以
上

7
5
％

未
満

ｂ
ｂ
’

ｃ

ａ
’

ｂ
7
5
％

以
上

9
0
％

未
満

ａ
’

ｂ
ｂ
’

12-84



　
　

工
事

成
績

採
点

の
考

査
項

目
別

運
用

表
（
R

7
.4

.1
) 
【
土

木
】

工
事

成
績

採
点

の
考

査
項

目
の

考
査

項
目

別
運

用
表

４
７

／
６

５
ペ

ー
ジ

別
紙

－
３

契
約

管
理

番
号

：
工

　
事

　
名

：
（
　

検
査

員
　

）
［
記

入
方

法
］
評

価
対

象
項

目
は

左
□

に
レ

マ
ー

ク
、

評
価

項
目

は
右

□
に

レ
マ

ー
ク

を
記

入
す

る
。

考
査

項
目

細
別

工
種

d
３

．
出

来
形

及
Ⅱ

．
品

質
　

　
び

出
来

ば
え

●
評

価
対

象
項

目
□

品
質

関
係

の
測

定
方

法
又

は
測

定
値

が
不

適
切

で
あ

っ
た

た
め

、
検

査
員

が
修

補
指

示
を

行
っ

た
。

上
記

該
当

項
目

が
あ

れ
ば

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
ｅ

□
品

質
関

係
の

測
定

方
法

又
は

測
定

値
が

不
適

切
で

あ
っ

た
た

め
、

監
督

員
が

文
書

で
指

示
を

行
い

改
善

さ
れ

た
。

上
記

該
当

項
目

が
あ

れ
ば

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
ｄ

□
□

木
材

・
木

製
品

の
品

質
が

良
好

で
(曲

が
り

等
が

な
い

)設
計

図
書

に
基

づ
き

適
切

に
施

工
さ

れ
て

い
る

。
□

□
仕

様
書

で
定

め
ら

れ
て

い
る

品
質

管
理

が
実

施
さ

れ
て

い
る

。
□

□
組

み
立

て
等

の
ボ

ル
ト

等
の

締
め

付
け

が
確

認
で

き
る

。
□

□
木

材
・
木

製
品

ど
う

し
の

接
続

が
良

好
で

規
定

ど
お

り
施

工
さ

れ
て

い
る

。
□

□
部

品
・
材

料
等

の
品

質
及

び
形

状
が

設
計

図
書

等
と

の
適

切
性

を
確

認
で

き
る

。
□

□
木

材
・
木

製
品

に
よ

る
地

山
及

び
構

造
物

と
の

取
り

合
い

ま
た

は
す

り
付

け
は

良
好

に
施

工
さ

れ
て

い
る

。
□

□
そ

の
他

（
理

由
：
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

）

※
上

記
該

当
項

目
を

評
価

し
た

後
、

以
下

の
ば

ら
つ

き
の

評
価

を
し

て
く
だ

さ
い

。
□

ば
ら

つ
き

　
５

０
％

以
下

□
ば

ら
つ

き
　

８
０

％
以

下
□

ば
ら

つ
き

　
８

０
％

超
□

ば
ら

つ
き

で
判

断
不

可
能

①
当

該
「
評

価
対

象
項

目
」
の

う
ち

、
評

価
対

象
外

の
項

目
は

削
除

す
る

。

②
削

除
項

目
の

あ
る

場
合

は
削

除
後

の
評

価
項

目
数

を
母

数
と

し
て

、
比

率

（
％

）
計

算
の

値
で

評
価

す
る

。

③
評

価
値

（
　

　
％

）
＝

（
　

　
）
評

価
数

／
（
　

　
）
評

価
対

象
項

目
数

④
な

お
、

削
除

後
の

評
価

対
象

項
目

数
が

２
以

下
の

場
合

は
ｃ
評

価
と

す
る

。

注
　

試
験

結
果

の
打

点
数

等
が

少
な

く
ば

ら
つ

き
の

判
断

が
で

き
な

い
場

合
は

評
価

対
象

項
目

（
評

価
値

）
だ

け
で

評
価

す
る

。

 

ｂ
’

ｃ
6
0
％

未
満

ｂ
’

ｃ
ｃ

評
価

対
象

項
目

(評
価

値
)だ

け
の

評
価

評 価 値

9
0
％

以
上

ａ
8
0
％

以
上

9
0
％

未
満

ａ
’

7
0
％

以
上

8
0
％

未
満

ｂ
6
0
％

以
上

7
0
％

未
満

ｂ
’

6
0
％

未
満

ｃ

ば
ら

つ
き

で
判

断
可

能
5
0
％

以
下

8
0
％

以
下

8
0
％

を
超

え
る

評 価 値

9
0
％

以
上

ａ
ａ
’

ｂ
7
5
％

以
上

9
0
％

未
満

ａ
’

ｂ
ｂ
’

6
0
％

以
上

7
5
％

未
満

ｂ

a
ａ
’

ｂ
ｂ
’

ｃ
e

品
質

関
係

の
試

験
結

果
の

ば
ら

つ
き

と
評

価
対

象
項

目
の

履
行

状
況

（
評

価
値

）
か

ら
判

断
す

る
。

＜
判

断
基

準
参

照
＞

[関
連

基
準

、
土

木
工

事
施

工
管

理
基

準
、

そ
の

他
設

計
図

書
に

定
め

ら
れ

た
試

験
]

※
ば

ら
つ

き
の

判
断

は
別

紙
－

３
の

２
参

照
。

文
書

で
指

示
を

行
っ

た
修

補
指

示
を

行
っ

た

●
判

断
基

準

木
材

木
製

品
工

事
（
木

ダ
ム

、
木

橋
、

木
土

留
工

、
木

流
路

工
等

）
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工
事

成
績

採
点

の
考

査
項

目
別

運
用

表
（
R

7
.4

.1
) 
【
土

木
】

工
事

成
績

採
点

の
考

査
項

目
の

考
査

項
目

別
運

用
表

４
８

／
６

５
ペ

ー
ジ

別
紙

－
３

契
約

管
理

番
号

：
工

　
事

　
名

：
（
　

検
査

員
　

）
［
記

入
方

法
］
評

価
対

象
項

目
は

左
□

に
レ

マ
ー

ク
、

評
価

項
目

は
右

□
に

レ
マ

ー
ク

を
記

入
す

る
。

考
査

項
目

細
別

工
種

d
３

．
出

来
形

及
Ⅱ

．
品

質
　

　
び

出
来

ば
え

●
評

価
対

象
項

目
□

品
質

関
係

の
測

定
方

法
又

は
測

定
値

が
不

適
切

で
あ

っ
た

た
め

、
検

査
員

が
修

補
指

示
を

行
っ

た
。

上
記

該
当

項
目

が
あ

れ
ば

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
ｅ

□
品

質
関

係
の

測
定

方
法

又
は

測
定

値
が

不
適

切
で

あ
っ

た
た

め
、

監
督

員
が

文
書

で
指

示
を

行
い

改
善

さ
れ

た
。

上
記

該
当

項
目

が
あ

れ
ば

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
ｄ

□
□

理
由

：
□

□
理

由
：

□
□

理
由

：
□

□
理

由
：

□
□

理
由

：
□

□
理

由
：

□
□

理
由

：
□

□
理

由
：

※
評

価
値

が
9
0
％

以
上

・
・

・
・

・
・

・
・

・
ａ

※
評

価
値

が
8
0
％

以
上

9
0
％

未
満

・
・

・
・

・
ａ

’
※

評
価

値
が

7
0
％

以
上

8
0
％

未
満

・
・

・
・

・
ｂ

※
評

価
値

が
6
0
％

以
上

7
0
％

未
満

・
・

・
・

・
ｂ

’
※

評
価

値
が

6
0
％

未
満

・
・

・
・

・
・

・
・

・
ｃ

 

ａ
ａ
’

ｂ
ｂ
’

ｃ
e

上
記

以
外

の
工

事
(情

報
ボ

ッ
ク

ス
，

浚
渫

工
事

等
）

優
れ

て
い

る
ｂ
よ

り
優

れ
て

い
る

や
や

優
れ

て
い

る
ｃ
よ

り
優

れ
て

い
る

他
の

評
価

に
該

当
し

な
い

文
書

で
指

示
し

た
修

補
指

示
し

た

●
判

断
基

準

又
は

合
併

工
事

＜
A

：
ば

ら
つ

き
評

価
不

適
切

＞
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工
事

成
績

採
点

の
考

査
項

目
別

運
用

表
（
R

7
.4

.1
) 
【
土

木
】

工
事

成
績

採
点

の
考

査
項

目
の

考
査

項
目

別
運

用
表

４
９

／
６

５
ペ

ー
ジ

別
紙

－
３

契
約

管
理

番
号

：
工

　
事

　
名

：
（
　

検
査

員
　

）
［
記

入
方

法
］
評

価
対

象
項

目
は

左
□

に
レ

マ
ー

ク
、

評
価

項
目

は
右

□
に

レ
マ

ー
ク

を
記

入
す

る
。

考
査

項
目

細
別

工
種

d
３

．
出

来
形

及
Ⅱ

．
品

質
　

　
び

出
来

ば
え

●
評

価
対

象
項

目
□

品
質

関
係

の
測

定
方

法
又

は
測

定
値

が
不

適
切

で
あ

っ
た

た
め

、
検

査
員

が
修

補
指

示
を

行
っ

た
。

上
記

該
当

項
目

が
あ

れ
ば

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
ｅ

□
品

質
関

係
の

測
定

方
法

又
は

測
定

値
が

不
適

切
で

あ
っ

た
た

め
、

監
督

員
が

文
書

で
指

示
を

行
い

改
善

さ
れ

た
。

上
記

該
当

項
目

が
あ

れ
ば

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
ｄ

□
□

理
由

：
□

□
理

由
：

□
□

理
由

：
□

□
理

由
：

□
□

理
由

：
□

□
理

由
：

□
□

理
由

：
□

□
理

由
：

①
当

該
「
評

価
対

象
項

目
」
の

う
ち

、
評

価
対

象
外

の
項

目
は

削
除

す
る

。

②
削

除
項

目
の

あ
る

場
合

は
削

除
後

の
評

価
項

目
数

を
母

数
と

し
て

、
比

率

（
％

）
計

算
の

値
で

評
価

す
る

。

③
評

価
値

（
　

　
％

）
＝

（
　

　
）
評

価
数

／
（
　

　
）
評

価
対

象
項

目
数

④
な

お
、

削
除

後
の

評
価

対
象

項
目

数
が

２
以

下
の

場
合

は
ｃ
評

価
と

す
る

。

注
　

試
験

結
果

の
打

点
数

等
が

少
な

く
ば

ら
つ

き
の

判
断

が
で

き
な

い
場

合
は

評
価

対
象

項
目

（
評

価
値

）
だ

け
で

評
価

す
る

。

 

評
価

対
象

項
目

(評
価

値
)だ

け
の

評
価

評 価 値

9
0
％

以
上

ａ
8
0
％

以
上

9
0
％

未
満

ａ
’

7
0
％

以
上

8
0
％

未
満

ｂ
6
0
％

以
上

7
0
％

未
満

ｂ
’

6
0
％

未
満

ｃ

上
記

以
外

の
工

事
(情

報
ボ

ッ
ク

ス
，

浚
渫

工
事

等
）

品
質

関
係

の
試

験
結

果
の

ば
ら

つ
き

と
評

価
対

象
項

目
の

履
行

状
況

（
評

価
値

）
か

ら
判

断
す

る
。

＜
判

断
基

準
参

照
＞

[関
連

基
準

、
土

木
工

事
施

工
管

理
基

準
、

そ
の

他
設

計
図

書
に

定
め

ら
れ

た
試

験
]

※
ば

ら
つ

き
の

判
断

は
別

紙
－

３
の

２
参

照
。

文
書

で
指

示
し

た
修

補
指

示
し

た

●
判

断
基

準
ば

ら
つ

き
で

判
断

可
能

5
0
％

以
下

8
0
％

以
下

8
0
％

を
超

え
る

評 価 値

9
0
％

以
上

ａ
ａ
’

ｂ
7
5
％

以
上

9
0
％

未
満

ａ
’

ｂ
ｂ
’

6
0
％

以
上

7
5
％

未
満

ｂ
ｂ
’

ｃ
6
0
％

未
満

ｂ
’

ｃ
ｃ

又
は

合
併

工
事

＜
Ｂ

：
ば

ら
つ

き
評

価
有

＞

ａ
ａ
’

ｂ
ｂ
’

ｃ
e
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工
事

成
績

採
点

の
考

査
項

目
別

運
用

表
（
R

7
.4

.1
) 
【
土

木
】

工
事

成
績

採
点

の
考

査
項

目
の

考
査

項
目

別
運

用
表

５
０

／
６

５
ペ

ー
ジ

別
紙

－
３

契
約

管
理

番
号

：
工

　
事

　
名

：
（
　

検
査

員
　

）
［
記

入
方

法
］
該

当
す

る
項

目
の

□
に

レ
マ

ー
ク

を
記

入
す

る
。

考
査

項
目

細
別

工
種

d
３

．
出

来
形

及
　

　
び

出
来

ば
え

●
評

価
対

象
項

目
□

コ
ン

ク
リ

ー
ト

構
造

物
の

表
面

状
態

が
良

い
。

□
コ

ン
ク

リ
ー

ト
構

造
物

の
通

り
が

良
い

。
□

天
端

仕
上

げ
、

端
部

仕
上

げ
等

が
良

い
。

□
ク

ラ
ッ

ク
が

無
い

。
□

漏
水

が
無

い
。

□
全

体
的

な
美

観
が

良
い

。
□

そ
の

他
（
理

由
：
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

）

該
当

５
項

目
以

上
・

・
・

ａ
該

当
４

項
目

・
・

・
・

・
ｂ

該
当

３
項

目
・

・
・

・
・

ｃ
該

当
２

項
目

以
下

・
・

・
ｄ

工
種

d

●
評

価
対

象
項

目
□

鉄
筋

に
、

ど
ろ

、
油

等
の

付
着

が
な

い
。

□
コ

ン
ク

リ
－

ト
打

設
中

に
動

か
な

い
よ

う
十

分
堅

固
に

組
み

立
て

ら
れ

て
い

る
。

□
鉄

筋
の

交
点

の
要

所
を

、
な

ま
し

鉄
線

、
ま

た
は

ク
リ

ッ
プ

で
緊

結
し

て
移

動
し

な
い

よ
う

に
し

て
い

る
。

□
配

筋
状

態
（
本

数
・
間

隔
・
位

置
等

）
が

良
好

。
□

継
手

を
同

一
断

面
に

集
め

な
い

た
め

、
適

切
に

ず
ら

し
て

い
る

。
□

全
体

的
な

美
観

が
良

い
。

□
そ

の
他

（
理

由
：
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

）

該
当

５
項

目
以

上
・

・
・

ａ
該

当
４

項
目

・
・

・
・

・
ｂ

該
当

３
項

目
・

・
・

・
・

ｃ
該

当
２

項
目

以
下

・
・

・
ｄ

 

●
判

断
基

準

a
b

c
Ⅲ

．
出

来
ば

え
優

れ
て

い
る

や
や

優
れ

て
い

る
他

の
評

価
に

該
当

し
な

い
劣

っ
て

い
る

●
判

断
基

準

a
b

c
配

筋
完

了
時

優
れ

て
い

る
や

や
優

れ
て

い
る

他
の

評
価

に
該

当
し

な
い

劣
っ

て
い

る

コ
ン

ク
リ

ー
ト

構
造

物
工

事
・
砂

防
構

造
物

工
事

・
治

山
構

造
物

工
事

・
ト

ン
ネ

ル
工

事
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工
事

成
績

採
点

の
考

査
項

目
別

運
用

表
（
R

7
.4

.1
) 
【
土

木
】

工
事

成
績

採
点

の
考

査
項

目
の

考
査

項
目

別
運

用
表

５
１

／
６

５
ペ

ー
ジ

別
紙

－
３

契
約

管
理

番
号

：
工

　
事

　
名

：
（
　

検
査

員
　

）
［
記

入
方

法
］
該

当
す

る
項

目
の

□
に

レ
マ

ー
ク

を
記

入
す

る
。

考
査

項
目

細
別

工
種

d
３

．
出

来
形

及
　

　
び

出
来

ば
え

●
評

価
対

象
項

目
□

仕
上

げ
が

良
い

。
□

通
り

が
良

い
。

□
天

端
及

び
端

部
の

仕
上

げ
が

良
い

。
□

構
造

物
へ

の
す

り
つ

け
な

ど
が

良
い

。
□

全
体

的
な

美
観

が
良

い
。

□
そ

の
他

（
理

由
：
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

）

該
当

４
項

目
以

上
・

・
・

ａ

該
当

３
項

目
・

・
・

・
・

ｂ
該

当
２

項
目

・
・

・
・

・
ｃ

該
当

１
項

目
以

下
・

・
・

ｄ

工
種

d

●
評

価
対

象
項

目
□

規
定

さ
れ

た
勾

配
が

確
保

さ
れ

て
い

る
。

□
切

土
法

面
の

施
工

に
あ

た
っ

て
、

法
面

の
浮

き
石

が
除

去
さ

れ
て

い
る

な
ど

、
適

切
に

施
工

さ
れ

て
い

る
。

□
法

面
勾

配
の

変
化

部
に

つ
い

て
、

干
渉

部
を

設
け

る
な

ど
適

切
に

施
工

さ
れ

て
い

る
。

□
滞

水
な

ど
に

よ
る

施
工

面
の

損
傷

が
発

生
し

な
い

よ
う

処
理

が
行

わ
れ

て
い

る
。

□
関

係
構

造
物

等
と

の
取

り
合

い
が

設
計

図
書

を
満

足
す

る
よ

う
施

工
さ

れ
て

い
る

。
□

全
体

的
な

美
観

が
良

い
。

□
そ

の
他

（
理

由
：
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

）

該
当

５
項

目
以

上
・

・
・

ａ
該

当
４

項
目

・
・

・
・

・
ｂ

該
当

３
項

目
・

・
・

・
・

ｃ
該

当
２

項
目

以
下

・
・

・
ｄ

 

a
b

c
Ⅲ

．
出

来
ば

え
土

工
事

（
盛

土
・
築

堤
工

事
等

）

優
れ

て
い

る
や

や
優

れ
て

い
る

他
の

評
価

に
該

当
し

な
い

劣
っ

て
い

る

a
b

c
切

土
工

事
優

れ
て

い
る

や
や

優
れ

て
い

る
他

の
評

価
に

該
当

し
な

い
劣

っ
て

い
る

●
判

断
基

準

●
判

断
基

準

12-89



　
　

工
事

成
績

採
点

の
考

査
項

目
別

運
用

表
（
R

7
.4

.1
) 
【
土

木
】

 
工

種
d

●
評

価
対

象
項

目
□

通
り

が
良

い
。

□
材

料
の

か
み

合
わ

せ
が

よ
く
、

ク
ラ

ッ
ク

が
無

い
。

□
天

端
及

び
端

部
の

仕
上

げ
が

良
い

。
□

既
設

構
造

物
と

の
す

り
つ

け
が

良
い

。
□

全
体

的
な

美
観

が
良

い
。

□
そ

の
他

（
理

由
：
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

）

該
当

４
項

目
以

上
・

・
・

ａ
該

当
３

項
目

・
・

・
・

・
ｂ

該
当

２
項

目
・

・
・

・
・

ｃ
該

当
１

項
目

以
下

・
・

・
ｄ

●
評

価
対

象
項

目
□

表
面

に
補

修
箇

所
が

無
い

。
□

部
材

表
面

に
傷

及
び

錆
が

無
い

。
□

溶
接

に
均

一
性

が
あ

る
。

□
塗

装
に

均
一

性
が

あ
る

。
□

全
体

的
な

美
観

が
良

い
。

□
そ

の
他

（
理

由
：
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

）

該
当

４
項

目
以

上
・

・
・

ａ
該

当
３

項
目

・
・

・
・

・
ｂ

該
当

２
項

目
・

・
・

・
・

ｃ
該

当
１

項
目

以
下

・
・

・
ｄ

 

護
岸

・
根

固
・
水

制
工

事

優
れ

て
い

る
や

や
優

れ
て

い
る

他
の

評
価

に
該

当
し

な
い

劣
っ

て
い

る

●
判

断
基

準

a
b

c

鋼
橋

工
事

優
れ

て
い

る
や

や
優

れ
て

い
る

他
の

評
価

に
該

当
し

な
い

劣
っ

て
い

る

●
判

断
基

準

12-90



　
　

工
事

成
績

採
点

の
考

査
項

目
別

運
用

表
（
R

7
.4

.1
) 
【
土

木
】

工
事

成
績

採
点

の
考

査
項

目
の

考
査

項
目

別
運

用
表

５
２

／
６

５
ペ

ー
ジ

別
紙

－
３

契
約

管
理

番
号

：
工

　
事

　
名

：
（
　

検
査

員
　

）
［
記

入
方

法
］
該

当
す

る
項

目
の

□
に

レ
マ

ー
ク

を
記

入
す

る
。

考
査

項
目

細
別

工
種

d
３

．
出

来
形

及
　

　
び

出
来

ば
え

●
評

価
対

象
項

目
□

地
山

と
の

取
り

合
い

が
良

い
。

□
天

端
、

端
部

の
仕

上
げ

が
良

い
。

□
施

工
管

理
記

録
な

ど
か

ら
不

可
視

部
分

の
出

来
ば

え
の

良
さ

が
伺

え
る

。
□

全
体

的
な

美
観

が
良

い
。

□
　

　
そ

の
他

（
理

由
：
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

）

該
当

３
項

目
以

上
・

・
・

ａ
該

当
２

項
目

・
・

・
・

・
ｂ

該
当

１
項

目
・

・
・

・
・

ｃ
該

当
項

目
な

し
・

・
・

・
ｄ

工
種

d

●
評

価
対

象
項

目
□

舗
装

の
平

坦
性

が
良

い
。

□
構

造
物

の
通

り
が

良
い

。
□

端
部

処
理

が
良

い
。

□
構

造
物

へ
の

す
り

つ
け

等
が

良
い

。
□

雨
水

処
理

が
良

い
。

□
全

体
的

な
美

観
が

良
い

。
□

そ
の

他
（
理

由
：
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

）

該
当

５
項

目
以

上
・

・
・

ａ
該

当
４

項
目

・
・

・
・

・
ｂ

該
当

３
項

目
・

・
・

・
・

ｃ
該

当
２

項
目

以
下

・
・

・
ｄ

 

●
判

断
基

準

Ⅲ
．

出
来

ば
え

地
す

べ
り

防
止

工
事

優
れ

て
い

る
や

や
優

れ
て

い
る

他
の

評
価

に
該

当
し

な
い

劣
っ

て
い

る

●
判

断
基

準

a
b

c
舗

装
工

事
優

れ
て

い
る

や
や

優
れ

て
い

る
他

の
評

価
に

該
当

し
な

い
劣

っ
て

い
る

a
b

c

12-91



　
　

工
事

成
績

採
点

の
考

査
項

目
別

運
用

表
（
R

7
.4

.1
) 
【
土

木
】

工
種

d

●
評

価
対

象
項

目
□

路
盤

の
平

坦
性

が
良

い
。

□
法

面
、

路
肩

等
の

仕
上

げ
が

良
く
、

と
お

り
が

良
い

。
□

横
断

勾
配

が
適

切
で

あ
り

、
雨

水
排

水
が

と
れ

る
。

□
材

料
の

分
離

が
な

く
、

均
一

に
敷

均
さ

れ
て

い
る

。
□

構
造

物
の

隣
接

箇
所

や
狭

い
箇

所
の

施
工

に
つ

い
て

、
十

分
締

固
め

て
い

る
。

□
全

体
的

な
美

観
が

良
い

。
□

そ
の

他
（
理

由
：
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

）

該
当

５
項

目
以

上
・

・
・

ａ
該

当
４

項
目

・
・

・
・

・
ｂ

該
当

３
項

目
・

・
・

・
・

ｃ
該

当
２

項
目

以
下

・
・

・
ｄ

●
評

価
対

象
項

目
□

通
り

が
良

い
。

□
植

生
、

吹
付

等
の

状
態

が
均

一
で

あ
る

。
□

端
部

処
理

が
良

い
。

□
全

体
的

な
美

観
が

良
い

。
□

そ
の

他
（
理

由
：
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

）

該
当

３
項

目
以

上
・

・
・

ａ
該

当
２

項
目

・
・

・
・

・
ｂ

該
当

１
項

目
・

・
・

・
・

ｃ
該

当
項

目
な

し
・

・
・

・
ｄ

 

a
b

c
上

層
路

盤
が

完
了

し
舗

装
工

事
着

手
前

優
れ

て
い

る
や

や
優

れ
て

い
る

他
の

評
価

に
該

当
し

な
い

劣
っ

て
い

る

●
判

断
基

準

法
面

工
事

優
れ

て
い

る
や

や
優

れ
て

い
る

他
の

評
価

に
該

当
し

な
い

劣
っ

て
い

る

●
判

断
基

準

12-92



　
　

工
事

成
績

採
点

の
考

査
項

目
別

運
用

表
（
R

7
.4

.1
) 
【
土

木
】

工
事

成
績

採
点

の
考

査
項

目
の

考
査

項
目

別
運

用
表

５
３

／
６

５
ペ

ー
ジ

別
紙

－
３

契
約

管
理

番
号

：
工

　
事

　
名

：
（
　

検
査

員
　

）
［
記

入
方

法
］
該

当
す

る
項

目
の

□
に

レ
マ

ー
ク

を
記

入
す

る
。

考
査

項
目

細
別

工
種

d
３

．
出

来
形

及
　

　
び

出
来

ば
え

●
評

価
対

象
項

目
□

土
工

関
係

の
仕

上
げ

が
良

い
。

□
通

り
が

良
い

。
□

端
部

及
び

天
端

の
仕

上
げ

が
良

い
。

□
施

工
管

理
記

録
な

ど
か

ら
不

可
視

部
分

の
出

来
ば

え
の

良
さ

が
伺

え
る

。
□

そ
の

他
（
理

由
：
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

）
※

地
盤

改
良

は
ｃ
評

価
と

す
る

。

該
当

３
項

目
以

上
・

・
・

ａ
該

当
２

項
目

・
・

・
・

・
ｂ

該
当

１
項

目
・

・
・

・
・

ｃ
該

当
項

目
な

し
・

・
・

・
ｄ

工
種

d

●
評

価
対

象
項

目
□

コ
ン

ク
リ

ー
ト

構
造

物
の

表
面

状
態

が
良

い
。

□
コ

ン
ク

リ
ー

ト
構

造
物

の
通

り
が

良
い

。
□

天
端

及
び

端
部

の
仕

上
げ

が
良

い
。

□
支

承
部

の
仕

上
げ

が
良

い
。

□
ク

ラ
ッ

ク
が

無
い

。
□

全
体

的
な

美
観

が
良

い
。

□
そ

の
他

（
理

由
：
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

）

該
当

５
項

目
以

上
・

・
・

ａ
該

当
４

項
目

・
・

・
・

・
ｂ

該
当

３
項

目
・

・
・

・
・

ｃ
該

当
２

項
目

以
下

・
・

・
ｄ

 

●
判

断
基

準

Ⅲ
．

出
来

ば
え

基
礎

工
事

（
地

盤
改

良
等

を
含

む
）

優
れ

て
い

る
や

や
優

れ
て

い
る

他
の

評
価

に
該

当
し

な
い

劣
っ

て
い

る

●
判

断
基

準

a
b

c
コ

ン
ク

リ
ー

ト
橋

上
部

工
事

優
れ

て
い

る
や

や
優

れ
て

い
る

他
の

評
価

に
該

当
し

な
い

劣
っ

て
い

る

a
b

c

12-93



　
　

工
事

成
績

採
点

の
考

査
項

目
別

運
用

表
（
R

7
.4

.1
) 
【
土

木
】

工
種

d

●
評

価
対

象
項

目
□

塗
装

の
均

一
性

が
良

い
。

□
細

部
ま

で
き

め
細

か
な

施
工

が
さ

れ
て

い
る

。
□

補
修

箇
所

が
無

い
。

□
ケ

レ
ン

の
施

工
状

況
が

良
好

で
あ

る
。

□
全

体
的

な
美

観
が

良
い

。
□

そ
の

他
（
理

由
：
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

）

該
当

４
項

目
以

上
・

・
・

ａ
該

当
３

項
目

・
・

・
・

・
ｂ

該
当

２
項

目
・

・
・

・
・

ｃ
該

当
１

項
目

以
下

・
・

・
ｄ

 

a
b

c
塗

装
工

事
（
工

場
塗

装
を

除
く
）

優
れ

て
い

る
や

や
優

れ
て

い
る

他
の

評
価

に
該

当
し

な
い

劣
っ

て
い

る

●
判

断
基

準

12-94



　
　

工
事

成
績

採
点

の
考

査
項

目
別

運
用

表
（
R

7
.4

.1
) 
【
土

木
】

工
事

成
績

採
点

の
考

査
項

目
の

考
査

項
目

別
運

用
表

５
４

／
６

５
ペ

ー
ジ

別
紙

－
３

契
約

管
理

番
号

：
工

　
事

　
名

：
（
　

検
査

員
　

）
［
記

入
方

法
］
該

当
す

る
項

目
の

□
に

レ
マ

ー
ク

を
記

入
す

る
。

考
査

項
目

細
別

工
種

d
３

．
出

来
形

及
　

　
び

出
来

ば
え

●
評

価
対

象
項

目
□

樹
木

の
活

着
状

況
が

良
い

。
□

支
柱

の
取

り
付

け
が

き
め

細
か

く
施

工
さ

れ
て

い
る

。
□

支
柱

の
取

り
付

け
が

堅
固

で
あ

る
。

□
全

体
的

な
美

観
が

良
い

。
□

そ
の

他
（
理

由
：
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

）

該
当

３
項

目
以

上
・

・
・

ａ
該

当
２

項
目

・
・

・
・

・
ｂ

該
当

１
項

目
・

・
・

・
・

ｃ
該

当
項

目
な

し
・

・
・

・
ｄ

工
種

d

●
評

価
対

象
項

目
□

通
り

が
良

い
。

□
端

部
処

理
が

良
い

。
□

部
材

表
面

に
傷

及
び

錆
が

無
い

。
□

既
設

構
造

物
等

と
の

す
り

つ
け

が
良

い
。

□
き

め
細

や
か

に
施

工
さ

れ
て

い
る

。
□

全
体

的
な

美
観

が
良

い
。

□
そ

の
他

（
理

由
：
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

）

該
当

５
項

目
以

上
・

・
・

ａ
該

当
４

項
目

・
・

・
・

・
ｂ

該
当

３
項

目
・

・
・

・
・

ｃ
該

当
２

項
目

以
下

・
・

・
ｄ

 

●
判

断
基

準

a
b

c
防

護
柵

（
網

）
工

事
優

れ
て

い
る

や
や

優
れ

て
い

る
他

の
評

価
に

該
当

し
な

い
劣

っ
て

い
る

●
判

断
基

準

a
b

c
Ⅲ

．
出

来
ば

え
植

栽
工

事
優

れ
て

い
る

や
や

優
れ

て
い

る
他

の
評

価
に

該
当

し
な

い
劣

っ
て

い
る

12-95



　
　

工
事

成
績

採
点

の
考

査
項

目
別

運
用

表
（
R

7
.4

.1
) 
【
土

木
】

工
種

d

●
評

価
対

象
項

目
□

設
置

位
置

に
配

慮
が

あ
る

。
□

標
識

板
の

向
き

並
び

に
角

度
及

び
そ

の
支

柱
の

通
り

が
良

い
。

□
標

識
板

の
支

柱
に

変
色

が
無

い
。

□
支

柱
基

礎
が

入
念

に
埋

め
戻

さ
れ

て
い

る
。

□
全

体
的

な
美

観
が

良
い

。
□

そ
の

他
（
理

由
：
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

）

該
当

４
項

目
以

上
・

・
・

ａ
該

当
３

項
目

・
・

・
・

・
ｂ

該
当

２
項

目
・

・
・

・
・

ｃ
該

当
１

項
目

以
下

・
・

・
ｄ

 

標
識

工
事

優
れ

て
い

る
や

や
優

れ
て

い
る

他
の

評
価

に
該

当
し

な
い

劣
っ

て
い

る

●
判

断
基

準

a
b

c

12-96



　
　

工
事

成
績

採
点

の
考

査
項

目
別

運
用

表
（
R

7
.4

.1
) 
【
土

木
】

工
事

成
績

採
点

の
考

査
項

目
の

考
査

項
目

別
運

用
表

５
５

／
６

５
ペ

ー
ジ

別
紙

－
３

契
約

管
理

番
号

：
工

　
事

　
名

：
（
　

検
査

員
　

）
［
記

入
方

法
］
該

当
す

る
項

目
の

□
に

レ
マ

ー
ク

を
記

入
す

る
。

考
査

項
目

細
別

工
種

d
３

．
出

来
形

及
　

　
び

出
来

ば
え

●
評

価
対

象
項

目
□

塗
料

の
塗

布
が

均
一

で
あ

る
。

□
視

認
性

が
良

い
。

□
接

着
状

態
が

良
い

。
□

施
工

前
の

清
掃

が
入

念
に

実
施

さ
れ

て
い

る
。

□
全

体
的

な
美

観
が

良
い

。
□

そ
の

他
（
理

由
：
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

）

該
当

４
項

目
以

上
・

・
・

ａ
該

当
３

項
目

・
・

・
・

・
ｂ

該
当

２
項

目
・

・
・

・
・

ｃ
該

当
１

項
目

以
下

・
・

・
ｄ

工
種

d

●
評

価
対

象
項

目
□

管
渠

の
接

合
部

の
仕

上
げ

が
き

め
細

か
く
施

工
さ

れ
て

い
る

。
□

管
渠

の
通

り
が

良
い

。
□

人
孔

壁
（
現

場
打

ち
）
の

肌
が

よ
い

。
□

イ
ン

バ
ー

ト
の

仕
上

げ
が

平
滑

で
通

り
が

よ
い

。
□

舗
装

（
復

旧
）
の

平
坦

性
が

よ
く
、

人
孔

蓋
等

の
す

り
つ

け
が

よ
い

。
□

漏
水

、
ク

ラ
ッ

ク
等

が
な

い
□

そ
の

他
（
理

由
：
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

）

該
当

５
項

目
以

上
・

・
・

ａ
該

当
４

項
目

・
・

・
・

・
ｂ

該
当

３
項

目
・

・
・

・
・

ｃ
該

当
２

項
目

以
下

・
・

・
ｄ

 

●
判

断
基

準

a
b

c
下

水
道

工
事

優
れ

て
い

る
や

や
優

れ
て

い
る

他
の

評
価

に
該

当
し

な
い

劣
っ

て
い

る

●
判

断
基

準

a
b

c
Ⅲ

．
出

来
ば

え
区

画
線

工
事

優
れ

て
い

る
や

や
優

れ
て

い
る

他
の

評
価

に
該

当
し

な
い

劣
っ

て
い

る

12-97



　
　

工
事

成
績

採
点

の
考

査
項

目
別

運
用

表
（
R

7
.4

.1
) 
【
土

木
】

  
工

種
d

●
評

価
対

象
項

目
□

主
設

備
、

関
連

設
備

及
び

操
作

制
御

設
備

が
全

体
的

に
統

制
さ

れ
て

お
り

、
運

転
操

作
性

が
良

い
。

□
き

め
細

か
な

施
工

が
な

さ
れ

て
い

る
。

□
土

木
構

造
物

、
既

設
設

備
等

と
の

す
り

つ
け

が
良

い
。

□
溶

接
、

塗
装

、
組

立
等

に
あ

た
っ

て
、

細
部

に
渡

る
配

慮
が

な
さ

れ
て

い
る

。
□

全
体

的
な

美
観

が
良

い
。

□
そ

の
他

（
理

由
：
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

）

該
当

４
項

目
以

上
・

・
・

ａ
該

当
３

項
目

・
・

・
・

・
ｂ

該
当

２
項

目
・

・
・

・
・

ｃ
該

当
１

項
目

以
下

・
・

・
ｄ

 

機
械

設
備

工
事

優
れ

て
い

る
や

や
優

れ
て

い
る

他
の

評
価

に
該

当
し

な
い

劣
っ

て
い

る

●
判

断
基

準

a
b

c

12-98



　
　

工
事

成
績

採
点

の
考

査
項

目
別

運
用

表
（
R

7
.4

.1
) 
【
土

木
】

工
事

成
績

採
点

の
考

査
項

目
の

考
査

項
目

別
運

用
表

５
６

／
６

５
ペ

ー
ジ

別
紙

－
３

契
約

管
理

番
号

：
工

　
事

　
名

：
（
　

検
査

員
　

）
［
記

入
方

法
］
該

当
す

る
項

目
の

□
に

レ
マ

ー
ク

を
記

入
す

る
。

考
査

項
目

細
別

工
種

d
３

．
出

来
形

及
　

　
び

出
来

ば
え

●
評

価
対

象
項

目
□

き
め

細
や

か
な

施
工

が
な

さ
れ

て
い

る
。

□
公

共
物

と
し

て
、

安
全

性
の

確
保

、
環

境
及

び
維

持
管

理
等

へ
の

配
慮

が
な

さ
れ

て
い

る
。

□
動

作
状

態
に

お
い

て
、

電
気

的
及

び
機

械
的

な
異

常
が

無
く
、

総
合

的
な

機
能

及
び

運
用

性
が

良
い

。
□

ケ
－

ブ
ル

等
の

接
続

方
法

及
び

収
納

状
況

が
適

切
で

あ
る

。
□

操
作

、
保

守
点

検
等

の
容

易
さ

を
確

保
す

る
た

め
の

配
慮

が
な

さ
れ

て
い

る
。

□
全

体
的

な
美

観
が

良
い

。
□

そ
の

他
（
理

由
：
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

）

該
当

５
項

目
以

上
・

・
・

ａ
該

当
４

項
目

・
・

・
・

・
ｂ

該
当

３
項

目
・

・
・

・
・

ｃ
該

当
２

項
目

以
下

・
・

・
ｄ

工
種

d

●
評

価
対

象
項

目
□

主
設

備
、

関
連

設
備

等
に

き
め

細
か

な
施

工
が

さ
れ

て
い

る
。

□
公

共
物

と
し

て
、

安
全

性
の

確
保

、
環

境
及

び
維

持
管

理
等

へ
の

配
慮

が
な

さ
れ

て
い

る
。

□
動

作
状

態
に

お
い

て
、

電
気

的
及

び
機

械
的

な
異

常
が

無
く
、

総
合

的
な

機
能

や
運

用
性

が
良

い
。

□
当

該
設

備
及

び
関

連
設

備
が

全
体

的
に

協
調

及
び

統
制

さ
れ

、
総

合
的

な
性

能
向

上
へ

の
配

慮
が

な
さ

れ
て

い
る

。
□

操
作

、
保

守
点

検
等

の
容

易
さ

を
確

保
す

る
た

め
の

配
慮

が
な

さ
れ

て
い

る
。

□
全

体
的

な
美

観
が

良
い

□
そ

の
他

（
理

由
：
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

）

該
当

５
項

目
以

上
・

・
・

ａ
該

当
４

項
目

・
・

・
・

・
ｂ

該
当

３
項

目
・

・
・

・
・

ｃ
該

当
２

項
目

以
下

・
・

・
ｄ

 

●
判

断
基

準

a
b

c
電

気
通

信
設

備
工

事
・
受

変
電

設
備

工
事

優
れ

て
い

る
や

や
優

れ
て

い
る

他
の

評
価

に
該

当
し

な
い

劣
っ

て
い

る

●
判

断
基

準

a
b

c
Ⅲ

．
出

来
ば

え
電

気
設

備
工

事
優

れ
て

い
る

や
や

優
れ

て
い

る
他

の
評

価
に

該
当

し
な

い
劣

っ
て

い
る

12-99



　
　

工
事

成
績

採
点

の
考

査
項

目
別

運
用

表
（
R

7
.4

.1
) 
【
土

木
】

工
事

成
績

採
点

の
考

査
項

目
の

考
査

項
目

別
運

用
表

５
７

／
６

５
ペ

ー
ジ

別
紙

－
３

契
約

管
理

番
号

：
工

　
事

　
名

：
（
　

検
査

員
　

）
［
記

入
方

法
］
該

当
す

る
項

目
の

□
に

レ
マ

ー
ク

を
記

入
す

る
。

考
査

項
目

細
別

工
種

d
３

．
出

来
形

及
　

　
び

出
来

ば
え

●
評

価
対

象
項

目
□

構
造

物
の

通
り

が
よ

い
。

□
材

料
の

連
結

、
か

み
合

わ
せ

が
よ

い
□

天
端

仕
上

げ
、

端
部

仕
上

げ
等

が
良

い
。

□
ク

ラ
ッ

ク
が

な
い

。
□

漏
水

が
な

い
。

□
土

工
の

仕
上

げ
が

良
い

。
□

全
体

的
な

美
観

が
良

い
。

□
そ

の
他

（
理

由
：
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

）

※
評

価
項

目
の

該
当

６
項

目
以

上
・
・
・
・
・
・
・
ａ

※
評

価
項

目
の

該
当

４
項

目
以

上
・
・
・
・
・
・
・
ｂ

※
評

価
項

目
の

該
当

３
項

目
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
ｃ

※
評

価
項

目
の

該
当

２
項

目
以

下
・
・
・
・
・
・
・
ｄ

工
種

d

●
評

価
対

象
項

目
□

壁
面

材
（
コ

ン
ク

リ
ー

ト
製

品
）
の

割
れ

、
カ

ケ
が

な
い

。
□

基
礎

上
面

の
平

坦
性

が
良

い
。

□
天

端
仕

上
げ

、
端

部
仕

上
げ

等
が

良
い

。
□

壁
面

材
の

目
違

い
、

段
差

が
少

な
く
構

造
物

の
通

り
が

良
い

。
□

全
体

的
な

美
観

が
良

い
。

□
そ

の
他

（
理

由
：
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

）

※
評

価
項

目
の

該
当

４
項

目
以

上
・
・
・
・
・
・
・
ａ

※
評

価
項

目
の

該
当

３
項

目
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
ｂ

※
評

価
項

目
の

該
当

２
項

目
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
ｃ

※
評

価
項

目
の

該
当

１
項

目
以

下
・
・
・
・
・
・
・
ｄ

 

●
判

断
基

準

Ⅲ
．

出
来

ば
え

二
次

製
品

構
造

物
優

れ
て

い
る

や
や

優
れ

て
い

る
他

の
評

価
に

該
当

し
な

い
劣

っ
て

い
る

●
判

断
基

準

a
b

c
補

強
土

壁
工

事
優

れ
て

い
る

や
や

優
れ

て
い

る
他

の
評

価
に

該
当

し
な

い
劣

っ
て

い
る

a
b

c
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工
事

成
績

採
点

の
考

査
項

目
別

運
用

表
（
R

7
.4

.1
) 
【
土

木
】

工
事

成
績

採
点

の
考

査
項

目
の

考
査

項
目

別
運

用
表

５
８

／
６

５
ペ

ー
ジ

別
紙

－
３

契
約

管
理

番
号

：
工

　
事

　
名

：
（
　

検
査

員
　

）
［
記

入
方

法
］
該

当
す

る
項

目
の

□
に

レ
マ

ー
ク

を
記

入
す

る
。

考
査

項
目

細
別

工
種

d
３

．
出

来
形

及
　

　
び

出
来

ば
え

 ●
評

価
対

象
項

目
□

歩
道

及
び

車
道

の
舗

装
(含

､仮
復

旧
舗

装
)の

勾
配

が
適

切
で

、
有

害
な

段
差

が
無

く
平

坦
性

が
確

保
さ

れ
て

い
る

。
□

ﾌ
ﾟﾚ

ｷ
ｬ
ｽ

ﾄｺ
ﾝ
ｸ
ﾘ
ｰ

ﾄﾌ
ﾞﾛ

ｯ
ｸ
の

蓋
に

、
が

た
つ

き
や

不
要

な
隙

間
が

生
じ

て
い

な
い

。
□

施
工

管
理

記
録

な
ど

か
ら

、
不

可
視

部
分

の
出

来
映

え
の

良
さ

が
伺

え
る

。
□

全
体

的
な

美
観

が
良

い
。

□
そ

の
他

（
理

由
：
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

）

　
該

当
３

項
目

以
上

・
・

・
ａ

　
該

当
２

項
目

・
・

・
・

・
ｂ

　
該

当
１

項
目

・
・

・
・

・
ｃ

　
該

当
項

目
な

し
・

・
・

・
ｄ

工
種

d

 ●
評

価
対

象
項

目
□

土
工

の
仕

上
げ

が
良

い
。

□
線

的
構

造
物

の
通

り
が

良
い

。
□

付
帯

構
造

物
等

へ
の

す
り

つ
け

が
良

く
、

小
構

造
物

に
き

め
細

や
か

な
施

工
が

な
さ

れ
て

い
る

。
□

道
路

、
水

路
等

の
路

面
や

法
面

の
仕

上
げ

が
良

い
。

□
仕

上
げ

整
地

が
良

い
。

□
全

体
的

な
美

観
が

良
い

。
□

そ
の

他
（
理

由
：
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

）

※
評

価
項

目
の

該
当

５
項

目
以

上
・
・
・
・
・
・
・
ａ

※
評

価
項

目
の

該
当

４
項

目
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
ｂ

※
評

価
項

目
の

該
当

３
項

目
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
ｃ

※
評

価
項

目
の

該
当

２
項

目
以

下
・
・
・
・
・
・
・
ｄ

 

【
農

政
部

】
区

画
整

理
（
ほ

場
整

備
）
工

事

優
れ

て
い

る
や

や
優

れ
て

い
る

他
の

評
価

に
該

当
し

な
い

劣
っ

て
い

る

●
判

断
基

準

a
b

c
Ⅲ

．
出

来
ば

え
電

線
共

同
溝

工
事

優
れ

て
い

る
や

や
優

れ
て

い
る

他
の

評
価

に
該

当
し

な
い

劣
っ

て
い

る

 ●
判

断
基

準

a
b

c
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工
事

成
績

採
点

の
考

査
項

目
別

運
用

表
（
R

7
.4

.1
) 
【
土

木
】

工
事

成
績

採
点

の
考

査
項

目
の

考
査

項
目

別
運

用
表

５
９

／
６

５
ペ

ー
ジ

別
紙

－
３

契
約

管
理

番
号

：
工

　
事

　
名

：
（
　

検
査

員
　

）
［
記

入
方

法
］
該

当
す

る
項

目
の

□
に

レ
マ

ー
ク

を
記

入
す

る
。

考
査

項
目

細
別

工
種

d
３

．
出

来
形

及
　

　
び

出
来

ば
え

 ●
評

価
対

象
項

目
□

吸
水

渠
及

び
集

水
渠

等
の

通
り

が
良

い
。

□
田

面
復

旧
の

状
態

が
良

い
。

□
畦

畔
及

び
排

水
路

堤
塘

復
旧

の
状

態
が

良
い

。
□

排
水

路
へ

の
接

続
に

き
め

細
や

か
な

施
工

が
さ

れ
て

い
る

。
□

全
体

的
な

美
観

が
良

い
。

□
そ

の
他

（
理

由
：
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

）

※
評

価
項

目
の

該
当

４
項

目
以

上
・
・
・
・
・
・
・
ａ

※
評

価
項

目
の

該
当

３
項

目
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
ｂ

※
評

価
項

目
の

該
当

２
項

目
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
ｃ

※
評

価
項

目
の

該
当

１
項

目
以

下
・
・
・
・
・
・
・
ｄ

工
種

d

 ●
評

価
対

象
項

目
□

接
合

状
態

が
良

い
。

□
管

内
外

面
に

補
修

痕
等

が
な

い
。

□
小

構
造

物
に

も
細

心
の

注
意

が
払

わ
れ

て
い

る
。

□
管

埋
設

位
置

が
適

当
で

あ
る

。
□

施
工

管
理

記
録

等
か

ら
不

可
視

部
分

の
出

来
ば

え
の

良
さ

が
伺

え
る

。
□

そ
の

他
（
理

由
：
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

）

※
評

価
項

目
の

該
当

４
項

目
以

上
・
・
・
・
・
・
・
ａ

※
評

価
項

目
の

該
当

３
項

目
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
ｂ

※
評

価
項

目
の

該
当

２
項

目
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
ｃ

※
評

価
項

目
の

該
当

１
項

目
以

下
・
・
・
・
・
・
・
ｄ

 

 ●
判

断
基

準

a
b

c
【
農

政
部

】
管

水
路

工
事

優
れ

て
い

る
や

や
優

れ
て

い
る

他
の

評
価

に
該

当
し

な
い

劣
っ

て
い

る

 ●
判

断
基

準

a
b

c
【
農

政
部

】
暗

渠
排

水
工

事
優

れ
て

い
る

や
や

優
れ

て
い

る
他

の
評

価
に

該
当

し
な

い
劣

っ
て

い
る

Ⅲ
．

出
来

ば
え
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工
事

成
績

採
点

の
考

査
項

目
別

運
用

表
（
R

7
.4

.1
) 
【
土

木
】

工
事

成
績

採
点

の
考

査
項

目
の

考
査

項
目

別
運

用
表

６
０

／
６

５
ペ

ー
ジ

別
紙

－
３

契
約

管
理

番
号

：
工

　
事

　
名

：
（
　

検
査

員
　

）
［
記

入
方

法
］
該

当
す

る
項

目
の

□
に

レ
マ

ー
ク

を
記

入
す

る
。

考
査

項
目

細
別

工
種

d
３

．
出

来
形

及
　

　
び

出
来

ば
え

 ●
評

価
対

象
項

目
□

土
工

の
仕

上
げ

が
良

い
。

□
土

工
の

通
り

が
良

い
。

□
吹

付
け

（
植

生
、

コ
ン

ク
リ

ー
ト

等
）
の

状
態

が
均

一
で

あ
る

。
□

コ
ン

ク
リ

ー
ト

構
造

物
の

肌
が

良
い

。
□

コ
ン

ク
リ

ー
ト

構
造

物
の

通
り

が
良

い
。

□
天

端
仕

上
げ

、
端

部
仕

上
げ

等
が

良
い

。
□

ク
ラ

ッ
ク

が
な

い
。

□
漏

水
が

な
い

。
□

施
設

の
通

り
が

良
い

。
（
排

水
側

溝
、

フ
ェ

ン
ス

等
）

□
全

体
的

な
美

観
が

良
い

。
□

そ
の

他
（
理

由
：
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

）

※
評

価
項

目
の

該
当

８
項

目
以

上
・
・
・
・
・
・
・
ａ

※
評

価
項

目
の

該
当

５
項

目
以

上
・
・
・
・
・
・
・
ｂ

※
評

価
項

目
の

該
当

３
項

目
以

上
・
・
・
・
・
・
・
ｃ

※
評

価
項

目
の

該
当

２
項

目
以

下
・
・
・
・
・
・
・
ｄ

工
種

d

  
●

評
価

対
象

項
目

□
有

害
な

ク
ラ

ッ
ク

、
気

泡
、

コ
テ

跡
等

が
な

い
。

□
小

構
造

物
（
分

水
工

、
分

水
枡

）
等

に
も

注
意

が
払

わ
れ

て
い

る
。

□
細

部
の

仕
上

げ
が

良
い

。
□

既
設

構
造

物
と

の
す

り
つ

け
が

良
い

。
□

全
体

的
な

美
観

が
良

い
。

□
そ

の
他

（
理

由
：
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

）

  
●

判
断

基
準

※
評

価
項

目
の

該
当

３
項

目
以

上
・
・
・
・
・
・
・
ａ

※
評

価
項

目
の

該
当

２
項

目
以

上
・
・
・
・
・
・
・
ｂ

※
評

価
項

目
の

該
当

１
項

目
以

上
・
・
・
・
・
・
・
ｃ

※
評

価
項

目
の

該
当

項
目

な
し

・
・
・
・
・
・
・
・
・
ｄ

 

　
　

　

劣
っ

て
い

る

a
b

c

優
れ

て
い

る
や

や
優

れ
て

い
る

他
の

評
価

に
該

当
し

な
い

【
農

政
部

】
フ

ィ
ル

ダ
ム

・
た

め
池

工
事

優
れ

て
い

る
や

や
優

れ
て

い
る

他
の

評
価

に
該

当
し

な
い

劣
っ

て
い

る

 ●
判

断
基

準

【
農

政
部

】
水

路
補

修
工

事
・
目

地
補

修
工

・
断

面
修

復
工

・
表

面
被

覆
工

・
管

更
正

工

a
b

c

Ⅲ
．

出
来

ば
え
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工
事

成
績

採
点

の
考

査
項

目
別

運
用

表
（
R

7
.4

.1
) 
【
土

木
】

工
事

成
績

採
点

の
考

査
項

目
の

考
査

項
目

別
運

用
表

６
１

／
６

５
ペ

ー
ジ

別
紙

－
３

契
約

管
理

番
号

：
工

　
事

　
名

：
（
　

検
査

員
　

）
［
記

入
方

法
］
該

当
す

る
項

目
の

□
に

レ
マ

ー
ク

を
記

入
す

る
。

考
査

項
目

細
別

工
種

d
３

．
出

来
形

及
　

　
び

出
来

ば
え

 ●
評

価
対

象
項

目
□

土
工

の
仕

上
げ

が
良

い
。

□
構

造
物

の
通

り
が

よ
い

。
□

材
料

の
連

結
、

か
み

合
わ

せ
が

よ
い

。
□

天
端

仕
上

げ
、

端
部

仕
上

げ
等

が
良

い
。

□
ク

ラ
ッ

ク
が

な
い

。

□
漏

水
が

な
い

。

□
全

体
的

な
美

観
が

良
い

。
□

そ
の

他
（
理

由
：
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

）

※
評

価
項

目
の

該
当

６
項

目
以

上
・
・
・
・
・
・
・
ａ

※
評

価
項

目
の

該
当

４
項

目
以

上
・
・
・
・
・
・
・
ｂ

※
評

価
項

目
の

該
当

３
項

目
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
ｃ

※
評

価
項

目
の

該
当

２
項

目
以

下
・
・
・
・
・
・
・
ｄ

工
種

d

●
評

価
対

象
項

目
□

小
構

造
物

等
に

も
注

意
が

払
わ

れ
て

い
る

。
□

き
め

細
か

な
施

工
が

な
さ

れ
て

い
る

。
□

既
設

構
造

物
と

の
す

り
つ

け
が

良
い

。
□

全
体

的
な

美
観

が
良

い
。

□
そ

の
他

（
理

由
：
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

）

該
当

３
項

目
以

上
・

・
・

ａ
該

当
２

項
目

・
・

・
・

・
ｂ

該
当

１
項

目
・

・
・

・
・

ｃ
該

当
項

目
な

し
・

・
・

・
ｄ

 

a
b

c

Ⅲ
．

出
来

ば
え

維
持

修
繕

工
事

優
れ

て
い

る
や

や
優

れ
て

い
る

他
の

評
価

に
該

当
し

な
い

劣
っ

て
い

る

●
判

断
基

準

a
b

c

優
れ

て
い

る
や

や
優

れ
て

い
る

他
の

評
価

に
該

当
し

な
い

劣
っ

て
い

る

 ●
判

断
基

準

コ
ン

ク
リ

ー
ト

二
次

製
品

工
事

（
Ｌ

型
擁

壁
、

ボ
ッ

ク
ス

カ
ル

バ
ー

ト
、

ブ
ロ

ッ
ク

積
等

）
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工
事

成
績

採
点

の
考

査
項

目
別

運
用

表
（
R

7
.4

.1
) 
【
土

木
】

工
事

成
績

採
点

の
考

査
項

目
の

考
査

項
目

別
運

用
表

６
２

／
６

５
ペ

ー
ジ

別
紙

－
３

契
約

管
理

番
号

：
工

　
事

　
名

：
（
　

検
査

員
　

）
［
記

入
方

法
］
該

当
す

る
項

目
の

□
に

レ
マ

ー
ク

を
記

入
す

る
。

考
査

項
目

細
別

工
種

d
３

．
出

来
形

及
　

　
び

出
来

ば
え

 ●
評

価
対

象
項

目
□

き
め

細
や

か
な

施
工

が
さ

れ
て

い
る

。
□

既
存

部
分

や
関

連
設

備
と

の
調

整
が

な
さ

れ
て

い
る

。
□

取
壊

し
後

の
整

地
等

仕
上

が
り

の
状

態
が

良
好

で
あ

る
。

□
取

壊
し

対
象

（
リ

サ
イ

ク
ル

材
、

産
業

廃
棄

物
等

）
の

散
乱

等
が

な
く
処

理
が

適
切

で
あ

る
。

□
そ

の
他

（
理

由
：
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

）

  
●

判
断

基
準

※
評

価
項

目
の

該
当

３
項

目
以

上
・
・
・
・
・
・
・
ａ

※
評

価
項

目
の

該
当

２
項

目
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
ｂ

※
評

価
項

目
の

該
当

１
項

目
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
ｃ

※
評

価
項

目
の

該
当

項
目

な
し

・
・
・
・
・
・
・
・
・
ｄ

工
種

d

 ●
評

価
対

象
項

目
□

鋼
矢

板
・
親

杭
の

通
り

が
良

い
。

□
覆

工
版

に
が

た
つ

き
が

な
い

。
□

鋼
矢

板
の

か
み

合
わ

せ
等

不
良

部
分

が
な

い
。

□
全

体
的

な
美

観
が

良
い

□
そ

の
他

（
理

由
：
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

）

  
●

判
断

基
準

※
評

価
項

目
の

該
当

３
項

目
以

上
・
・
・
・
・
・
・
ａ

※
評

価
項

目
の

該
当

２
項

目
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
ｂ

※
評

価
項

目
の

該
当

１
項

目
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
ｃ

※
評

価
項

目
の

該
当

項
目

な
し

・
・
・
・
・
・
・
・
・
ｄ

 

取
壊

し
工

事
優

れ
て

い
る

や
や

優
れ

て
い

る
他

の
評

価
に

該
当

し
な

い
劣

っ
て

い
る

a
b

c
仮

設
工

工
事

優
れ

て
い

る
や

や
優

れ
て

い
る

他
の

評
価

に
該

当
し

な
い

劣
っ

て
い

る

a
b

c
Ⅲ

．
出

来
ば

え
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工
事

成
績

採
点

の
考

査
項

目
別

運
用

表
（
R

7
.4

.1
) 
【
土

木
】

 
工

種
d

□
と

お
り

が
よ

い
□

材
料

の
連

結
、

か
み

合
わ

せ
が

よ
い

□
構

造
物

へ
の

す
り

つ
け

が
よ

い
□

全
体

的
な

美
観

が
良

い
□

そ
の

他
（
理

由
：
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

）

 ●
判

断
基

準
※

評
価

項
目

の
該

当
３

項
目

以
上

・
・
・
・
・
・
・
ａ

※
評

価
項

目
の

該
当

２
項

目
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
ｂ

※
評

価
項

目
の

該
当

１
項

目
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
ｃ

※
評

価
項

目
の

該
当

項
目

な
し

・
・
・
・
・
・
・
・
・
ｄ

 

c
柵

工
、

筋
工

、
伏

工
工

事
優

れ
て

い
る

や
や

優
れ

て
い

る
他

の
評

価
に

該
当

し
な

い
劣

っ
て

い
る

●
評

価
対

象
項

目a
b
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工
事

成
績

採
点

の
考

査
項

目
別

運
用

表
（
R

7
.4

.1
) 
【
土

木
】

工
事

成
績

採
点

の
考

査
項

目
の

考
査

項
目

別
運

用
表

６
３

／
６

５
ペ

ー
ジ

別
紙

－
３

契
約

管
理

番
号

：
工

　
事

　
名

：
（
　

検
査

員
　

）
［
記

入
方

法
］
該

当
す

る
項

目
の

□
に

レ
マ

ー
ク

を
記

入
す

る
。

考
査

項
目

細
別

工
種

d

３
．

出
来

形
及

Ⅲ
．

出
来

ば
え

　
　

び
出

来
ば

え

 ●
評

価
対

象
項

目
□

切
盛

の
勾

配
が

確
保

さ
れ

、
法

面
の

仕
上

げ
が

よ
い

。
□

整
地

、
均

平
の

仕
上

げ
が

よ
い

。
□

畦
畔

、
溝

畔
等

の
仕

上
げ

が
よ

い
。

□
構

造
物

へ
の

す
り

つ
け

が
よ

い
。

□
植

生
、

吹
き

付
け

等
の

状
態

が
均

一
で

あ
る

。
□

排
水

路
の

通
り

が
良

い
。

□
全

体
的

な
美

観
が

良
い

。
□

そ
の

他
（
理

由
：
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

）

  
●

判
断

基
準

※
評

価
項

目
の

該
当

５
項

目
以

上
・
・
・
・
・
・
・
ａ

※
評

価
項

目
の

該
当

４
項

目
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
ｂ

※
評

価
項

目
の

該
当

３
項

目
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
ｃ

※
評

価
項

目
の

該
当

２
項

目
以

下
・
・
・
・
・
・
・
ｄ

 

土
工

事
（
農

地
造

成
）

優
れ

て
い

る
や

や
優

れ
て

い
る

他
の

評
価

に
該

当
し

な
い

a
b

劣
っ

て
い

る

c
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工
事

成
績

採
点

の
考

査
項

目
別

運
用

表
（
R

7
.4

.1
) 
【
土

木
】

工
事

成
績

採
点

の
考

査
項

目
の

考
査

項
目

別
運

用
表

６
４

／
６

５
ペ

ー
ジ

別
紙

－
３

契
約

管
理

番
号

：
工

　
事

　
名

：
（
　

検
査

員
　

）
［
記

入
方

法
］
該

当
す

る
項

目
の

□
に

レ
マ

ー
ク

を
記

入
す

る
。

考
査

項
目

細
別

工
種

d
３

．
出

来
形

及
　

　
び

出
来

ば
え

 ●
評

価
対

象
項

目
□

切
取

勾
配

が
確

保
さ

れ
、

法
面

の
仕

上
げ

が
よ

い
。

□
盛

土
勾

配
が

確
保

さ
れ

、
法

面
の

仕
上

げ
が

よ
い

。
□

道
路

の
形

状
（
綿

形
、

拡
幅

、
縦

、
横

断
勾

配
、

土
側

溝
）
が

よ
い

。
□

構
造

物
へ

の
す

り
つ

け
及

び
良

質
土

砂
等

の
流

用
状

況
が

よ
い

。
□

土
工

の
仕

上
げ

が
よ

い
。

□
全

体
的

な
美

観
が

良
い

。
□

残
土

処
理

等
が

適
切

で
あ

る
。

□
そ

の
他

（
理

由
：
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

）

  
●

判
断

基
準

※
評

価
項

目
の

該
当

５
項

目
以

上
・
・
・
・
・
・
・
ａ

※
評

価
項

目
の

該
当

４
項

目
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
ｂ

※
評

価
項

目
の

該
当

３
項

目
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
ｃ

※
評

価
項

目
の

該
当

２
項

目
以

下
・
・
・
・
・
・
・
ｄ

工
種

d

 ●
評

価
対

象
項

目
□

通
り

が
よ

く
、

バ
ラ

ン
ス

が
保

た
れ

て
い

る
。

□
金

具
等

規
格

に
あ

っ
た

も
の

が
使

用
さ

れ
統

一
性

が
よ

い
。

□
形

状
・
寸

法
等

が
確

保
さ

れ
統

一
性

が
良

い
。

□
コ

ン
ク

リ
ー

ト
構

造
物

へ
の

す
り

付
け

等
が

よ
い

。
□

地
山

へ
の

密
着

性
が

確
保

さ
れ

仕
上

げ
が

よ
い

。
□

全
体

的
な

美
観

が
良

い
。

□
そ

の
他

（
理

由
：
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

）

 ●
判

断
基

準
※

評
価

項
目

の
該

当
５

項
目

以
上

・
・
・
・
・
・
・
ａ

※
評

価
項

目
の

該
当

４
項

目
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
ｂ

※
評

価
項

目
の

該
当

３
項

目
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
ｃ

※
評

価
項

目
の

該
当

２
項

目
以

下
・
・
・
・
・
・
・
ｄ

 

a
b

c
Ⅲ

．
出

来
ば

え
林

道
土

工
工

事
優

れ
て

い
る

や
や

優
れ

て
い

る
他

の
評

価
に

該
当

し
な

い
劣

っ
て

い
る

a
b

c

優
れ

て
い

る
や

や
優

れ
て

い
る

他
の

評
価

に
該

当
し

な
い

劣
っ

て
い

る
木

材
木

製
品

工
事

（
木

ダ
ム

、
木

橋
、

木
土

留
工

、
木

流
路

工
等

）
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工
事

成
績

採
点

の
考

査
項

目
別

運
用

表
（
R

7
.4

.1
) 
【
土

木
】

工
事

成
績

採
点

の
考

査
項

目
の

考
査

項
目

別
運

用
表

６
５

／
６

５
ペ

ー
ジ

別
紙

－
３

契
約

管
理

番
号

：
工

　
事

　
名

：
（
　

検
査

員
　

）
［
記

入
方

法
］
該

当
す

る
項

目
の

□
に

レ
マ

ー
ク

を
記

入
す

る
。

考
査

項
目

細
別

工
種

d
３

．
出

来
形

及
　

　
び

出
来

ば
え

●
評

価
対

象
項

目
□

理
由

：
□

理
由

：
□

理
由

：
□

理
由

：
□

理
由

：

該
当

４
項

目
以

上
・

・
・

ａ
該

当
３

項
目

・
・

・
・

・
ｂ

該
当

２
項

目
・

・
・

・
・

ｃ
該

当
１

項
目

以
下

・
・

・
ｄ

※
該

当
工

種
か

ら
の

評
価

対
象

項
目

で
評

価
を

行
う

。
た

だ
し

、
評

価
対

象
項

目
は

最
大

５
項

目
と

す
る

。

 

Ⅲ
．

出
来

ば
え

上
記

以
外

の
工

事
優

れ
て

い
る

や
や

優
れ

て
い

る
他

の
評

価
に

該
当

し
な

い
劣

っ
て

い
る

又
は

合
併

工
事

●
判

断
基

準

a
b

c
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工
事

成
績

採
点

の
考

査
項

目
別

運
用

表
（
R

7
.4

.1
) 
【
土

木
】

12-110



１
／

１
２

ペ
ー

ジ
別

紙
－

１
契

約
管

理
番

号
：

工
　

事
　

名
：

［
記

入
方

法
］
評

価
対

象
項

目
は

左
□

に
レ

マ
ー

ク
、

評
価

項
目

は
右

□
に

レ
マ

ー
ク

を
記

入
す

る
。

（
　

監
督

員
　

）
考

査
項

目

１
．

施
工

体
制

Ⅰ
．

施
工

体
制

一
般

●
　

評
価

対
象

項
目

□
施

工
体

制
一

般
に

関
し

て
、

監
督

員
か

ら
の

文
書

に
よ

る
改

善
指

示
に

従
わ

な
か

っ
た

。

上
記
該
当
項
目
が
あ
れ
ば
・
・
・
・
・
・
・
ｅ

□
施

工
体

制
一

般
に

関
し

て
、

監
督

員
が

文
書

に
よ

る
改

善
指

示
を

行
っ

た
。

上
記
該
当
項
目
が
あ
れ
ば
・
・
・
・
・
・
・
ｄ

■
□

作
業

の
分

担
の

範
囲

が
、

下
請

業
者

を
含

め
、

書
面

に
明

確
に

記
載

さ
れ

て
い

る
。

■
□

品
質

管
理

体
制

が
、

書
面

に
適

切
に

記
載

さ
れ

て
い

る
。

■
□

安
全

管
理

体
制

が
、

書
面

に
適

切
に

記
載

さ
れ

て
い

る
。

■
□

現
場

の
施

工
体

制
（
品

質
管

理
、

安
全

管
理

を
含

む
）
が

、
書

面
と

一
致

し
て

い
る

。
■

□
工

事
規

模
に

応
じ

た
人

員
、

機
械

配
置

が
な

さ
れ

施
工

し
て

い
る

。
■

□

■
□

元
請

業
者

が
、

下
請

業
者

の
施

工
結

果
を

十
分

に
検

査
し

て
い

る
。

■
□

現
場

に
お

け
る

施
工

体
制

に
対

し
、

本
支

店
等

に
よ

る
十

分
な

支
援

体
制

を
整

え
実

施
し

て
い

る
。

■
□

施
工

体
制

一
般

に
つ

い
て

指
示

事
項

が
無

い
。

ま
た

は
指

示
事

項
に

対
す

る
改

善
が

速
や

か
に

実
施

さ
れ

て
い

る
。

□
□

そ
の

他
（
理

由
：
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

）

①
「
対

象
」
欄

に
チ

ェ
ッ

ク
ボ

ッ
ク

ス
が

あ
る

項
目

は
、

評
価

す
べ

き
項

目
の

場
合

に
チ

ェ
ッ

ク
し

、

評
価
値
が
９
０
％
以
上
・
・
・
・
・
・
・
・
・
ａ

評
価

す
べ

き
項

目
で

な
い

場
合

は
空

白
の

ま
ま

と
す

る
。

評
価
値
が
８
０
％
以
上
９
０
％
未
満
・
・
・
・
ｂ

②
削

除
項

目
の

あ
る

場
合

は
削

除
後

の
評

価
項

目
数

を
母

数
と

し
て

、
比

率
（
％

）
計

算
の

値
で

評
価
値
が
６
０
％
以
上
８
０
％
未
満
・
・
・
・
ｃ

評
価

す
る

。

評
価
値
が
６
０
％
未
満
・
・
・
・
・
・
・
・
・
ｄ

③
評

価
値

（
　

　
％

）
＝

（
  
  
 ）

評
価

数
／

（
　

　
　

）
対

象
評

価
項

目
数

×
１

０
０

④
評

価
対

象
項

目
数

が
２

以
下

の
場

合
は

、
全

て
に

該
当

し
て

も
ｃ
評

価
と

す
る

。

e

施
工

体
制

が
優

れ
て

い
る

。
施

工
体

制
が

良
好

で
あ

る
。

施
工

体
制

が
適

切
で

あ
る

。
施

工
体

制
が

や
や

不
適

切
で

あ
る

。
施

工
体

制
が

不
適

切
で

あ
る

。

細
別

a
b

c
d

建
設

業
退

職
金

共
済

制
度

(建
退

共
)の

趣
旨

を
下

請
業

者
等

に
説

明
す

る
と

と
も

に
、

証
紙

の
購

入
が

適
切

に
行

わ
れ

、
配

布
が

受
け

払
い

簿
等

に
よ

り
適

切
に

把
握

さ
れ

て
い

る
。
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２
／

１
２

ペ
ー

ジ
別

紙
－

１
契

約
管

理
番

号
：

工
　

事
　

名
：

［
記

入
方

法
］
評

価
対

象
項

目
は

左
□

に
レ

マ
ー

ク
、

評
価

項
目

は
右

□
に

レ
マ

ー
ク

を
記

入
す

る
。

（
　

監
督

員
　

）
考

査
項

目

１
．

施
工

体
制

Ⅱ
．

配
置

技
術

者

●
　

評
価

対
象

項
目

□
配

置
技

術
者

に
関

し
て

、
監

督
員

か
ら

の
文

書
に

よ
る

改
善

指
示

に
従

わ
な

か
っ

た
。

上
記
該
当
項
目
が
あ
れ
ば
・
・
・
・
・
・
・
ｅ

□
配

置
技

術
者

に
関

し
て

、
監

督
員

が
文

書
に

よ
る

改
善

指
示

を
行

っ
た

。

上
記
該
当
項
目
が
あ
れ
ば
・
・
・
・
・
・
・
ｄ

■
□

現
場

代
理

人
と

し
て

、
工

事
全

体
の

把
握

が
で

き
て

い
る

。
 

■
□

現
場

代
理

人
と

し
て

、
監

督
員

へ
の

報
告

、
協

議
等

を
書

面
で

行
っ

て
い

る
。

■
□

契
約

書
、

設
計

図
書

等
を

理
解

し
、

現
場

に
反

映
し

て
工

事
を

行
っ

て
い

る
。

■
□

工
事

請
負

契
約

書
第

１
８

条
（
条

件
変

更
等

）
第

１
項

（
以

下
「
契

約
書

第
１

８
条

」
と

い
う

。
）
に

基
づ

く
設

計
図

書
の

照
査

を
行

っ
て

い
る

。
■

□
書

類
及

び
資

料
が

適
切

に
整

理
さ

れ
て

い
る

。
■

□
作

業
環

境
、

気
象

、
地

質
条

件
等

の
把

握
及

び
対

応
に

努
め

て
い

る
。

□
□

工
事

に
必

要
な

専
門

技
術

者
を

選
任

し
、

配
置

し
て

い
る

。
□

□
作

業
に

必
要

な
作

業
主

任
者

を
選

任
し

、
配

置
し

て
い

る
。

■
□

主
任

(監
理

)技
術

者
と

し
て

技
術

的
判

断
に

優
れ

、
良

好
な

施
工

に
努

め
て

い
る

。
■

□
施

工
体

制
、

施
工

状
況

を
把

握
し

、
下

請
け

、
部

下
等

を
よ

く
指

導
し

て
い

る
。

■
□

施
工

等
に

伴
う

提
案

又
は

工
夫

を
も

っ
て

工
事

を
進

め
て

い
る

。
■

□

□
□

そ
の

他
（
理

由
：
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

）

①
「
対

象
」
欄

に
チ

ェ
ッ

ク
ボ

ッ
ク

ス
が

あ
る

項
目

は
、

評
価

す
べ

き
項

目
の

場
合

に
チ

ェ
ッ

ク
し

、

評
価
値
が
９
０
％
以
上
・
・
・
・
・
・
・
・
・
ａ

評
価

す
べ

き
項

目
で

な
い

場
合

は
空

白
の

ま
ま

と
す

る
。

評
価
値
が
８
０
％
以
上
９
０
％
未
満
・
・
・
・
ｂ

②
削

除
項

目
の

あ
る

場
合

は
削

除
後

の
評

価
項

目
数

を
母

数
と

し
て

、
比

率
（
％

）
計

算
の

値
で

評
価
値
が
６
０
％
以
上
８
０
％
未
満
・
・
・
・
ｃ

評
価

す
る

。

評
価
値
が
６
０
％
未
満
・
・
・
・
・
・
・
・
・
ｄ

③
評

価
値

（
　

　
％

）
＝

（
  
  
 ）

評
価

数
／

（
　

　
　

）
対

象
評

価
項

目
数

×
１

０
０

④
評

価
対

象
項

目
数

が
２

以
下

の
場

合
は

、
全

て
に

該
当

し
て

も
ｃ
評

価
と

す
る

。

　
　

　
　

※
２

．
作

業
主

任
者

を
選

任
す

べ
き

作
業

は
、

労
働

安
全

衛
生

法
施

行
令

第
６

条
に

よ
る

。
※

３
．

特
例

監
理

技
術

者
の

指
導

に
よ

り
監

理
技

術
者

補
佐

が
適

正
に

実
施

し
た

場
合

は
、

特
例

監
理

技
術

者
を

評
価

す
る

も
の

と
す

る
。

配
置

技
術

者
と

し
て

優
れ

て
い

る
。

配
置

技
術

者
と

し
て

良
好

で
あ

る
。

配
置

技
術

者
と

し
て

適
切

で
あ

る
。

配
置

技
術

者
と

し
て

や
や

不
適

切
で

あ
る

。
配

置
技

術
者

と
し

て
不

適
切

で
あ

る
。

（
現

場
代

理
人

等
）

細
別

a
b

c
d

e

配
置

技
術

者
（
現

場
代

理
人

／
監

理
技

術
者

／
主

任
技

術
者

）
に

つ
い

て
指

示
事

項
が

無
い

。
ま

た
は

指
示

事
項

に
対

す
る

改
善

が
速

や
か

に
実

施
さ

れ
て

い
る

。

※
１

．
建

築
一

式
工

事
を

施
工

す
る

場
合

に
お

い
て

、
一

式
工

事
の

内
容

で
あ

る
他

の
建

設
工

事
（
専

門
工

事
）
を

自
ら

施
工

す
る

時
は

、
当

該
専

門
工

事
に

関
し

資
格

を
有

す
る

者
を

置
く
も

の
と

す
る

。
な

お
、

主
任

技
術

者
が

当
該

専
門

工
事

の
資

格
を

有
し

て
い

れ
ば

、
専

門
技

術
者

を
兼

ね
る

こ
と

が
で

き
る

。

12-112



３
／

１
２

ペ
ー

ジ
別

紙
－

１
契

約
管

理
番

号
：

工
　

事
　

名
：

［
記

入
方

法
］
評

価
対

象
項

目
は

左
□

に
レ

マ
ー

ク
、

評
価

項
目

は
右

□
に

レ
マ

ー
ク

を
記

入
す

る
。

（
　

監
督

員
　

）
考

査
項

目

２
．

施
工

状
況

Ⅰ
．

施
工

管
理

●
　

評
価

対
象

項
目

□
施

工
管

理
に

関
し

て
、

監
督

員
か

ら
の

文
書

に
よ

る
改

善
指

示
に

従
わ

な
か

っ
た

。

上
記
該
当
項
目
が
あ
れ
ば
・
・
・
・
・
・
・
ｅ

□
施

工
管

理
に

関
し

て
、

監
督

員
が

文
書

に
よ

る
改

善
指

示
を

行
っ

た
。

上
記
該
当
項
目
が
あ
れ
ば
・
・
・
・
・
・
・
ｄ

■
□

契
約

書
第

１
８

条
に

基
づ

く
設

計
図

書
の

照
査

結
果

に
つ

い
て

、
協

議
を

行
っ

て
い

る
。

■
□

施
工

計
画

書
が

、
工

事
着

手
前

(計
画

内
容

に
変

更
が

生
じ

た
場

合
を

含
む

）
に

提
出

さ
れ

て
い

る
。

■
□

施
工

計
画

書
が

、
設

計
図

書
及

び
現

場
条

件
を

反
映

し
た

内
容

と
な

っ
て

い
る

。
■

□
施

工
計

画
書

に
、

出
来

形
・
品

質
確

保
の

た
め

の
記

載
が

あ
る

。
■

□
施

工
計

画
書

に
基

づ
き

、
出

来
形

・
品

質
の

管
理

を
、

常
時

適
切

に
行

っ
て

い
る

。
■

□
施

工
図

作
成

に
あ

た
り

、
関

連
工

事
と

遅
滞

な
く
、

調
整

が
十

分
に

図
ら

れ
て

い
る

。
■

□
工

事
打

合
せ

書
等

の
工

事
記

録
の

整
備

が
、

適
時

に
行

わ
れ

て
い

る
。

■
□

施
工

計
画

書
の

記
載

内
容

と
現

場
施

工
方

法
が

、
一

致
し

て
い

る
。

■
□

一
工

程
の

施
工

の
検

査
・
確

認
の

報
告

が
、

適
時

に
行

わ
れ

て
い

る
。

■
□

現
場

内
で

の
整

理
整

頓
が

、
常

時
行

わ
れ

て
い

る
。

■
□

使
用

す
る

建
築

材
料

（
以

下
「
材

料
」
と

い
う

。
）
・
設

備
機

材
（
以

下
「
機

材
」
と

い
う

。
）
の

調
達

の
計

画
及

び
搬

入
後

の
管

理
が

適
切

で
あ

る
。

■
□

社
内

検
査

が
計

画
的

に
行

わ
れ

て
い

る
。

■
□

独
自

の
チ

ェ
ッ

ク
リ

ス
ト

等
の

管
理

基
準

に
よ

り
、

管
理

さ
れ

て
い

る
。

□
□

低
騒

音
、

低
振

動
及

び
排

出
ガ

ス
対

策
型

の
建

設
機

械
及

び
車

両
を

使
用

し
て

い
る

。
■

□
建

設
廃

棄
物

の
処

分
及

び
建

設
副

産
物

の
リ

サ
イ

ク
ル

へ
の

取
り

組
み

が
、

適
切

に
行

わ
れ

て
い

る
。

■
□

施
工

管
理

に
つ

い
て

指
示

事
項

が
無

い
。

ま
た

は
指

示
事

項
に

対
す

る
改

善
が

速
や

か
に

実
施

さ
れ

て
い

る
。

□
□

そ
の

他
（
理

由
：
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

）

①
「
対

象
」
欄

に
チ

ェ
ッ

ク
ボ

ッ
ク

ス
が

あ
る

項
目

は
、

評
価

す
べ

き
項

目
の

場
合

に
チ

ェ
ッ

ク
し

、

評
価
値
が
９
０
％
以
上
・
・
・
・
・
・
・
・
・
ａ

評
価

す
べ

き
項

目
で

な
い

場
合

は
空

白
の

ま
ま

と
す

る
。

評
価
値
が
８
０
％
以
上
９
０
％
未
満
・
・
・
・
ｂ

②
削

除
項

目
の

あ
る

場
合

は
削

除
後

の
評

価
項

目
数

を
母

数
と

し
て

、
比

率
（
％

）
計

算
の

値
で

評
価
値
が
６
０
％
以
上
８
０
％
未
満
・
・
・
・
ｃ

評
価

す
る

。

評
価
値
が
６
０
％
未
満
・
・
・
・
・
・
・
・
・
ｄ

③
評

価
値

（
　

　
％

）
＝

（
  
  
 ）

評
価

数
／

（
　

　
　

）
対

象
評

価
項

目
数

×
１

０
０

④
評

価
対

象
項

目
数

が
２

以
下

の
場

合
は

、
全

て
に

該
当

し
て

も
ｃ
評

価
と

す
る

。

細
別

a
b

c
d

e

施
工

管
理

が
優

れ
て

い
る

。
施

工
管

理
が

良
好

で
あ

る
。

施
工

管
理

が
適

切
で

あ
る

。
施

工
管

理
が

や
や

不
適

切
で

あ
る

。
施

工
管

理
が

不
適

切
で

あ
る

。
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４
／

１
２

ペ
ー

ジ
別

紙
－

１
契

約
管

理
番

号
：

工
　

事
　

名
：

［
記

入
方

法
］
評

価
対

象
項

目
は

左
□

に
レ

マ
ー

ク
、

評
価

項
目

は
右

□
に

レ
マ

ー
ク

を
記

入
す

る
。

（
　

監
督

員
　

）
考

査
項

目

２
．

施
工

状
況

Ⅱ
．

工
程

管
理

●
　

評
価

対
象

項
目

□
工

程
管

理
に

関
し

て
、

監
督

員
か

ら
の

文
書

に
よ

る
改

善
指

示
に

従
わ

な
か

っ
た

。

上
記
該
当
項
目
が
あ
れ
ば
・
・
・
・
・
・
・
ｅ

□
工

程
管

理
に

関
し

て
、

監
督

員
が

文
書

に
よ

る
改

善
指

示
を

行
っ

た
。

上
記
該
当
項
目
が
あ
れ
ば
・
・
・
・
・
・
・
ｄ

■
□

実
施

工
程

表
が

工
事

着
手

前
に

提
出

さ
れ

、
関

連
工

事
と

の
調

整
も

適
切

に
行

っ
て

い
る

。
■

□
現

場
で

の
工

程
管

理
を

詳
細

工
程

表
や

パ
ソ

コ
ン

等
を

用
い

て
、

日
常

的
に

把
握

し
て

い
る

。
■

□
工

程
の

フ
ォ

ロ
ー

ア
ッ

プ
を

実
施

し
、

受
注

者
の

責
に

よ
り

関
連

工
事

及
び

入
居

官
署

等
に

対
し

、
影

響
を

及
ぼ

す
工

程
の

遅
れ

が
な

い
。

□
□

現
場

ま
た

は
施

工
条

件
の

変
更

へ
の

対
応

が
積

極
的

で
、

処
理

が
早

い
。

□
□

工
程

に
関

す
る

各
種

制
約

等
が

あ
る

に
も

か
か

わ
ら

ず
、

工
期

内
に

ス
ム

ー
ズ

に
作

業
を

行
っ

て
い

る
。

■
□

受
注

者
の

責
に

よ
る

夜
間

や
休

日
の

作
業

が
な

い
。

■
□

休
日

・
代

休
の

確
保

を
行

っ
て

い
る

。
■

□
近

隣
住

民
（
入

居
官

署
等

を
含

む
）
と

の
調

整
を

積
極

的
に

行
い

、
円

滑
な

工
事

進
捗

を
行

っ
て

い
る

。
■

□
工

程
管

理
に

つ
い

て
指

示
事

項
が

無
い

。
ま

た
は

指
示

事
項

に
対

す
る

改
善

が
速

や
か

に
実

施
さ

れ
て

い
る

。
□

□
そ

の
他

（
理

由
：
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

）

評
価
値
が
９
０
％
以
上
・
・
・
・
・
・
・
・
・
ａ

①
「
対

象
」
欄

に
チ

ェ
ッ

ク
ボ

ッ
ク

ス
が

あ
る

項
目

は
、

評
価

す
べ

き
項

目
の

場
合

に
チ

ェ
ッ

ク
し

、

評
価
値
が
８
０
％
以
上
９
０
％
未
満
・
・
・
・
ｂ

評
価

す
べ

き
項

目
で

な
い

場
合

は
空

白
の

ま
ま

と
す

る
。

評
価
値
が
６
０
％
以
上
８
０
％
未
満
・
・
・
・
ｃ

②
削

除
項

目
の

あ
る

場
合

は
削

除
後

の
評

価
項

目
数

を
母

数
と

し
て

、
比

率
（
％

）
計

算
の

値
で

評
価
値
が
６
０
％
未
満
・
・
・
・
・
・
・
・
・
ｄ

評
価

す
る

。
③

評
価

値
（
　

　
％

）
＝

（
  
  
 ）

評
価

数
／

（
　

　
　

）
対

象
評

価
項

目
数

×
１

０
０

④
評

価
対

象
項

目
数

が
２

以
下

の
場

合
は

、
全

て
に

該
当

し
て

も
ｃ
評

価
と

す
る

。

細
別

a
b

c
d

e

工
程

管
理

が
優

れ
て

い
る

。
工

程
管

理
が

良
好

で
あ

る
。

工
程

管
理

が
適

切
で

あ
る

。
工

程
管

理
が

や
や

不
適

切
で

あ
る

。
工

程
管

理
が

不
適

切
で

あ
る

。
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５
／

１
２

ペ
ー

ジ
別

紙
－

１
契

約
管

理
番

号
：

工
　

事
　

名
：

［
記

入
方

法
］
評

価
対

象
項

目
は

左
□

に
レ

マ
ー

ク
、

評
価

項
目

は
右

□
に

レ
マ

ー
ク

を
記

入
す

る
。

（
　

監
督

員
　

）
考

査
項

目

２
．

施
工

状
況

Ⅲ
．

安
全

対
策

●
　

評
価

対
象

項
目

□
安

全
対

策
に

関
し

て
、

監
督

員
か

ら
の

文
書

に
よ

る
改

善
指

示
に

従
わ

な
か

っ
た

。

上
記
該
当
項
目
が
あ
れ
ば
・
・
・
・
・
・
・
ｅ

□
安

全
対

策
に

関
し

て
、

監
督

員
が

文
書

に
よ

る
改

善
指

示
を

行
っ

た
。

上
記
該
当
項
目
が
あ
れ
ば
・
・
・
・
・
・
・
ｄ

□
安

全
対

策
に

関
し

て
、

法
令

遵
守

の
措

置
内

容
に

該
当

す
る

場
合

。

上
記
該
当
項
目
が
あ
れ
ば
・
・
・
・
・
・
・
ｃ

■
□

災
害

防
止

（
工

事
安

全
）
協

議
会

等
を

設
置

し
、

１
回

／
月

以
上

活
動

し
、

記
録

が
整

備
さ

れ
て

い
る

。
■

□
店

社
パ

ト
ロ

ー
ル

を
１

回
／

月
以

上
実

施
し

、
記

録
が

整
備

さ
れ

て
い

る
。

■
□

各
種

安
全

パ
ト

ロ
ー

ル
で

指
摘

を
受

け
た

事
項

に
つ

い
て

、
速

や
か

に
改

善
を

図
り

、
か

つ
関

係
者

に
是

正
指

示
し

て
い

る
。

■
□

安
全

教
育

・
安

全
訓

練
等

を
適

時
適

切
に

実
施

し
、

記
録

が
整

備
さ

れ
て

い
る

。
■

□
安

全
巡

視
、

Ｔ
Ｂ

Ｍ
、

Ｋ
Ｙ

等
を

実
施

し
、

記
録

を
整

備
し

て
い

る
。

■
□

新
規

入
場

者
教

育
を

実
施

し
、

実
施

内
容

に
現

場
の

特
性

が
反

映
さ

れ
、

記
録

が
整

備
さ

れ
て

い
る

。
■

□
現

場
の

各
工

程
に

お
い

て
適

時
適

切
に

、
安

全
管

理
の

措
置

を
し

て
い

る
。

□
□

重
機

操
作

に
際

し
て

、
誘

導
員

配
置

や
重

機
と

人
の

行
動

範
囲

の
分

離
措

置
が

な
さ

れ
て

い
る

。
□

□
山

留
め

等
に

つ
い

て
、

設
置

後
の

点
検

及
び

管
理

が
チ

ェ
ッ

ク
リ

ス
ト

等
を

用
い

て
実

施
さ

れ
て

い
る

。
□

□
仮

設
工

事
に

お
い

て
、

設
置

完
了

時
や

使
用

中
の

点
検

及
び

管
理

が
チ

ェ
ッ

ク
リ

ス
ト

等
を

用
い

て
実

施
さ

れ
て

い
る

。
■

□
使

用
機

械
、

工
具

等
の

点
検

整
備

等
が

な
さ

れ
、

十
分

に
管

理
さ

れ
て

い
る

。
■

□
工

事
現

場
に

お
け

る
保

安
設

備
等

の
設

置
・
管

理
が

適
切

で
あ

り
、

よ
く
整

備
さ

れ
て

い
る

。
□

□
過

積
載

防
止

に
十

分
に

取
り

組
ん

で
い

る
。

■
□

安
全

対
策

に
つ

い
て

指
示

事
項

が
無

い
。

ま
た

は
指

示
事

項
に

対
す

る
改

善
が

速
や

か
に

実
施

さ
れ

て
い

る
。

□
□

そ
の

他
（
理

由
：
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

）

①
「
対

象
」
欄

に
チ

ェ
ッ

ク
ボ

ッ
ク

ス
が

あ
る

項
目

は
、

評
価

す
べ

き
項

目
の

場
合

に
チ

ェ
ッ

ク
し

、

評
価
値
が
９
０
％
以
上
・
・
・
・
・
・
・
・
・
ａ

評
価

す
べ

き
項

目
で

な
い

場
合

は
空

白
の

ま
ま

と
す

る
。

評
価
値
が
８
０
％
以
上
９
０
％
未
満
・
・
・
・
ｂ

②
削

除
項

目
の

あ
る

場
合

は
削

除
後

の
評

価
項

目
数

を
母

数
と

し
て

、
比

率
（
％

）
計

算
の

値
で

評
価
値
が
６
０
％
以
上
８
０
％
未
満
・
・
・
・
ｃ

評
価

す
る

。

評
価
値
が
６
０
％
未
満
・
・
・
・
・
・
・
・
・
ｄ

③
評

価
値

（
　

　
％

）
＝

（
  
  
 ）

評
価

数
／

（
　

　
　

）
対

象
評

価
項

目
数

×
１

０
０

④
評

価
対

象
項

目
数

が
２

以
下

の
場

合
は

、
全

て
に

該
当

し
て

も
ｃ
評

価
と

す
る

。

e

安
全

対
策

が
優

れ
て

い
る

。
安

全
対

策
が

良
好

で
あ

る
。

安
全

対
策

が
適

切
で

あ
る

。
安

全
対

策
が

や
や

不
適

切
で

あ
る

。
安

全
対

策
が

不
適

切
で

あ
る

。

細
別

a
b

c
d
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６
／

１
２

ペ
ー

ジ
別

紙
－

１
契

約
管

理
番

号
：

工
　

事
　

名
：

［
記

入
方

法
］
評

価
対

象
項

目
は

左
□

に
レ

マ
ー

ク
、

評
価

項
目

は
右

□
に

レ
マ

ー
ク

を
記

入
す

る
。

（
　

監
督

員
　

）
考

査
項

目

２
．

施
工

状
況

Ⅳ
．

対
外

関
係

●
　

評
価

対
象

項
目

□
対

外
関

係
に

関
し

て
、

監
督

員
か

ら
の

文
書

に
よ

る
改

善
指

示
に

従
わ

な
か

っ
た

。

上
記
該
当
項
目
が
あ
れ
ば
・
・
・
・
・
・
・
ｅ

□
対

外
関

係
に

関
し

て
、

監
督

員
が

文
書

に
よ

る
改

善
指

示
を

行
っ

た
。

上
記
該
当
項
目
が
あ
れ
ば
・
・
・
・
・
・
・
ｄ

□
□

工
事

施
工

に
あ

た
り

、
関

係
官

公
署

等
の

関
係

機
関

と
協

議
及

び
調

整
を

行
い

、
ト

ラ
ブ

ル
の

発
生

が
な

い
。

■
□

工
事

施
工

に
あ

た
り

、
近

隣
住

民
（
入

居
官

署
等

を
含

む
）
と

適
切

に
協

議
及

び
調

整
を

行
っ

て
い

る
。

■
□

引
渡

し
時

に
入

居
官

署
に

対
し

、
保

守
管

理
に

つ
い

て
適

切
な

説
明

を
行

っ
て

い
る

。
■

□
工

事
の

目
的

及
び

内
容

を
、

工
事

看
板

な
ど

に
よ

り
地

域
住

民
や

通
行

者
等

に
分

か
り

や
す

く
周

知
し

て
い

る
。

■
□

近
隣

住
民

（
入

居
官

署
等

を
含

む
）
対

策
を

実
施

し
、

苦
情

が
な

い
。

ま
た

は
苦

情
に

対
し

て
適

切
な

対
応

を
行

い
、

以
後

の
ト

ラ
ブ

ル
が

な
い

。
■

□
現

場
の

イ
メ

ー
ジ

ア
ッ

プ
に

取
り

組
ん

で
い

る
。

■
□

対
外

関
係

に
つ

い
て

指
示

事
項

が
無

い
。

ま
た

は
指

示
事

項
に

対
す

る
改

善
が

速
や

か
に

実
施

さ
れ

て
い

る
。

□
□

そ
の

他
（
理

由
：
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

）

①
「
対

象
」
欄

に
チ

ェ
ッ

ク
ボ

ッ
ク

ス
が

あ
る

項
目

は
、

評
価

す
べ

き
項

目
の

場
合

に
チ

ェ
ッ

ク
し

、

評
価
値
が
９
０
％
以
上
・
・
・
・
・
・
・
・
・
ａ

評
価

す
べ

き
項

目
で

な
い

場
合

は
空

白
の

ま
ま

と
す

る
。

評
価
値
が
８
０
％
以
上
９
０
％
未
満
・
・
・
・
ｂ

②
削

除
項

目
の

あ
る

場
合

は
削

除
後

の
評

価
項

目
数

を
母

数
と

し
て

、
比

率
（
％

）
計

算
の

値
で

評
価
値
が
６
０
％
以
上
８
０
％
未
満
・
・
・
・
ｃ

評
価

す
る

。

評
価
値
が
６
０
％
未
満
・
・
・
・
・
・
・
・
・
ｄ

③
評

価
値

（
　

　
％

）
＝

（
  
  
 ）

評
価

数
／

（
　

　
　

）
対

象
評

価
項

目
数

×
１

０
０

④
評

価
対

象
項

目
数

が
２

以
下

の
場

合
は

、
全

て
に

該
当

し
て

も
ｃ
評

価
と

す
る

。

細
別

a
b

c
d

e

対
外

関
係

が
優

れ
て

い
る

。
対

外
関

係
が

良
好

で
あ

る
。

対
外

関
係

が
適

切
で

あ
る

。
対

外
関

係
が

や
や

不
適

切
で

あ
る

。
対

外
関

係
が

不
適

切
で

あ
る

。
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７
／

１
２

ペ
ー

ジ
別

紙
－

１
契

約
管

理
番

号
：

工
　

事
　

名
：

［
記

入
方

法
］
評

価
対

象
項

目
は

左
□

に
レ

マ
ー

ク
、

評
価

項
目

は
右

□
に

レ
マ

ー
ク

を
記

入
す

る
。

（
　

監
督

員
　

）
考

査
項

目

Ⅰ
．

出
来

形

　
　

●
　

評
価

対
象

項
目

□
工

事
請

負
契

約
書

第
１

７
条

に
基

づ
き

監
督

員
が

改
造

請
求

を
行

っ
た

。

上
記
該
当
項
目
が
あ
れ
ば
・
・
・
・
・
・
・
ｅ

□
出

来
形

の
管

理
に

関
し

て
、

監
督

員
が

文
書

に
よ

る
改

善
指

示
を

行
っ

た
。

上
記
該
当
項
目
が
あ
れ
ば
・
・
・
・
・
・
・
ｄ

■
□

承
諾

図
等

が
、

設
計

図
書

を
満

足
し

て
い

る
。

■
□

施
工

図
等

が
、

設
計

図
書

を
満

足
し

て
い

る
。

■
□

現
場

に
お

け
る

出
来

形
が

設
計

図
書

を
満

足
し

、
適

切
な

施
工

で
あ

る
。

■
□

施
工

計
画

書
等

で
定

め
た

出
来

形
の

管
理

基
準

に
基

づ
き

、
管

理
し

て
い

る
。

■
□

出
来

形
の

管
理

記
録

が
適

切
に

ま
と

め
ら

れ
て

お
り

、
結

果
が

良
好

で
あ

る
。

■
□

出
来

形
の

管
理

方
法

を
工

夫
し

て
い

る
。

□
□

解
体

又
は

撤
去

工
事

の
場

合
、

撤
去

対
象

物
の

範
囲

等
が

確
認

で
き

、
処

分
が

適
切

で
あ

る
。

■
□

不
可

視
部

分
と

な
る

出
来

形
が

、
工

事
写

真
、

施
工

記
録

に
よ

り
確

認
で

き
る

。
□

□
そ

の
他

（
理

由
：
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

）

評
価
値
が
９
０
％
以
上
・
・
・
・
・
・
・
・
・
ａ

①
「
対

象
」
欄

に
チ

ェ
ッ

ク
ボ

ッ
ク

ス
が

あ
る

項
目

は
、

評
価

す
べ

き
項

目
の

場
合

に
チ

ェ
ッ

ク
し

、

評
価
値
が
８
０
％
以
上
９
０
％
未
満
・
・
・
・
ｂ

評
価

す
べ

き
項

目
で

な
い

場
合

は
空

白
の

ま
ま

と
す

る
。

評
価
値
が
６
０
％
以
上
８
０
％
未
満
・
・
・
・
ｃ

②
削

除
項

目
の

あ
る

場
合

は
削

除
後

の
評

価
項

目
数

を
母

数
と

し
て

、
比

率
（
％

）
計

算
の

値
で

評
価
値
が
６
０
％
未
満
・
・
・
・
・
・
・
・
・
ｄ

評
価

す
る

。
③

評
価

値
（
　

　
％

）
＝

（
  
  
 ）

評
価

数
／

（
　

　
　

）
対

象
評

価
項

目
数

×
１

０
０

④
評

価
対

象
項

目
数

が
２

以
下

の
場

合
は

、
全

て
に

該
当

し
て

も
ｃ
評

価
と

す
る

。

細
別

a
b

c
d

e
３

．
出

来
形

及
び

出
来

ば
え

出
来

形
が

優
れ

て
い

る
。

出
来

形
が

良
好

で
あ

る
。

出
来

形
が

適
切

で
あ

る
。

出
来

形
が

や
や

不
適

切
で

あ
る

。
出

来
形

が
不

適
切

で
あ

る
。

※
１

．
出

来
形

の
対

象
は

「
材

料
、

機
材

」
と

「
施

工
の

完
了

し
た

も
の

」
で

あ
り

、
工

事
目

的
物

の
形

状
、

寸
法

、
位

置
、

数
量

並
び

に
管

理
記

録
と

設
計

図
書

を
対

比
す

る
こ

と
に

よ
り

評
価

を
行

う
。
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８
／

１
２

ペ
ー

ジ
別

紙
－

１
契

約
管

理
番

号
：

工
　

事
　

名
：

［
記

入
方

法
］
評

価
対

象
項

目
は

左
□

に
レ

マ
ー

ク
、

評
価

項
目

は
右

□
に

レ
マ

ー
ク

を
記

入
す

る
。

（
　

監
督

員
　

）
考

査
項

目
細

別
工

種

Ⅱ
．

品
質

建
築

工
事

　
　

●
　

評
価

対
象

項
目

□
工

事
請

負
契

約
書

第
１

７
条

に
基

づ
き

監
督

員
が

改
造

請
求

を
行

っ
た

。

上
記
該
当
項
目
が
あ
れ
ば
・
・
・
・
・
・
・
ｅ

□
品

質
の

管
理

に
関

し
て

、
監

督
員

が
文

書
に

よ
る

改
善

指
示

を
行

っ
た

。

上
記
該
当
項
目
が
あ
れ
ば
・
・
・
・
・
・
・
ｄ

■
□

材
料

・
製

品
の

品
質

が
、

製
作

図
等

に
よ

り
確

認
で

き
、

設
計

図
書

を
満

足
し

て
い

る
。

■
□

品
質

確
認

記
録

の
内

容
が

、
適

切
で

あ
る

。
■

□
施

工
の

各
段

階
に

お
け

る
完

了
時

の
、

品
質

が
適

切
で

あ
る

。
□

□
躯

体
工

事
に

お
け

る
施

工
の

品
質

が
、

良
好

で
あ

る
。

□
□

内
外

仕
上

げ
工

事
に

お
け

る
施

工
の

品
質

が
、

良
好

で
あ

る
。

■
□

不
可

視
部

分
と

な
る

品
質

確
認

の
た

め
の

工
事

写
真

、
施

工
記

録
等

が
整

備
さ

れ
て

い
る

。
□

□
そ

の
他

（
理

由
：
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

）

評
価
値
が
９
０
％
以
上
・
・
・
・
・
・
・
・
・
ａ

①
「
対

象
」
欄

に
チ

ェ
ッ

ク
ボ

ッ
ク

ス
が

あ
る

項
目

は
、

評
価

す
べ

き
項

目
の

場
合

に
チ

ェ
ッ

ク
し

、

評
価
値
が
８
０
％
以
上
９
０
％
未
満
・
・
・
・
ｂ

評
価

す
べ

き
項

目
で

な
い

場
合

は
空

白
の

ま
ま

と
す

る
。

評
価
値
が
６
０
％
以
上
８
０
％
未
満
・
・
・
・
ｃ

②
削

除
項

目
の

あ
る

場
合

は
削

除
後

の
評

価
項

目
数

を
母

数
と

し
て

、
比

率
（
％

）
計

算
の

値
で

評
価
値
が
６
０
％
未
満
・
・
・
・
・
・
・
・
・
ｄ

評
価

す
る

。
③

評
価

値
（
　

　
％

）
＝

（
  
  
 ）

評
価

数
／

（
　

　
　

）
対

象
評

価
項

目
数

×
１

０
０

④
評

価
対

象
項

目
数

が
２

以
下

の
場

合
は

、
全

て
に

該
当

し
て

も
ｃ
評

価
と

す
る

。

※
１

．
目

的
物

の
品

質
の

水
準

を
評

価
す

る
こ

と
。

a
b

c
d

e
３

．
出

来
形

及
び

出
来

ば
え

品
質

が
優

れ
て

い
る

。
品

質
が

良
好

で
あ

る
。

品
質

が
適

切
で

あ
る

。
品

質
が

や
や

不
適

切
で

あ
る

。
品

質
が

不
適

切
で

あ
る

。

工
事

比
率

※
２

．
品

質
の

対
象

は
、

「
材

料
、

機
材

」
と

「
施

工
が

完
了

し
た

も
の

（
シ

ス
テ

ム
を

含
む

）
」
が

あ
り

、
工

事
目

的
物

の
品

質
及

び
品

質
管

理
に

関
す

る
各

種
の

記
録

と
設

計
図

書
を

対
比

す
る

こ
と

に
よ

り
技

術
的

な
評

価
を

行
う

。
※

３
．

１
つ

の
工

事
の

中
に

建
築

工
事

・
電

気
設

備
工

事
・
暖

冷
房

衛
生

設
備

工
事

等
の

工
種

が
２

以
上

複
合

し
て

い
る

工
事

に
つ

い
て

は
、

原
則

と
し

て
、

そ
れ

ぞ
れ

の
工

種
毎

に
評

価
し

、
工

事
費

内
訳

に
よ

る
加

重
平

均
な

ど
の

方
法

に
よ

る
も

の
と

す
る

。
た

だ
し

、
そ

の
工

事
に

お
い

て
複

合
し

て
い

る
工

種
の

う
ち

、
規

模
が

小
さ

く
評

定
に

影
響

を
与

え
な

い
工

種
に

つ
い

て
は

、
こ

の
限

り
で

な
い

。
（
例

：
設

計
金

額
に

お
け

る
直

接
工

事
費

が
５

０
０

万
円

未
満

の
工

種
）
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９
／

１
２

ペ
ー

ジ
別

紙
－

１
契

約
管

理
番

号
：

工
　

事
　

名
：

［
記

入
方

法
］
評

価
対

象
項

目
は

左
□

に
レ

マ
ー

ク
、

評
価

項
目

は
右

□
に

レ
マ

ー
ク

を
記

入
す

る
。

（
　

監
督

員
　

）
考

査
項

目
細

別
工

種

Ⅱ
．

品
質

　
　

●
　

評
価

対
象

項
目

□
工

事
請

負
契

約
書

第
１

７
条

に
基

づ
き

監
督

員
が

改
造

請
求

を
行

っ
た

。
受

変
電

設
備

工
事

上
記
該
当
項
目
が
あ
れ
ば
・
・
・
・
・
・
・
ｅ

□
品

質
の

管
理

に
関

し
て

、
監

督
員

が
文

書
に

よ
る

改
善

指
示

を
行

っ
た

。

上
記
該
当
項
目
が
あ
れ
ば
・
・
・
・
・
・
・
ｄ

■
□

機
材

の
品

質
が

、
承

諾
図

等
に

よ
り

確
認

で
き

、
設

計
図

書
を

満
足

し
て

い
る

。
■

□
品

質
確

認
記

録
の

内
容

が
、

適
切

で
あ

る
。

■
□

施
工

の
各

段
階

に
お

け
る

完
了

時
の

試
験

方
法

及
び

記
録

の
内

容
が

、
適

切
で

あ
る

。
■

□
シ

ス
テ

ム
の

性
能

及
び

機
能

に
関

す
る

試
運

転
、

確
認

方
法

等
が

適
切

で
あ

り
、

記
録

の
内

容
が

設
計

図
書

を
満

足
し

て
い

る
。

■
□

機
材

及
び

施
工

の
品

質
が

、
良

好
で

あ
る

。
■

□
不

可
視

部
分

と
な

る
品

質
確

認
の

た
め

の
工

事
写

真
、

施
工

記
録

等
が

整
備

さ
れ

て
い

る
。

□
□

そ
の

他
（
理

由
：
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

）

評
価
値
が
９
０
％
以
上
・
・
・
・
・
・
・
・
・
ａ

①
「
対

象
」
欄

に
チ

ェ
ッ

ク
ボ

ッ
ク

ス
が

あ
る

項
目

は
、

評
価

す
べ

き
項

目
の

場
合

に
チ

ェ
ッ

ク
し

、

評
価
値
が
８
０
％
以
上
９
０
％
未
満
・
・
・
・
ｂ

評
価

す
べ

き
項

目
で

な
い

場
合

は
空

白
の

ま
ま

と
す

る
。

評
価
値
が
６
０
％
以
上
８
０
％
未
満
・
・
・
・
ｃ

②
削

除
項

目
の

あ
る

場
合

は
削

除
後

の
評

価
項

目
数

を
母

数
と

し
て

、
比

率
（
％

）
計

算
の

値
で

評
価
値
が
６
０
％
未
満
・
・
・
・
・
・
・
・
・
ｄ

評
価

す
る

。
③

評
価

値
（
　

　
％

）
＝

（
  
  
 ）

評
価

数
／

（
　

　
　

）
対

象
評

価
項

目
数

×
１

０
０

④
評

価
対

象
項

目
数

が
２

以
下

の
場

合
は

、
全

て
に

該
当

し
て

も
ｃ
評

価
と

す
る

。

※
１

．
目

的
物

の
品

質
の

水
準

を
評

価
す

る
こ

と
。

a
b

c
d

e

電
気

設
備

工
事

３
．

出
来

形
及

び
出

来
ば

え
品

質
が

優
れ

て
い

る
。

品
質

が
良

好
で

あ
る

。
品

質
が

適
切

で
あ

る
。

品
質

が
や

や
不

適
切

で
あ

る
。

品
質

が
不

適
切

で
あ

る
。

工
事

比
率

※
２

．
品

質
の

対
象

は
、

「
材

料
、

機
材

」
と

「
施

工
が

完
了

し
た

も
の

（
シ

ス
テ

ム
を

含
む

）
」
が

あ
り

、
工

事
目

的
物

の
品

質
及

び
品

質
管

理
に

関
す

る
各

種
の

記
録

と
設

計
図

書
を

対
比

す
る

こ
と

に
よ

り
技

術
的

な
評

価
を

行
う

。
※

３
．

１
つ

の
工

事
の

中
に

建
築

工
事

・
電

気
設

備
工

事
・
暖

冷
房

衛
生

設
備

工
事

等
の

工
種

が
２

以
上

複
合

し
て

い
る

工
事

に
つ

い
て

は
、

原
則

と
し

て
、

そ
れ

ぞ
れ

の
工

種
毎

に
評

価
し

、
工

事
費

内
訳

に
よ

る
加

重
平

均
な

ど
の

方
法

に
よ

る
も

の
と

す
る

。
た

だ
し

、
そ

の
工

事
に

お
い

て
複

合
し

て
い

る
工

種
の

う
ち

、
規

模
が

小
さ

く
評

定
に

影
響

を
与

え
な

い
工

種
に

つ
い

て
は

、
こ

の
限

り
で

な
い

。
（
例

：
設

計
金

額
に

お
け

る
直

接
工

事
費

が
５

０
０

万
円

未
満

の
工

種
）
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１
０

／
１

２
ペ

ー
ジ

別
紙

－
１

契
約

管
理

番
号

：
工

　
事

　
名

：
［
記

入
方

法
］
評

価
対

象
項

目
は

左
□

に
レ

マ
ー

ク
、

評
価

項
目

は
右

□
に

レ
マ

ー
ク

を
記

入
す

る
。

（
　

監
督

員
　

）
考

査
項

目
細

別
工

種

Ⅱ
．

品
質

　
　

●
　

評
価

対
象

項
目

□
工

事
請

負
契

約
書

第
１

７
条

に
基

づ
き

監
督

員
が

改
造

請
求

を
行

っ
た

。

機
械

上
記
該
当
項
目
が
あ
れ
ば
・
・
・
・
・
・
・
ｅ

設
備

工
事

□
品

質
の

管
理

に
関

し
て

、
監

督
員

が
文

書
に

よ
る

改
善

指
示

を
行

っ
た

。

上
記
該
当
項
目
が
あ
れ
ば
・
・
・
・
・
・
・
ｄ

■
□

機
材

の
品

質
が

、
承

諾
図

等
に

よ
り

確
認

で
き

、
設

計
図

書
を

満
足

し
て

い
る

。
■

□
品

質
確

認
記

録
の

内
容

が
、

適
切

で
あ

る
。

■
□

施
工

の
各

段
階

に
お

け
る

完
了

時
の

試
験

方
法

及
び

記
録

の
内

容
が

、
適

切
で

あ
る

。
■

□
シ

ス
テ

ム
の

性
能

及
び

機
能

に
関

す
る

試
運

転
、

確
認

方
法

等
が

適
切

で
あ

り
、

記
録

の
内

容
が

設
計

図
書

を
満

足
し

て
い

る
。

■
□

機
材

及
び

施
工

の
品

質
が

、
良

好
で

あ
る

。
■

□
不

可
視

部
分

と
な

る
品

質
確

認
の

た
め

の
工

事
写

真
、

施
工

記
録

等
が

整
備

さ
れ

て
い

る
。

□
□

そ
の

他
（
理

由
：
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

）

評
価
値
が
９
０
％
以
上
・
・
・
・
・
・
・
・
・
ａ

①
「
対

象
」
欄

に
チ

ェ
ッ

ク
ボ

ッ
ク

ス
が

あ
る

項
目

は
、

評
価

す
べ

き
項

目
の

場
合

に
チ

ェ
ッ

ク
し

、

評
価
値
が
８
０
％
以
上
９
０
％
未
満
・
・
・
・
ｂ

評
価

す
べ

き
項

目
で

な
い

場
合

は
空

白
の

ま
ま

と
す

る
。

評
価
値
が
６
０
％
以
上
８
０
％
未
満
・
・
・
・
ｃ

②
削

除
項

目
の

あ
る

場
合

は
削

除
後

の
評

価
項

目
数

を
母

数
と

し
て

、
比

率
（
％

）
計

算
の

値
で

評
価
値
が
６
０
％
未
満
・
・
・
・
・
・
・
・
・
ｄ

評
価

す
る

。
③

評
価

値
（
　

　
％

）
＝

（
  
  
 ）

評
価

数
／

（
　

　
　

）
対

象
評

価
項

目
数

×
１

０
０

④
評

価
対

象
項

目
数

が
２

以
下

の
場

合
は

、
全

て
に

該
当

し
て

も
ｃ
評

価
と

す
る

。

※
１

．
機

械
設

備
工

事
と

は
、

エ
レ

ベ
ー

タ
ー

、
エ

ス
カ

レ
ー

タ
ー

設
備

工
事

等
の

建
設

業
法

に
お

け
る

機
械

器
具

設
置

工
事

を
い

う
。

※
２

．
目

的
物

の
品

質
の

水
準

を
評

価
す

る
こ

と
。

a
b

c
d

e

品
質

が
不

適
切

で
あ

る
。

暖
冷

房
衛

生
設

備
工

事

３
．

出
来

形
及

び
出

来
ば

え
品

質
が

優
れ

て
い

る
。

品
質

が
良

好
で

あ
る

。
品

質
が

適
切

で
あ

る
。

品
質

が
や

や
不

適
切

で
あ

る
。

工
事

比
率

※
３

．
品

質
の

対
象

は
、

「
材

料
、

機
材

」
と

「
施

工
が

完
了

し
た

も
の

（
シ

ス
テ

ム
を

含
む

）
」
が

あ
り

、
工

事
目

的
物

の
品

質
及

び
品

質
管

理
に

関
す

る
各

種
の

記
録

と
設

計
図

書
を

対
比

す
る

こ
と

に
よ

り
技

術
的

な
評

価
を

行
う

。
※

４
．

１
つ

の
工

事
の

中
に

建
築

工
事

・
電

気
設

備
工

事
・
暖

冷
房

衛
生

設
備

工
事

等
の

工
種

が
２

以
上

複
合

し
て

い
る

工
事

に
つ

い
て

は
、

原
則

と
し

て
、

そ
れ

ぞ
れ

の
工

種
毎

に
評

価
し

、
工

事
費

内
訳

に
よ

る
加

重
平

均
な

ど
の

方
法

に
よ

る
も

の
と

す
る

。
た

だ
し

、
そ

の
工

事
に

お
い

て
複

合
し

て
い

る
工

種
の

う
ち

、
規

模
が

小
さ

く
評

定
に

影
響

を
与

え
な

い
工

種
に

つ
い

て
は

、
こ

の
限

り
で

な
い

。
（
例

：
設

計
金

額
に

お
け

る
直

接
工

事
費

が
５

０
０

万
円

未
満

の
工

種
）
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１
１

～
１

２
／

１
２

ペ
ー

ジ
別

紙
－

１
契

約
管

理
番

号
：

工
　

事
　

名
：

［
記

入
方

法
］
該

当
す

る
項

目
の

□
に

レ
マ

ー
ク

を
記

入
す

る
。

（
　

監
督

員
　

）
考

査
項

目
５

．
創

意
工

夫
Ⅰ

．
創

意
工

夫
■

準
備

・
後

片
づ

け
関

係
□

測
量

・
位

置
出

し
に

お
け

る
工

夫
□

現
地

調
査

方
法

の
工

夫
□

そ
の

他
（
理

由
：

）
■

施
工

関
係

□
施

工
に

伴
う

器
具

・
工

具
・
装

置
類

の
工

夫
□

工
場

加
工

製
品

等
の

活
用

に
よ

る
副

産
物

及
び

廃
棄

物
の

減
少

ま
た

は
リ

サ
イ

ク
ル

に
対

す
る

積
極

的
な

取
り

組
み

□
土

工
事

、
地

業
工

事
、

鉄
骨

建
て

方
、

コ
ン

ク
リ

ー
ト

工
事

等
の

施
工

関
係

の
工

夫
□

建
築

材
料

・
機

材
等

の
運

搬
・
搬

入
等

を
含

む
施

工
方

法
に

工
夫

□
電

気
設

備
工

事
等

の
配

線
、

配
管

等
の

工
夫

□
暖

冷
房

衛
生

設
備

工
事

等
の

配
管

、
ダ

ク
ト

等
の

工
夫

□
照

明
・
視

界
確

保
等

の
工

夫
□

仮
排

水
、

仮
道

路
、

迂
回

路
等

の
計

画
・
施

工
の

工
夫

□
運

搬
車

両
・
施

工
機

械
等

の
工

夫
□

型
枠

、
足

場
、

山
留

め
等

の
仮

設
関

係
の

工
夫

□
施

工
管

理
及

び
品

質
向

上
等

の
工

夫
□

プ
レ

ハ
ブ

工
法

等
の

採
用

に
よ

る
工

期
短

縮
等

の
工

夫
□

仮
設

施
工

等
の

工
夫

□
既

存
施

設
・
近

隣
等

に
対

す
る

騒
音

・
振

動
対

策
等

の
工

夫
□

保
全

へ
の

配
慮

に
よ

る
材

料
選

定
・
施

工
方

法
等

の
工

夫
□

作
業

の
安

全
性

向
上

の
た

め
の

施
工

方
法

等
の

工
夫

□
そ

の
他

（
理

由
：

）
■

品
質

関
係

□
集

計
ソ

フ
ト

等
の

活
用

と
工

夫
□

躯
体

工
事

の
品

質
管

理
の

工
夫

□
建

築
材

料
・
機

材
の

検
査

・
試

験
に

関
す

る
工

夫
□

施
工

の
検

査
・
試

験
に

関
す

る
工

夫
□

品
質

記
録

方
法

の
工

夫
□

そ
の

他
（
理

由
：

）
■

安
全

衛
生

関
係

□
安

全
仮

設
備

等
の

工
夫

（
落

下
物

、
墜

落
・
転

落
、

挟
ま

れ
、

看
板

、
立

入
禁

止
柵

、
手

摺
り

、
足

場
等

）
□

安
全

衛
生

教
育

、
技

術
向

上
講

習
会

等
、

ミ
ー

テ
ィ

ン
グ

、
安

全
パ

ト
ロ

ー
ル

等
に

関
す

る
工

夫
□

現
場

事
務

所
、

休
憩

所
等

の
環

境
向

上
の

工
夫

□
酸

欠
対

策
・
有

毒
ガ

ス
・
可

燃
ガ

ス
の

処
理

ま
た

は
粉

塵
防

止
策

や
作

業
中

の
換

気
等

の
工

夫
□

周
辺

道
路

等
の

事
故

防
止

ま
た

は
一

般
交

通
確

保
等

の
た

め
の

工
夫

□
改

修
工

事
に

お
け

る
既

存
施

設
利

用
者

等
に

対
す

る
安

全
対

策
の

工
夫

□
作

業
時

に
お

け
る

作
業

環
境

改
善

等
の

工
夫

□
ゴ

ミ
の

減
量

化
、

ア
イ

ド
リ

ン
グ

ス
ト

ッ
プ

の
励

行
等

の
地

球
環

境
へ

の
工

夫
□

そ
の

他
（
理

由
：

）

細
別

評
価

対
象

項
目
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■
施

工
管

理
関

係
□

出
来

形
の

管
理

等
に

関
す

る
工

夫
□

施
工

計
画

書
ま

た
は

写
真

記
録

等
に

関
す

る
工

夫
□

出
来

形
・
品

質
に

関
す

る
計

測
等

の
工

夫
及

び
集

計
の

工
夫

□
Ｃ

Ａ
Ｄ

、
施

工
管

理
ソ

フ
ト

等
の

活
用

□
施

工
合

理
化

技
術

（
※

５
）
を

活
用

し
た

施
工

管
理

の
工

夫
□

そ
の

他
（
理

由
：

）
■

新
技

術
活

用
　

「
新

技
術

活
用

」
に

お
い

て
は

、
以

下
の

項
目

に
よ

り
複

数
の

技
術

の
評

価
を

可
能

と
す

る
が

、
最

大
３

点
の

加
点

と
す

る
。

□

※
本

項
目

は
３

点
の

加
点

と
す

る
。

□

※
本

項
目

は
２

点
の

加
点

と
す

る
。

□

※
本

項
目

は
１

点
の

加
点

と
す

る
。

□
※

本
項

目
は

２
点

の
加

点
と

す
る

。
□

※
本

項
目

は
１

点
の

加
点

と
す

る
。

□
ぐ

ん
ま

の
環

境
新

技
術

等
若

し
く
は

群
馬

県
建

設
工

事
関

連
新

技
術

等
を

技
術

提
案

、
施

工
承

認
等

で
採

用
し

施
工

し
た

場
合

※
本

項
目

は
３

点
の

加
点

と
す

る
。

■
そ

の
他

□
そ

の
他

（
理

由
：

）
□

そ
の

他
（
理

由
：

）
　

詳
細

評
価

内
容

欄
評

点
計

＝
点

　
（
最

大
　

７
点

）

※
１

．
特

に
評

価
す

べ
き

創
意

工
夫

事
例

を
加

点
評

価
す

る
。

※
２

．
該

当
す

る
数

と
重

み
を

勘
案

し
て

評
価

す
る

。
１

項
目

１
点

を
目

安
と

す
る

が
、

項
目

に
よ

り
２

、
３

点
で

評
価

し
、

最
大

７
点

の
加

点
評

価
と

す
る

。
※

３
．

上
記

の
考

査
項

目
の

他
に

評
価

に
値

す
る

企
業

の
工

夫
が

あ
れ

ば
、

そ
の

他
に

具
体

の
内

容
を

記
載

し
て

加
点

す
る

。
な

お
、

総
括

職
員

が
評

価
す

る
「
工

事
特

性
」
と

の
二

重
評

価
は

行
わ

な
い

。
※

４
．

レ
点

を
付

し
た

評
価

対
象

項
目

に
つ

い
て

、
評

価
内

容
及

び
効

果
が

あ
っ

た
内

容
を

詳
細

評
価

内
容

欄
に

記
載

す
る

。
※

５
．

施
工

合
理

化
技

術
（
プ

レ
ハ

ブ
化

、
ユ

ニ
ッ

ト
化

、
自

動
化

施
工

（
IC

T
施

工
、

ロ
ボ

ッ
ト

活
用

等
）
、

B
IM

、
A

S
P

等
を

活
用

し
た

も
の

で
施

工
の

合
理

化
に

質
す

る
も

の
に

限
る

。
）
を

採
用

し
た

場
合

。

以
下

の
項

目
の

評
価

に
あ

た
っ

て
は

、
活

用
効

果
調

査
表

の
提

出
が

不
要

な
場

合
を

除
き

、
発

注
者

及
び

受
注

者
の

双
方

に
よ

る
全

て
の

活
用

効
果

調
査

表
、

新
技

術
活

用
計

画
書

・
実

施
報

告
書

等
を

確
認

し
た

上
で

評
価

す
る

。
た

だ
し

、
加

点
対

象
は

受
注

者
側

か
ら

新
技

術
活

用
を

提
案

し
た

場
合

の
み

と
し

、
発

注
者

が
指

定
し

活
用

し
た

場
合

は
加

点
措

置
を

行
わ

な
い

も
の

と
す

る
。

（
該

当
技

術
数

：
　

　
　

）
N

E
T
IS

登
録

技
術

の
う

ち
、

事
後

評
価

未
実

施
技

術
ま

た
は

事
後

評
価

で
「
有

用
と

さ
れ

る
技

術
」
と

評
価

さ
れ

た
技

術
を

活
用

し
、

活
用

の
効

果
が

相
当

程
度

確
認

で
き

た
。

（
該

当
技

術
数

：
　

　
　

）
N

E
T
IS

登
録

技
術

の
う

ち
、

事
後

評
価

未
実

施
技

術
ま

た
は

事
後

評
価

で
「
有

用
と

さ
れ

る
技

術
」
と

評
価

さ
れ

た
技

術
を

活
用

し
、

活
用

の
効

果
が

一
定

程
度

確
認

で
き

た
。

（
該

当
技

術
数

：
　

　
　

）
N

E
T
IS

登
録

技
術

の
う

ち
、

事
後

評
価

未
実

施
技

術
ま

た
は

事
後

評
価

で
「
有

用
と

さ
れ

る
技

術
」
と

評
価

さ
れ

た
技

術
を

活
用

し
、

活
用

の
効

果
が

従
来

技
術

と
同

程
度

で
あ

る
。

（該
当

技
術

数
：　

　
　

）N
E
T
IS

登
録

技
術

の
う

ち
、

事
後

評
価

実
施

済
み

技
術

（「
有

用
と

さ
れ

る
技

術
」
を

除
く
）
を

活
用

し
、

活
用

の
効

果
が

相
当

程
度

確
認

で
き

た
。

（該
当

技
術

数
：　

　
　

）N
E
T
IS

登
録

技
術

の
う

ち
、

事
後

評
価

実
施

済
み

技
術

（「
有

用
と

さ
れ

る
技

術
」
を

除
く
）
を

活
用

し
、

活
用

の
効

果
が

一
定

程
度

確
認

で
き

た
。

※
６

．
考

査
項

目
「
創

意
工

夫
」
の

「
■

準
備

片
付

け
関

係
」
か

ら
「
■

安
全

衛
生

関
係

」
ま

で
の

４
つ

の
細

別
ご

と
に

、
施

工
合

理
化

技
術

を
活

用
し

て
効

果
が

あ
っ

た
場

合
に

、
そ

の
他

の
理

由
に

具
体

の
内

容
を

記
載

し
て

加
点

す
る

。
 さ

ら
に

、
当

該
技

術
が

N
E
T
IS

登
録

技
術

で
あ

る
場

合
は

、
「
■

そ
の

他
」
〈
新

技
術

活
用

〉
の

項
目

に
追

加
で

加
点

で
き

る
も

の
と

す
る

。

※
 こ

こ
で

「
有

用
と

さ
れ

る
技

術
」
と

は
、

「
公

共
工

事
等

に
お

け
る

新
技

術
活

用
シ

ス
テ

ム
」
実

施
要

領
で

定
め

る
「
活

用
促

進
技

術
」
、

「
推

奨
技

術
」
、

「
準

推
奨

技
術

」
、

「
評

価
促

進
技

術
」
等

を
い

う
。

※
 複

数
の

技
術

の
評

価
に

あ
た

っ
て

は
、

活
用

し
た

技
術

数
に

応
じ

複
数

の
評

価
項

目
を

選
択

す
る

こ
と

を
可

能
と

す
る

が
、

最
大

３
点

の
加

点
と

す
る

。
複

数
の

技
術

が
同

一
の

評
価

項
目

に
該

当
し

た
場

合
、

該
当

技
術

数
に

対
し

各
項

目
の

加
点

点
数

を
掛

け
合

わ
せ

た
も

の
を

評
価

の
点

数
と

す
る

が
、

こ
の

場
合

も
最

大
３

点
の

加
点

と
す

る
。
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１
／

８
ペ

ー
ジ

別
紙

－
２

契
約

管
理

番
号

：
工

　
事

　
名

：
［
記

入
方

法
］
該

当
す

る
項

目
の

□
に

レ
マ

ー
ク

を
記

入
す

る
。

（
　

総
括

職
員

　
）

考
査

項
目

２
．

施
工

状
況

Ⅱ
．

工
程

管
理

●
　

評
価

対
象

項
目

□
現

場
又

は
施

工
条

件
の

変
更

等
に

よ
る

工
期

的
な

制
約

が
あ

る
中

で
、

余
裕

を
も

っ
て

工
事

を
完

成
さ

せ
た

。
□

隣
接

又
は

同
一

現
場

の
他

工
事

等
と

の
積

極
的

な
工

程
調

整
を

行
い

、
ト

ラ
ブ

ル
を

回
避

し
た

。
□

近
隣

住
民

（
入

居
官

署
等

を
含

む
）
調

整
を

積
極

的
に

行
い

、
ト

ラ
ブ

ル
も

少
な

く
、

工
期

内
に

工
事

を
完

成
さ

せ
た

。
□

配
置

技
術

者
（
現

場
代

理
人

／
監

理
技

術
者

／
主

任
技

術
者

）
の

積
極

的
な

工
程

管
理

の
姿

勢
が

見
ら

れ
た

。
□

そ
の

他
（
理

由
：
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

）

※
上

記
評

価
対

象
項

目
の

う
ち

、
該

当
項

目
を

総
合

的
に

判
断

し
て

、
ａ
､ｂ

､ｃ
､ｄ

､ｅ
評

価
を

行
う

。

詳
細

評
価

内
容

：

※
１

．
総

括
職

員
は

、
監

督
員

の
意

見
を

参
考

に
総

括
的

な
評

価
を

行
う

。

※
３

．
レ

点
を

付
し

た
評

価
対

象
項

目
に

つ
い

て
、

評
価

し
た

内
容

及
び

効
果

が
あ

っ
た

内
容

を
詳

細
評

価
内

容
欄

に
記

載
す

る
。

細
別

a
b

c
d

e

工
程

管
理

が
優

れ
て

い
る

。
工

程
管

理
が

良
好

で
あ

る
。

工
程

管
理

が
適

切
で

あ
る

。
工

程
管

理
が

や
や

不
適

切
で

あ
る

。
工

程
管

理
が

不
適

切
で

あ
る

。

※
２

．
評

価
に

当
た

っ
て

は
評

価
対

象
項

目
の

レ
点

の
数

に
と

ら
わ

れ
ず

、
一

項
目

で
も

評
価

す
る

内
容

が
充

実
し

て
い

る
場

合
は

、
総

合
的

な
視

点
で

判
断

し
評

価
す

る
。
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２
／

８
ペ

ー
ジ

別
紙

－
２

契
約

管
理

番
号

：
工

　
事

　
名

：
［
記

入
方

法
］
該

当
す

る
項

目
の

□
に

レ
マ

ー
ク

を
記

入
す

る
。

（
　

総
括

職
員

　
）

考
査

項
目

２
．

施
工

状
況

Ⅲ
．

安
全

対
策

●
　

評
価

対
象

項
目

□
建

設
労

働
災

害
、

公
衆

災
害

の
防

止
へ

の
努

力
が

顕
著

で
あ

る
。

□
安

全
衛

生
管

理
体

制
を

確
立

し
、

組
織

的
に

取
り

組
ん

で
い

る
。

□
安

全
衛

生
管

理
活

動
が

、
適

切
に

実
施

さ
れ

て
い

る
。

□
安

全
管

理
に

関
す

る
技

術
開

発
や

創
意

工
夫

に
取

り
組

ん
で

い
る

。
□

安
全

協
議

会
活

動
に

積
極

的
に

取
り

組
ん

で
い

る
。

□
そ

の
他

（
理

由
：
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

）

※
上

記
評

価
対

象
項

目
の

う
ち

、
該

当
項

目
を

総
合

的
に

判
断

し
て

、
ａ
､ｂ

､ｃ
､ｄ

､ｅ
評

価
を

行
う

。

詳
細

評
価

内
容

：

※
１

．
総

括
職

員
は

、
監

督
員

の
意

見
を

参
考

に
総

括
的

な
評

価
を

行
う

。

※
３

．
レ

点
を

付
し

た
評

価
対

象
項

目
に

つ
い

て
、

評
価

し
た

内
容

及
び

効
果

が
あ

っ
た

内
容

を
詳

細
評

価
内

容
欄

に
記

載
す

る
。

a
b

c
d

e

安
全

対
策

が
優

れ
て

い
る

。
安

全
対

策
が

良
好

で
あ

る
。

安
全

対
策

が
適

切
で

あ
る

。
安

全
対

策
が

や
や

不
適

切
で

あ
る

。
安

全
対

策
が

不
適

切
で

あ
る

。

※
２

．
評

価
に

当
た

っ
て

は
評

価
対

象
項

目
の

レ
点

の
数

に
と

ら
わ

れ
ず

、
一

項
目

で
も

評
価

す
る

内
容

が
充

実
し

て
い

る
場

合
は

、
総

合
的

な
視

点
で

判
断

し
評

価
す

る
。

細
別

12-124



３
～

４
／

８
ペ

ー
ジ

別
紙

－
２

契
約

管
理

番
号

：
工

　
事

　
名

：
［
記

入
方

法
］
該

当
す

る
項

目
の

□
に

レ
マ

ー
ク

を
記

入
す

る
。

（
　

総
括

職
員

　
）

考
査

項
目

　
【
事

例
】
具

体
的

な
施

工
条

件
等

へ
の

対
応

事
例

４
．

工
事

特
性

■
建

物
規

模
へ

の
対

応
※

下
記

の
対

応
事

項
に

１
つ

以
上

レ
点

が
付

け
ば

２
点

の
加

点
と

す
る

。
□

延
べ

面
積

1
0
,0

0
0
㎡

以
上

の
建

物
□

地
上

９
階

以
上

又
は

建
物

高
さ

3
1
m

以
上

の
建

物
□

大
空

間
の

ホ
ー

ル
等

を
有

す
る

建
物

□
そ

の
他

（
理

由
：
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
）

■
建

物
固

有
の

機
能

の
難

し
さ

へ
の

対
応

 【
評

価
技

術
事

例
】

※
下

記
の

対
応

事
項

に
１

つ
以

上
レ

点
が

付
け

ば
２

点
の

加
点

と
す

る
。

□
対

象
建

物
の

耐
震

レ
ベ

ル
□

建
物

機
能

の
特

殊
性

□
そ

の
他

（
理

由
：
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
）

・
研

究
施

設
、

美
術

館
等

、
特

殊
機

能
・
設

備
の

有
る

建
物

■
建

物
固

有
の

施
工

技
術

の
難

し
さ

へ
の

対
応

 【
評

価
技

術
事

例
】

※
下

記
の

対
応

事
項

に
１

つ
以

上
レ

点
が

付
け

ば
２

点
の

加
点

と
す

る
。

□
建

築
材

料
、

設
備

機
材

、
工

法
に

つ
い

て
、

提
案

が
あ

る
場

合
【
総

合
評

価
に

お
け

る
技

術
提

案
は

除
く
】

・
特

殊
な

工
法

及
び

材
料

等
を

採
用

し
た

工
事

□
設

計
条

件
と

し
て

、
工

法
、

材
料

及
び

設
備

シ
ス

テ
ム

（
機

材
を

含
む

）
の

特
殊

性
・
特

殊
な

設
備

シ
ス

テ
ム

を
採

用
し

た
工

事
□

制
約

条
件

等
が

あ
り

、
施

工
難

度
が

特
に

高
い

場
合

・
免

震
装

置
を

設
け

る
工

事
□

そ
の

他
（
理

由
：
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
）

・
大

規
模

な
山

留
め

工
法

が
必

要
な

工
事

■
厳

し
い

自
然

・
 地

盤
条

件
へ

の
対

応
 【

評
価

技
術

事
例

】
※

下
記

の
対

応
事

項
に

１
つ

以
上

レ
点

が
付

け
ば

２
点

の
加

点
と

す
る

。
□

湧
水

の
発

生
、

地
下

水
の

影
響

（
地

盤
掘

削
時

）
　

□
軟

弱
地

盤
、

支
持

地
盤

の
影

響
・
液

状
化

対
策

工
法

や
地

盤
改

良
を

伴
う

工
事

□
雨

・
雪

・
風

・
気

温
等

の
影

響
□

そ
の

他
（
理

由
：
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
）

■
厳

し
い

周
辺

環
境

、
社

会
条

件
と

の
対

応
 【

評
価

技
術

事
例

】
※

下
記

の
対

応
事

項
に

１
つ

以
上

レ
点

が
付

け
ば

２
点

の
加

点
と

す
る

。
□

地
中

埋
設

物
等

の
作

業
障

害
□

工
事

の
影

響
に

配
慮

す
べ

き
建

物
等

の
近

接
物

□
周

辺
住

民
等

に
対

す
る

騒
音

・
振

動
の

配
慮

□
周

辺
水

域
環

境
に

対
す

る
水

質
汚

濁
の

配
慮

・
場

内
に

汚
水

処
理

装
置

（
水

替
え

）
を

必
要

と
す

る
工

事
□

そ
の

他
（
理

由
：
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
）

・
地

下
水

位
が

高
く
、

ウ
エ

ル
ポ

イ
ン

ト
等

の
排

水
設

備
が

必
要

な
工

事

・
冬

期
施

工
の

た
め

、
大

規
模

な
雪

寒
冬

囲
い

を
す

る
必

要
が

あ
り

、
冬

期
の

養
生

温
度

の
管

理
や

施
工

ス
ペ

ー
ス

の
制

限
を

受
け

た
工

事

細
別

対
応

事
例

Ⅰ
．

施
工

条
件

等
へ

の
対

応

・
建

築
工

事
で

官
庁

施
設

の
総

合
耐

震
・
耐

津
波

計
画

基
準

に
お

い
て

Ⅰ
類

及
び

Ａ
類

に
相

当
す

る
工

事
・
電

気
又

は
暖

冷
房

衛
生

設
備

工
事

で
官

庁
施

設
の

総
合

耐
震

・
耐

津
波

計
画

基
準

に
お

い
て

甲
類

に
相

当
す

る
工

事

・
パ

イ
ロ

ッ
ト

工
事

。
又

は
特

異
な

試
験

フ
ィ

ー
ル

ド
工

事
で

特
許

工
法

等
の

技
術

的
に

検
討

が
必

要
な

工
事

・
敷

地
内

又
は

周
辺

部
の

工
作

物
、

配
管

・
配

線
等

の
大

規
模

な
移

設
、

切
り

回
し

を
行

う
工

事
・
仮

設
備

等
を

設
け

、
シ

ス
テ

ム
を

停
止

す
る

こ
と

な
く
配

管
・
配

線
等

の
大

規
模

な
盛

替
え

等
を

必
要

と
す

る
改

修
工

事

・
工

事
場

所
周

辺
に

近
接

工
事

が
あ

り
、

困
難

な
調

整
を

要
す

る
工

事

・
工

事
に

支
障

を
き

た
す

地
中

埋
設

物
、

酸
欠

、
有

毒
・
可

燃
性

ガ
ス

等
の

対
策

が
必

要
な

工
事

・
住

居
専

用
地

域
等

で
、

騒
音

な
ど

の
時

間
規

制
が

条
例

で
定

め
ら

れ
て

い
る

工
事

・
有

線
電

気
通

信
法

に
よ

る
届

出
が

必
要

な
テ

レ
ビ

電
波

障
害

対
策

工
事

で
、

困
難

な
調

整
を

行
っ

た
工

事
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■
施

工
現

場
で

の
対

応
※

下
記

の
対

応
事

項
に

１
つ

以
上

レ
点

が
付

け
ば

４
点

の
加

点
と

し
、

最
大

１
０

点
と

す
る

。
【
長

期
工

事
に

お
け

る
安

全
確

保
へ

の
対

応
】

□

【
災

害
等

で
の

臨
機

の
措

置
】

□
地

震
、

台
風

な
ど

に
お

い
て

、
適

切
に

臨
機

の
対

応
を

行
っ

た
工

事
【
施

工
状

況
（
条

件
）
に

対
応

し
た

施
工

・
工

法
等

】
□ □

工
程

上
他

工
事

の
制

約
を

受
け

、
機

械
、

人
員

の
増

強
を

行
っ

た
工

事
□

休
日

・
夜

間
作

業
が

工
程

の
過

半
を

超
え

る
工

事
□

施
設

を
使

用
し

な
が

ら
の

工
事

で
、

工
程

的
な

制
約

が
特

に
厳

し
い

工
事

□
特

に
困

難
な

調
整

を
要

す
る

他
工

事
（
近

接
工

区
）
の

受
注

者
が

複
数

あ
る

工
事

□
外

来
者

の
多

い
施

設
で

、
作

業
範

囲
内

に
外

来
者

・
通

行
人

等
の

動
線

が
あ

る
工

事
□

特
殊

な
室

な
ど

で
、

工
種

が
輻

輳
し

困
難

な
調

整
を

要
す

る
工

事
□ □ □

そ
の

他
（
理

由
：
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
）

　
詳

細
評

価
内

容
欄

　
評

点
計

＝
　

　
　

　
点

（
最

大
２

０
点

）

※
１

．
工

事
特

性
は

、
最

大
２

０
点

の
加

点
評

価
と

す
る

。
な

お
、

１
項

目
に

複
数

の
内

容
が

あ
る

場
合

又
は

、
対

象
範

囲
が

広
い

場
合

は
、

そ
れ

以
上

の
点

数
を

与
え

て
も

良
い

。
※

２
．

監
督

員
が

評
価

す
る

「
創

意
工

夫
」
と

の
二

重
評

価
は

行
わ

な
い

。
※

３
．

評
価

に
あ

た
っ

て
は

、
監

督
員

の
意

見
も

参
考

に
評

価
す

る
。

※
４

．
レ

点
を

付
し

た
評

価
対

象
項

目
に

つ
い

て
、

評
価

内
容

を
詳

細
評

価
内

容
欄

に
記

載
す

る
。

施
工

ﾔ
ｰ

ﾄﾞ
が

狭
く
、

高
さ

制
限

も
あ

り
、

施
工

及
び

機
械

の
移

動
や

旋
回

等
に

制
約

を
受

け
た

工
事

同
一

敷
地

内
に

お
け

る
施

設
を

使
用

し
な

が
ら

の
建

て
替

え
工

事
で

、
工

程
の

制
約

等
が

特
に

厳
し

い
工

事

　
評

価

１
２

ヶ
月

を
超

え
る

工
期

で
事

故
が

無
く
完

成
し

た
工

事
（
た

だ
し

全
面

一
時

中
止

期
間

は
除

く
）

工
事

の
実

施
に

あ
た

り
各

種
の

制
約

が
あ

り
、

工
程

的
に

も
特

に
厳

し
く
、

施
工

の
制

限
を

受
け

た
工

事
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５
／

８
ペ

ー
ジ

別
紙

－
２

契
約

管
理

番
号

：
工

　
事

　
名

：
［
記

入
方

法
］
該

当
す

る
項

目
の

□
に

レ
マ

ー
ク

を
記

入
す

る
。

（
　

総
括

職
員

　
）

考
査

項
目

６
．

社
会

性
等

●
　

評
価

対
象

項
目

□
災

害
時

等
に

地
域

へ
の

救
援

活
動

等
に

協
力

し
た

。
□

周
辺

地
域

の
環

境
保

全
、

生
物

保
護

等
に

つ
い

て
、

具
体

的
な

対
策

を
し

た
。

□
現

場
事

務
所

や
作

業
現

場
の

環
境

を
周

辺
地

域
と

の
景

観
に

合
わ

せ
る

等
、

周
辺

地
域

と
の

調
和

を
図

っ
た

。
□

広
報

活
動

や
現

場
見

学
会

等
を

実
施

し
て

、
地

域
と

の
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

を
図

っ
た

。
□

地
域

イ
ベ

ン
ト

へ
の

協
力

や
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
活

動
等

へ
の

協
力

や
参

加
を

し
た

。
□

そ
の

他
（
理

由
：
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

）

※
上

記
評

価
対

象
項

目
の

う
ち

、
該

当
項

目
を

総
合

的
に

判
断

し
て

、
ａ
､ａ

’
、

ｂ
､ｂ

’
、

ｃ
評

価
を

行
う

。

詳
細

評
価

内
容

：

※
１

．
総

括
職

員
は

監
督

員
の

意
見

を
参

考
に

総
括

的
な

評
価

を
行

う
。

※
３

．
地

域
へ

の
貢

献
等

と
は

、
工

事
の

施
工

に
伴

っ
て

、
地

域
社

会
や

住
民

に
対

す
る

配
慮

等
の

貢
献

に
つ

い
て

加
点

評
価

す
る

。
※

４
．

レ
点

を
付

し
た

評
価

対
象

項
目

に
つ

い
て

、
評

価
し

た
内

容
及

び
効

果
が

あ
っ

た
内

容
を

詳
細

評
価

内
容

欄
に

記
載

す
る

。

細
別

a
a'

b

※
２

．
評

価
に

当
た

っ
て

は
評

価
対

象
項

目
の

レ
点

の
数

に
と

ら
わ

れ
ず

、
一

項
目

で
も

評
価

す
る

内
容

が
充

実
し

て
い

る
場

合
は

、
総

合
的

な
視

点
で

判
断

し
評

価
す

る
。

b'
c

Ⅰ
．

地
域

へ
の

貢
献

等
地

域
へ

の
貢

献
が

優
れ

て
い

る
。

地
域

へ
の

貢
献

が
や

や
優

れ
て

い
る

。
地

域
へ

の
貢

献
が

良
好

で
あ

る
。

地
域

へ
の

貢
献

が
や

や
良

好
で

あ
る

。
他

の
評

価
に

該
当

し
な

い
。
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６
～

７
／

８
ペ

ー
ジ

別
紙

－
２

契
約

管
理

番
号

：
工

　
事

　
名

：

［
記

入
方

法
］
該

当
す

る
項

目
の

□
に

レ
マ

ー
ク

を
記

入
す

る
。

（
　

総
括

職
員

　
）

考
査

項
目

法
令

遵
守

等
の

該
当

項
目

一
覧

表
 

７
．

法
令

遵
守

等

□
該

当
な

し

□
－

２
０

点
１

．
指

名
停

止
３

ヶ
月

以
上

□
－

１
５

点
２

．
指

名
停

止
２

ヶ
月

以
上

３
ヶ

月
未

満

□
－

１
３

点
３

．
指

名
停

止
１

ヶ
月

以
上

２
ヶ

月
未

満

□
－

１
０

点
４

．
指

名
停

止
２

週
間

以
上

１
ヶ

月
未

満

□
－

　
８

点
５

．
指

名
停

止
１

週
間

以
上

２
週

間
未

満

□
－

　
５

点
６

．
文

書
注

意

□
－

　
３

点

①
　

本
考

査
項

目
（
７

.法
令

遵
守

等
）
で

評
価

す
る

事
例

は
、

「
工

事
の

施
工

に
あ

た
り

、
工

事
関

係
者

が
下

記
の

適
応

事
例

で
上

表
1
か

ら
7
の

措
置

が
あ

っ
た

」
場

合
に

適
用

す
る

。
②

  
「
工

事
の

施
工

に
あ

た
り

」
と

は
、

工
事

請
負

契
約

書
の

記
載

内
容

（
工

事
名

、
工

期
、

施
工

場
所

等
）
を

履
行

す
る

こ
と

に
限

定
す

る
。

【
上

記
で

評
価

す
る

場
合

の
適

応
事

例
】

□
１

．
入

札
前

に
提

出
し

た
調

査
資

料
等

が
虚

為
で

あ
っ

た
事

実
が

判
明

し
た

。
□

２
．

承
諾

な
し

に
権

利
義

務
等

第
三

者
譲

渡
又

は
承

継
を

行
っ

た
。

□
３

．
労

働
者

の
寄

宿
舎

環
境

等
に

つ
い

て
労

働
基

準
法

上
違

反
が

あ
り

、
送

検
等

さ
れ

た
。

□
４

．
産

業
廃

棄
物

処
理

法
に

違
反

す
る

不
法

投
棄

、
砂

利
採

取
法

に
違

反
す

る
無

許
可

採
取

等
、

関
係

法
令

に
違

反
す

る
事

実
が

判
明

し
た

。
□

５
．

当
該

工
事

関
係

者
が

贈
収

賄
等

に
よ

り
逮

捕
ま

た
は

公
訴

さ
れ

た
。

（
工

事
事

故
等

に
よ

る
減

点
）

点
数

措
置

内
容

７
．

工
事

関
係

者
事

故
ま

た
は

公
衆

災
害

が
発

生
し

た
が

、
ヒ

ュ
ー

マ
ン

エ
ラ

ー
等

軽
微

で
あ

り
、

文
書

注
意

以
上

の
処

分
が

な
か

っ
た

場
合

（
不

問
で

処
分

し
た

案
件

。
な

お
、

も
ら

い
事

故
や

交
通

事
故

は
該

当
し

な
い

。
）

③
　

「
工

事
関

係
者

」
と

は
、

②
を

履
行

す
る

工
事

現
場

に
従

事
す

る
現

場
代

理
人

、
監

理
技

術
者

（
特

例
監

理
技

術
者

を
含

む
）
、

監
理

技
術

者
補

佐
、

主
任

技
術

者
、

品
質

証
明

員
、

受
注

企
業

の
現

場
従

事
職

員
及

び
②

を
履

行
す

る
た

め
に

下
請

契
約

し
、

そ
の

履
行

を
す

る
た

め
に

従
事

す
る

者
に

限
定

す
る

。
④

　
文

書
注

意
未

満
の

処
分

を
受

け
た

後
、

事
故

及
び

災
害

等
に

お
い

て
安

全
対

策
の

改
善

が
見

ら
れ

な
い

場
合

は
、

総
括

職
員

の
評

価
対

象
項

目
で

あ
る

安
全

対
策

に
お

い
て

減
点

を
す

る
。

⑤
　

原
則

と
し

て
、

法
令

遵
守

等
の

該
当

項
目

一
覧

表
に

よ
る

こ
と

と
す

る
が

、
や

む
を

得
ず

こ
れ

に
よ

れ
な

い
と

き
は

、
各

機
関

で
定

め
る

こ
と

が
で

き
る

。
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□
６

．
建

設
業

法
に

違
反

す
る

事
実

が
判

明
し

た
　

例
）
一

括
下

請
負

、
技

術
者

の
専

任
違

反
等

□
７

．
入

国
管

理
法

に
違

反
す

る
外

国
人

の
不

法
就

労
者

が
判

明
し

、
送

検
等

さ
れ

た
。

□
８

．
使

用
人

等
の

就
労

に
関

す
る

労
働

基
準

法
に

違
反

す
る

事
実

が
判

明
し

、
送

検
等

さ
れ

た
。

□
９

．
監

督
ま

た
は

検
査

の
実

施
に

あ
た

り
、

職
務

の
執

行
を

妨
げ

た
。

あ
る

い
は

不
当

な
政

治
力

等
の

圧
力

を
か

け
、

妨
害

し
た

。
１

０
．

□
１

１
．

過
積

載
等

の
道

路
交

通
法

違
反

に
よ

り
、

逮
捕

ま
た

は
送

検
等

さ
れ

た
。

１
２

．

１
３

．

□
１

４
．

受
注

企
業

及
び

下
請

け
等

が
暴

力
団

員
等

に
よ

る
不

当
介

入
を

受
け

た
が

警
察

等
へ

の
通

報
を

怠
っ

た
。

□
１

５
．

安
全

管
理

の
措

置
が

不
適

切
で

あ
っ

た
た

め
に

、
死

傷
者

を
生

じ
さ

せ
た

工
事

関
係

者
事

故
、

ま
た

は
重

大
な

損
害

を
与

え
た

公
衆

災
害

を
起

こ
し

た
。

□
１

６
．

引
渡

し
後

に
事

故
等

が
発

生
し

、
工

事
目

的
物

が
受

注
者

の
責

に
よ

る
契

約
不

適
合

で
重

大
な

も
の

で
あ

る
こ

と
が

判
明

し
た

。
□

１
７

．
低

入
コ

ス
ト

調
査

で
虚

偽
の

報
告

が
あ

っ
た

。
□

１
８

．
受

注
者

の
責

に
よ

り
工

期
内

に
工

事
を

完
成

出
来

な
か

っ
た

。
□

１
９

．
受

注
者

が
工

事
請

負
契

約
書

第
７

条
の

２
の

規
定

に
違

反
し

て
社

会
保

険
等

未
加

入
建

設
業

者
を

下
請

負
人

と
し

て
居

る
こ

と
が

判
明

し
た

。
□

２
０

．
そ

の
他

（
理

由
：
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
）

□
下

請
け

に
暴

力
団

関
係

企
業

が
入

っ
て

い
る

こ
と

が
判

明
し

た
。

あ
る

い
は

暴
力

団
対

策
法

第
９

条
に

記
さ

れ
て

い
る

、
砂

利
、

砂
、

防
音

シ
ー

ト
、

軍
手

等
の

物
品

の
納

入
、

作
業

員
や

ガ
ー

ド
マ

ン
の

受
け

入
れ

、
作

業
員

用
の

自
動

販
売

機
の

設
置

等
を

行
っ

て
い

る
事

実
が

判
明

し
た

。

□
下

請
代

金
遅

延
防

止
法

第
４

条
に

規
定

す
る

下
請

代
金

の
支

払
い

を
期

日
以

内
に

行
っ

て
い

な
い

。
あ

る
い

は
不

当
に

下
請

代
金

の
額

を
減

じ
て

い
る

。
あ

る
い

は
そ

れ
に

類
す

る
行

為
が

あ
る

。

□
受

注
企

業
の

社
員

に
「
指

定
暴

力
団

」
あ

る
い

は
「
指

定
暴

力
団

の
傘

下
組

織
（
団

体
）
」
に

所
属

す
る

構
成

員
、

準
構

成
員

、
企

業
舎

弟
等

、
暴

力
団

関
係

者
が

い
る

こ
と

が
判

明
し

た
。
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８
／

８
ペ

ー
ジ

別
紙

－
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契
約

管
理

番
号

：
工

　
事

　
名

：
［
記

入
方

法
］
該

当
す

る
項

目
の

□
に

レ
マ

ー
ク

を
記

入
す

る
。

（
　

総
括

職
員

　
）

考
査

項
目

総
合

評
価

の
該

当
項

目
一

覧
表

 

　
　

　
下

請
計

画
の

不
履

行
□

評
価

さ
れ

た
記

載
内

容
ど

お
り

の
履

行
が

さ
れ

な
か

っ
た

。
□

選
定

計
画

ど
お

り
下

請
契

約
が

履
行

さ
れ

た
。

７
．

法
令

遵
守

等
（
総

合
評

価
に

よ
る

減
点

）
点

数
－

８
点

”
下

請
計

画
の

不
履

行
”
で

該
当

す
る

事
例

は
、

「
総

合
評

価
落

札
方

式
評

価
項

目
”
下

請
ま

た
は

県
内

企
業

下
請

の
有

無
”
で

加
点

評
価

を
受

け
た

記
載

内
容

が
履

行
さ

れ
な

か
っ

た
」
場

合
に

適
用

す
る

。
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１
／

８
ペ

ー
ジ

別
紙

－
３

契
約

管
理

番
号

：
工

　
事

　
名

：
［
記

入
方

法
］
評

価
対

象
項

目
は

左
□

に
レ

マ
ー

ク
、

評
価

項
目

は
右

□
に

レ
マ

ー
ク

を
記

入
す

る
。

（
　

検
査

員
　

）
考

査
項

目

２
．

施
工

状
況

Ⅰ
．

施
工

管
理

●
　

評
価

対
象

項
目

□
施

工
管

理
に

関
し

て
、

監
督

員
か

ら
文

書
に

よ
る

改
善

指
示

に
従

わ
な

か
っ

た
。

上
記
該
当
項
目
が
あ
れ
ば
・
・
・
・
・
・
・
ｅ

□
施

工
管

理
に

関
し

て
、

監
督

員
が

文
書

に
よ

る
改

善
指

示
を

行
っ

た
。

上
記
該
当
項
目
が
あ
れ
ば
・
・
・
・
・
・
・
ｄ

■
□

契
約

書
第

１
８

条
に

基
づ

く
設

計
図

書
の

照
査

結
果

を
、

適
切

に
処

理
し

て
い

る
こ

と
が

確
認

で
き

る
。

■
□

施
工

計
画

書
が

、
設

計
図

書
及

び
現

場
条

件
を

反
映

し
た

内
容

と
な

っ
て

い
る

こ
と

が
確

認
で

き
る

。
■

□
施

工
計

画
書

に
、

出
来

形
・
品

質
確

保
の

た
め

の
記

載
が

あ
り

、
管

理
の

た
め

の
方

法
が

確
認

で
き

る
。

■
□

施
工

計
画

書
の

記
載

内
容

と
現

場
施

工
方

法
が

、
一

致
し

て
い

る
こ

と
が

確
認

で
き

る
。

■
□

工
事

記
録

の
整

備
が

、
適

切
に

行
わ

れ
て

い
る

こ
と

が
確

認
で

き
る

。
■

□
使

用
す

る
材

料
、

機
材

の
搬

入
後

の
管

理
が

適
切

で
あ

る
こ

と
が

確
認

で
き

る
。

■
□

一
工

程
の

施
工

の
確

認
の

報
告

が
、

適
切

に
行

わ
れ

て
い

る
こ

と
が

確
認

で
き

る
。

■
□

建
設

廃
棄

物
の

処
分

及
び

建
設

副
産

物
等

の
リ

サ
イ

ク
ル

へ
の

取
り

組
み

が
、

適
切

に
行

わ
れ

て
い

る
こ

と
が

確
認

で
き

る
。

■
□

社
内

検
査

が
計

画
的

に
行

わ
れ

、
出

来
形

、
品

質
等

の
管

理
を

工
事

全
般

に
わ

た
っ

て
十

分
に

行
っ

て
い

る
こ

と
が

確
認

で
き

る
。

■
□

独
自

の
チ

ェ
ッ

ク
リ

ス
ト

等
の

管
理

基
準

に
よ

り
、

日
常

的
に

管
理

さ
れ

て
い

る
こ

と
が

確
認

で
き

る
。

■
□

工
事

の
関

係
書

類
及

び
資

料
の

整
理

が
よ

い
。

□
□

そ
の

他
（
理

由
：
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

）

評
価
値
が
９
０
％
以
上
・
・
・
・
・
・
・
・
・
ａ

①
「
対

象
」
欄

に
チ

ェ
ッ

ク
ボ

ッ
ク

ス
が

あ
る

項
目

は
、

評
価

す
べ

き
項

目
の

場
合

に
チ

ェ
ッ

ク
し

、

評
価
値
が
８
０
％
以
上
９
０
％
未
満
・
・
・
・
ｂ

評
価

す
べ

き
項

目
で

な
い

場
合

は
空

白
の

ま
ま

と
す

る
。

評
価
値
が
６
０
％
以
上
８
０
％
未
満
・
・
・
・
ｃ

②
削

除
項

目
の

あ
る

場
合

は
削

除
後

の
評

価
項

目
数

を
母

数
と

し
て

、
比

率
（
％

）
計

算
の

値
で

評
価
値
が
６
０
％
未
満
・
・
・
・
・
・
・
・
・
ｄ

評
価

す
る

。
③

評
価

値
（
　

　
％

）
＝

（
  
  
 ）

評
価

数
／

（
　

　
　

）
対

象
評

価
項

目
数

×
１

０
０

④
評

価
対

象
項

目
数

が
２

以
下

の
場

合
は

、
全

て
に

該
当

し
て

も
ｃ
評

価
と

す
る

。

e

施
工

管
理

が
優

れ
て

い
る

。
施

工
管

理
が

良
好

で
あ

る
。

施
工

管
理

が
適

切
で

あ
る

。
施

工
管

理
が

や
や

不
適

切
で

あ
る

。
施

工
管

理
が

不
適

切
で

あ
る

。

細
別

a
b

c
d
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２
／

８
ペ

ー
ジ

別
紙

－
３

契
約

管
理

番
号

：
工

　
事

　
名

：
［
記

入
方

法
］
評

価
対

象
項

目
は

左
□

に
レ

マ
ー

ク
、

評
価

項
目

は
右

□
に

レ
マ

ー
ク

を
記

入
す

る
。

（
　

検
査

員
　

）
考

査
項

目

Ⅰ
．

出
来

形

●
　

評
価

対
象

項
目

□
出

来
形

が
不

適
切

で
あ

っ
た

た
め

、
工

事
請

負
契

約
書

第
３

１
条

に
基

づ
く
修

補
指

示
を

検
査

員
が

行
っ

た
。

上
記
該
当
項
目
が
あ
れ
ば
・
・
・
・
・
・
・
ｅ

□
出

来
形

の
管

理
に

関
し

て
、

監
督

員
が

文
書

で
指

示
を

行
い

改
善

さ
れ

た
。

上
記
該
当
項
目
が
あ
れ
ば
・
・
・
・
・
・
・
ｄ

■
□

承
諾

図
等

が
、

設
計

図
書

を
満

足
し

て
い

る
こ

と
が

確
認

で
き

る
。

■
□

施
工

図
等

が
、

設
計

図
書

を
満

足
し

て
い

る
こ

と
が

確
認

で
き

る
。

■
□

施
工

計
画

書
等

で
出

来
形

の
管

理
基

準
を

設
定

し
、

計
画

に
基

づ
く
管

理
を

実
施

し
て

い
る

こ
と

が
確

認
で

き
る

。
■

□
出

来
形

の
管

理
記

録
の

整
備

が
、

良
好

で
あ

る
こ

と
が

確
認

で
き

る
。

■
□

出
来

形
の

管
理

方
法

が
、

工
夫

さ
れ

て
い

る
こ

と
が

確
認

で
き

る
。

■
□

現
場

に
お

け
る

出
来

形
が

設
計

図
書

を
満

足
し

、
適

切
な

施
工

で
あ

る
こ

と
が

確
認

で
き

る
。

■
□

現
場

に
お

け
る

出
来

形
が

良
好

で
、

施
工

の
精

度
が

高
い

。
■

□
不

可
視

部
分

と
な

る
出

来
形

が
、

工
事

写
真

、
施

工
記

録
に

よ
り

、
確

認
で

き
る

。
□

□
解

体
又

は
撤

去
工

事
の

場
合

、
撤

去
対

象
物

の
範

囲
等

が
確

認
で

き
、

適
切

に
処

分
を

し
て

い
る

こ
と

が
確

認
で

き
る

。
□

□
そ

の
他

（
理

由
：
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

）

評
価
値
が
９
０
％
以
上
・
・
・
・
・
・
・
・
・
ａ

①
「
対

象
」
欄

に
チ

ェ
ッ

ク
ボ

ッ
ク

ス
が

あ
る

項
目

は
、

評
価

す
べ

き
項

目
の

場
合

に
チ

ェ
ッ

ク
し

、

評
価
値
が
８
０
％
以
上
９
０
％
未
満
・
・
・
・
ａ
’

評
価

す
べ

き
項

目
で

な
い

場
合

は
空

白
の

ま
ま

と
す

る
。

評
価
値
が
７
０
％
以
上
８
０
％
未
満
・
・
・
・
ｂ

②
削

除
項

目
の

あ
る

場
合

は
削

除
後

の
評

価
項

目
数

を
母

数
と

し
て

、
比

率
（
％

）
計

算
の

値
で

評
価
値
が
６
０
％
以
上
７
０
％
未
満
・
・
・
・
ｂ
’

評
価

す
る

。

評
価
値
が
５
０
％
以
上
６
０
％
未
満
・
・
・
・
ｃ

③
評

価
値

（
　

　
％

）
＝

（
  
  
 ）

評
価

数
／

（
　

　
　

）
対

象
評

価
項

目
数

×
１

０
０

評
価
値
が
５
０
％
未
満
・
・
・
・
・
・
・
・
・
ｄ

④
評

価
対

象
項

目
数

が
２

以
下

の
場

合
は

、
全

て
に

該
当

し
て

も
ｃ
評

価
と

す
る

。

d
e

３
．

出
来

形
及

び
出

来
ば

え

出
来

形
が

特
に

優
れ

て
い

る
。

出
来

形
が

優
れ

て
い

る
。

出
来

形
が

特
に

良
好

で
あ

る
。

出
来

形
が

良
好

で
あ

る
。

出
来

形
が

適
切

で
あ

る
。

出
来

形
が

や
や

不
適

切
で

あ
る

。
出

来
形

が
不

適
切

で
あ

る
。

細
別

a
a’

ｂ
ｂ
’

ｃ

※
出

来
形

の
対

象
は

「
材

料
、

機
材

」
と

「
施

工
の

完
了

し
た

も
の

」
で

あ
り

、
工

事
目

的
物

の
形

状
、

寸
法

、
位

置
、

数
量

並
び

に
管

理
記

録
と

設
計

図
書

を
対

比
す

る
こ

と
に

よ
り

評
価

を
行

う
。
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３
／

８
ペ

ー
ジ

別
紙

－
３

契
約

管
理

番
号

：
工

　
事

　
名

：
［
記

入
方

法
］
評

価
対

象
項

目
は

左
□

に
レ

マ
ー

ク
、

評
価

項
目

は
右

□
に

レ
マ

ー
ク

を
記

入
す

る
。

（
　

検
査

員
　

）
考

査
項

目
細

別
工

種

Ⅱ
．

品
質

建
築

工
事

●
　

評
価

対
象

項
目

□
品

質
が

不
適

切
で

あ
っ

た
た

め
、

工
事

請
負

契
約

書
第

３
１

条
に

基
づ

く
修

補
指

示
を

検
査

員
が

行
っ

た
。

上
記
該
当
項
目
が
あ
れ
ば
・
・
・
・
・
・
・
ｅ

□
品

質
の

管
理

に
関

し
て

、
監

督
員

が
文

書
で

指
示

を
行

い
改

善
さ

れ
た

。

上
記
該
当
項
目
が
あ
れ
ば
・
・
・
・
・
・
・
ｄ

■
□

材
料

・
製

品
の

品
質

が
、

製
作

図
等

に
よ

り
確

認
で

き
、

設
計

図
書

を
満

足
し

て
い

る
こ

と
が

確
認

で
き

る
。

■
□

施
工

の
各

段
階

に
お

け
る

完
了

時
の

試
験

及
び

記
録

の
方

法
が

、
適

切
で

あ
る

こ
と

が
確

認
で

き
る

。
■

□
材

料
の

品
質

確
認

記
録

の
内

容
が

、
適

切
で

あ
る

こ
と

が
確

認
で

き
る

。
■

□
品

質
の

確
認

結
果

が
、

分
か

り
や

す
く
整

理
さ

れ
て

い
る

こ
と

が
確

認
で

き
る

。
■

□
施

工
の

品
質

が
適

切
で

あ
り

、
設

計
図

書
を

満
足

し
て

い
る

こ
と

が
確

認
で

き
る

。
■

□
建

具
、

ユ
ニ

ッ
ト

等
の

性
能

及
び

機
能

に
関

す
る

確
認

方
法

が
適

切
で

あ
り

、
記

録
の

内
容

が
設

計
図

書
を

満
足

し
て

い
る

こ
と

が
確

認
で

き
る

。
□

□
躯

体
工

事
に

お
け

る
施

工
の

品
質

が
、

施
工

記
録

等
に

よ
り

確
認

で
き

、
良

好
で

あ
る

こ
と

が
確

認
で

き
る

。
□

□
内

外
仕

上
げ

工
事

に
お

け
る

施
工

の
品

質
が

、
施

工
記

録
等

に
よ

り
確

認
で

き
、

良
好

で
あ

る
こ

と
が

確
認

で
き

る
。

□
□

そ
の

他
の

工
事

（
躯

体
・
内

外
仕

上
げ

を
除

く
）
に

お
け

る
施

工
の

品
質

が
、

施
工

記
録

等
に

よ
り

確
認

で
き

、
良

好
で

あ
る

こ
と

が
確

認
で

き
る

。
■

□
不

可
視

部
分

と
な

る
品

質
が

、
工

事
写

真
、

施
工

記
録

に
よ

り
確

認
で

き
る

。
□

□
中

間
検

査
で

の
工

夫
や

良
好

な
施

工
の

品
質

が
、

継
続

し
て

確
認

で
き

る
。

□
□

そ
の

他
（
理

由
：
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

）

評
価
値
が
９
０
％
以
上
・
・
・
・
・
・
・
・
・
ａ

①
「
対

象
」
欄

に
チ

ェ
ッ

ク
ボ

ッ
ク

ス
が

あ
る

項
目

は
、

評
価

す
べ

き
項

目
の

場
合

に
チ

ェ
ッ

ク
し

、

評
価
値
が
８
０
％
以
上
９
０
％
未
満
・
・
・
・
ａ
’

評
価

す
べ

き
項

目
で

な
い

場
合

は
空

白
の

ま
ま

と
す

る
。

評
価
値
が
７
０
％
以
上
８
０
％
未
満
・
・
・
・
ｂ

②
削

除
項

目
の

あ
る

場
合

は
削

除
後

の
評

価
項

目
数

を
母

数
と

し
て

、
比

率
（
％

）
計

算
の

値
で

評
価
値
が
６
０
％
以
上
７
０
％
未
満
・
・
・
・
ｂ
’

評
価

す
る

。

評
価
値
が
５
０
％
以
上
６
０
％
未
満
・
・
・
・
ｃ

③
評

価
値

（
　

　
％

）
＝

（
  
  
 ）

評
価

数
／

（
　

　
　

）
対

象
評

価
項

目
数

×
１

０
０

評
価
値
が
５
０
％
未
満
・
・
・
・
・
・
・
・
・
ｄ

④
評

価
対

象
項

目
数

が
２

以
下

の
場

合
は

、
全

て
に

該
当

し
て

も
ｃ
評

価
と

す
る

。

※
１

．
目

的
物

の
品

質
の

水
準

を
評

価
す

る
こ

と
。

３
．

出
来

形
及

び
出

来
ば

え

a
a’

ｂ
ｂ
’

ｃ
d

e

品
質

が
不

適
切

で
あ

る
。

※
２

．
品

質
の

対
象

は
、

「
材

料
、

機
材

」
と

「
施

工
が

完
了

し
た

も
の

（
シ

ス
テ

ム
を

含
む

）
」
が

あ
り

、
工

事
目

的
物

の
品

質
及

び
品

質
管

理
に

関
す

る
各

種
の

記
録

と
設

計
図

書
を

対
比

す
る

こ
と

に
よ

り
技

術
的

な
評

価
を

行
う

。

品
質

が
良

好
で

あ
る

。
品

質
が

適
切

で
あ

る
。

品
質

が
や

や
不

適
切

で
あ

る
。

※
３

．
１

つ
の

工
事

の
中

に
建

築
工

事
・
電

気
設

備
工

事
・
暖

冷
房

衛
生

設
備

工
事

等
の

工
種

が
２

以
上

複
合

し
て

い
る

工
事

に
つ

い
て

は
、

原
則

と
し

て
、

そ
れ

ぞ
れ

の
工

種
毎

に
評

価
し

、
工

事
費

内
訳

に
よ

る
加

重
平

均
な

ど
の

方
法

に
よ

る
も

の
と

す
る

。
た

だ
し

、
そ

の
工

事
に

お
い

て
複

合
し

て
い

る
工

種
の

う
ち

、
規

模
が

小
さ

く
評

定
に

影
響

を
与

え
な

い
工

種
に

つ
い

て
は

、
こ

の
限

り
で

な
い

。
（
例

：
設

計
金

額
に

お
け

る
直

接
工

事
費

が
５

０
０

万
円

未
満

の
工

種
）

品
質

が
特

に
優

れ
て

い
る

。
品

質
が

優
れ

て
い

る
。

品
質

が
特

に
良

好
で

あ
る

。

工
事

比
率
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４
／

８
ペ

ー
ジ

別
紙

－
３

契
約

管
理

番
号

：
工

　
事

　
名

：
［
記

入
方

法
］
評

価
対

象
項

目
は

左
□

に
レ

マ
ー

ク
、

評
価

項
目

は
右

□
に

レ
マ

ー
ク

を
記

入
す

る
。

（
　

検
査

員
　

）
考

査
項

目
細

別
工

種

Ⅱ
．

品
質

●
　

評
価

対
象

項
目

□
品

質
が

不
適

切
で

あ
っ

た
た

め
、

工
事

請
負

契
約

書
第

３
１

条
に

基
づ

く
修

補
指

示
を

検
査

員
が

行
っ

た
。

受
変

電
設

備
工

事
上
記
該
当
項
目
が
あ
れ
ば
・
・
・
・
・
・
・
ｅ

□
品

質
の

管
理

に
関

し
て

、
監

督
員

が
文

書
で

指
示

を
行

い
改

善
さ

れ
た

。

上
記
該
当
項
目
が
あ
れ
ば
・
・
・
・
・
・
・
ｄ

■
□

機
材

の
品

質
が

、
承

諾
図

等
に

よ
り

確
認

で
き

、
設

計
図

書
を

満
足

し
て

い
る

こ
と

が
確

認
で

き
る

。
■

□
施

工
の

各
段

階
に

お
け

る
完

了
時

の
試

験
及

び
記

録
の

方
法

が
、

適
切

で
あ

る
こ

と
が

確
認

で
き

る
。

■
□

機
材

の
品

質
確

認
記

録
の

内
容

が
、

適
切

で
あ

る
こ

と
が

確
認

で
き

る
。

■
□

品
質

の
確

認
結

果
が

、
分

か
り

や
す

く
整

理
さ

れ
て

い
る

こ
と

が
確

認
で

き
る

。
■

□
施

工
の

品
質

が
適

切
で

あ
り

、
設

計
図

書
を

満
足

し
て

い
る

こ
と

が
確

認
で

き
る

。
■

□
施

工
の

品
質

が
、

試
験

や
検

査
等

の
結

果
の

記
録

に
よ

り
、

優
れ

て
い

る
こ

と
が

確
認

で
き

る
。

■
□

シ
ス

テ
ム

の
性

能
及

び
機

能
に

関
す

る
試

運
転

の
確

認
方

法
が

適
切

で
あ

り
、

記
録

の
内

容
が

設
計

図
書

を
満

足
し

て
い

る
こ

と
が

確
認

で
き

る
。

□
□

シ
ス

テ
ム

の
性

能
及

び
機

能
に

関
す

る
試

運
転

の
確

認
方

法
に

工
夫

が
あ

る
。

■
□

不
可

視
部

分
と

な
る

品
質

が
、

工
事

写
真

、
施

工
記

録
に

よ
り

確
認

で
き

る
。

□
□

中
間

検
査

で
の

工
夫

や
良

好
な

施
工

の
品

質
が

、
継

続
し

て
確

認
で

き
る

。
□

□
運

転
・
点

検
上

の
表

示
及

び
危

険
箇

所
な

ど
の

表
示

等
が

明
確

で
解

り
や

す
い

。
□

□
そ

の
他

（
理

由
：
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

）

評
価
値
が
９
０
％
以
上
・
・
・
・
・
・
・
・
・
ａ

①
「
対

象
」
欄

に
チ

ェ
ッ

ク
ボ

ッ
ク

ス
が

あ
る

項
目

は
、

評
価

す
べ

き
項

目
の

場
合

に
チ

ェ
ッ

ク
し

、

評
価
値
が
８
０
％
以
上
９
０
％
未
満
・
・
・
・
ａ
’

評
価

す
べ

き
項

目
で

な
い

場
合

は
空

白
の

ま
ま

と
す

る
。

評
価
値
が
７
０
％
以
上
８
０
％
未
満
・
・
・
・
ｂ

②
削

除
項

目
の

あ
る

場
合

は
削

除
後

の
評

価
項

目
数

を
母

数
と

し
て

、
比

率
（
％

）
計

算
の

値
で

評
価
値
が
６
０
％
以
上
７
０
％
未
満
・
・
・
・
ｂ
’

評
価

す
る

。

評
価
値
が
５
０
％
以
上
６
０
％
未
満
・
・
・
・
ｃ

③
評

価
値

（
　

　
％

）
＝

（
  
  
 ）

評
価

数
／

（
　

　
　

）
対

象
評

価
項

目
数

×
１

０
０

評
価
値
が
５
０
％
未
満
・
・
・
・
・
・
・
・
・
ｄ

④
評

価
対

象
項

目
数

が
２

以
下

の
場

合
は

、
全

て
に

該
当

し
て

も
ｃ
評

価
と

す
る

。

※
１

．
目

的
物

の
品

質
の

水
準

を
評

価
す

る
こ

と
。

３
．

出
来

形
及

び
出

来
ば

え
品

質
が

不
適

切
で

あ
る

。

※
２

．
品

質
の

対
象

は
、

「
材

料
、

機
材

」
と

「
施

工
が

完
了

し
た

も
の

（
シ

ス
テ

ム
を

含
む

）
」
が

あ
り

、
工

事
目

的
物

の
品

質
及

び
品

質
管

理
に

関
す

る
各

種
の

記
録

と
設

計
図

書
を

対
比

す
る

こ
と

に
よ

り
技

術
的

な
評

価
を

行
う

。

品
質

が
特

に
優

れ
て

い
る

。
品

質
が

優
れ

て
い

る
。

品
質

が
特

に
良

好
で

あ
る

。
品

質
が

良
好

で
あ

る
。

品
質

が
適

切
で

あ
る

。
品

質
が

や
や

不
適

切
で

あ
る

。

a

※
３

．
１

つ
の

工
事

の
中

に
建

築
工

事
・
電

気
設

備
工

事
・
暖

冷
房

衛
生

設
備

工
事

等
の

工
種

が
２

以
上

複
合

し
て

い
る

工
事

に
つ

い
て

は
、

原
則

と
し

て
、

そ
れ

ぞ
れ

の
工

種
毎

に
評

価
し

、
工

事
費

内
訳

に
よ

る
加

重
平

均
な

ど
の

方
法

に
よ

る
も

の
と

す
る

。
た

だ
し

、
そ

の
工

事
に

お
い

て
複

合
し

て
い

る
工

種
の

う
ち

、
規

模
が

小
さ

く
評

定
に

影
響

を
与

え
な

い
工

種
に

つ
い

て
は

、
こ

の
限

り
で

な
い

。
（
例

：
設

計
金

額
に

お
け

る
直

接
工

事
費

が
５

０
０

万
円

未
満

の
工

種
）

電
気

設
備

工
事

a’
ｂ

ｂ
’

ｃ
d

e

工
事

比
率

12-134



５
／

８
ペ

ー
ジ

別
紙

－
３

契
約

管
理

番
号

：
工

　
事

　
名

：
［
記

入
方

法
］
評

価
対

象
項

目
は

左
□

に
レ

マ
ー

ク
、

評
価

項
目

は
右

□
に

レ
マ

ー
ク

を
記

入
す

る
。

（
　

検
査

員
　

）
考

査
項

目
細

別
工

種

Ⅱ
．

品
質

●
　

評
価

対
象

項
目

□
品

質
が

不
適

切
で

あ
っ

た
た

め
、

工
事

請
負

契
約

書
第

３
１

条
に

基
づ

く
修

補
指

示
を

検
査

員
が

行
っ

た
。

機
械

上
記
該
当
項
目
が
あ
れ
ば
・
・
・
・
・
・
・
ｅ

設
備

工
事

□
品

質
の

管
理

に
関

し
て

、
監

督
員

が
文

書
で

指
示

を
行

い
改

善
さ

れ
た

。

上
記
該
当
項
目
が
あ
れ
ば
・
・
・
・
・
・
・
ｄ

■
□

機
材

の
品

質
が

、
承

諾
図

等
に

よ
り

確
認

で
き

、
設

計
図

書
を

満
足

し
て

い
る

こ
と

が
確

認
で

き
る

。
■

□
施

工
の

各
段

階
に

お
け

る
完

了
時

の
試

験
及

び
記

録
の

方
法

が
、

適
切

で
あ

る
こ

と
が

確
認

で
き

る
。

■
□

機
材

の
品

質
確

認
記

録
の

内
容

が
、

適
切

で
あ

る
こ

と
が

確
認

で
き

る
。

■
□

品
質

の
確

認
結

果
が

、
分

か
り

や
す

く
整

理
さ

れ
て

い
る

こ
と

が
確

認
で

き
る

。
■

□
施

工
の

品
質

が
適

切
で

あ
り

、
設

計
図

書
を

満
足

し
て

い
る

こ
と

が
確

認
で

き
る

。
■

□
施

工
の

品
質

が
、

試
験

や
検

査
等

の
結

果
の

記
録

に
よ

り
、

優
れ

て
い

る
こ

と
が

確
認

で
き

る
。

■
□

シ
ス

テ
ム

の
性

能
及

び
機

能
に

関
す

る
試

運
転

の
確

認
方

法
が

適
切

で
あ

り
、

記
録

の
内

容
が

設
計

図
書

を
満

足
し

て
い

る
こ

と
が

確
認

で
き

る
。

□
□

シ
ス

テ
ム

の
性

能
及

び
機

能
に

関
す

る
試

運
転

の
確

認
方

法
に

工
夫

が
あ

る
。

■
□

不
可

視
部

分
と

な
る

品
質

が
、

工
事

写
真

、
施

工
記

録
に

よ
り

確
認

で
き

る
。

□
□

中
間

検
査

で
の

工
夫

や
良

好
な

施
工

の
品

質
が

、
継

続
し

て
確

認
で

き
る

。
□

□
運

転
・
点

検
上

の
表

示
及

び
危

険
箇

所
な

ど
の

表
示

等
が

明
確

で
解

り
や

す
い

。
□

□
そ

の
他

（
理

由
：
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

）

評
価
値
が
９
０
％
以
上
・
・
・
・
・
・
・
・
・
ａ

①
「
対

象
」
欄

に
チ

ェ
ッ

ク
ボ

ッ
ク

ス
が

あ
る

項
目

は
、

評
価

す
べ

き
項

目
の

場
合

に
チ

ェ
ッ

ク
し

、

評
価
値
が
８
０
％
以
上
９
０
％
未
満
・
・
・
・
ａ
’

評
価

す
べ

き
項

目
で

な
い

場
合

は
空

白
の

ま
ま

と
す

る
。

評
価
値
が
７
０
％
以
上
８
０
％
未
満
・
・
・
・
ｂ

②
削

除
項

目
の

あ
る

場
合

は
削

除
後

の
評

価
項

目
数

を
母

数
と

し
て

、
比

率
（
％

）
計

算
の

値
で

評
価
値
が
６
０
％
以
上
７
０
％
未
満
・
・
・
・
ｂ
’

評
価

す
る

。

評
価
値
が
５
０
％
以
上
６
０
％
未
満
・
・
・
・
ｃ

③
評

価
値

（
　

　
％

）
＝

（
  
  
 ）

評
価

数
／

（
　

　
　

）
対

象
評

価
項

目
数

×
１

０
０

評
価
値
が
５
０
％
未
満
・
・
・
・
・
・
・
・
・
ｄ

④
評

価
対

象
項

目
数

が
２

以
下

の
場

合
は

、
全

て
に

該
当

し
て

も
ｃ
評

価
と

す
る

。

※
１

．
機

械
設

備
工

事
と

は
、

エ
レ

ベ
ー

タ
ー

、
エ

ス
カ

レ
ー

タ
ー

設
備

工
事

等
の

建
設

業
法

に
お

け
る

機
械

器
具

設
置

工
事

を
い

う
。

※
２

．
目

的
物

の
品

質
の

水
準

を
評

価
す

る
こ

と
。

３
．

出
来

形
及

び
出

来
ば

え

a’
ｂ

ｂ
’

ｃ
d

品
質

が
不

適
切

で
あ

る
。

※
３

．
品

質
の

対
象

は
、

「
材

料
、

機
材

」
と

「
施

工
が

完
了

し
た

も
の

（
シ

ス
テ

ム
を

含
む

）
」
が

あ
り

、
工

事
目

的
物

の
品

質
及

び
品

質
管

理
に

関
す

る
各

種
の

記
録

と
設

計
図

書
を

対
比

す
る

こ
と

に
よ

り
技

術
的

な
評

価
を

行
う

。

品
質

が
特

に
優

れ
て

い
る

。
品

質
が

優
れ

て
い

る
。

品
質

が
特

に
良

好
で

あ
る

。
品

質
が

良
好

で
あ

る
。

品
質

が
適

切
で

あ
る

。
品

質
が

や
や

不
適

切
で

あ
る

。

e
a

暖
冷

房
衛

生
設

備
工

事

※
４

．
１

つ
の

工
事

の
中

に
建

築
工

事
・
電

気
設

備
工

事
・
暖

冷
房

衛
生

設
備

工
事

等
の

工
種

が
２

以
上

複
合

し
て

い
る

工
事

に
つ

い
て

は
、

原
則

と
し

て
、

そ
れ

ぞ
れ

の
工

種
毎

に
評

価
し

、
工

事
費

内
訳

に
よ

る
加

重
平

均
な

ど
の

方
法

に
よ

る
も

の
と

す
る

。
た

だ
し

、
そ

の
工

事
に

お
い

て
複

合
し

て
い

る
工

種
の

う
ち

、
規

模
が

小
さ

く
評

定
に

影
響

を
与

え
な

い
工

種
に

つ
い

て
は

、
こ

の
限

り
で

な
い

。
（
例

：
設

計
金

額
に

お
け

る
直

接
工

事
費

が
５

０
０

万
円

未
満

の
工

種
）

工
事

比
率
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番
号

：
工

　
事

　
名

：
［
記

入
方

法
］
評

価
対

象
項

目
は

左
□

に
レ

マ
ー

ク
、

評
価

項
目

は
右

□
に

レ
マ

ー
ク

を
記

入
す

る
。

（
　

検
査

員
　

）
考

査
項

目
細

別
工

種

建
築

工
事

●
　

評
価

対
象

項
目

□
出

来
ば

え
が

劣
っ

て
い

る
。

上
記
該
当
項
目
が
あ
れ
ば
・
・
・
・
・
・
・
ｄ

■
□

き
め

細
か

な
施

工
が

な
さ

れ
、

取
り

合
い

の
納

ま
り

や
端

部
ま

で
仕

上
が

り
が

良
い

。
□

□
関

連
工

事
(工

種
)又

は
既

存
部

分
と

の
調

整
が

な
さ

れ
、

調
和

が
良

い
仕

上
が

り
で

あ
る

。
□

□
使

い
勝

手
や

使
用

者
の

安
全

に
対

す
る

配
慮

に
優

れ
て

い
る

。
□

□
仕

上
が

り
の

状
態

が
良

好
で

、
作

動
状

態
も

良
好

で
あ

る
。

□
□

色
調

が
均

一
で

あ
り

、
色

む
ら

等
が

無
く
、

全
体

的
な

美
観

が
良

好
で

あ
る

。
□

□
材

料
・
製

品
の

割
付

や
通

り
等

が
良

く
、

全
体

的
な

出
来

ば
え

が
良

好
で

あ
る

。
□

□
保

全
に

配
慮

し
た

施
工

が
な

さ
れ

て
い

る
。

□
□

そ
の

他
（
理

由
：
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

）

評
価
値
が
９
０
％
以
上
・
・
・
・
・
・
・
・
・
ａ

①
「
対

象
」
欄

に
チ

ェ
ッ

ク
ボ

ッ
ク

ス
が

あ
る

項
目

は
、

評
価

す
べ

き
項

目
の

場
合

に
チ

ェ
ッ

ク
し

、

評
価
値
が
８
０
％
以
上
９
０
％
未
満
・
・
・
・
ｂ

評
価

す
べ

き
項

目
で

な
い

場
合

は
空

白
の

ま
ま

と
す

る
。

評
価
値
が
８
０
％
未
満
・
・
・
・
・
・
・
・
・
ｃ

②
削

除
項

目
の

あ
る

場
合

は
削

除
後

の
評

価
項

目
数

を
母

数
と

し
て

、
比

率
（
％

）
計

算
の

値
で

評
価

す
る

。
③

評
価

値
（
　

　
％

）
＝

（
  
  
 ）

評
価

数
／

（
　

　
　

）
対

象
評

価
項

目
数

×
１

０
０

④
評

価
対

象
項

目
数

が
２

以
下

の
場

合
は

、
全

て
に

該
当

し
て

も
ｃ
評

価
と

す
る

。

※
１

．
全

体
的

な
仕

上
が

り
状

態
、

機
能

を
評

価
す

る
。

３
．

出
来

形
及

び
出

来
ば

え
Ⅲ

．
出

来
ば

え
全

体
的

な
完

成
度

が
優

れ
て

い
る

。
全

体
的

な
完

成
度

が
良

好
で

あ
る

。
全

体
的

な
完

成
度

が
適

切
で

あ
る

。
全

体
的

な
完

成
度

が
劣

っ
て

い
る

。

a
b

c
d

※
２

．
出

来
ば

え
の

評
価

は
、

全
体

的
な

仕
上

が
り

状
態

、
形

状
、

配
置

及
び

関
連

工
事

と
の

調
和

、
目

的
物

と
し

て
の

機
能

な
ど

に
つ

い
て

、
観

察
、

計
測

等
に

よ
り

技
術

的
な

評
価

を
行

う
。

工
事

比
率

※
３

．
１

つ
の

工
事

の
中

に
建

築
工

事
・
電

気
設

備
工

事
・
暖

冷
房

衛
生

設
備

工
事

等
の

工
種

が
２

以
上

複
合

し
て

い
る

工
事

に
つ

い
て

は
、

原
則

と
し

て
、

そ
れ

ぞ
れ

の
工

種
毎

に
評

価
し

、
工

事
費

内
訳

に
よ

る
加

重
平

均
な

ど
の

方
法

に
よ

る
も

の
と

す
る

。
た

だ
し

、
そ

の
工

事
に

お
い

て
複

合
し

て
い

る
工

種
の

う
ち

、
規

模
が

小
さ

く
評

定
に

影
響

を
与

え
な

い
工

種
に

つ
い

て
は

、
こ

の
限

り
で

な
い

。
（
例

：
設

計
金

額
に

お
け

る
直

接
工

事
費

が
５

０
０

万
円

未
満

の
工

種
）
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／
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番
号

：
工

　
事

　
名

：
［
記

入
方

法
］
評

価
対

象
項

目
は

左
□

に
レ

マ
ー

ク
、

評
価

項
目

は
右

□
に

レ
マ

ー
ク

を
記

入
す

る
。

（
　

検
査

員
　

）
考

査
項

目
細

別
工

種

●
　

評
価

対
象

項
目

□
出

来
ば

え
が

劣
っ

て
い

る
。

受
変

電
設

備
工

事
上
記
該
当
項
目
が
あ
れ
ば
・
・
・
・
・
・
・
ｄ

■
□

き
め

細
や

か
な

施
工

が
な

さ
れ

て
い

る
。

□
□

関
連

工
事

(工
種

)又
は

既
存

部
分

と
の

調
整

が
な

さ
れ

、
調

和
が

良
い

仕
上

が
り

で
あ

る
。

□
□

機
器

又
は

シ
ス

テ
ム

と
し

て
、

運
転

状
態

が
正

常
で

あ
り

、
性

能
が

優
れ

て
い

る
。

□
□

環
境

負
荷

低
減

へ
の

対
策

が
優

れ
て

い
る

。
□

□
運

転
操

作
及

び
保

守
点

検
等

の
容

易
さ

を
確

保
す

る
た

め
の

配
慮

が
な

さ
れ

て
い

る
。

□
□

そ
の

他
（
理

由
：
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

）

評
価
値
が
９
０
％
以
上
・
・
・
・
・
・
・
・
・
ａ

①
「
対

象
」
欄

に
チ

ェ
ッ

ク
ボ

ッ
ク

ス
が

あ
る

項
目

は
、

評
価

す
べ

き
項

目
の

場
合

に
チ

ェ
ッ

ク
し

、

評
価
値
が
８
０
％
以
上
９
０
％
未
満
・
・
・
・
ｂ

評
価

す
べ

き
項

目
で

な
い

場
合

は
空

白
の

ま
ま

と
す

る
。

評
価
値
が
８
０
％
未
満
・
・
・
・
・
・
・
・
・
ｃ

②
削

除
項

目
の

あ
る

場
合

は
削

除
後

の
評

価
項

目
数

を
母

数
と

し
て

、
比

率
（
％

）
計

算
の

値
で

評
価

す
る

。
③

評
価

値
（
　

　
％

）
＝

（
  
  
 ）

評
価

数
／

（
　

　
　

）
対

象
評

価
項

目
数

×
１

０
０

④
評

価
対

象
項

目
数

が
２

以
下

の
場

合
は

、
全

て
に

該
当

し
て

も
ｃ
評

価
と

す
る

。

※
１

．
全

体
的

な
仕

上
が

り
状

態
、

機
能

を
評

価
す

る
。

３
．

出
来

形
及

び
出

来
ば

え
Ⅲ

．
出

来
ば

え
全

体
的

な
完

成
度

が
優

れ
て

い
る

。
全

体
的

な
完

成
度

が
良

好
で

あ
る

。
全

体
的

な
完

成
度

が
適

切
で

あ
る

。
電

気
設

備
工

事

※
２

．
出

来
ば

え
の

評
価

は
、

全
体

的
な

仕
上

が
り

状
態

、
形

状
、

配
置

及
び

関
連

工
事

と
の

調
和

、
目

的
物

と
し

て
の

機
能

な
ど

に
つ

い
て

、
観

察
、

計
測

等
に

よ
り

技
術

的
な

評
価

を
行

う
。

全
体

的
な

完
成

度
が

劣
っ

て
い

る
。

a
b

c
d

工
事

比
率

※
３

．
１

つ
の

工
事

の
中

に
建

築
工

事
・
電

気
設

備
工

事
・
暖

冷
房

衛
生

設
備

工
事

等
の

工
種

が
２

以
上

複
合

し
て

い
る

工
事

に
つ

い
て

は
、

原
則

と
し

て
、

そ
れ

ぞ
れ

の
工

種
毎

に
評

価
し

、
工

事
費

内
訳

に
よ

る
加

重
平

均
な

ど
の

方
法

に
よ

る
も

の
と

す
る

。
た

だ
し

、
そ

の
工

事
に

お
い

て
複

合
し

て
い

る
工

種
の

う
ち

、
規

模
が

小
さ

く
評

定
に

影
響

を
与

え
な

い
工

種
に

つ
い

て
は

、
こ

の
限

り
で

な
い

。
（
例

：
設

計
金

額
に

お
け

る
直

接
工

事
費

が
５

０
０

万
円

未
満

の
工

種
）
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／
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番
号

：
工

　
事

　
名

：
［
記

入
方

法
］
評

価
対

象
項

目
は

左
□

に
レ

マ
ー

ク
、

評
価

項
目

は
右

□
に

レ
マ

ー
ク

を
記

入
す

る
。

（
　

検
査

員
　

）
考

査
項

目
細

別
工

種

●
　

評
価

対
象

項
目

□
出

来
ば

え
が

劣
っ

て
い

る
。

機
械

上
記
該
当
項
目
が
あ
れ
ば
・
・
・
・
・
・
・
ｄ

設
備

工
事

■
□

き
め

細
や

か
な

施
工

が
な

さ
れ

て
い

る
。

□
□

関
連

工
事

(工
種

)又
は

既
存

部
分

と
の

調
整

が
な

さ
れ

、
調

和
が

良
い

仕
上

が
り

で
あ

る
。

□
□

機
器

又
は

シ
ス

テ
ム

と
し

て
、

運
転

状
態

が
正

常
で

あ
り

、
性

能
が

優
れ

て
い

る
。

□
□

環
境

負
荷

低
減

へ
の

対
策

が
優

れ
て

い
る

。
□

□
運

転
操

作
及

び
保

守
点

検
等

の
容

易
さ

を
確

保
す

る
た

め
の

配
慮

が
な

さ
れ

て
い

る
。

□
□

そ
の

他
（
理

由
：
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

）

評
価
値
が
９
０
％
以
上
・
・
・
・
・
・
・
・
・
ａ

①
「
対

象
」
欄

に
チ

ェ
ッ

ク
ボ

ッ
ク

ス
が

あ
る

項
目

は
、

評
価

す
べ

き
項

目
の

場
合

に
チ

ェ
ッ

ク
し

、

評
価
値
が
８
０
％
以
上
９
０
％
未
満
・
・
・
・
ｂ

評
価

す
べ

き
項

目
で

な
い

場
合

は
空

白
の

ま
ま

と
す

る
。

評
価
値
が
８
０
％
未
満
・
・
・
・
・
・
・
・
・
ｃ

②
削

除
項

目
の

あ
る

場
合

は
削

除
後

の
評

価
項

目
数

を
母

数
と

し
て

、
比

率
（
％

）
計

算
の

値
で

評
価

す
る

。
③

評
価

値
（
　

　
％

）
＝

（
  
  
 ）

評
価

数
／

（
　

　
　

）
対

象
評

価
項

目
数

×
１

０
０

④
評

価
対

象
項

目
数

が
２

以
下

の
場

合
は

、
全

て
に

該
当

し
て

も
ｃ
評

価
と

す
る

。

※
１

．
機

械
設

備
工

事
と

は
、

エ
レ

ベ
ー

タ
ー

、
エ

ス
カ

レ
ー

タ
ー

設
備

工
事

等
の

建
設

業
法

に
お

け
る

機
械

器
具

設
置

工
事

を
い

う
。

※
２

．
全

体
的

な
仕

上
が

り
状

態
、

機
能

を
評

価
す

る
。

３
．

出
来

形
及

び
出

来
ば

え
Ⅲ

．
出

来
ば

え
全

体
的

な
完

成
度

が
優

れ
て

い
る

。
全

体
的

な
完

成
度

が
良

好
で

あ
る

。
全

体
的

な
完

成
度

が
適

切
で

あ
る

。
暖

冷
房

衛
生

設
備

工
事

※
３

．
出

来
ば

え
の

評
価

は
、

全
体

的
な

仕
上

が
り

状
態

、
形

状
、

配
置

及
び

関
連

工
事

と
の

調
和

、
目

的
物

と
し

て
の

機
能

な
ど

に
つ

い
て

、
観

察
、

計
測

等
に

よ
り

技
術

的
な

評
価

を
行

う
。

a
b

c
d

全
体

的
な

完
成

度
が

劣
っ

て
い

る
。

※
４

．
１

つ
の

工
事

の
中

に
建

築
工

事
・
電

気
設

備
工

事
・
暖

冷
房

衛
生

設
備

工
事

等
の

工
種

が
２

以
上

複
合

し
て

い
る

工
事

に
つ

い
て

は
、

原
則

と
し

て
、

そ
れ

ぞ
れ

の
工

種
毎

に
評

価
し

、
工

事
費

内
訳

に
よ

る
加

重
平

均
な

ど
の

方
法

に
よ

る
も

の
と

す
る

。
た

だ
し

、
そ

の
工

事
に

お
い

て
複

合
し

て
い

る
工

種
の

う
ち

、
規

模
が

小
さ

く
評

定
に

影
響

を
与

え
な

い
工

種
に

つ
い

て
は

、
こ

の
限

り
で

な
い

。
（
例

：
設

計
金

額
に

お
け

る
直

接
工

事
費

が
５

０
０

万
円

未
満

の
工

種
）

工
事

比
率

12-138



別紙－４  
 
 

事故が発生した場合の工事成績評定について  
 

 
１．評定時点において措置が確定している場合は２の適用とし、確定していない場合は、 
以下により評定を行う。  

《監督員の評定》  
２．施工状況 Ⅲ安全対策  
・死亡事故が発生した工事・・・・・・・・・・・・・・・・・評価 e 
・前記以外は、通常の各評価項目チェックにより評定する。  
 

《総括職員の評定》  
２．施工状況 Ⅲ安全対策  
・死亡事故が発生した工事・・・・・・・・・・・・・・・・・評価 e 
・前記以外は、通常の各評価項目チェックにより評定する。  
８．法令遵守等  
  評価点－３点とする。  
 

  なお、評定の通知に当たっては、措置確定後に改めて評定を行う旨を受注者に伝え

ること。  
 
 
２．措置が確定している場合又は措置が確定した場合は、以下による。  
  なお、事業管理システム上の取り扱いにおいて、前述１により評定を行っている場 

合は、最終確定解除手続きにより評定解除を行い、以下により評定を行う。  
《監督員の評定》    

２．施工状況 Ⅲ安全対策  
・死亡事故が発生した工事・・・・・・・・・・・・・・・・・評価 e 
・事故により指名停止２ヶ月以上の工事・・・・・・・・・・・評価 e 
・事故により文書注意以上、指名停止２ヶ月未満の工事・・・・評価ｄ  
・以上の措置以外は、通常の各評価項目チェックによる評定する。  

 
《総括職員の評定》  

２．施工状況 Ⅲ安全対策  
・死亡事故が発生した工事・・・・・・・・・・・・・・・・・評価 e 
・事故により指名停止２ヶ月以上の工事・・・・・・・・・・・評価 e 
・事故により文書注意以上、指名停止２ヶ月未満の工事・・・・評価ｄ  
・以上の措置以外は、通常の各評価項目チェックによる評定する。  
８．法令遵守等  
・群馬県建設工事請負業者等指名停止措置要綱による措置内容に応じて評定する。  
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